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八尾市域て■木建築の工事を行 う場合、

文化財保護法第57条の 2に より届出を必要 とする区域



文

八尾市は、河内平野の中央部よりやや南寄りに位置し、東に生駒山地の景観

をみる温暖で】巴沃な土壊を有する地域であり、早くから人々が生活の場として

住みはじめたところです。それらの先人が残した大切な遺構・遺物が多く存在

しております。

今回、報告します小阪合追跡は、昭和57年度より実施して来ました人尾都市

計画事業南小阪合土地区画整理事業の区画街路・公共施設等の建設に伴う発掘

調査に関するもので、本書は昭和59年度第 4次調査の結果報告を刊行するもの

であります。この追跡は、旧大和川の幾多の洪水等による氾濫で沖積された河

内平野上に位置し、現在、弥生時代中期から近世に至る遺構・遺物が多量に検

出しています。

ここに改めて、本調査に関し、事業者をはじめ関係各位の文化財保護の立場

から充分ご理解を賜わり、ご協力いただきましたことを、ここに心から感謝を

申上げます。

今後、この報告書が広 く文化財保護にご活用いただければ、この上もない幸

せに存じます。

今後共、当調査研究会に対 して尚一層のご指導とご協力を賜 りますようにお

願い申上げます。

なお、本書作成にあたって、御協力・御指導をいただきました関係各位に深

く感謝の意を表します。

昭和63年 3月

｀       財団法人八尾市文化財調査研究会

理事長  福 島  孝



例

1、 本書は、大阪府八尾市南小阪合町・青山町・山本町南に所在する八尾都市計画事業南小阪

合土地区画整理事業に伴 う昭和59年度小阪合遺跡の第 4次調査の報告書である。

1、 本書で報告する発掘調査は、人尾市教育委員会の指示のもとで財団法人八尾市文化財調査

研究会が八尾都市整備室南小阪合土地区画整理事務所の委託を受けて実施したものである。

1、 本書に要した費用はすべて八尾都市整備室南小阪合土地区画整理事務所が負担した。

1、 本調査は、昭和59年 6月 15日 ～昭和59年 11月 15日 の期間で実施した発掘調査である。なお、

出土遺物の整理作業及び報文作成業務は、昭和62年 1月 6日 ～同年 3月 25日 までである。

1、 本調査並びに本報告に関係した者は下記のとおりである。

理 事 長  山脇 悦司 (昭和62年 8月 6日 まで)

福島  孝 (昭和62年 8月 7日 から昭和63年 3月 現在)

児玉 生― (昭和59年 4月 1日 ～昭和61年 3月 31日 まで)

市森 管萱 (昭和61年 4月 1日 ～昭和63年 3月 現在)

富田よしの (旧姓森本)

中谷 暁子

調 査 員  高萩 千秋

1、 本調査の参加諸氏は、笹井仲彦・中野健太郎・山西嘉彦 。徳谷貢正 。西森忠幸・中谷仲 。

米野茂幸・高井裕之・本曾直美・岩本多貴子・徳谷久美子・中西由起子 。中村百合・北村教

江・中西隆子・横山真鶴であり、内業整理は上記に加えて、村田英子・村田圭子・杉本尚子・

山中智美・岡田清―・八元聡志・森本啓二郎 。柏本幸寿・松村富子・岡田聖―・並河聡也・

若竹慶弘・田中明美である。

一一一口

事務局長

事 務 員

本書の執筆は高萩が担当したが、出土遺物観察表は村田 (英)。 村田 (圭)が作成した。

遺物実測は杉本・徳谷・高井・岩本、遺物写真撮影は高萩、 トレースは岩本が行つた。

遺構実測図の方位は、すべて真北を示している。

、遺物実測図は、断面の表示によって次のように分類 した。弥生式土器・土師器・瓦器・瓦・

1

1

1

1

埴輪―白、須恵器―黒、石類・木製品―斜線。

1、 本書掲載の地図は国土地理院発行の1/2500、 八尾市発行の1/2500。 1/10000を使用した。

1、 本書で用いた高さの値は海抜である。

1、 本調査に際しては、写真・実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民の方々

が、広く不U用 されることを希望する。
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参回の発掘調査は、昭和57年度から継続事業として実施 している八尾都市計画事業南小阪合

土地区画整理事業に伴うもので、当調査研究会力Mヽ阪合追跡内で実施 した第4次調査にあたる。

当遺跡は、八尾市の中央部にあたる南小阪合町 。青山町・若草町・山本町南一帯に広がる弥

生時代～江戸時代にかけての複合追跡である。当遺跡は旧大和川の主流である玉串川と長瀬川

に扶まれた沖積地上に位置している。同一沖積地上には多くの追跡が存在している。当追跡の

周辺に限っても、西方には矢作追跡・成法寺遺跡、南方には東弓削追跡
。中田遺跡、北方には

東郷追跡 。萱振B遺跡が存在している。

当遺跡の発見の契機は、昭和30年に若草町で実施された大阪府住宅供給公社山本団地の建

設工事に際して、古墳時代の土器が出土したことによる。しかし、その後、八尾市教育委員会

が当追跡内で数回の試掘調査を実施したが、その実態は不明であった。

昭和56年度に当遺跡内の南小阪合地区を中心として区画整理事業が施工されることになった。

八尾市教育委員会は埋没している遺跡の実態を把握する目的で、計画予定地内の調査を実施す

ることが決定された。そして、昭和57年度から当調査研究会及び大阪府教育委員会・八尾市教

育委員会で、それぞれ発掘調査が実施された。現在 (昭和62年度)ま でには当遺跡内で区画整

理事業及び関係事業に伴う発掘調査が19回実施されている。その内訳は大阪府教育委員会が 3

回、八尾市教育委員会が 2回、当調査研究会が14回 (第 1次～第14次調査)の発掘調査である

(第 1表 )。 調査の結果では弥生時代中期～近世に至る遺構・遺物を検出している。特に古墳

時代前期に比定される追構 。遺物が当追跡内に広く分布していることが明らかになった。

今回の調査地は区画整理事業の計画道路の予定地内 (約 1500ぽ )で、青山町 4丁 目
。5丁 目

内の区画街路に9箇所と、南小阪合町4丁目内の幹線道路に3箇所の計12箇所である。この調

査地は昭和57年度第1次調査 。昭和58年度第3次調査地に接している。発掘調査は既往調査と

同様の経緯を踏まえて当調査研究会が実施することになり、区画整理事業事務所・八尾市教育

委員会 。当調査研究会の三者間で調査に関わる契約を締結し、現地調査に着手した。調査期間

は昭和59年 6月 15日 から同年11月 15日 である。なお、昭和59年 9月 7日 に入尾市内の市立中学

校 (社会科)教師の依頼により、資料を作成し、現地説明会を実施した。参加者は25人であっ

た。

内業整理については、昭和61年度内業整理業務として、発堀調査と同様の経緯を踏まえて区

画整理事業事務所 。八尾市教育委員会・当調査研究会の三者間で契約を締結し、昭和62年 1月

6日 から3月 25日 までの期間を昭和59年度第4次調査の内業整理として実施した。ただし、報

告書のF「刷は、昭和62年度の内業整理事業に計上して、刊行した。

第 立早 じ
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第 1表  既往調査の一覧表

年度 調 査 地 調 査 原 因 調 査 主体 調査面積 主 な検 出 遺 構 。出 土 遺 物 備  考

５７

年

度

青山4丁目町
内と南小阪合
町 1丁 目内

区画整理事業 当調査研究会
(第 1次調査)

約19CX席 弥生時代後期―土坑・小穴。古墳時代前
期―井戸・濤 、多量の上器出土。古墳時
代中期―土坑・小穴等。奈良時代―建物
・井戸等。

当調査研究
会報告 9

５８

　

年

　

度

南小阪合町 1

丁目内
楠根川切換え
工事

当調査研究会
(第 2次調査)

約 600ぽ 鎌倉時代―小穴・溝。江戸時代―自然河
川 。

当調査研究
会報告10

青山町 4丁 目
内

区画整理事業 当調査研究会

(第 3次調査)
約15CX店 弥生時代後期一土坑・小穴・濤、多量の

遺物出土。古墳時代前期一方形周湊墓・

溝等、庄内式古相～布留式古相の土器を
多量に出土。

当調査研究
会報告10

南小阪合町 1

丁目内
小阪合ポンプ
場建設

大阪府教育委
員会

約酎∞∬ 古墳時代前期―溝・自然河川。平安時代
～鎌倉時代一濤・自然河川。

５９
　
　

年
　
　
度

青山町 4丁 目
内と南小阪合
町 1丁 目・4
丁目内

区画整理事業 当調査研究会
(第 4次調査)

約15tXlド

鍵蔀螺譜η詰君ぎ編亀壁幸
時代末期一井戸・土坑・小穴。

今回の報告

南小阪合町 1

丁目内
柏原・八尾幹
線下水管渠築
造工事

大阪府教育委
員会

糸々 200ド 鎌倉時代―水田。

青山町 4丁目 い関西電力鉄
塔工事

八尾市教育委
員会

約 55ド 古墳時代中期―土坑・濤・小穴。 八尾市文化
財調査報告11

南小阪合町 1
丁目内

流域 下水道
工事

当調査研究会
(第 5次調査 )

約 636ド 弥生時代後期
～古墳時代―濤。平安時代

後対―井戸・小穴・濤。鎌倉時代―濤。
当調査研究
会報告 8

６０
　
　

年
　
　
度

山本町南 8丁
目と南小阪合
町 4丁 目内

区画整理事業 当調査研究会
(第 6次調査)

寵,2500面 弥生時代後期一土坑。古墳時代前期一土
坑・濤。鎌倉時代―水田・濤。室町時代
―自然河川。

当調査研究
会報告 8

南小阪合町 1
丁目・4丁目

下水道工事 大阪府教育委
員会

約200N 古墳時代―濤。鎌倉時代～近世―濤。

小阪合町 1丁
目内

プ
造
ン
築
ポ
渠幌婉醇

八尾市教育委
員会

約 20ド 中世一自然河川。 八尾市文化
財調査報告12

６．
年
度

目丁
内
１
目
町
丁

山

３

青

・

区画整理事業 当調査研究会
(第 8次調査)

約101Xl百 喜f麟耽 禦轟韓戦 犠
時代～鎌倉時代―井戸・土坑・小穴・濤

当調査研究
冬報告 9

年

度

小阪合町 1丁
目・2丁目内

小阪合ポンプ
場放流渠築造
工事

当調査研究会
(第 9次調査)

イ,480ド 室町時代一自然河川。 冒召不口63全F渥琵

事業報告

南小阪合町 1
丁目と青山町
3丁目・ 5丁
目内

区画整理事業 当調査研究会
(第 10次調査)

約1023∬ 弥生時代後期―土坑・湊。古墳時代前期
一土坑・濤・自然河川・土器集積。平安
時代末期一濤。鎌倉時代～近世―溝。

昭和63年度
事業報告

南小阪合町 1

丁目内
小阪合ポンプ
場放流渠築造
工事

当調査研究会
(第■次調査)

２
ｍ 室町時代―自然河川。近世一自然河川 昭和63年度

事業報告

小阪合町 2丁
目内

小阪合ポンプ
場放流渠築造

工事

当調査研究会
(第 12次調査)

400ぽ 室町時代一自然河川。 昭和63年度
事業報告

青山町 5丁目
内

区画整理事業 当調査研究会
(第13次調査)

260ド 弥生時代後期一濤。古墳時代前期一土坑
・溝・土器集積・自然河川。古墳時代中
期一土坑・溝・小穴。平安時代―土坑。
鎌倉時代一濤。

昭和63年度

事業報告

商小阪合町 4

丁目内
特殊人孔築造
工事

当調査研究会
(第 14次調査)

Ｚ
ｍ 遺構・遺物なし。 日召不日634F層乏

事業報告

青山町 1丁 目
内

府道拡張工事 大阪府教育委
員会

弥生時代後期―土坑。古墳時代前期―漁
鎌倉時代―濤・小穴。
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2 立早 査 の 概 要

第 1節 調査の方法

今回の調査地は、区画街路の予定地内に幅 2mの トレンチ (第 1調査区～第 9調査区)、 幹

線街路の予定地内に幅6mの トレンチ (第 10調査区～第12調査区)の計12箇所である (第 2

表)。 掘削に際しては既往調査 (昭和57年度第 1次調査・昭和58年度第 3次調査)の調査結

果をもとにして、現地表下0。 3～0.5mまでの土層を機械掘削した。これより以下の土層につい

ては人力による掘肖Uを実施し、遺構・遺物の検出に努めた。

第 2節 調査地の地区割

今回の調査地は、各調査区が細長い (南北・東西方向)ト レンチで広範囲に点在してぃる。

南部には弥生時代～中世にかけての複合追跡である中田追跡が接しており、当追跡と位置関係

を把握する目的などを考慮に入れ、昭和47～49年度曙川北区土地区画整理事業に伴う中田遺跡

の発掘調査で使用された地区割プランの図D―Ⅲラインの交点を基準点として、区画整理事業

区域内に東西線・南耳ヒ線を設けた。地区名は 100m四方を 1区画とした大地区を設け、区画整

理事業区域内の北西角 (基準点から北へ 700m。 西 200m)か ら東西線 (北からA～ G)、 南

北線 (西からI～Ⅶ)と 付称した。この大地区をさらに10m四方に小区画して北西角から東西

線 (北からa～ j)、 南北線 (西から1～ 10)の小地区を設定して各調査区に付称した。地区

の表示は大地区と小地区をあわせ、第 2図のようにAⅡ ― e lo区 と表した。

なお、基準点は区画整理事業区域内の保健センターに設置されている三角点 (国土座標の値)

から国土座標を求めた。基準点はX=-152,728990、 Y=-35。 328。 342を 測る。当区画整理

区域内に設定した地区割の南北線は国土座標の南北線より西へ 2度ふっている。

第 2表 調査区一覧表 ※単位 :m

調 査 区 計 画 道 路 番 号 規 模 調 査 区 計 画 道 路 番 号 規  模

第 1調査区 18号線 (南北方向) 29X2 第 7調査区 28号線 46X2

第 2調査区 18号線 (東西方向) 61X2 第8調査区 29号線 26X2

第 3調査区 22号線 60X2 第 9調査区 30号線 32X2

第 4調査区 23号線 (北部 ) 60× 2 第10調査区 中央線 (北部) 72× 6

第 5調査区 23号線 (南部) 45× 2 第■調査区 中央線 (中央部) 37X6

第 6調査区 25号線 10〉(2 第12調査区 中央線 (南部) 102× 6

調第
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第 2節  調査地の地区害1

D        100m

―
E100            E200

第 2図 調査地区割模式図

VV E0
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第 3節 調査区の概要
今回の調査地は幅 2mと 幅 6mの細長いトレンチの調査であったが、この調査においても多大
な調査成果をあげることができた。また、既往調査で検出した弥生時代後期～近世に至る遺構

などと関連するものが多くみられた。

以下、今回の調査で淡出した遺構 。遺物について各調査区ごとに概説してみる。

第 1調査区 (18号線)

区画整理事業区域内の西部中央に設定した南北に長い調査区 (長 さ29m)で、今回実施した

調査区内で最も西端部にあたる。調査面積は約78ば を測る。当調査区では 2面の調査面を実施

した。その結果、下面調査では、古墳時代前期 (布留式古相)～ 中期に比定される土坑 1基 (S

Kl)。 濤 3条 (SDl～ SD3)を 検出した。 SDlでは下層から布留式古相に比定される
土器、上層から古墳時代中期に比定される土器が出上している。上面調査では、鎌倉時代に比

定される土坑 1基 (SKl)。 濤 7条 (SD4～ S Dll)を検出した。

なお、 SDlの広がりをみるために拡張 (南北10m、 東西 2m)を 実施した。

第 2調査区 (関号線 )

第 1調査区の北端部から東へ伸びる東西に長い調査区 (長さ61m)で ある。調査面積は約122

rを測る。当調査区では 2面の調査を実施した。その結果、下面調査では古墳時代前期 (布留

式古相)に比定される土坑 2基 (SKl oSK2)・ 州ヽ穴 8個 (SPl～ SP8)を 検出した。
上面調査では古墳時代中期～奈良時代に比定される小穴5町国 (SP9～ S P65)、 平安時代に比

定される曲物を備えた井戸 1基 (SEl)を 検出した。下層調査では第 7層 内から畿内第V様

式～庄内式古相に比定される土器が出土している。

第 3調査区 (22号線)

第 1調査区の南東約 150mに設定した東西に長い調査区 (長さ60m)で、昭和58年度第 3次

調査の22地区の東部にあたる。調査面積は約126ド を測る。当調査区では現地表下0.5mで古墳

時代前期の包合層を確認した。直下の土層上面を調査面としたが、遺構は検出されなかった。

なお、西側に位置する昭和58年度第 3次調査22地区では当調査区の同一面から弥生時代後期～

古墳時代前期に至る土坑・小穴・溝が検出されている。

第 4調査区 (閉号線北部 )

第 3調査区の東部に設定した東北に長い調査区 (長さ約60m)で、昭和58年度第 3次調査の

25地区の東部 (約50m)にあたる。調査面積は約 120ド を測る。当調査区では 1面の調査を実

施した。その結果、古墳時代前期に比定される土坑 2基 (SKl・ SK2)を 検出した。
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第3節 調査区の概要

第 5調査区 (23号線南部 )

第 4調査区の南側から約35mに 設定した南北に長い調査区 (長 さ45m)である。調査面積は

約90ド を測る。当調査区では 2面の調査を実施 した。その結果、下面調査
では古墳時代前期 (庄

内式新相～布留式古相)に比定される井戸 1基 (SEl)・ 土坑 1基 (SKl)・
刑`床列 1箇

所 (小穴列 1)・ /卜床 4個 (SPl・ SP5～ SP7)を 検出した。上面調査では古墳
時代前

期に比定される土坑 4基 (SK2～ SK5)。 自然河川 1条 (河川 1)と 、平安時代に比
定さ

れる自然河川 1条 (河川2)を検出した。

第 6調査区 (25号線 )

第 4調査区の南部に設定した南北に長い調査区 (長 さ約10m)で ある。調査面積は約20ぽ を

測る。当調査区では 1面の調査を実施 した。その結果、第 3調査区と同様に追構は検出されな

かった。南側に接する昭和58年度第 3次調査の25地区では、当調査区と同一面から弥生時代後期

～古墳時代前期に比定される土坑・濤が検出されている。

第 7調査区 (28号線)

第 5調査区の南部に設定した東西に長い調査区 (長 さ約46m)で、昭和58年度第 3次調査の

28地区の東部にあたる。調査面積は約92ド を測る。当調査区では4面 (下 から第 1面
～第 4

面)の調査を実施 した。その結果、第 1面の調査では古墳時代前期に比定される濤 2条 (SD

l～ SD2)と 、平安時代に比定される河川 1条 (河川 1)を検出した。SDl内 からは庄 内

式新相～布留式古相に比定される土器が多量に出土している。第 2面の調査では鎌倉時代に比

定される井戸 1基 .(SEl)。 土坑 2基 (SKl・ SK2)・ 濤 2条 (SD3・ SD4)を 検

出した。第 3面の調査では鎌倉時代～室町時代に比定される濤 6条 (SD5～ S D10)を 検出

した。第 4面の調査では江戸時代以降の濤 8条 (S Dll～ S D18)を 検出した。

第 9調査区 (30号線)

第 7調査区の南部に設定した南北に長い調査区 (長 さ32m)で ある。調査面積は約64ぽ を測る。

当調査区では 3面 (下 から第 1面～第 3面)の 調査を実施 した。その結果、第 1面の調査で

は古墳時代前期～中期に比定される小床13個 (SPl～ S P13)。 濤 4条 (SDl～ SD4)

を検出した。SDlで は上層から初期須恵器、下層から庄内式新相～布留式古相に比定される

土器が多量に出土している。第 2面の調査では鎌倉時代に比定される井戸 1基 (SEl)。 土

坑10基 (SKl～ S K10)。 珂ヽ穴20個 (S P14～ S P33)・ 濤18条 (sD5～ S D22)を検出

した。第 3面の調査では江戸時代以降の濤 3条 (S D23～ S D25)を 検出した。

第10調査区 (中央線 )

当調査地で最も北部に設定した南北に長い調査区 (長 さ約72m)で、昭和57年度第 1次調査の

C一 Ⅱ地区の北部にあたる。また 当調査 区の西側 には昭和59年度第 5次調査地が接 している。
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調査面積は約 432ド を測る。当調査区では 1面の調査を実施 した。その結果、平安時代後期～

鎌倉時代に比定される濤14条 (SDl～ S D14)と 、古墳時代中期に比定される土坑 1基 (s
Kl)埴輪円筒棺 1基を検出した。

第11調査区 (中央線)

第10調査区の南部約 100mに設定した南北に長い調査区 (約37ぽ )で、昭和57年度第 1次調

査のC― Ⅲ地区の南部 (約50m)に あたる。調査面積は約 222ポ である。当調査区では 1面の

調査を実施 した。その結果、鎌倉時代に比定される土坑 1基 (SKl)。 刑ヽ穴 3個 (SPl～

SP3)・ 濤 6条 (SDl～ SD6)を 検出した。

第12調査区 (中央線)

第11調査区の南部に約15mに 設定した南北に長い調査区 (長 さ102m)である。調査面積は

約 612ド を測る。当調査区では2面の調査を実施 した。その結果、下面調査では鎌倉時代に比

定される濤10条 (SDl～ S D10)を 検出した。上面調査では鎌倉時代に比定される足跡状遺

構を検出した。

凡 例 (第 3図・第4図 )

1 第 1次調査 C― Ⅱ地区

2 第 1次調査 A― Ⅱ地区

3 第 1次調査 A― Ⅲ地区

4 第 1次調査 A― Ⅳ地区

5 第 1次調査22地区

6 第 2次調査地

7 第 3次調査22地区

第 3次調査23-I地区

第 3次調査23-Ⅱ地区

第 3次調査24-1地区

第 3次調査24-2地区

第 3次調査25地区

第 3次調査26地区

第 3次調査27地区

15 第 3次調査28地区

16 第 5次調査地

17 第 6次調査第 6調査区

18 第10次調査第 3調査区

19 第10次調査第 4調査区

20 第10次調査第 6調査区

８

９

１０

「

１２

‐３

‐４
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第 3節

V

調査区の概要

E300

第 1調査区

第9調査区

1 祥|
0                        51

日

日

０

謂 ‥ ||

武

第 1調査区～第9調査区遺構配置図

-9-10-

第4図 第10調査区～第12調査区遺構配置図



第 3章 調 査 の 結

第 1節 第 1調査区

当調査区は今回実施 した調査地内で最も西端部に設定した南北に長い調査区 (29m)で ある。

調査面積は78ポ を測る。北東側へ約30mに は第 2調査区がある。また、昭和57年度第 1次調査

のA― Ⅲ地区の北部にあたる。

I 基本層序

当調査区で普遍的にみられる7層を基本層序とした。現地表面は標高8.5mを測る。

第 1層耕土 :層厚10～ 20cra。 この土層は、調査寸前まで耕作していた層である。

第 2層暗灰褐色粘質土 :層厚 8～ 10cm。 この土層は、耕土の床土である。

第 3層淡灰褐色粘質土 :層厚18～ 26clla。 この上層内から古墳時代～近世にかけての追物の小

片がごく少量出土 してぃる。

第4層黄褐色粘土 :層厚 5～ 12cln。 この上

層内から古墳時代から鎌倉時代にか

けての遺物が少量出土 してぃる。

第 5層黄掲色砂質土 :層厚12～ 25cm。 この

上面は標高 7.9mを測 り、鎌倉時代

に比定される濤が検出されている。

この上面を第 2調査面とした。

第 6層灰褐色～黄灰掲色シルト:層厚10cm。

この上面は標高 7.8mを測 り、古墳時

代前期～中期に比定される遺構が検出

8:00m

1

2

3

4

6

7

第2調査面

第1調査面

されている。この上面を第 1調査面と   第5図 基本層序柱状図 (S=1/20)

した。

第 7層暗灰色～灰白色シルトと粗砂の互層 :

層厚30cm以上。

Ⅱ 検出遺構・出土遺物

当調査区では2面 を調査面とした。その結果、第 1調査面では古墳時代前期～中期に比定さ

れる土坑 1基 (SKl)・ 刈ヽ穴 2個 (SPl・ SP2)・ 濤 3条 (SDl～ SD3)を 検出し

た。第 2調査面では鎌倉時代に比定される土坑 1基 (SK2)・ 溝 8条 (SD4～ S Dll)を

検出した。以下、各調査面で検出した遺構について概説する。
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1 暗茶褐色粘質シルト 0         1m

第 6図  SKl平 断面図

第 1調査面

土坑 (SK)

SKl

EⅡ ― b6区東壁付近で検出 した土坑であ

る。平面は検出部で半楕円形を呈する。東部

は調査区外に至り全容は不明である。規模 は

検出部で、東西0。 78m、 南北2.24m、 深さ12

cmを測 る。断面は逆台形を呈 し、中央部でや

や窪む。堆積土は暗茶裾色粘質シル トである。

遺物は、土坑内の中央部の窪んだ箇所から土

器の小片が少量出土 してぃる。器種はすべて

甕で、庄内式甕 (1・ 2)・ 布留式甕 (3)。

甕 (4)がある。時期は布留式古相に比定さ

れよう (第 6図・第 7図光

に切られている。平面はほぼ半円形を呈する。規模

深さ14cmを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は

o                                        20cm

第 7図  SKl出 土遺物実測図

SPl

EⅡ ― b6区で検出 した。東部 は調査区外に至る。平面は半円形を呈する。規模は検出部

で、東西25cm以上、南北35cm、 深さ15cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘

質シル トである。遺物は、堆積土内から布留式古相に比定される土師器の小片がごく少量出土

して いる。器種には、甕・高杯がある。

SP2

EⅡ 一 b6区で検出 した。西部はS Dl

は検出部で、東西45cm以上、南北径54cm、

-12-
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第1節 第1調査区

暗茶褐色粘質シルトである。遺物は、堆積土内から布留式古相に比定される土師器の小片がご

く少量出土 してぃる。

濤 (SD)

SDl

EⅡ ― b6～ c6区で検出した濤である。方向は東南―北西の方向を示す。規模は検出部で、

幅 9m、 深さ24～ 77cloを 測る。断面は浅い逆凸形を呈する。堆積土は、上方から第 1層濃灰褐

色粘質土 。第 2層淡灰褐色シルト・第 3層暗,天握色粘土 。第 4層暗灰色粘土 。第 5層灰茶色粗

砂・第 6層黄灰裾庖 シルト・第 7層明灰裾色 シルト混粘土 。第 8層淡灰茶色粘土・第 9層暗灰

色シルト混粘土 (炭 を含む)。 第10層灰青色粘土 (炭を含む)で構成されている。堆積状況は

断面観察及び出土遺物からみると、A層 (第 1層 ～第 5層 )と B層 (第 6層 ～第10層 )の 2つ

に大きく分かれる。出土量はコンテナ箱にして約 7箱分 (A層 3箱分・B層 4箱分)を 数える。

B層 からは古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片が出土している。そのうち、図示

できたものは58点である。器種には壺 (5～ 29)。 鉢 (64)・ 高杯 (65～ 77)。 布留式甕 (30

～63)等がある。複合口縁壷 (29)1こは体部外面に竹やつるなどのもので編んだと考えられる

籠の日の痕跡がみられる。A層 からは古墳時代中期に比定される土器片が出土している。図示

できたものは62点 (土師器48点 と須恵器13点 )である。器種には土師器の小型壼(78)・ 壷(81)

。第V様式系甕 (79・ 80)・ 甕 (82～ 104・ 106～ 109)・ 布留式甕 (105)。 刻ヽ型丸底壷(1lo～

111)。 鉢 (112・ 113)。 杯 (114・ 115)。 大型の鉢 (116)・ 高杯 (117～ 125)。 須恵器の杯

蓋 (126～ 128)・ 杯身 (129～ 130)。 鉢 (131)・ 甕 (132)・ 高杯 (133)。 大型器台 (134)

。甕 (135～ 138)がある。須恵器は陶邑編年によるI型式 1～ 2段階に比定されるものである。

その他の遺物には、用途不明の木製品 (139)や 自然木などが出土している。本製品 (139)は

全長49.7clnを 測り、両端は欠損する。形状は断面方形 (長さ28.5cln、 一辺 4 cln)の 角材と断面

L字形 (長さ21.2cln、 幅13cm、 厚み 4 cm)で、L字形の部分卜はそれぞれ長方形のほぞ穴 (6:5

×3.2cm)1箇所があり、丁寧に加工している (第 8図～第19図 )。

1 濃灰褐色粘質土
2 淡灰褐色シル ト
3 皓灰褐色粘土
4 暗灰色粘土
5 灰茶色粗砂

6 責灰褐色ンル ト
7 明灰褐色シル ト混粘土
8 淡灰茶色粘土
9 暗灰色シル ト混粘土 (炭 を含む)
10 灰青色粘土 (炭 を含む)

o           2m

第9図  SDl断 面図
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第10図  SDl(B層 )出土遺物実測図 1
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第 1節 第 1調査区

0                                     20cm

1(B層)出土遺物実測図 2第11図  SD
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第13図 SDl(B層 )出土遺物実測図4
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第 1節 第 1調査区

ヾ W

＼

77

75

第15図  SDl(B層 )出土遺物実測図 6
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第16図  SDl(A層 )出土遺物実測図 1
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第 1節 第 1調査区
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第 1節 第1調査区

―
斡

第19図  SDl(A層 )出土遺物実測図4
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SD2

EⅢ ― b6区で検出 した濤である。方向はほぼ東西方向を示す。規模は検出部で、幅18～38

cm、 深さ1lcmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘上である。遺物は出土 して

いない。

SD3

EΠ ―c6区 で検出した濤である。方向は東西方向を示す。規模は検出部で、幅40cm、 深さ

1lcmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘土である。遺物は出土 してぃない。

第 2調査面

土坑 (SK)

SK2

EⅢ ― d6区の西壁付近で検出した土坑である。平面は楕円形を呈する。規模 は検出部で、

南北2.24m、 東西0.64m、 深さ7 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は淡灰褐色細砂混

粘土である。遺物は出土 してぃない。

濤 (SD)

SD4

EⅡ ― b6区で検出した濤である。方向は南東―北西を示 し、調査区外に至る。規膜 は検出

部で、幅 2m以上、深さ9 cmを 測 る。北東側の肩は調査区外に至り、不明である。堆積土は黄

掲色粘上である。遺物は出土 してぃない。

SD5

EⅡ ― b6区で検出した濤である。方向はSD4と 平行する南東―耳ヒ西を示 し、南北はとも

に調査区外に至る。規模は検出部で、幅18～ 34cm、 深さ9 cmを測る。断面は逆台形を呈する。

堆積土は黄褐色粘土である。遺物は出土していない。

SD6

EⅡ― b6区で検出した濤である。方向はSD5と 平行する南東―北西を示す。北側では S

D8と 合流する。規模は検出部で、幅14～ 36cm、 深さ8 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆

積土は黄褐色粘土である。遺物は出土 していない。

SD7

EⅡ― b6～ c6区で検出した濤である。方向はほぼ南北方向を示す。規模は検出部で、幅

40cm、 深さ7 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は黄褐色粘土である。遺物は出土 して

いない。

―-26-―



第 1節 第1調査区

SD8

EE― b6～ c6区で検出 した濤である。方向はほぼ南】ヒ方向を示 し、耳ヒ側はSD6と 合流

する。規模 は検出部で、幅 2定 38cm、 深さ12cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は黄褐

色粘土である。遺物は出土 してぃない。

SD9

EⅡ ― d6区で検出 した溝である。方向はほぼ東西方向を示 し、東西はともに調査区外に至

る。規模は検出部で、幅20～ 28cm、 深さ4 clnを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は黄褐色

粘上である。遺物は出土 してぃない。

S D10

EⅡ ― d6区で検出 した溝である。方向はほぼ東西方向を示 し、東西と濤の南肩が調査区外

に至り、不明である。規模 は検出部で、幅52cm以上、深 さ8 cmを 測る。断面は逆台形を呈する

と思われる。堆積土は黄褐色粘土である。遺物は出土 してぃない。

Ⅲ 遺構 に伴わない出土遺物

当調査区では第 3層～第 5層内で古墳時代前期から鎌倉時代にかけての遺物が出土 してぃる

が、第 3層 。第 4層内で出上 した遺物は摩滅 した小片がごく少量出土 してぃるだけであった。

遺物は主に第 5層内から古墳時代前期～中期にかけての上器が出土 した。出土量はコンテナ箱

にして約 2箱分を数える。図示できたものは土器27点である。器種 には土師器の壷 (140)。

庄内式甕 (141)・ 鉢 (143)・ 高杯 (144・ 145)、 韓式系土器 (142)、 製塩土器 (146。 147ノ

須恵器の杯蓋 (148～ 155)。 杯身 (156～ 162)。 高杯 (163～ 165)・ 壷 (166)が ある。須恵

器は陶邑編年によるI型式 1段階～ 4段階に相当する (第 20図)。
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第 1節 第 1調査区

SD9 SDlo
EE―d6

EⅡ―c6

第21図 遺構平面図

第 2調査面

E― a
N290
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第 2節 第 2調査区

第 2節 第 2調査区

第 1調査区の北部から東へ約30mに設定した東西に長い調査区 (長 さ61m)である。調査面

積は約122ぽ を測る。

I 基本層序

当調査区で普遍的にみられる8層 を基本層序とした。現地表面は標高8.7mを測る。

第 1層耕土 :層厚20～ 40cm。 調査前までは耕

されていた耕作土である。昭和54年 に

上を入れ整地 している。

第 2層旧耕土 :層厚 8～ 22cm。 この土層は整

地される昭和54年前まで耕作されてい

た土層である。

第 3層茶掲灰色粘質土 :層厚10～ 26om。 この

土層内から古墳時代～江戸時代にかけ

ての摩減 した土器片が少量出土 してぃ

8.00rn

1

2

8×

第2調査画

る。この上層はDⅡ 一 j9区から西狽1 第1調査面

に堆積し、西狽Jへ行くに従い厚く堆積
第22図 基本層序柱状図 (S=1/20)

する。

第 4層茶褐灰色砂質土 :層厚10～ 20cm。 この土層内には古墳時代の土器片が少量含まれて

いる。層厚は東側が薄く、西側へ行くに従い厚く堆積する。

第 5層茶灰色粘質土～暗茶褐色砂礫混砂質土 :層厚10～30cmo D Ⅱ― j9区の一部に堆積す

る土層で、西側へ低 くなり、砂礫混じりとなる。この上面を第 2調査面とした。

第 6層暗茶色粘質土 :層厚20～ 40cm。 この土層は、DⅡ ― j9区の一部より西狽1で第 2調査

面となる。

第 7層暗茶色灰粘質土 :層厚10cm以上。この土層は、東側の一部で検出した。層内から弥生

時代後期～古墳時代前期にかけての土器片が出土している。

第 8層暗茶灰色粘質シルト:層厚30cm以上。DⅡ 一 i10～ DⅢ 一 i2区で検出された土層で、

標高7.6～ 7,7mを 浪1る。上面には古墳時代前期に比定される遺構が検出された (第 1

調査面)。

Ⅱ 検出遺構 。出土遺物

第 5。 6層上面 (第 2調査面)と 第8層上面 (第 1調査面)を調査面とした。その結果、第

1調査面では古墳時代前期に比定される土坑 2基 (SKl・ SK2)・ 珂ヽ穴 8個 (SPl～ S

P8)を 検出した。第 2調査面では平安時代に比定される井戸 1基 (SEl)と 、古墳時代中

-31-



期から平安時代にかけての土坑 4基 (SK3～ SK6)。 小穴57個 (SP9～ S P65)。 小京

列 2箇所 (小穴列 1・ 小穴列 2)。 溝 5条 (SDl～ SD5)を 検出した。井戸 (SEl)に

関しては第 4層 から切り込まれていた。

第 1調査面

土坑 (SK)

SKl

DE一 i8～ ,8区で検出した。平面は楕円形を呈する。規模は検出部で、東西94cm、 南北

1.lm、 深 さ25cmを 測 る。断面は半円形を呈する。堆積土は暗灰青色粘質土である。遺物は堆

積土内から古墳時代前期 (庄内式新相)に比定される土器の小片がごく少量出土 してぃる。

SK2

DⅡ 一 i10区で検出 した。南部は調査区外に至る。平面はほぼ半楕円形を呈する。規模は検

出部で、東西2.24m、 南北 lm以上、深さ31cmを測 る。断面は半円形を呈し、底面には起伏が

みられる。堆積土は暗灰捉庖 シル ト粘質土である。遺物は、堆積土内から古墳時代前期 (庄内

式新相)に比定される土器の小片がごく少量出土 してぃる。

小穴 (SPl～ SP8)

当調査区の中央部で 8個を検出した。平面の形状には円形のもの 5個 (SPl・ SP3～ S

P7)、 楕円形のもの 1個 (SP2)、 方形のもの 1個 (SP8)が ある。規模は検出部で、径

22～32cmを測る小さいもの、径44～ 136 clnを測る大きいものの 2つ に分けられる。前者はSP

2。 SP5。 SP6で 、後者はSPl・ SP3。 SP4・ SP7・ SP8で ある。深さは15～

27clnを 瀕よる。堆積土は暗青灰色粘質土である。遺物は、堆積土内から古墳時代前期 (庄内式 )

に比定される土器の小片が少量出上している。

第 3表 第 1調査面小穴 (SP)法量一覧表 単位 :cm

遺構番号 地   区 平 面 形 断面形 径 深 さ 堆  積  土 出土遺物
SPl DⅡ ― 8 円   形 逆台形 44-48 暗青灰色粘質土 土師器片

SP2 DⅡ ― 8 楕 円 形 U字形 26-32 暗青灰色粘質土 土師器片

SP3 DⅡ ― 8 円   形 逆台形 48-52 暗青灰色粘質土 土師器片

SP4 DⅡ ― 9 円 形 ? 逆台形 23´ウ56 暗青灰色粘質土 土師器片

SP5 DⅡ ― 9 円   形 逆台形 24-25 暗青灰色粘質土 土師器片

SP6 DⅡ ― 9 円   形 逆台形 22-ヤ 25 9 暗青灰色粘質土 土師器片

SP7 DI― 9 円   形 逆台形 40-84 暗青灰色粘質土

SP8 DⅡ ― ,9 方   形 逆台形 暗青灰色粘質土
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第 2調査面

井戸 (SE)

SEl

DⅢ ― i8区の北壁付近で検出した曲物を

備えた井戸である。北部の掘形は調査区外に

至り、全容は不明である。平面は検出部で、

半楕円形を呈する。掘形の規模は、東西0,78

m、 南北 0。5m以上、深さ1.14mを測る。断

面はほぼ逆台形を呈する。掘形は第 4層上面

からの切り込みで、ここから約0,84mの下に

円形を呈する曲物の上端部を検出した。曲物

は、 2段 (上段が径 35cm、 厚み 7 mm、 高さ15

cmと 、下段が径 23cm、 厚み 7 mm、 高さ15cmを

測る)に積重ねて井戸側として備えている。

曲物は検出された時点で上段の曲物が下段の

曲物の中位付近まで下がった状態であった。

また、下段は良好な状態で検出しているが、

上段の上端は腐敗 していた。堆積土は、埋土

が暗灰褐色細砂混粘土で、井戸側内が暗青灰

色粘質シル トである。遺物は、埋土内から摩

第 2節 第 2調査区

1雪

0                   1m

第23図  SEl平 断面図
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第24図  SEl出 土曲物底実測図
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減した土器の小片がごく少量出土している。曲物内からは上位で須恵器の甕の体部片と人頭大

の石(径 20～30cm)2点が出土している。下位の底部付近からは土師器の重、本製品(1)が出土し

た。木製品は曲物底板と思われる円形の板 (径 17cm、 厚み 5 1nm)で 、縁には円形 (径 3 mm)の

穿孔が 4箇所みられる。時期は平安時代後期ごろであろう (第 23図・第24図 )。

土坑 (SK)

SK3

DⅡ ― j6～ j7区で検出した土坑である。南北部はともに調査区外に至り全容は不明であ

る。平面はほぼ楕円形を呈する。規模は検出部で、東西約 3m、 南北 2m、 深さ0。42mを 測る。

断面はやや深い逆台形を呈し、弥生時代後期に堆積 したと思われる砂層上面から切り込まれて

いる。堆積土は暗茶灰色砂質土 。暗灰茶色粘質土の2層 に分れる。遺物は、堆積土内から古墳

時代中期に比定される土器片が少量出土している。器種には土師器の壷 (2・ 6)・ 甕 (3・

4・ 7)。 鉢 (8)・ 高杯 (9～ 11)、 須恵器の取手付平底鉢 (12)がある (第 25図 )。
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第25図  SK3 出土遺物実測図

SK4

DⅡ ― i9区で検出 した土坑である。耳ヒ部はSK5と 近代の井戸によって切られている。平

面は検出部で半円形を呈する。規膜 は検出部で、東西0。 36m、 南北0,36m、 深 さ0。 27mを 測 る。

断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質シル トである。遺物は、堆積土内から土師器の

小片が少量出土 してぃるが、時期を確定するものはない。
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SK5

DⅡ ― i9区で検出した。南部はSK4を 切り、

東部は攪乱されている。北部は調査区外に至る。

平面は検出部で、半円形を呈する。規模は東西92

cm、 南北36cm、 深さ27cmを測る。堆積土は暗灰茶

色粘質上である。追物は、堆積土内から古墳時代

中期に比定される須恵器の破片がごく少量出土し

ている。器種には杯身 (13)がある(第 26図 )。

第 2節 第2調査区

筵 ≧ 璽 堅 E三 三 井 13

0                10Cm

第26図  SK5出 土遺物実測図

SK6

DⅡ ― i10区で検出した土坑である。平面は不定形を呈する。南北部はともに調査区外に至

る。規模は検出部で、東西0。 98m、 南北2.24m、 深さ31cmを測る。断面は逆台形を呈し、底面

には起伏がみられる。堆積土は暗灰茶色粘質土である。遺物は出土していない。

小穴群 (SP)

小穴57個を検出した。平面の形状には楕円形のもの (15個 )、 円形のもの (26個 )、 隅九方

形のもの (12個 )、 隅丸三角形のもの (2個 )、 不定形のもの (2個)がある。規模は大きい

もの (44個 )で径30～ 6Clc皿、小さいもの (13個 )で径10～25cmを測る。断面の形状には逆台形

のもの (21個 )、 U字形のもの (141固 )、 逆凸形のもの (11個 )、  半円形のもの (10個 )があ

り、深さ15～40cmを測る。逆凸形を呈する小穴には下段に平面円形を呈する柱痕がみられ、径

約10cmを 測る。これらの小穴の中には建物等の柱穴と考えられるものもある。また、小宍列が

2箇所 (河 穴ヽ列 1・ 珂ヽ穴列2)でみられた。河ヽ穴列 1は、DⅡ ― i10区で検出した。S P45・

S P46。 S P47で構成している (第28図 )。 方向は東西方向を示し、1.6mの 等間隔である。小

穴列 2は、DⅢ― i2区で検出した。 S P60・ S P61・ S P62で構成している(第 29図 )。 方向

は東西方向を示し、1,6mの間隔である。

遺物は、小穴の堆積土内から土師器の小片がごく少量出土しているが、小穴の堆積土内には

無遺物のものもある。図示できたものは2点である。 S P10は 甑 (14)、 S P14は 製塩土器

(15)が出土しだ(第27図 )。 なお、個々の小穴の法量・形状等については第 4表に記した。

戸
三
雨両=可14g115

0                 1 0cm

第27図  S P10(14)・ S P14(15)出 土遺物実測図
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第29図 小穴列2平断面図

第4表 第 2調査面小穴 (SP)一覧表 ※ 単位 i cm

遇博番号 地 区 平面形 断面形 径 深 さ 堆  積  土 備 考

SP9 DⅡ― 6 楕 円 形 逆台形 40-50 暗茶褐色微砂混粘土 土師器片

S P10 DⅡ一 7 隅丸 方形 逆台形 46-58 暗茶褐色微砂混粘土 土師器片

SP 1 DⅡ一 7 隅九方形 ? 逆台形 24～ 66 暗茶褐色微砂混粘土 土師器片

SP 2 DE― 7 楕 円 形 半円形 25-32 暗茶褐色微砂混粘土 土師器片

SP 3 DI― 7 楕 円 形 半円形 44^し 50 暗茶褐色微砂混粘土 上師器片

SP DⅡ 一 7 楕 円 形 半円形 32-48 暗茶褐色微砂混粘土 上師器片

SP DⅡ ― 7 隅九三角形 半円形 12^-14 暗茶褐色微砂混粘土 土師器片

SP DⅡ ― 隅丸 方形 逆凸形 46^-64 暗灰褐色  粘質土 土師器片たとカミ (ぞ登16…-20)

SP 7 DⅡ ― 隅丸三角形 逆台形 56-60 暗灰褐色  粘質土 土師器片
SP DⅡ ― 楕 円 形 半円形 39‐-42 暗茶灰色  粘質土
SP DⅡ ― 円   形 逆台形 42-44 暗茶灰色  粘質土 土師器片
S P20 DⅡ ― 9 円   形 逆台形 56^-68 暗茶灰色  粘質土 土師器片
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第 2節 第 2調査区

追構番号 地 区 平面形 断面形 径 深 さ 堆 積 土 備 考

S P21 Dl― 桔 円 形 U字形 22-32 暗茶灰色  粘質土 土師器片
S P22 DⅡ ― i9 円 形 U字形 42-45 暗茶灰色  粘質土 土師器片
S P23 DI― i9 円 形 ? 逆台形 暗茶灰色  粘質土 土師器片
S P24 DⅡ 一 円 形 U字形 16～ 17 暗茶褐色  粘質土 土師器片
S P25 DⅡ ― 円 形 U字形 14～ 15 暗茶掘色  粘質土 土師器片

S P26 DE一 i9 不 定 形 逆凸形 59-66 暗茶褐色  粘質土
土 HEl器片
たと万三 (牟乙21-28)

S P27 DI一 9 円 形 逆凸形 44^-46 暗茶褐色  粘質土 柱痕 (径 13)

S P28 DⅡ ― i8 円 形 U字形 14-16 暗灰褐色  粘質土

S P29 DⅡ ― 9 円 形 逆台形 14-16 暗灰褐色  粘質土

S P30 DⅡ ― 円 形 逆凸形 14-16 暗灰褐色  粘質土

S P31 DⅡ ― 円 形 U字形 9～ 13 暗灰褐色  粘質土

S P32 DⅡ ― i10 楕 円 形 半円形 12-13 7 暗灰褐色  粘質土

S P33 DⅡ 一 楕 円 形 逆台形 26-28 9 暗灰褐色  粘質土 柱痕 (径 10)

S P34 DⅡ 一 9 楕 円 形 U字形 12-14 9 暗茶褐色微砂混粘土

S P35 DⅡ 一 i10 不 定 形 逆凸形 27-ヤ 28 9 暗灰褐色  粘質土 柱痕 (径 10)

S P36 DI― ,10 円 形 逆凸形 43--44 暗灰褐色  粘質土
土 即 器 片

たと痕   (径 15-22)

S P37 DⅡ 一 円 形 逆台形 33-34 暗灰褐色  粘質土

S P38 DⅡ ― 円 形 逆台形 28-30 暗灰裾色  粘質土

S P39 Dl― 隅九 方形 逆凸形 35-37 暗灰褐色  粘質土 柱痕 (径 13)

S P40 DⅡ ― 0 円 形 U字形 15´-22 暗茶灰色  粘質土

S P41 Dl― 円 形 半円形 32^ヤ 36 暗灰褐色  粘質土

S P42 DⅡ 一 円 形 ? 逆凸形 暗灰褐色  粘質土 柱痕 (径 8～ 16)

S P43 DⅡ ― 隅 丸 方形 半円形 29-30 暗灰褐色  粘質土

S P44 DE一 楕 円 形 逆凸形 26-35 暗灰4FJt  粘質土
土 師 器 片

柱 痕 (径 12～ 14)

S P45 DⅡ 一 隅丸 方形 逆台形 50-58 暗灰褐色  粘質土 土師器片・小穴列 1

S P46 DⅡ 一 楕 円 形 逆凸形 64-66 暗灰褐色  粘質土 土師器片 。小穴列 1

S P47 DⅡ 一 1 隅丸 方形 逆台形 68-76 暗茶灰色  粘質土 土師器片・小穴列 1

S P48 DⅡ ― 1 楕 円 形 U字形 53-64 暗灰褐色  粘質土 土師器片
S P49 DⅡ ― l 隅丸 方形 逆台形 50-54 暗灰褐色  粘質土 土師器片

S P50 DⅡ ― 円 形 U字形 30-31 暗灰褐色  粘質土

S P51 DⅡ ― l 円 形 ? 逆台形 暗灰褐色  粘質土

S P52 DI― il 円 形 逆台形 44^ヤ 46 暗灰褐色  粘質土 土師器片

S P53 DI一 1 円 形 逆台形 36´ヤ38 暗灰褐色  粘質土 土師器片
S P54 DⅡ ― 1 円 形 半円形 38-39 暗灰褐色  粘質土

S P55 D■ ― 円 形 逆台形 暗茶灰色  粘質土

S P56 Dl― 円 形 逆台形 26-34 暗灰褐色  粘質土

S P57 DⅡ ― 1 隅九 方形 逆凸形 32-64 暗灰褐色  粘質土 ユニ印 器 庁柱 痕 (径 19)

S P58 DⅡ 一 1 楕 円 形 U字形 18-24 暗灰褐色  粘質土

S P59 DⅡ 一 8 楕 円 形 U字形 24^ヤ 32 暗茶灰色  粘質土 土師器片
S P60 DⅡ ― 1 楕 円 形 逆台形 42-50 暗茶灰色  粘質土 土師器片 ・小穴列 2

S P61 DⅡ ― 隅九長方形 逆凸形 44-82 暗茶灰色  粘質土 柱痕 2つ (径 15と 径16)
S P62 DⅡ 一 2 隅丸 方形 U字形 暗茶灰色  粘質土 土師器片・小穴列 2

S P63 DⅡ ― 円 形 ? 逆台形 暗茶灰色  粘質土

S P64 DⅡ ― 隅丸 方形 半円形 46-47 暗灰褐色  粘質土 土師器片
S P65 DⅡ 一 円 形 U字形 28-32 暗茶灰色  粘質土 土師器片
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濤 (SD)

SDl

DⅡ ― ,6区で検出した濤である。方向は南西―北東方向を呈 し、耳ヒ端は途中で切れる。西

部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅42cm、 深さ12cnを 測る。断面は逆台形を呈する。堆

積土は茶灰色細砂混粘土である。遺物は出土 していない。

SD2

DⅡ ― i9区で検出した濤である。方向はほぼ南北方向を示す。南耳と部はともに調査区外 に

至る。規僕は検出部で、幅1.lm、 深 さ25cmを測 る。断面は逆台形 を呈する。堆積土は茶灰色

粘質土である。遺物は、堆積土内から土師器・須恵器の小片が少量出土 している。

SD3

DⅡ ― i lo区で検出した濤である。方向はほぼ南耳ヒ方向を示す。南北部はともに調査区外に

至る。規膜 は検出部で、幅1.3m、 深 さ34cmを測 る。断面は U字形 を呈 し、底面には凹凸がみ

られる。堆積土は、上方から淡灰茶色砂質土・暗灰茶色砂質土 。茶灰色粘質土 。暗茶灰色粘質

シル トで構成されている。遺物は、堆積土内から土師器の小片が少量出土 している。

圧 三 ≡ 三 ≡ と __二 」 i16

圧 Ξ 三 三 三 乙 _三 二 二 117

)18

19

0                     1 0cm

第30図  SD5出 土遺物実測図

SD4

DⅢ ― il区で検出した濤である。方向は東西方向を示

す。東部はSD5と合流する。規模は検出部で、幅22cm、

深さ10cmを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は茶灰色

粘質土である。遺物は出土していない。

SD5

DⅢ ― il区で検出した濤である。方向はほぼ南耳ヒ方向

を示し、SD4と 合流する。南北部はともに調査区外に至る。

規模は検出部で、幅1lcm、 深さ50c皿を測る。断面は逆凸形

を呈する。堆積土は、上方から暗茶灰色粘質土・暗灰茶色

粘質土・暗灰褐色粘質土で構成されている。追物は、堆積

土内から土師器・須恵器の小片が少量出土 している。図示

できたものは須恵器の杯蓋 (16。 17)。 杯身 (18)・ 高杯

(19)で ある。須恵器は陶邑編年によるI型式 2～ 3段階

に比定されるであろう (第30図光
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第2節 第2調査区

Ⅲ 追構に伴わない出土遺物

第 2層～第 7層 には遺物が包含されていたが、第 4層 と第 7層内からの出土量が多かった。

第 7層 は当調査区の西側にだけ堆積がみられる層である。この層内から弥生時代後期～古墳時

代前期 (畿内第V様式～庄内式古相)に比定される遺物が出土している (第 31図兆器種には壷

(20)。 甕 (21・ 25)。 畿内第V様式甕 (22～ 24)・ 高杯 (26)が ある (第 32図 )。 その他に

は木製品 (27)1点 が出土 している。本製品は長方形の板 (34× 12× 2.6cm)で、片面には

加工痕がみられる (第 33図兆

第 4層 は当調査区の全体に堆積がみられる層である。層厚は10～20cmを測 り、西側へ行くに

従い厚く堆積する。この層 (包含層)内からは弥生時代後期～奈良時代に至る遺物が出土して

いる。器種には畿内第V様式～庄内式古相に比定される重 (28～ 33)。 畿内第V様式甕 (34～

38。 40・ 42)・ 庄内式甕 (39。 41・ 43～ 48)・ 鉢 (60～ 63・ 67)。 有孔鉢 (64)、 布留式古相

に比定される甕 (49・ 50・ 53・ 56)。 布留式甕 (51・ 52・ 54・ 55)・ 吉備系甕 (57)・ 小型丸

底壺 (58。 59)・ 鉢 (65)、 古墳時代中期に比定される土師器の鉢 (66)・ 高杯 (68～ 76)、 製

塩土器 (77)、 甑 (78)、 須恵器の杯蓋 (79～ 81)。 杯身 (82)、 古墳時代後期に比定される

須恵器の杯身 (83)がある (第 34図～第36図 )。
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第31図 第7層土器集積平断面図
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第32図 第7層出土遺物実測図
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第33図 第 7層出土木製品実測図
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第3節 第3調査区

第 3節 第 3調査区

第 1調査区の南東側へ約160mに設定した東西に長い調査区 (長さ60m)で ある。調査面積

は約 120ド を測る。当調査区は昭和58年度第 3次調査の22地区の東側にあたる。

I 基本層序

当調査区で普遍的にみられる6層 を基本層序とした。現地表面は標高8.8m前後を測る。

第 1層耕土 :層厚10～ 20cm。 調査前まで耕されていた耕作土である。

第 2層灰褐色粘質土 :層厚10c皿。EⅣ― il区より西側に存在する土層で、耕土の床土であ

る。土層内より摩滅した土器の小片がごく少量出土している。

第 3層茶灰色微砂 :層厚30～ 40cm。 この土層か

らは鎌倉時代に比定される追物が少量出

土している。

第 4層灰茶褐色粘土 :層厚10～40cm。 東に行 く

に従って厚く堆積する。

第 5層褐灰色粘土 :層厚20～ 30cm。 古墳時代前

期に比定される土器片を合む層である。
8.00rn

第 6層茶灰褐色～明灰茶色粘質土 :層厚20cm以

上。粘性の強い層である。この上面は標

高7.7mを測る。調査対象面とした。

Ⅱ 検出遺構 。出土追物 第38図 基本層序柱状図 (S=1/20)

当調査区では、追構は検出されなかつたが、古墳時代前期に比定される包含層 (第 5層 )を

確認している。以下、包含層内で出土した土器について述べることにする。

Ⅲ 追構に伴わない出土遺物

第 5層 (包合層)内からは古墳時代前期 (庄内式古相一布留式古相)に比定される土器の小片が

出土している。出土量はコンテナ箱にして約半箱分である。土器の器種には壷
。第V様式系甕

・庄内式甕・鉢・高杯などがある。図示できたものは3点で、複合口縁の壷 (1)。 第V様式

系甕 (2)・ 庄内式甕 (3)で ある (第 39図光

1

2

3

4

51

6
調査面

2

第39図 包含層出土選物実測図
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第 4節 第 4調査区

第 4節 第 4調査区

第 3調査区の東側から南へ伸びる南北に長い調査区 (長 さ60m)である。調査面積は120ポ

を淑Jる。

I 基本層序

当調査区で普遍的にみられる7層 を基本層序とした。現地表面は標高8,8m前後を測る。

第 1層耕土 :層厚10～ 20cm。 調査前まで耕されていた耕作土である。

第 2層灰褐色粘質土 :層厚20～ 30cm。 耕上の床

土である。

第 3層茶灰色微砂 :層 厚10～ 15cm。 鎌倉時代に

比定される土器片が少量出土している。

第 4層淡灰茶色微砂混粘土 :層厚10～ 18cm。 第

3層 よりやや粘性が高い。

第 5層灰色細砂混粘土 :層厚15～ 20cm。 古墳時

代～鎌倉時代の遺物が少量出土 している。 ___
8.00m

第 6層褐灰色細砂混粘土 :層厚20～ 30cm。 古墳

時代前期の包含層である。

第 7層褐灰色粘土 :層厚20cm以上。この上面を

調査面とした。

Π 検出遺構 。出土遺物

調査面

第41図 基本層序柱状図 (S=1/201

当調査区では、第 7層上面 (標高7.7m)を 調査面 とした。その結果、古墳時代前期に比定

される土坑 2基 (SKloSK2)を 検出した。

土坑 (SK)

SKl

FⅣ― d～ e5区で検出した土坑である。東西部は調査区外に至る。平面の形状は不明であ

る。規模は検出部で、東西 2m、 南北2.3m、 深 さ18cmを 測る。断面は逆台形 を呈する。堆積

土は灰褐色粘土である。遺物は、堆積土内から古墳時代前期 (庄内式古相)に比定される土師

器の小片が少量出土 している6

SK2

FⅣ― e5区で検出した土坑である。南部・西部はともに調査区外に至る。平面の形状は不明

である。規模は検出部で、東西1.5m、 南北1.5m、 深さ20cmを測 る。断面は逆台形を呈するも

のと思われる。堆積土は灰褐色粘土である。遺物は、堆積土内から古墳時代前期 (庄内式)に

比定される土師器の小片が少量出土 している。

1

一●

６

■
一
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第5節 第5調査区

第 5節 第 5調査区

当調査区は第 4調査区の南端から約35m南側に設定 した南北に長い調査区 (長 さ45m)で あ

る。調査面積は約90ド を測る。

1・ 基本層序

当調査区で普遍的にみられる6層 を基本層序 とした。現地表面は標高8.2mを測 る。

第 1層耕土 :層厚10～ 40cm。 調査前まで耕されていた土層である。当調査区の東側の半分は

攪苦しされている。

第 2層灰茶褐色砂質土 :層厚10～ 25cm。 耕土

の床土である。
9.00m

第 3層黄褐色粘質土 :層厚14～ 28cm。 この土

層内から古墳時代～鎌倉時代にかけて

の摩滅 した土器の小片が少量出土 した。

第 4層黄茶褐色微砂混粘土 :層厚16～ 22cm。

この土層内から古墳時代前期～中期に

かけての土器の小片が出土 している。

この上面から平安時代に比定される自

然河川が切 り込んでいる。この上面は   8.00m
標高8。 3mを測る。

第 5層淡黄灰色粘質土 :層厚20～ 26cm。 この

土層内から古墳時代前期に比定 される

土器片が出土 している。この上面は標    第43図 基本層序柱状図 (S=1/20)

高8.lm前後を測る。

第 6層黄灰色粘土 :層厚20～40cm。 この上面

で、古墳時代前期の遺構を検出した。

標高は7.8mを測る。

Ⅱ 検出遺構・出土遺物

当調査区では、第 5層上面 (第 2調査面 )と 第 6層上面 (第 1調査面)の 2面 を調査面 とし

た。その結果、第 1調査面では古墳時代前期 (庄内式新相 )に比定される井戸 1基 (SEl)。

小穴列 1箇所 (小穴列 1)・ 月ヽ穴 4個 (SPl・ SP5～ SP7)。 土坑 1基 (SKl)を 検

出した。第 2調査面では第 4層上面から切り込む平安時代の自然河川 (河川 1)、 第 5層 上面か

ら切り込む古墳時代前期(庄内式新相～布留式古相 )に比定される土坑 4基 (SK2～ SK5)・ 濤

2条 (SDl,SD2)。 自然河川 (河,I12)を検出した。

第 2調査面

第 1調査面

1

2

3

5

6
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第 1調査面

井戸 (SE)

SEl

FⅣ一 j5地区の西壁付近で検出した素掘りの井戸である。平面はほぼ円形を呈する。規模

は、径1.34～ 1.4m、 深さ1.3mを 測る。断面はU字形を呈する。底面は平面円形で径0.5mを測

る。堆積土は、上方から第 1層 暗灰青色粘土 。第 2層黒灰色粘土・第 3層暗灰青色砂混泥粘土

(4層 の植物遺体が瓦層する)で構成されている。遺物は、第 2層～第 3層内からコンテナ箱

にして 3箱分が出土した。出土遺物には土器と木製品がある。土器は庄内式新相に比定される

もので重 (1)。 二重口縁重 (2)・ 庄内式甕 (3～ 7)・ 甕 (3)・ 吉備系甕 (9)・ 刈ヽ型

壺 (lo)・ 鉢 (11)・ 台付鉢 (12・ 13)。 器台 (14)がある。木製品は焼け焦げている自然木

とともに出土している。木製品は 7点 (15～ 21)を 出土した。15は棒状で、長さ54cm、 幅 2.3

伽、厚み l cmを測り、断面は半円形を呈する。一端は欠損し、もう一端は先端から 3 cmを 残し、

九みのある片側を 2.2～ 2.8 cmに わたり、

切り込みを入れている。この本器の形は紡

織具の一部分となる布巻具あるいは経巻具

と推定される。16は長方形の板状で、全長

41.5cm、 幅 7.l cm、 厚み 9 mmを測る。両端

は欠損する。端辺近くに 1個 と端辺から6.5

～14.5cmに わたって円孔 (2～ 4 mm)が 11

個、円孤を描いて並んでいる。17は角材状

で、全長32.3cm、 幅 1.1× 2.8 cmを 測る。

断面は変形した台形を呈し、両端部は欠損

している。 18は方形の板状で、 1辺 11.9×

20。 6cm、 厚み 2.3 cmを 測り、一部が欠損す

る。19は長方形を呈する小さな木片で、全

長 6.5 cm、 幅 2.8× 1.8 cmを 測る。断面は

三角形を呈し、径 2 mmの円孔が 4個穿たれ

ている。20は角材状で、全長27.7cm、 幅 2

～ 3 cmを測る。一端は焼け焦げている。21

は薄い板状で、全長 18。 9cm、 幅 1.1～ 2.8

cm、 厚み l cmを測る。内縁は 2箇所で内彎

し、外縁は外彎している(第 44図～第47図 )。

卜

鉄

1

ツヽ
ｄ
氏

A′

E143

800m

1 暗灰青色粘土
2 黒灰色粘土
3 暗灰青色砂混泥粘土
(4層の植物遺体が互層する)

0         1m

第44図  SEl平 断面図
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第 5節 第 5調査区
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6

7

20Cm

第45図  SEl出 土遺物実測図
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第47図  SEl出 土木製品実測図2
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土坑 (SK)

SKl

GⅣ― b5区で検出した土坑である。東部は調査区外に至る。規模は検出部で、東西1.4m

以上、南北 0。 92m、 深さ28cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。

遺物は出土 していない。

/Jヽ穴 (SP)

SPl～ SP7

GⅣ― a5区で 1個 とGⅣ― b5区で 6個の計 7個の小穴を検出した。平面の形状には楕円

形のもの3個 (SPl・ SP2・ S P4X方形のもの1個 (SP3)、 円形のもの3個 (SP5
～SP7)が ある。断面は逆凸形のもの 1個 (SPl)、 逆台形のもの 6個 (SP2～ SP7)

である。堆積土は暗灰褐色砂混粘土で、追物は出土していない。これらの小穴内には建物の一

部と考えられる小穴列 (小穴列 1)が 1箇所みられる。小穴列 1は SP2・ SP3・ SP4か

らなる南北方向 (2.8m)に並ぶもので、柱間は北西から1.5m、 1.3mを測る (第 48図光

なお、個々の小穴の法量・形状については第 5表に記した。

第 5表 第 1調査面小穴 (SP)一 覧表
単位

遺 構 番 号 地  区 平 面 形 断 面 形 径 深 さ 堆 積 土 備   考

SPl GⅣ―a5 惰 円 形 逆 台 形 26-36 暗灰褐色砂混粘土 柱痕 (径 10)

SP2 GⅣ―b5 楕 円 形 逆 台 形 46-56 暗灰褐色砂混粘土 /1ヽ 穴 列 1

SP3 GⅣ―b5 方 形 逆 台 形 36-60 暗灰褐色砂混粘土 /1ヽ 穴 列 1

SP4 GⅣ―b5 楕 円 形 逆 台 形 52-59 暗灰褐色砂混粘土 4ヽ 穴 列 1

SP5 GⅣ―b5 円 形 逆 台 形 23.5 暗灰褐色砂混粘土

SP6 GⅣ―b5 円 形 逆 台 形 暗灰褐色砂混粘土

SP7 GⅣ―b5 円 形 逆 台 形 暗灰褐色砂混粘土

勇

第48図 珂ヽ穴列 1平断面図
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第5節 第5調査区

第 2調査面

土坑 (SK)

SK2

F IV― i5区で検出した土坑である。平面の形状は東から見るとW形を呈する。東西部は共

に調査区外に至る。規模 は検出部で、東西10m、 南北 0。 6～ 2m、 深さ9～ 1lcmを測る。断面

は浅い逆台形を呈 し、底面には若千の起伏がみられ、中央部付近に平面ほぼ円形で、径52cm、

深さ17cmを 測 る小穴 (SP8)と 、これより北側約1.5mに 径約50cmを 測 る範囲 内に小石 (径

0。 5～ 5 cm)が約 4 cmの厚さで集積していた。堆積土は淡茶灰色砂礫 (粗秒 )混粘土・暗灰茶色

シル ト混粘土に分れる。遺物は北側の基底面近 くに転がり横たわった状態の土器が点在 してい

た。器種はすべて甕で、第V様式系甕 (22)・ 庄内式甕 (23～ 27)。 東部瀬戸内系甕 (23)。 吉備

系甕 (29)がみられる。時期は庄内式新相に位置付けられよう (第 49図・第50図兆

SK3

FⅣ― j5区～ GⅣ― a5区で検出した土坑である。平面は濤状を呈する。東西はともに調

査区外に至る。南部にはSDlが 合流 している。規模は検出部で、東西 2m以上、南北2.3m、

深さ15～ 20cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰茶色シルト混粘土である。底面で

E143

A′

韓:番
石集積

製鋲器

※数字は遺物番号

0             1m
l   l  l

第49図  SK2北 部検出遺物平断面図

］
２７
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第50図  SK2出 土遺物実測図

は小穴 (SP9～ S P12)を 検出した。小穴は平面楕円形を呈し、SP9が 東西64cm、 南北84

cm、 深さ22cm、 S P10が径26～ 50cla、 深さ24cm、 S Pllが径22～ 50(�、深さ41cm、  S P12が径28

～40cla、 深さ16cmを それぞれ測る。堆積土は暗灰茶色 シル ト混粘土である。遺物は、土坑内か

ら土師器の小片が少量出土している。

SK4

GⅣ― a～ b5区で検出した土坑である。北部は近代の井戸によって切 られ、東部はともに

調査区外に至る。平面は不定形を呈する。規模 は検出部で、東西 2m、 南北 5。 8m、 深さ10cm

を測 る。断面は浅い逆台形を呈する。堆積土は暗灰茶色 シル ト混粘土である。遺物は、堆積土内

から土師器の小片がごく少量出土 している。

SK5

GⅣ― b5区で検出した土坑である。東側はSD2を 切 り、西側は調査区外に至る。平面は

方形を呈すると思われる。規模 は検出部で、東西 0。 86m、 南北1,8m、 深 さ41cmを測る。断面

は逆台形を呈する。堆積土は暗灰色粘上である。遺物は、堆積土内から土師器の小片が少量出

土 している。

で

く
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第5節 第5調査区

濤 (SD)

SDl

GⅣ― a5区で検出した濤である。方向は南東―北西方向を示す。北西部はSK3に合流 し、

南東部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅22～48cm.深 さ15cmを 測る。断面は逆台形 を呈

する。堆積土は暗灰茶色 シル ト混粘土である。遺物は出土 していない。

SD2

GⅣ一 b5区で検出した濤である。平面は円jlKを描 き、北端はSK5に 切 られ、南端は河川

2に よって切られている。規膜 は検出部で、幅34～ 60cm、 深さ16cmを 測る。断面は半円形を呈

する。堆積土は暗灰茶色シル ト混粘土である。遺物は出土 していない。

自然河川

河川 1

FⅣ一 i5区で検出した自然河川である。方向は南東―北西方向を呈する。規模は検出部で、

<ξ
三三三三
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忘忘
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三
======ifテ

テ
ララ
テンデゝ

  32

36

|

-国-9
|

///////////1         39

38

第51図 河川 1出土遺物実測図
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幅約 3m、 深さ1。 lmを測る。断面は西肩の斜面が緩やかな傾斜を呈する。堆積土は、上方か

ら淡茶灰色砂礫 (及び粗砂)混粘土・暗灰色粘土・暗灰色粗砂と暗灰褐色粗砂混粘土の互層で

ある。遺物は、河川底近くで古墳時代前期に比定される土器の小片が少量出土している。器種

には三 (30～ 34)・ 庄内式甕 (35,36)。 吉備系甕 (37)な どがある (第51図兆

河川 2

GⅣ― b～ c5区で検出した。方向は南東―北西方向と考えられる東肩の一部だけを検出し

た。西肩は第 7調査区GⅣ一b3区で検出している河川 1にあたる。当調査区で検出した規模は

幅およそ20m、 深さ0.5～ 0。 3mを測る。底面には一部濤状を呈する窪みがみられる。堆積土は

淡茶灰色粗砂混粘質土・淡黄灰色微砂と暗茶褐色～淡灰色粗砂が互層で、砂層を基調としてい

る。遺物は、堆積土内から古墳時代～奈良時代にかけての土器の小片が少量出土している。器

種には古墳時代前期に比定される壷 (40。 41)・ 庄内式甕 (42～ 45)。 鉢 (46)、 奈良時代に比定

される土師器の杯 (47～ 50)が ある (第 52図光

42

｀

―
引 ララン

″
 47

第52図 河川 2出土遺物実測図
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第 5節 第5調査区

第 1調査面

第2調査面
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FⅣ―j5

SKl

FⅣ―,5

第53図 遺構平面図
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第5節 第5調査区

Ⅲ 遺構に伴わない出土遺物

第 3層 と第 4層で遺物が出土している。第 4層内からは古墳時代前期に比定される土器の小

片が少量出土している。第 3層内からは古墳時代～奈良時代に至る土器の小片が少量出土して

いる。出土量はコンテナ箱にして約 1箱分を数える。図示できたものは21点で、古墳時代前期

に比定される重 (51)。 第V様式系甕 (52・ 53)。 庄内式甕 (54～ 60)。 小型丸底壷 (61・ 62)・

鉢 (63・ 64)・ 器台 (65)・ 高杯 (66)。 土錘 (67)と 、古墳時代後期未に比定される須恵器の

杯身 (68～ 70)。 甕 (71)である (第54図光

52                                 56

5  
醐

7

ξく三三:ΞΞ三二IFEEEEE千三三三三EEIEIΞ F三7属
ラクを9

団

 能 4

第54図 包含層出土遺物実測図
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第 6節 第 6調査区

第 3調査区の南部に設定した南北に長い調査区 (長 さ約13m)で ある。調査面積は約26ド を

測る。

I 基本層序

当調査区で普遍的にみられる7層 を基本層序とした。現地表面は標高9,4mを測る。

第 1層盛土 :層厚70～ 80cm。 区画整理の工事に

よる盛上である。

第 2層耕土 :層厚12～ 16cm。 昭和57年 まで耕作

土として耕されていた土層である。

第 3層茶褐色粘砂土 :層厚 8～ 14cm。 耕土の床

土である。

第 4層茶灰褐色～灰茶褐色粘質土 :層厚18～ 22

cm。 古墳時代～鎌倉時代にかけての土器

の小片が少量出土 している。

第 5層暗茶褐色粗砂混粘質土 :層厚 8～ 20cm。

古墳時代に比定される土器の小片が少量

出土 している。

第 6層暗茶褐灰色粗砂混粘土 :層厚20cm。 古墳

いる。

第 7層茶灰色シル ト混粘土 :層厚25c皿以上bこ

の上面が調査面で、標高7.8mを測る。

Ⅱ 検出遺構・出土遺物

当調査区では第 7層上面を調査面としたが、遺

構は検出されなかった。出土遺物は第 3層～第 6

層内から古墳時代前期～鎌倉時代に比定される土

器の小片が出土 している。出土量はコンテナ箱に

9.00m

時代前期に比定される土器片が出土 して  8.00m

調査面

第55図 基本層序柱状図 (S=1/20)

して約半箱分程度である。このうち、ほとんどの遺物が第 6層 内からの出土である。この層は

古墳時代前期に比定される包合層と考えられ、庄内式土器などの小片が出土している。器種に

は重 。第V様式系甕 。庄内式甕・高杯などがみられる。

2

3

5

6

7
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第 6節 第 6調査区

E90

|

E一
i

N200-寸――

第56図 第6調査区平面図
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第 7節 第 7調査区

当調査区は第 5調査区南端から西側に設定した東西に長い調査区 (長さ40m)で、昭和58年

度第 3次調査の28地区の東部にあたる。調査面積は約80∬ を測る。

I 基本層序

当調査区で普通的にみられる6層 を基本層序とした。現地表面は標高9,2m前後を測る。

第 1層耕土及び里道の盛土 :層厚15～ 50cm。 調査前までの耕作土と調査前までの里道である。

第 2層濃灰茶色砂礫混砂質土 :層厚18～ 24cm。

旧里道の土層である。

第 3層灰褐色粘砂～砂質土 :層厚18～ 28cm。

層内には鎌倉時代～江戸時代の追物が

含まれ、上面は標高8.6mを測る。    9.oom

第 4層茶灰色砂礫混粘質土 :層厚10～ 18cm。

土層内には鎌倉時代の遺物が含まれて

いる。この上面は標高8.3mを測 り、

江戸時代に比定される濤が切り込まれ

ている。

第 5層黄褐色砂礫混粘質土 :層厚10cm。 古墳

時代～鎌倉時代の土器の小片が少量出

土している。上面は標高8.lmを測る。  3.00m

1

2

士:::::::士 :::士 :4 :ギ ::士 :::士 :::::

:::ギ :!士 :::士 :: 5:士 :::± 11

第4調査面

第3調査面

第2調査面

第 1調査面

第 6層淡灰色微砂 :層厚10cm。 この上面には

古墳時代前期に比定される遺構が切り    第57図 基本層序柱状図 (S=1/20

込まれている。標高8.Omを測る。

Ⅱ 検出遺構・出土遺物

当調査区では、第 3面上面 (第 4調査面 )、 第 4層上面 (第 3調査面 )、 第 5層上面 (第 2調査

面 )、 第 6層上面 (第 1調査面)の 4面 を調査面とした。その結果、第 1調査面では古墳時代前

期に比定される濤 2条 (SDl・ SD2)と 、平安時代に比定される自然河川 1条 (河川 1)

を検出した。第 2調査面では平安時代後期～鎌倉時代に至る井戸 1基 (SEl)・ 土坑 1基 (S

Kl)。 小穴 2個 (SPl・ SP2)。 濤 2条 (SD3・ SD4)を 検出した。第 3調査面で

は鎌倉時代後期～室町時代に至る溝 6条 (SD5～ S D10)を検出した。第 4調査面では江戸

時代に比定される濤 8条 (S Dll～ S D18)を検出した。
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第7節 第7調査区

第 1調査面

濤 (SD)

SDl

G IV― d2区で検出した濤である。方向は南東―耳し西方向を示す。南北はともに調査区外に

至るが、南側に位置する第 9調査区の第 1調査面から検出しているSDlに 続 くものと考えら

れる。規模は検出部で、幅約 7m、 深さ70cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は、上方

から第 1層茶灰色粘質土 。第 2層暗茶灰色粘質土 。第 3層茶灰褐色砂混粘質土 。第 4層灰 tr」色

粘質土 (細砂ブロック含む)。 第 5層黄褐色砂礫混粘質土・第 6層黒灰色粘土 (炭・細砂を合

む)。 第 7層暗青灰色砂混粘土・第 8層暗青灰色粗砂 。第 9層暗灰青色粘質土で構成されてい

る。(第 58図 )。

遺物は、第 1層 から底面付近までに堆積する土層内から古墳時代前期 (庄内式新相～布留式

古相)に比定される土器が多量に出土した。出土した土器は上層 (第 1層～第 5層 )と 、下層

(第 6層～第 8層 )に分けて取上げている。しかし、土器の出土状況をみると、上層から底面

付近まで土器の破片が密に詰まった状態である。上層と下層の土器には時期差がみられなかっ

た。出土量は上層が20箱分、下層が10箱分で計30箱分を数える。このうち図示できたものは467

点を数える。器種には壺59点 (1～ 59)。 第V様式系甕 7点 (60～ 66)・ 庄内式甕178点 (67～

244)・ 布留式傾向甕12点 (245～ 256)。 布留式甕48点 (257～ 304)。 東部瀬戸内系甕 7点 (329～ 335)

・吉備系甕 6点 (337～ 342)・ 山陰系甕 3点 (343～ 345)。 東海系甕 2点 (346～ 347)。 その他の甕

25点 (305～ 328・ 336)・ 小型丸底重34点 (348～ 381)・ ミニチュア壺 1点 (410)。 鉢39点 (382～

409・ 411～ 421)・ 器台22点 (422～ 443)。 高杯19点 (444～ 462)・ 製塩土器 5点 (463～ 467)がある

(第58図～第85図 )。 器種別の割合いは甕が 6割 を占め、圧倒的に多い。このうち約 6割が庄内

式甕である。以下、器種別では壷12.6%、 甕61.7%、 小型丸底重7.7%、 鉢7.9%、 器台4.7

%、 高杯4.1%、 製塩土器1.1%の 割合いである (第 6表 )。 また、土器には他地域の土器がみ

られる。割合いは全体の約 1割程度である。器種には壷 。甕・鉢 。高杯・製塩土器がある。こ

のうち甕に多くみられる。地域ごとにみると、摂津、紀伊、大和、吉備、山陰、東海などの地

方のものがみられる。甕 (イロ体数287点 )でみる割合いは庄内式62%、 布留式傾向4.2%、 布留

式17%、 第V様式系2.4%、 東部瀬戸内系2.4%、 吉備系1,7%、 山陰系1.0%、 東海系0.7

%、 不明の甕8,6%である (第 7表 )。 また、庄内式甕には大和型に多い左上 りのタタキロをも

つ甕 5点 (240～244)がみられるが、胎土は生駒山西麓にみられる特徴をもつもので、中河内

方の庄内式甕と考えられる (第 59図～第85図 )。
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第 7節 第 7調査区
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第 7節 第 7調査区

♀                                         10Cm

第59図  SDl出 土遺物実測図 1
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第60図  SDl出 土遺物実測図2
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第 7節 第 7調査区
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第61図  SDl出 土遺物実測図 3
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第62図  SDl出 土遺物実沢」図4
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第 7節 第 7調査区
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第 7節 第 7調査区

第65図  SDl出 土遺物実測図7
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第 7節 第 7調査区
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第67図  SDl出 土遺物実測図 9
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第 7節 第 7調査区
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第7節 第 7調査区
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第7節 第7調査区
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第 7節 第 7調査区
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第 7節 第7調査区
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第77図  SDl出 土遺物実測図19
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第7節 第 7調査区
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第83図  SDl出 土遺物実測図25
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第 7節  第 7調査区
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第85図  SDl出 土遺物実測図27

SD2

GⅣ一 d3区で検出した濤である。方向は南東一北面方向を示す。南東部は途中で切れ、北

部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅23cm、 深さ 5 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆

積土は淡灰茶色粗砂混粘土である。遺物は出土していない。
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河川 1

GⅣ― d3～ d5区で検出した自然河川である。南北 。東部はともに調査区外に至る。規模
は検出部で、東西幅約19mを測るが第 5調査区の南部でこの河川跡の東肩を検出している。こ

れと合せると幅約25mを測 り、方向が南北方向に流れをもつものと思われる。深さは40～70Cm

を測 り、底面には起伏がみられる。堆積土は灰自色細砂 。暗灰褐色粘土 。灰色粗砂 。黄灰色細

砂・暗灰色粗砂混粘土・淡灰褐色細砂で砂層を基調として構成されている。この河川の下流部

分は昭和57年度第 1次調査のA― Ⅳ地区、昭和58年度第 3次調査の22地区 。25地区で検出して

いる。遺物は、堆積土内から古墳時代～平安時代にかけての土師器・須恵器の小片が少量出土

している。図示できたものは 9点である。器種には古墳時代前期に比定される土錘 (475)、古墳時

代中期に比定される須恵器の杯蓋 (476)、 古墳時代後期に比定される須恵器の杯身 (477)、 奈良時

代に比定される土師器の杯 (471～ 474)、 平安時代に比定される土師器の皿 (469'470)が ある

(第 86図 )。

く【〔:::::~~千
~~:::::'ラク

469 

氏く〔:::::::::::I:::::::::''ラテ
470

71

団 ③
1    475

20cm

第86図 河川 1出土遺物実測図

第 2調査面

井戸 (SE)

SEl

GⅣ― dl区で検出した。昭和58年度第 3次調査の28地区

で検出したSE9の 東部の部分にあたる井戸で、前回の調査

では底部付近から丼戸側と思われる曲物 1段が検出されてい

68

0                10cm

第87図  SEl出 土遺物実測図
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第7節 第7調査区

るが、今回の調査では東部の掘形を検出した。規模は検出部で、東西 lm、 南北1.04m、 深さ

27cmを測る。堆積土は暗灰褐色細砂混粘土である。遺物は、掘形内から土師器の小片がごく少

量出土している。器種には平安時代後期に比定される土師器の小皿 (468)等 がある (第 87図 )。

土坑 (SK)

SKl

GⅣ― d3区で検出した土坑である。南北はともに調査区外に至る。規模は検出部で、幅約

5m、 深さ14～26cmを 測 る。断面は逆台形を呈し、底面が南部へ行くに従い深 くなっている。

堆積土は暗茶褐色砂混粘上である。遺物は、堆積土内から古墳時代～鎌倉時代にかけての土器

の小片が少量出土 している。器種には土師器・須恵器・瓦器椀等がある。

/1ヽ床 (SP)

SPl

GⅣ一 d2区で検出した小穴である。平面は半円形を呈する。南部は調査区外に至る。規模

は検出部で、東西1.lm、 南北40cm、 深さ15cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰

褐色細砂混粘土である。遺物は出土していない。

SP2

GⅣ一 d3区で検出した小穴である。平面はほぼ円形を呈する。規模は検出部で、径44～48

cm、 深さ1lcmを 測 る。断面は逆凸形を呈し、下段の西寄りには平面円形を呈する柱痕 (径16cm、

深さ27cm)が ある。堆積土は暗灰褐色細砂混粘土である。遺物は出土していない。

濤 (SD)

SD3

GⅣ― dl区で検出した濤である。方向は南耳ヒ方向を示す。南部は調査区外に至る。規模は

検出部で、検出長 1.16m、 幅46cm、 深さ12cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐

色シル ト混粘土である。遺物は出土していない。

SD4

GⅣ一 dl区で検出した濤である。方向はほぼ南北方向を示す。規模は検出部で、幅30cm、

深さ16cmを測 る。断面は半円形を呈する。堆積土は暗灰褐色シル ト混粘土である。遺物は出土

していない。

第 3調査面

SD5

GⅣ― dl区で検出した濤である。方向は東西方向を示す。東西部はともに途中で切れ、中

央部はSD6と 合流する。規模は検出部で、全長 lm、 幅25cm、 深さ15cmを測 る。断面は逆台

形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質シル トである。追物は出土していない。
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SD6

GⅣ― dl区で検出した湊である。方向はほぼ南北方向を示す。東西方向の SD5と SD8

とは交差 し、南北はともに調査区外に至る。規模は検出部で、幅33cm、 深さ8 cmを測る。断面

は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質シル トである。遺物は出土していない。

SD7

GⅣ― dl区で検出した濤である。方向は南北方向を示す。東西方向の SD8に よって切ら

れている。規模は検出部で、幅1.25m、 深 さ17cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗

灰褐色粘質シル トである。遺物は、堆積土内から土師器の小片がごく少量出土している。

SD8

GⅣ― dl～ d2区で検出した濤である。方向はほぼ南北方向を示す。南北方向の SD6と

交差 し、南北方向の SD7を 切っている。南北はともに調査区外に至る。規模は検出部で、幅

30 cm、 深さ7 cmを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶掲色粘質シル トである。遺物は

出土していない。

SD9

GⅣ― d2～ d3区で検出した濤である。方向はほぼ南北方向を示す。南北はともに調査区

外に至る。規模は検出部で、幅20cm、 深さ 7 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。遺物は出土し

ていない。

S D10

GⅣ一 d5区で検出した濤である。方向は南北方向を示す。南北はともに調査区外に至る。

規模は検出部で、幅25cm、 深さ10cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質シ

ル トである。追物は出土 していない。

第 4調査面

S Dll

GⅣ― dl～ d2区で検出した濤である。方向は東西方向を示す。南北部はともに調査区外

に至る。規模は検出部で、幅25～ 35cm、 深さ 7 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は灰

褐色粘砂である。遺物は出上していない。

S D12

G IV― d2～ d4区で検出した濤である。方向は東西方向を示す。中間付近で屈曲している。

東部は S D16と 合流する。北東部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅60cm、 深さ18cmを 測

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は灰褐色粘砂である。遺物は出土 していない。

S D13

GⅣ― d2～ d3区で検出した濤である。方向は東西方向を示す。東部はS D14・ S D15と
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第7節 第7調査区

合流する。西部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅40～ 60Cm、 深さ14cmを測る。断面は逆

台形を呈する。堆積土は灰 4g」色粘砂土である。遺物は出土していない。

S D14

GⅣ一 d3区で検出した濤である。方向は南北方向を示す。北部はS D13。 S D15と 合流す

る。南部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅25～ 30cm、 深さ10cmを測 る。断面は逆台形を

呈する。堆積土は灰褐色粘砂である。遺物は出土していない。

S D15

G IV― d3区で検出した溝である。方向は南】ヒ方向を示す。ゴヒ部は S D13と 合流する。南部

は調査区外に至る。規模は検出部で、幅1.2m、 深さ1lcmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆

積土は灰褐色粘砂である。遺物は出土していない。

S D16

GⅣ一 d4区で検出した濤である。方向は南北方向を示す。北部はS D12と 合流する。南部

は調査区外に至る。規模は検出部で、幅80om、 深さ15cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積

土は灰褐色粘砂である。遺物は出土していない。

S p17

GⅣ一 d4区で検出した濤である。方向は東西方向を示す。規模は検出部で、検出長1.5m、

幅30cm、 深さ7 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は灰褐色粘砂である。遺物は出土し

ていない。

S D18

GⅣ一 d5区で検出した濤である。方向は南北方向を示す。南北はともに調査区外に至る。

規模は検出部で、幅3.5m、 深さ15cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は灰褐色粘砂で

ある。遺物は出土していない。

Ⅲ 遺構に伴わない出土遺物

遺物は第 2層～第 5層内に含まれているが、出土量の多かったのは第 4層 と第 5層である。

出土量はコンテナ箱にして約 2箱分を数える。第 5層内から出土した遺物は古墳時代前期～中

期に比定される土器片である。器種には古墳時代前期 (庄内式新相～布留式)に比定される重

●78)。 布留式甕 (479～ 481)。 第V様式系甕 (482・ 483)・ 巧ヽ型丸底壺 (484・ 485)。 鉢 |

86)。 土錘 (487)、 古墳時代中期に比定される須恵器の杯蓋 (489)・ 杯身 (490)、古墳時代後

期に比定される羽釜 (488)・ 須恵器の杯身 (491・ 492)。 醜 (493)・ 甕 (494・ 495)。 第 4

4層内からは平安時代後期～鎌倉時代に比定される遺物が出土している。器種には平安時代後

期に比定される小皿 (496)、 鎌倉時代初頭に比定される瓦器椀 (497～ 499)がある。第 2層 内

からは江戸時代に比定される寛永通費 1点 (500)が出土している (第88図 )。
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O(局1の 5∞

第88図 包含層出土遺物実測図

-102-―

20cm



G-7
N70

第 1調査面

第2調査面

Gw―。1

第 7節 第 7調査区

G-7
N70

GⅣ―d3

6Ⅳ―dl

GV―cl

GⅣ刊1

6Ⅳ d2

GⅣ―c2

GⅣ―d2

GⅣ―d4

SPl

第89図 第 1,2調査面遺構平面図

GⅣ一d5

W-2
E120

G-7
N70

SD3
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G―c

N70

第3調査面

第4調査面

SD6
GⅣ―dl

GⅣ―dl

第7節 第7調査区

G―c

N70

Ⅳ-1

El10

第90図 第3・ 4調査面遺構平面図
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第 8節 第 3調査区

第 7調査区から西側へ約90～130mに 設定した

南北に長い調査区 (長 さ23m)で、昭和58年度第

3次調査の28地区の南部にあたる。調査面積は約   10.00m

58だ である。

I 基本層序

当調査区で普遍的にみられる2層を基本層序と

した。現地表面は標高10。 lm前後を測る。

第 1層盛土 :210cm。 この土層は昭和50年 にグラ

ウンドの造成により整地された土層である。

第 2層淡灰茶色礫混細砂 :層厚40cm以上 :こ の

第8節 第8調査区

9.00m

8.00m

第91図 基本層序柱状図 (S=1/20)

土層は昭和57年度第 1次調査と昭和58年

度第 3次調査で検出した自然河川 (河川

1)の堆積土である。この上層の上部は

整地 (第 1層 )に よって削平されている。

Ⅲ 検出遺構・出土追物

今回の調査では自然河川内に調査区を設定した

かたちとなった。自然河川には砂層を基調する土

層が堆積 している。内部からは弥生時代後期～古

墳時代前期にかけての遺物がごく少量出土してい

る。器種には重・第V様式系甕・庄内式甕 (1・

2)な どがある (第 92図 )。

第92図 河川 1出土遺物実測図
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第93図 遺構平面回
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第9節 第9調査区

第 9節 第 9調査区

第 7調査区の中央部から南側に設定した南北に長い調査区 (長 さ約32m)である。調査面積

は約64だ である。

I 基本層序

当調査区で普通的にみられる6層 を基本層序とした。現地表面は標高9。3m前 後を測る。

第 1層盛土 :層厚20～ 30cm。 調査前まで耕されていた土層で、近年に盛土している。

第 2層旧耕土 :層厚10～ 40cm。 この土層は、盛土される前までの耕作土である。

第 3層灰茶色粘質土 :層厚20～ 30cm。 この上

層内から近世の追物が出土している。

第 4層明黄褐色砂質土 :層厚10～ 30cm。 この

土層は、当調査区のGⅣ― e3区中央

から耳ヒ側に堆積する土層である。この

上面から鎌倉時代以降の遺構が切り込

まれている。

第 5層暗茶灰色～黄褐色粘質土 :層厚15～ 40  9.00m

cm。 この土層内から古墳時代に比定さ

れる遺物が出土している。この上面で

は平安時代後期～鎌倉時代に比定され

る遺構が切り込まれている。標高は8.5

mを測る。

第 6層灰茶褐色粘土 :層厚30cm以上。この土

層は弥生時代後期から古墳時代中期に

1

2

:::・ ::::::::・ :::::・ :::・ ::::

: : :・ :・ : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :

: : :・ : : : : :・ : : : : i : : :=: : : : : :::

第3調査画

第2調査面

第 1調査面

かけての遺構が切り込まれている。上   8.00m

面は標高8.1～ 8.2mを 測 り、南が高く、   第94図 基本層序柱状図 (S=1/20)

北へ行くに従って低くなっている。

Ⅱ 検出遺構・出土遺物

当調査区では、第 4層上面 (第 3調査面 )、 第 5層上面 (第 2調査面)、 第 6層上面 (第 1調査

面)の 3面 を調査面とした。その結果、第 1調査面では、弥生時代後期～古墳時代前期に比定

される濤 4条 (SDl～ SD4)と 、古墳時代中期に比定される小穴13個 (SPl～ S P13)を

検出した。第 2調査面では、平安時代後期～鎌倉時代に比定される井戸 1基 (SEl)。 土坑10

基 (SKl～ S K10)。 刈ヽ穴20個 (S P14～ S P33)上濤18条 (SD5～ S D22)を検出した。

第 3調査面では、室町時代～江戸時代に比定される溝 3条 (S D23～ S D25)を検出した。
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第 1調査面

/Jヽ穴 (SP)

GⅣ― d3～ f3区で小穴13個を検出した。平面の形状 には楕円形のもの(8個 )、 円形のも

もの (5個 )がある。特にGⅣ― d3区 に集中して検出している。規模には、径46～90cmを測

る大きい小穴 (SP3・ SP7。 S P10)と 、他の小穴は径20～42cmを測 る小さいものがある。

深さは大小の区別なく10～ 22clnを 測る。断面は逆台形及び逆凸形を呈する。SP3に は径16cm

を測る平面円形の柱痕がみられる。堆積土は暗灰褐色砂混粘質土である。遺物は、小穴内から

土師器の小片がごく少量出土している。

なお、個々の小穴の法量・形状等は第 8表に記した。

第 8表 第 1調査面小穴 (SP)一覧表 単位

遺構番号 地 区 平面形 断面形 径 深 さ 堆 積 土 備 考

SPl GⅣ―d3 円  形 逆台形 36-38 暗灰褐色砂混粘質土

SP2 GⅣ―d3 円 形 逆台形 暗仄褐色砂混粘質土

SP3 GⅣ― d3 惰円形 逆凸形 58-90 暗灰褐色砂混粘質土 径16cmの柱

痕跡有り。

SP4 GⅣ― d3 円 形 逆台形 38-42 暗灰褐色砂混粘質土

SP5 GⅣ―d3 円  形 逆台形 暗灰褐色砂混粘質土

SP6 GⅣ―d3 円 形 逆台形 暗灰褐色砂混粘質土

SP7 GⅣ―d3 楕円形 逆台形 46-58 暗灰褐色砂混粘質土

SP8 GⅣ― d3 円  形 逆台形 20-22 暗灰褐色砂混粘質土

SP9 GⅣ― d3 惰円形 逆台形 30-72 暗灰褐色砂混粘質土

S P10 GⅣ―d3 楕円形 逆台形 34^-50 暗灰褐色砂混粘質土

SPコ GⅣ― e3 楕円形 逆台形 30-42 暗灰褐色砂混粘質土

S P12 CⅣ― e3 楕円形 逆台形 24-32 暗灰褐色砂混粘質土

S P13 GⅣ―f3 楕円形 逆台形 26-38 暗灰褐色砂混粘質土

濤 (SD)

SDl

GⅣ― d3～ e3地区で検出した溝である。東西部はともに調査区外に至る。規模は検出部

で南北幅約3.2～7.8m、 深さ70cmを測 り、第 7調査区で検出したSDlに 続くものと考えられ

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は、上方から第 1層淡灰茶色粗砂混粘土 。第 2層灰色粗砂

混粘土・第 3層灰色微破混粘土 。第 4層暗灰色粘土 。第 5層黄茶褐色粘土 。第 6層明茶灰色粗

砂混粘土 。第 7層灰色シル ト混粘土・第 8層灰色シル ト微砂混粘土 。第 9層明灰色粗砂混粘土

で構成されている。堆積状況は断面観察及び出土遺物からみると二次堆積がみられ、A層 (第
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第 9節 第 9調査区

0             1m

A′
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第9節 第9調査区

1層 ～第 3層 )と B層 (第 4層～第 9層 )に分けることができる。A層 内では古墳時代前期～

中期に比定される土器 (土師器・須恵器)の破片が中心として出土した。B層 内では古墳時代

前期 (庄内式新相～布留式新相)に比定される土器の破片が出土した。しかし、A層内には古

墳時代前期の遺物が多く含まれていた。古墳時代前期に比定される遺物には壼 (1～ 22)。 庄

内式甕 (23～ 48)。 布留式甕 (49。 50・ 53～55)・ 第V様式系甕 (51・ 52)。 吉備系 (56・ 57)

・小型九底壺 (73～ 78)・ 鉢 (79～ 82・ 84・ 85)・ 器台 (86～88)がある。古墳時代中期に比

定される遺物には土師器の甕 (58～ 71)。 平底鉢 (83)・ 高杯 (89～ 99)・ 甑 (100)・ 壷(l ol)

韓式系土器 (72)、須恵器の杯蓋 (102～ 106)・ 杯身 (107～ 118)。 高杯 (119～ 112)・ 甕 (123

・124)がある (第95～第103図 )。

SD2

GⅣ―f8区で検出した。方向は東西方向を示すと考えられるが、東西は調査区外に至り、

南部はSD3に よって切られている。規模は検出部で、幅 Z7m以上、深さ16cmを 測る。断面

は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質シルトである。遺物は、堆積土内から土器の小片を

少量出上している。器種は古墳時代前期に比定される壺 。庄内式甕などがみられる。

SD3

GⅣ―f8地区で検出した。北部はSD2を切り、東西部は共に調査区外に至る遺構である。

規模は検出部で東西 2m、南北3.8m、 深さ34cmを測る。断面は逆台形を呈し、底面には起伏

Φ
め

Ｚ

Ｉ
Ｉ
１
１

寸
ゆ
Ｚ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

1 淡灰茶色粗砂混粘土
2 灰色粗砂混粗土
3 反色微砂混粘土
4 暗灰色粘土
5 黄茶褐色粘土

６

７

３

９

明茶灰色粗砂混粘土

灰色シルト混粘土

灰色シル ト微砂混粘土

明灰色粗砂混粘土

0               2m

第96図  SDl平 断面図
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第9節 第9調査区

がみられる。堆積土は茶灰褐色粘土 (ご く少量の砂礫を含む)・ 茶褐灰色粘質上の 2層 に分か

れる。遺物は、堆積土内から土師器の小片がごく少量出土 している。

SD4

GⅣ―g3地 区で検出した。南西部は調査区外に至る。規膜は検出部で、東西1.26m、 南】ヒ

1。 25m、 深さ64cmを測 る。平断面の形状は不明であるが、北側斜面は約 30° の角度で南側
へ低

くなっている。堆積土は暗灰茶色砂混粘土・黒灰色土 (炭・灰を含む )。 暗青灰色粘土である。

遺物は、堆積土内から弥生時代後期に比定される土器の破片が少量出土 し
ている。器種には第

V様式系甕 (125～ 128)甕  (129。 131)・ 高杯 (131。 132)な どがある (第 104図 )。

く
て「
F==========ヨ

F三
二三二
「
[[[『F77″430

第104図  SD4出 土遺物実測図
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1 明黄掲色砂質土
2 暗茶灰色粘質土
3 青反色シル ト混粘土と
暗灰色シル ト混粘上の互

層

第 105図  SE

E129

茶灰色砂蝶混粘質土

晴茶灰色礫混粘質土

0             1m

l平断面図

第 2調査面

井戸 (SE)

SEl

GⅣ―g3区 で検出した板材と

くりぬき材を組合わせた井戸側を

備えた井戸である。東部は調査区

外に至 り` 全容は不明である。掘

形は東西1.29m、 南北0.96m、 深

さ1.31mを 淑よる。断面は逆台形を

呈する。井戸側は掘形の検出面よ

り約60cm下位で検出した。平面は

円形を呈する。規模は検出部で、

上端部径50cm、 下端部径40cm、 高

さ80cmを 沢より、井戸側は上下に分

かれる。上位は長さ30cm、 幅 12cm、

厚み 1.3cm、板材を立てて並べる。

下位は上端部で径4駒Щ下端部で径

40cm、 厚み2～ 8cmを測るくりぬかれ

た臼形と組合わせて井戸側としてい

る。この井戸側の下位の部分は九

木をくりぬいたもので、下部より

上に約15cmの ところは径 (34cm)

を小さくして削り取っている。下

部は厚み (S cm)を付けている。

また、この井戸側の内面は丁寧な

削り跡がみられ、この削り面には

漆状のものが塗ってある。堆積土

∞∞Ｚ‐工下‐

』∞Ｚ‐工下‐

４

５

逹 引 ≡互ラζ 33

第106図  SEl出 土遺物実測図

は掘形が第 1層明黄掲色砂質土・第 2層暗茶灰色粘質土 。第 3層青灰色シルト混粘土と暗灰色

シルト混粘上の互層で、井戸側内が第 4層茶灰色砂礫混粘質土・第 5層暗茶灰色礫混粘質土で

ある。遺物は、第 5層 内から土師質皿 (133・ 134)の小片が少量出土している。掘形内からは

摩滅 した土師器の小片がごく少量出土している。時期は平安時代後期から末期であろう (第 105

図・第106図 )。

1 4/2
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第9節 第9調査区

土坑 (SK)

SKl

GⅣ―d3区 で検出した土坑である。東部は調査区外に至る。平面は南北方向に長い方形を

呈する。規模は検出部で、東西0.8m、 南北2.5m、 深さ 9 cmを測る。断面は逆台形を呈する。

堆積土は茶灰褐色粘上である。遺物は、内部から土師器の小片が少量出土 している。

SK2

GⅣ―e3区 で検出した土坑である。平面は楕円形を呈し、西側は S P22に よって切 られて

いる。規模は検出部で、東西94cm以 上、南北52cm｀ 深さ 9 cmを 測る。断面は逆台形 を呈する。

堆積土は茶灰褐色粘質土である。遺物は、内部から土師器の小片が少量出土 している。3。

SK3

GⅣ―e8区 で検出した土坑である。平面は不定形を呈する。西側は S P23に よって切 られ

ている。規模は検出部で、東西0,54m、 南北1.24m、 深 さ9 cmを測る。断面は逆台形を呈する。

堆積土は茶灰褐色粘質土である。遺物は、内部から土師器の小片が少量出土 している。

SK4

GⅣ―e8区 で検出した土坑である。平面は不定形を呈する。東部は S P24に よって切られ、

SK5を 切っている。西部は調査区外に至る。規模は検出部で、東西0.7m、 南耳ヒ1.56m、 深

さ10cmを 浪1る。断面は逆台形を呈 し、底面に緩やかな起伏がみられる。堆積土は茶灰褐色粘質

土である。遺物は、内部から土師器の小片が少量出土 している。

SK5

GⅣ―e3区 で検出した土坑である。平面は不定形を呈する。西部は SK4・ S P24に切ら

れている。東部は調査区外に至る。規模は検出部で、東西52cm、 南北54cm、 深 さ10cmを 測る。

断画は逆台形を呈する。堆積土は茶灰色粘質土である。遺物は、内部から土師器が 4卜片
が少量

出上 している。

SK6

GⅣ―e3区 で検出した土坑である。平面は不定形を呈 し、南部は SK7に 切 られ、東部は

調査区外に至る。規模は検出部で、東西0。 9m、 南北1.8m、 深さ9 cmを 測る。断面は逆台形

を呈する。堆積土は茶灰褐色粘質上である。遺物は、内部から土師器の小片が少量出土 した。

SK7

GⅣ ―e3区 で検出した土坑である。平面は不定形を呈する。 S Dllに 切 られ、規模は検出

部で、東西1.72m、 南北1.9m、 深 さ6 cmを測る。断面は逆台形を呈 し、底面には緩やかな起

伏がみられる。堆積土は茶灰掲色粘質土である。遺物は、内部から土師器の小片が少量出土 し

ている。
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SK8

GⅣ―f3区で検出した土坑である。検出面では S D12・ S P29を 切り、S P30に切られる。
東部は調査区外に至る。平面は検出部で半円形を呈する。規模 は旗出部で、東西1.2m、 南北

2.06m、 深さ0。 72mを測る。断面は逆台形を呈し、底面は南側に深くなっている部分がみられ

る。堆積土は、上方から第 1層茶灰色礫混粘質土 。第 2層黒灰色粘質微砂 (一部に茶灰色粘土)

第 3層灰茶色粘土 。第 4層灰色粘上で構成されている(107図 )。 遺物は、第 2層 から平安時代

後期に比定される土器の小片が出土している。器種には土師質皿 (135～ 140、 瓦器の小皿 (147

～149)・ 椀(150～ 157)がある (第 108図 )。

SK9

GⅣ 一 f3区で検出した土坑である。平面は不定形を呈する。西部は調査区外に至る。

∞
寸
Ｚ 詈

|

8.50m

１

２

３

４

茶灰色礫混粘質土

黒灰色粘質微砂 (一部索灰色粘土)

灰葉色粘土

反色粘土

O                  Im

第107図  SK8平 断面図
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第9節 第9調査区

規模 は検出部で、東西0.18～ 1.3m、 南北 1。 14m、 深 さ 6 cmを 測
る。断面は逆台形を呈する。

堆積土は茶灰褐色粘質土である。遺物は、内部から土師器
の小片が少量出土している。

S K10

G IV一 富3区の南西偶で検出した土坑である。西部・南部はともに調査区外
に至り、全容は

不明である。規膜は検出部で、東西 1.6m、 南北1.96m、 深さ22cmを 測る。堆積
土は灰茶褐色

質粘土である。遺物は、内部から土師器の小片が少量出土して
いる。

ヤ
愕 5 愕6 ヤ

一

穂8 褐9

W 幣2

144 1る
1お

0

第108図  SK8出 土遺物実測図
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/Jヽ穴 (SP)

S P14～ S P33

小穴は20個を数える。検出した小穴には調査区外に至るものもある。平面の形状には方形のも

の 2個 (S P25。 S P27)、 円形のもの12個 (S P15。 S P18,S P19。 S P21～ S P24・ SP
28～ S P31・ S P33)、 椿円形のもの 6個 (S P14,S P16。 SP,7・ S P20。 S P26。 S P32)
がある。規模は検出部で、径15～ 60cm、 深さlo～30cmを測 る。断面の形状 には逆台形 の もの

(S P14～ S P18。 S P20,S P22～ S P25。 S P28～ S P33)、 逆凸形のもの (S P19・ SP
21,S P26・ S P27)がある。また、小穴 S P19内 には径 6～ 12cmの 柱痕がみられる。小穴内
堆積土はほとんどが 1層 (暗茶褐色砂混粘質土)で ある。小穴には建物跡に伴 う柱穴 と考えら
れるものもあるが、限られた調査区である為、規則性のある配列をもつものは見出せなかった。

は、小穴の堆積土内から遺物の小片が少量出土

だけであり、時期を決定づけるものは S P16内

ら出土した瓦器の椀 1点 (158)だ けである(第
l_

第109図  S P16出土遺物実測図

第9表 第 2調査面小穴 (SP)一覧表

109図 )。 他の小穴は層位や周辺の検出遺構で判断す

ると平安時代後期から鎌倉時代初頭ごろであろう。

なお、個々の小穴の法量・形状などについては第 9

表に記した。

単 位

遺 構 番 号 地  区 平 面 図 断 面 形 径 深 さ 堆  積  土 備 考
S P14 GⅣ―d3 楕 円 形 逆 台 形 38-58 9 暗茶褐色砂混粘質土
S P15 GⅣ― d3 円 形 逆 台 形 26-28 暗茶褐色砂混粘質土
S P16 GⅣ― d3 楕 円 形 逆 台 形 36-60 暗茶褐色砂混粘質土
S P17 GⅣ― d3 楕 円 形 逆 台 形 46-56 7 暗茶褐色砂混粘質土
S P18 GⅣ― d3 円 形 逆 台 形 28-30 暗茶褐色砂混粘質土
S P19 GⅣ― d3 円 形 逆 凸 形 16-20 暗茶褐色砂混粘質土 径 A～ 12岸痛 右
S P20 GⅣ― d3 楕 円 形 逆 台 形 50-62 暗茶褐色砂混粘質土
S P21 GⅣ― d3 円 形 逆 凸 形 28-32 暗茶褐色砂混粘質土
S P22 GⅣ― e3 円 形 逆 台 形 暗茶褐色砂混粘質土
S P23 GⅣ ― e3 円 形 逆 台 形 暗茶掲色砂混粘質土
S P24 GⅣ― e3 円 形 逆 台 形 暗茶褐色砂混粘質土
S P25 GⅣ― e3 方 形 逆 台 形 28-34 暗茶褐色砂混粘質土
S P26 GⅣ― e3 楕 円 形 逆 凸 形 20-50 暗茶褐色砂混粘質土
S P27 GⅣ― f3 方 形 逆 凸 形 24-38 暗茶掲色砂混粘質土
S P28 GⅣ― f3 円 形 逆 台 形 8 暗茶褐色砂混粘質土
S P29 GⅣ― f3 円 形 逆 台 形 26-28 9 暗茶褐色砂混粘質土

GⅣ― f3 円 形 逆 台 形 暗茶褐色砂混粘質土
S P31 GⅣ― f3 円 形 逆 台 形 暗茶掲色砂混粘質土
S P32 GⅣ― f3 楕 円 形 逆 台 形 46´-68 暗茶褐色砂混粘質土
S P33 GⅣ― g3 形円 逆 台 形 暗茶褐色砂混粘質土
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第9節 第9調査区

濤 (SD)

SD5

G IV一 d3区で検出した。方向は東西方向を示す。東西は調査区外に至り、 S P15を切 る。

規模は検出部で、幅26cm、 深さ 9 cmを 測 る。断面は逆台形を呈す
る。堆積土は暗茶褐色粘質土

である。違物は出土 していない。

SD6

GⅣ― d3区で検出した。方向はほぼ南北方向を示し、SD8・ SD9と 合流する。 S P19

。S P20と 切り合う。規模は検出部で、幅60cm、 深さ10cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆

積土は暗茶褐色粘質土である。追物は出上していない。

SD7

GⅣ― d3区で検出した。方向は南北方向を示 し、北は S P19に切られ、南はSD9と 合流

する。規模は検出部で、幅44cm、 深さ1lcmを 測 る。断面は逆台形を呈す
る。堆積土は暗茶褐色

粘質土である。遺物は出土 していない。

SD8

G IV― d3区で検出した。方向は東西方向を示す。東はSD6と 合流 し、西は調査区外に至

る。規模は検出部で、幅30cm、 深さ 8 cmを 測 る。断面は逆台形を呈す
る。堆積土は暗茶褐色粘

質土である。遺物は出土 していない。

SD9

GⅣ― d3区で検出した。方向は東西方向を示す。東西は調査区外に至り、 SD6。 SD7

と合流する。規模は検出部で、幅60cm、 深さ 7 cmを 測る。断面は逆台形を
呈する。堆積土は暗

茶褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

S D10

GⅣ一 e3区で検出した。方向は東西方向を示 し、SK5と 切り合う。規模は検出部で、幅18

cm、 深 さ10c皿を測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土で
ある。遺物は出土 し

ていない。

S Dll

GⅣ一 e3区で検出した。方向は東西方向を示す。SK7を 切 り、東西は調査区外に至る。

規模は検出部で、幅30cm、 深さ 7 cmを 測 る。断面は逆台形を呈す
る。堆積土は暗茶褐色粘質土

である。追物は出土 していない。

S D12

G IV一 f3区で検出した。方向は南北方向を示 し、 SK8に 切 られる。規模は検出部で、幅

20c皿、深さ4 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土で
ある。遺物は出土
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していない。

S D13

GⅣ― f3区で検出した。方向は東西方向を示す。東西は調査区外に至る。規模は検出部で、

幅 18cm、 深さ4 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出

土 していない。

S D14

GⅣ― f3区で検出した。方向は東西方向を示す。 S D20。 S D21と 合流 し、東西は調査区

外に至る。規模は検出部で、幅74cm、 深さ 5 cmを 測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶

褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

S D15

GⅣ― f3区で検出した。方向は東西方向を示す。S D20。 S D21と 合流 し、東西は調査区

外に至る。規模は検出部で、幅18～ 42cm、 深さ 6 cmを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は

暗茶褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

S D16

GⅣ― f3区で検出した。方向は東西方向を示す。 S D20と 合流 し、東西は調査区外に至る。

規模は検出部で、幅30cm、 深さ 5 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶掲色粘質土

である。遺物は出土 していない。

S D17

GⅣ― f3区で検出した。方向は東西方向を示す。 S D20,S D22と 合流する。規模は検出

部で、幅30cm、 深さ6 cmを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土である。遺

物は出土 していない。

S D18

GⅣ― g3区で検出した。方向は東西方向を示 し、東が一部広がっている。 S D20と 合流す
る。規模は検出部で、最大幅170cm、 最小幅55cm、 深さ4 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆

積土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

S D19

GⅣ― g3区で検出した。方向は東西方向を示す。 S D20。 S D22と 合流する。規模は検出

部で、幅22cm、 深さ 5 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶掲色粘質土である。遺

物は出上 していない。

S D20

GⅣ― g3区で検出した。方向は南北方向を示す。 S D14～ S D19と 合流 し、 S K10に 切 ら

れる。規模は検出部で、幅26cm、 深さ 6 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色
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粘質土である。遺物は出土していない。

S D21

GⅣ一 f3区で検出した。方向は南北方向を示す。 S D14・ S D15と 合流する。規模は検出

部で、幅10cm、 深さ 5 cmを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土である。遺

物は出土 していない。

S D22

GⅣ― f3～ g3区で検出した。方向は南北方向を示す。 S D18と 合流する。規模は検出部

で、幅16cm、 深さ 5 cmを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土である。遺物

は出土 していない。

第 3調査面

濤 (SD)

S D23

GⅣ― d3～ f3区で検出した。方向はほぼ南北方向を示す。規模は検出部で、幅 136cm、

深さ12cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色細砂混粘質上である。遺物は出土

していない。

S D24

G IV― e3～ g3区で検出した。方向はほぼ南耳し方向を示す。規模は検出部で、幅66cm、 深

さ12cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色細砂混粘質土である。遺物は出土 し

ていない。

S D25

GⅣ一 f3～ g3区で検出した。方向はほぼ南耳ヒ方向を示す。規模は検出部で、幅64c皿、深

さ12cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色細砂混粘質土である。遺物は出土 し

ていない。

Ⅲ 遺構に伴わない出土遺物

第 5層 (包合層)内から遺物が出土 している。出土遺物は古墳時代前期～鎌倉時代 にかけて

のもので、出土量はコンテナ箱にして約 1箱分を数える。図示できたものは16点 を数 える。器

種には古墳時代前期に比定される第 V様式系甕 (159)。 庄内式甕 (160・ 161)・ 器台 (163)。 高

杯 (162)、 古墳時代中期に比定される高杯 (164～ 166)、 奈良時代に比定される土師器の皿 (170)・

杯 (171・ 172)、 鎌倉時代初頭に比定される土師器の小皿 (168)。 中皿 (169)、 羽釜 (167)、

瓦器の椀 (173・ 174)がある (第 110図 兆
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第10節 第10調査区

今回の調査で最も北部に設定した南北に長い調査区 (長 さ79m)である。調査区の北部は小

阪合ポンプ場建設の仮設道路により調査幅が狭くなっている。調査面積
は約426ド である。

I 基本層序

当調査区で普通的にみられる 7層 を基本層序とし

た。現地表面は標高8.8mを測る。

第 1層盛土 :層厚60ctt。 工事による盛土である。

当調査区の北部だけ盛土 している。

第 2層耕土 :層厚10～ 20cm。 調査前まで農地とし

て耕されていた耕作土である。

第 3層暗茶褐色砂質土 :層厚10～ 12cm。 耕土の床

土である。

第 4層黄褐色砂礫混粘質土 :層厚12～ 14cm。

第 5層灰褐色～明茶褐色砂礫混粘質土 :層厚 4～

16cm。 北側へ行 くにつれ色調が暗くなる。

第 6層暗灰色砂礫混粘土 :層厚20cm。 古墳時代～

平安時代後期までの遺物が含まれている。

特に埴輪円筒棺を検出した周辺では埴輪片

が多量出土 している。

調査面

7.00m

8.00m

2

3

4

5

:::::::::::i:::::■ 6i::::::::::::::::::

7

第 7層青灰色砂質土～シルト:層厚20cm以上。こ

の上面で古墳時代前期～平安時代後期にか  第悧2図 基本層序柱状図 (S=1/20)

けての追構を検出した。標高7.2mを測る。

Ⅲ 検出遺構・出土追物

第 7層上面を調査面とした。その結果、古墳時代中期に比定される埴輪円筒棺
1基・土坑 1

基 (SKl)と 、平安時代後期に比定される土坑 1基 (SK2)。 濤 14条 (SDl～ S D14)

を検出した。

埴輪円筒棺

AⅣ -110地区で検出した。朝顔形円筒埴輪と円筒埴輪を組合せた埴輪円筒棺である。検出

面は第 7層上面で、平面が長方形を呈する掘形を検出した。掘形の規模は検出部
で、最長幅 2

m、 最短幅約0.8mを 測 る。掘形内には朝顔形埴輪 (1)と 円筒埴輪 (2)が南西―北東の方

向に設置されていた。朝顔形埴輪は口縁部を南西側に向けて設置し、底部
の北東側には円筒埴

輪が同じ方向に設置されていた。朝顔形埴輪と円筒埴輪の間には10cmの隙間
があり、上半部は
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内側へ折れて潰された状態で検出した。また、埴輪円筒棺の南西部と北東部の両口には塞いだ

形跡がみられなかった。人骨 。副装品等は埴輪円筒棺内外部から検出されていない。時期は埴

輪の編年 (川西編年)によるⅡ期に比定されよう (第114図 。第115図光

土坑 (SK)

SKl

AV― il区で検出した。平面はほぼ円形を呈する。規漠は検出部で、径90cm、 深さ60cm

を測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰裾色細砂混粘質土でぁる。遺物は、堆積土内か

ら古墳時代中期に比定される土師器の小片が少量出土 してぃる。

SK2

AⅣ― e9区で検出した。東部は調査区外に至り不明である。平面は不定形を呈する。規模

は検出部で、最大幅 3m、 最小幅 lm、 深さ13～ 21cmを測る。断面は逆台形を呈し、底面には

やや起伏がみられる。堆積土は暗灰裾色細砂混シルトである。遺物は、堆積土内から土師器の

小片が少量出土 してぃる。

⑦＼

7.30m

第113図  埴輪円筒棺出土平断面図
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第114図 朝顔形埴輪実測図
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20cm

第115図 円筒埴輪実測図
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第10節 第10調査区

濤 (SD)

SDl

AⅣ― d9区で検出した。方向は南北方向を示す。規模は検出部で、幅22cm、 深さ 5 cmを 測

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

SD2

AⅣ一 d9区で検出した。方向は南北方向を示す。規模は検出部で、幅22cm、 深さ 7 cmを 測

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

SD3

A IV― d9区で検出した。方向は南北方向を示す。規模は検出部で、幅24c]、 深さ 7 cmを 測

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

SD4

AⅣ一 d9区で検出した。方向は南北方向を示す。規模は検出部で、幅34cm、 深さ 6 cmを 測

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

SD5

AⅣ一 e9区で検出した。方向は南北方向を示す。規模は検出部で、幅28～ 37cm、 深さ 8 cm

を測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

SD6

AⅣ一 e10区で検出した。方向は南北方向を示す。SD7と 功り合う。規模は検出部で、幅22

cm、 深さ10c皿 を測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 し

ていない。

SD7

AⅣ― e10区で検出した。方向は南北方向を示す。SD6と切り合う。規模は検出部で、幅24

cm、 深さ10cmを 測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 し

ていない。

SD8

AⅣ― e lo区で検出した。方向は南北方向を示す。規模は検出部で、幅24c皿、深さ17cmを測

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

SD9

AⅣ― f9～ f10区で検出した。方向は東西方向を示す。規模は検出部で、幅20cm、 深さ16cmを測

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。追物は出土 していない。

S D10

Av― hl区で検出した。方向は南東一北西方向を示す。規模は検出部で、幅58cm、 深さ13
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cnを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は灰褐色粘質シル トである。遺物は出土 していない。

S Dll

Av一 ,1区で検出した。方向は東西方向を示す。規模は検出部で、幅48cm、 深さ1lcmを測

る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

S D12

AV一 jl区で検出した。方向は東西方向を示す。規模は検出部で、幅56～ 84cm、 深さ5～

13cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

S D13

AV一 ,1区で検出した。方向は東西方向を示す。規模は検出部で、幅2.1～ 4。 4m、 深さ20

～24cmを測 る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗茶褐色粘質土で、この上面にS D14が切り

込まれている。遺物は出土 していない。

S D14

Av― ,1区で検出した。方向は東西方向を示す。堆積された S D13の上面から切り込んでい

る。規模は検出部で、幅25cm、 深さ 5 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色粘

質土である。遺物は出土 していない。

1田
∞

―――― N633

――――N632

0                   50cm

第116図 第 6層検出木製品 平断面図

Ⅲ 遺構に伴わない出土遺物

第 6層内からは古墳時代前期～平安時代末期に至る

遺物が出土 している。出土量はコンテナ箱にして約 2

箱分を数える。図示 したものは20点である。時期別に

は古墳時代前期 (布留式古相)に比定される壷 (3)、

布留式新相に比定される土師器の壷 (4)。 甕 (5)、

朝顔形埴輪 (6～ 9)。 円筒埴輪 (10～ 18)、 平安献 末

期に比定される土師器の小皿 (19)。 中皿 (20)、 瓦器の

小皿 (21)。 椀 (22)が 出土 している (第 117図 )。 そ

の他には、AV― hl区東壁の第 6層 の上面で木製品 2

点 (23,24)が重なって検出している。上部の木製品

(23)は長方形の板状で、両端は腐敗 して欠損 してい

る。全長131cm、 幅30cm、 厚み3.8cmを測 る。長辺の片

側付近には両端からそれぞれ30cmと 38cmの所に長方形

の孔 (13.6× 3.7c皿 と17.5× 3.9cm)が ある。下部の本

製品 (24)は 方形の板状で、幅34.5× 31.7cm、 厚み 7

cmを測る (第 116図・第117図 )。
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第118図 第6層出土木製品実測図
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第11節 第11調査区

第10調査区の南部へ約50mに設定した南北に長い調査区 (長 さ37m)で ある。調査面積は222

ドを測る。当調査区と第10調査区の間には昭和57年度第 1次調査のC― Ⅱ地区と、昭和59年度

に大阪府教育委員会力調 阪ヽ合ポンプ場の関係工事に伴う発掘調査を実施された調査地があり、

古墳時代前期～江戸時代にかけての追構 。遺物が検出されている。

I 基本層序

当調査区で普遍的にみられる6層 を基本層序と

した。現地表面は標高8.lmを測る。

第 1層耕土 :層厚10～ 20cm。 調査前まで耕され  8.00m

ていた土層である。

第 2層床土 :層厚20～ 25ctt。 耕土の床土である。

第 3層茶灰色粘質土 :層厚18～ 24cm。 北側へ行

くに従い灰色に変わり、粘性が強 くなる。

第 4層暗灰色細砂混粘質土 :層厚25～ 28cm。

第 5層青灰色粘質シル ト:層厚10～ 15cm。 古墳

1

3

4

6

調査画

時代～鎌倉時代に至る土器の小片が含ま

れる。

第 6層青灰色粘土 :層厚25c皿以上。粘性の強い

土層である。上面は標高7.2mを測る。

第120図 基本層序柱状図 (S=1/20)

Ⅱ 検出遺構・出土遺物

第 6層上面を調査面とした。その結果、鎌倉時代 に比定される土坑 1基 (SKl)・ 小 穴 1

個 (SPl)・ 濤 6条 (SDl～ SD6)を 検出した。

土坑 (SK)

SKl

BV一 i4区で検出した。東部の一部はSD4に 切られている。平面はほぼ楕円形を呈する。

規膜は検出部で、東西0。 64m、 南北1.54m、 深さ13c皿 を測る。断面は逆台形を呈 し、底面は平

坦である。堆積土は暗茶褐色細砂混粘質土と暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

/」 穴ヽ (SP)

SPl～ SP3

BV― h4～ i4区で 3個検出した。平面はすべて円形を呈する。規模は検出部で、SPl

が径24cm、 深さ12cm、 SP2が 径18～ 24cm、 深さ6.7c皿、SP3が 径 22cm、 深さ11.5cmを それぞ

紛則る。断面はすべて逆台形を呈する。堆渡とは暗灰褐色砂混粘質上である。遺物は出土 していない。
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濤 (SD)

SDl

BV― h4区で検出した。方向は南東―北西を示 し、南東端はSD2に 切られ、北部は調査

区外に至る。規模は検出部で、検出長 2m、 幅48c皿、深さ15cmを測 る。断面は逆台形を呈する。

堆積土は暗茶褐色粘質土である。遺物は出土していない。

SD2

BV― h4～ i4地区で検出した。方向はほぼ南北方向を示す。北西部はSDlを 切ってい

る。規模は検出部で、検出長 4m、 幅20～ 62cm、 深さ12cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆

積土は暗茶褐色砂混粘質土である。遺物は出土 していない。

SD3

BV― i4区で検出した。方向はほぼ南耳ヒ方向を示 し、中央部の東側はSD4を 切っている。

規模は検出部で、検出長約 4m、 幅40cm、 深さ12cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は

暗灰褐色細砂混粘質土である。遺物は出土 していない。

SD4

BV一 i4区で検出した。方向は南北方向を示す。北端はSD3に よって切られ、南側は S

Klを 切っている。規模は検出部で、検出長 3m、 幅36cm、 深さ10cmを測 る。断面は逆台形を

呈する。堆積土は暗灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。

SD5

BV一 i4～ j5区で検出した。方向は南東一北西を示す。規模は検出部で、検出長mm、

幅62cm、 深さ19mを測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐色細砂混粘質土である。遺

物は出土 していない。

SD6

BV― i5区で検出した。方向はほぼ南北方向を示 し、北側は調査区外に至る。規膜は検出

部で、検出長約 4m、 幅26～ 36cm、 深さ 5 cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗灰褐

色細砂混粘質土である。遺物は出土していない。

Ⅲ 遺構に伴わない出土遺物

当調査区では第 5層 から古墳時代前期～鎌倉時代にかけての遺物が出土 している。出土量は

コンテナ箱にして約半箱分で、ほとんどの遺物は摩減 した土器の小片である。図示できたもの

はないが、器種が判別できたものには、古墳時代前期に比定される第 V様式甕・庄内式甕、古

墳時代後期に比定される須恵器の杯身、鎌倉時代に比定される土師器小皿・瓦器椀などがある。
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第■節 第■調査区
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第121図 遺構平面図
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第12節 第12調査区

第12節 第12調査区

第11調査区の南部約15mを位置する南北に長い調査区 (長 さ102m)である。調査面積は612

ぽを淑Jる。

I 基本層序

当調査区において普遍的にみられる7層 を基

本層序とした。現地表面は標高9。 2mを測る。

第 1層盛土 :層厚140cm。 宅地開発 によって

埋立てられた層であると

第 2層旧耕土 :層厚12～ 16cm。 近年まで耕作

されていた層である。

第 3層黄灰色粘砂土 :層厚14～ 25cm。 耕土の

床土である。

第 4層茶灰色粘質土 :層厚14～ 22cm。

第 5層黄褐灰色細砂混粘質土 :層厚10～ 26cm。

古墳時代～鎌倉時代にかけての遺物が

摩耗 した状態でごく少量出土 している。

また下位には砂層が堆積 している部分

がみられ、一時的な氾濫によって堆積

したものと考えられる。

第 6層暗灰色～青灰色粘質土 :層厚12～ 18cm。

鎌倉時代～室町時代の耕作土である。

この上面は標高7.8mを 測 り、上面の

一部には足跡状の窪みが多数みられる

(第 2調査面兆

第 7層青灰色粘土 :層厚15c皿以上。この上面

で耕作によってできた溝が検出された。

この上面は標高7.6mを測る。

Ⅱ 検出遺構・出土遺物

4

■ :|:::■ 151‖ I:i::

7

9.00m

8.00m

第2調査面

第 1調査面

第122図  基本層序柱状図 (S=1/20)

第 6層上面 (第 2調査面)と 第 7層上面 (第 1調査面)の 2面 を調査面とした。その結果、

第 1調査面では鎌倉時代に比定される濤10条 (SDl～ S D10)を 検出した。第 2調査面では

鎌倉時代～室町時代に比定される足跡状遺構を検出した。
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第 1調査面

濤 (SD)

第 6層上面から切込む南北方向に伸びる濤10条 (SDl～ S D10)を検出した。この溝の堆

積土は第 5層 と同じ土層である。これは農耕に関連するものと考えられる。以下、溝の法量・

方向等については第10表に記した。

第10表 第 1調査面濤 (SDl)一覧表 ※ 単位 i cln

第 2調査面

足跡状遺構

CV― f6～ f7区に集中した状態で検出した。規模は径 5～ 25cm、 深さ4～ 12cmを 測る。

平面の形状には円形のもの、楕円形のもの、不定形のものがみられる。内部には第 6層上面に

薄く覆っている砂層が堆積している。遺物は、砂層内から鎌倉時代～室町時代に比定される土

器の小片がごく少量出土している (第 124図た

遺構番号 調  査  区 幅 深 さ 方 向 質 面 形 堆 積 土 備 考

SDl CV― c5 南 北 逆 台 形 暗灰色粘質土

SD2 CV― c5～ f6 1484 南 北 逆 台 形 暗灰色粘質土

SD3 CV― e6～ g6 6 君意  ,と 逆 台 形 暗灰色粘質土

SD4 CV― f7～ b7 226 居寸  耳ヒ 逆 台 形 暗灰色粘質土
SD5 CV― g7～ h7 居守  】ヒ 逆 台 形 暗灰色粘質土
SD6 CV― g7～ i7 君こ  耳ヒ 逆 台 形 暗灰色粘質土
SD7 CV― h7～ ,7 君こ  】ヒ 逆 台 形 暗灰色粘質土
SD8 CV― i8～ i8 156 肩こ  】ヒ 逆 台 形 暗灰色粘質土 SD9と 合流
SD9 CV― i8～ ,8 南 北 逆 台 形 暗灰色粘質土 SD8。 S D10と 合流

S D10 CV― ,8
～DV― a8

君奪  】ヒ 逆 台 形 暗灰色粘質土 SD9と 合流。
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第12節 第12調査区
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第124図 第12調査区第2調査面遺構平面図



第4章 出土遺物観察表
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第 1調査区
※タタキ・ハケロの条線の数は l cmの値

道物番号
図版番号

器   種
出土 地 点 段量 曇省 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 偏 考

1 甕

(土師器 )

SKl

口 径 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。国縁部外面
に1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (7本 )、 体部外面タタキ、内面ヘ
ラ肖」り。

淡灰褐色 長石・雲母

角閃石・赤

福色酸化粒

等の粗粒砂

を多量 に合
む。

良好 口縁部外面

に媒付着

2 同 上

SKl

口  径  16.6 口縁部は外上方へ外反して伸び、端部は
つまみ上げる。体部は欠損。日縁部外面に
1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (9
本)、 体部外面タタキ、内面ヘラ削り。

淡褐色 長石・石英

雲母・角閃

石等の粗砂

等 を多量 に

含む。

良好 口縁部外面
に煤付着。

3 同 上

SKl

口 径 15,0 口縁部は上外方へ内彎して伸び、端部は
九い。体部は欠損。
日縁部内外面ナデ、体部外面ナデ、内面
ハ＼ラ肖Uり 。

淡黄褐色 赤褐色酸化

粒・雲母・

石英・チ ャ
ー ト等 を微

量 に合む。

良好

4

二九

同  上

SKl

口 径 128 上内方に内彎して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は外傾
する凹面をもつ。体部下位は欠損。
日縁部外面ハケナデ後ヨコナデ、内面ハ

ケナデ (5本 )、 体部外面ハケナデ (6本 )、
内面ヘラ削り。

淡灰色 石英・長石・

雲母等の秒

礫粒 を多量

に含む。

良好 体部外面に
煤付着。

5

二 九

小型壺

SDl

口 径  6.4
器 高  8.1

球形の体部より上外方へ外反気味に伸び
る国縁部に至る。端部は九い。底学陸遮
体部内面に2本の接合痕を有す。
口縁部内外面 肩部内外面ヨコナデ、体
と[内外面ナデ・指頭痕。

淡茶灰色 2 mm以下の

粗砂粒を合
む。

良好

二 九

同  上

SDl

径

高

口

器
偏平な球形の体部より屈曲し、上外方ヘ

伸びる口縁部に至る。瑞部は内傾する面を
もつ。底部は丸底。
日縁部外内面ハケナデ (7本 )、 体部外
面上位剣離の為不明、下位ハケナデ (7本
内面ナデ。

淡灰茶色 2 mm以 下の

粗砂粒 を少

量合む。

良好

7

二九

同 上

SDl

口 径  5,8
器 高  7.6
最大径  81

偏平な球形の体部より屈曲し、斜上方ヘ

伸びる国縁部に至る。端部は九い。底部は
丸底。
日縁部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ(13
本)、 体部外面上位ヘラミガキ、下位ヘラ
削り、内面ナデ。

淡茶 灰色 l mm以下の

細砂粒 を少

量含む。

良好

二 九

同  上

SDl

口 径 8.6
器 高 8.6

偏平な球形の体部より屈曲し、斜上方ヘ

伸びる日縁部に至る。端部は丸い。底部は
九底。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (6本 )、 肩部内面ヨコナデ、指頭痕、
体部内面ヘラ削り。

暗橙色 2.翫m以下の

長石・雲母

等 を多量 に

含む。

良好 完形。

二九

同  上

SDユ

日 径 915
器 高 945
最大径 10.4

最大径を上位にもつ偏平な球形の体部よ
り屈曲し、上外方へ伸びる口縁部に至る。
端部は九い。底部は九底。肩部内面に1本
の接合痕を有す。
日縁部外面ハケ後ヨヨナデ、内面ハケナ
デ、体部外面ハケ後ヘラナデ、内面ヘラナ

デ。

外 淡灰糧
色

内 乳灰橙
色

3 1n ll以 下の

長石・石英

等を少量 含

む。

良好 外面に黒斑

有 り。
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第 1調査区

勝
図板君鍔

器   種
出 土地点 鍛瞥 曇省 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

三 〇

小型重

(土 師器 )

SDl

日 径  86
器 高  9,9
最大径 10.4

偏平な球形の体部より屈曲し、上外方ヘ

内督気味に伸び中位で膨らみをもつ口縁部
に至る。端部は丸い。底部は丸底。体部内
面上位に2本の接合痕を有す。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(8本 )、 肩部内面指頭痕、体部内面ヘラ
肖」り。

淡茶灰色 l mm以下の

細砂粒を合
む。

良好 完形。

11

三 〇

同  上

SDl

口 径  7.8
器 高 ■.5

偏平な球形の体部より屈曲し、上外方ヘ

伸びる国縁部に至る。端部は九い。底部は

丸底。
国縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ナデ、
内面ナデ・指ナデ、底部外面板状工具によ
るナデ。

灰橙褐色 3 5mll以 下
の長石・角

閃石・雲母

等を多量 に

合む。

良好

三 〇

同  上

SDl

口 径 106
器 高 142
最大径 13,7

最大径 を上位 にもつ偏平 な球形の体部よ

り屈曲 し、斜上方へ伸びる日縁部 に至る。

端部は丸い。底部は丸底。

口縁部外面 ヨヨナデ、内面 ヨコナデ後ハ

ケナデ、体部外面ハケナデ後ナデ、内面ナ

デ、底部内面指 ナデ。

灰茶色 0.4 mm以下
の微砂粒 を

合む。

良

三 〇

同  上

SDl

径

径大

国

最
内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は尖る

体部中以下は欠損。肩部内面に3本の接合
痕を有す。
日縁部外面ヨコナデ、内面劉離の為不明

体部外面剖離の為不明、内面上位ナデ、指

頭痕、中位ヘラ削り。

外 乳灰橙

色

淡灰橙

色

内

3 5nm以 下
のチャート・

長石・赤掲
色酸化粒等
を多量に合
む。

良好

三 〇

同 上

SDl

径

高

径大

国

器

最

球形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる
口縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部は丸
底。
日縁部内外面剥離の為不明、体部外面ハ

ケナデ(7本 )、 内面ヘラ削り。

灰茶色 l mm以下の

雲母・石英
長石等の細
砂粒を含む。

良好 完形。

体部外面下

位に煤付着

三 〇

同 上

SDl

頸部径  71
最大径 16.05

体部は球形である。底部は丸底。口縁部
端部は欠損。底部内面に1本の接合痕を有
す。
体部外面剣離の為不明、内面ナデ、底部
内面指頭痕。

灰責橙 色 5 mIIl以下の

石英・長石
チャート・

赤褐色酸化
粒・雲母等
を多量に合
む。

良好 体部外面/・
底部外面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 116 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は
丸い。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラナ
デ、内面ヘラ削り。

外

　

内

黒黄褐

色

灰黄褐

色

3 nm以下の

長石・石英・

チャート雲
母等を多量
に合む。

良好

17 同 上

SDl

口 径 206 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びる国縁部に至る。日縁部中位
に凸面をもつ。端部は丸い。体部中位以
下は欠損。国縁部外面に3本 と肩部内面に
3本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨコナデ後ヘラナデ、内面ヨ
ヨナデ、体部外面ナデ、内面指頭痕・ヘラ
ナデ。

乳灰橙

色

暗灰橙

色

内

2 5mm以 下
の長石・石

英・チャー

ト・婁母等

を多量に合
む。

良好 口縁部内面

に炭化物付

着。
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土地点 ｍ遁

口径
器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

(土師器 )

SDl

口 径 153 口縁部は上外方へ外反して伸びた後屈曲
して上外方へ伸び、端部は九い。体部は欠
損。
口縁部外面ヨコナデ、内面上位ヨコナデ、
下位ナデ、体部外面ヨヨナデ、内面ヘラ削
り。

乳灰橙色 1.5 nln以 下

の石英・長

石・チャー

ト等 を多量

に合む。

良好

同  上

SDl

口 径 11.6 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。
体部中位以下は欠損。肩部内面に2本の接
合痕を有す。
日縁部外面ハケナデ (8本)後ナデ、内
面ヨヨナデ、体部外面ハケナデ (8本)後
ナデ、内面ナデ。

淡茶灰色 4 mm以下の
砂礫粒を合
む。

良好

同  上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は九い。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面調整不
明、内面指頭痕。

橙色 0.5 nm以下
の長石 石
英・角閃石
等の微砂粒
を多量に含
む。

良好

同 上

SDl

・５

路

径

径大

国

最
惰円形と思われる体部より屈曲し、外反
して上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は
丸い。体部下位は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (13本)後ナデ、内面ヘラ削り。

淡褐茶灰色 3 mt以下の

粗砂粒を合
む。

良

同  上

SDl

口 径 142 内上方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる日縁部に至る。端部は九い。体部
中位以下は欠損。
口縁部外面ハケナデ後ヨコナデ、内面ヨ
ヨナデ、体部外面ハケナデ(10ホ )、 肩部内
面ナデ、体部内面ヘラ削り。

外

内
淡灰色

黒褐色

2 nm以下の

粗砂粒 を合

む。

良好

同 上

SDl

ロ 径 日縁部は斜上方へ伸び、端部は内方へ肥
厚する。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヨコ

ナデ。

淡灰褐色 2 mm以 下の

粗砂粒 を少

量含む。

良 口縁部内外

面・体部内

面に煤付着。

24 同 上

SDl

ロ 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部は上に面をもつ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (6本)後ヘラナデ、内面ヘラ削り。

外 暗茶灰
色

内 茶灰色

l mln以下の

長石・角閃
石等の細砂
粒を少量合
む。

良

同  上

SDl

口 径 17.4
器 高 釣.6
最大径 26.5

最大径を中位よりやや上にもつ偏平な球
形の体部より屈曲し、上外方へ外反して仲
びる口縁部に至る。端部はる方につまむ。
底部は九底。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (■本)、 内面ナデ。

茶灰褐色 l mm以下の

長石等の細

砂粒 を少量

含む。

良 完形。

26 同 上

SDl

口 径
最大径

球形の体部より屈曲し、上外方へ外反し
て伸びる口緑部に至る。端部は外傾する面
をもつ。底部は欠損。体部内面に2本の接
合痕を有す。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ(7本 )、 内面ナデ、底部内面ハケナデ。

茶灰色 5.5mm以 下
の砂礫粒を
合む。

良 外面に煤付
着。
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第 1調査区

迎物番号
図版番号

器   種
出土地点 燿 賂 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

(上師器)

SDl

口 径 15,0 最大径を中位にもつ惰円形と思われる体
部より屈曲し、上外方へ外反気味に伸びる
日縁部に至る。端部は丸い。体部下位は欠
損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(9本 )、 内面ヘラ削り。

褐灰色 5 mm以 下の

砂礫粒 を合

む。

良 体部外面中
位醇鮒着。

同 上

SDl

最大径 29.8 最大径を上位にもつ体部より直上して伸
びる。底部は突出しない小さい平底。口縁
部、端部は欠損。
頸部外面ヨヨナデ後ハケナデ、内面ヨコ

ナデ、体部外面ハケナデ、(10本 )、 内面上
位ハケナデ(6本 )、 中位以下ヘラ削り。

茶灰色 l mm以 下の

石英 長石・

角閃石等の

細砂粒 を多

量 に含む。

良

同 上

SDl

口 径 216
器 高 42.4

惰円形の体部より屈曲し、斜上方へ外反
して伸びた後屈曲し、上外方へ伸びる日縁
部に至る。端部は外方へ肥厚し、上に凹面
をもつ。底部は九底。肩部内面に3本の接
合痕を有す。体部外面にカゴの痕跡有り。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (13本 )、 肩部内面ナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡灰褐

色

黒茶色内

i nm以 下の

長石・雲母

赤褐色酸化

粒 チャー

ト等の細砂

粒 を多量 に

含む。

良好 完形。
内面に炭化

物付着。

甕
(土師器 )

SDl

‐２
郷
・８

径
高
径大

口
器
最

最大径を中位にもつ偏平な球形の体部よ
り屈曲し、上外方へ外反気味に伸びる日縁
部に至る。端部は九い。底部は九底。肩部
内面に1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨヨナデ、内面制離の為不明、
体部外面剣離の為不明、内面上中位ヘラ削
り、下位ヘラナデ。

灰褐色 1.5 nm以 下
の長石・石

英・雲母等

の粗粒砂 を

合む。

良好 外面に煤付

着。

同 上

SDl

径

高

径大

口

器

最

楕円形の体部より屈曲し、上外方へ外反

気味に伸びる口縁部に至る。端部は内方に
肥厚する。底部は九底。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ(9本 )、 内面ヘラ削り。

外

内

灰茶色

暗灰褐

色

6 mm以下の

砂礫粒を合
む。

良

同 上

SDl

口 径 15.6 最大径を中位にもつ偏平な球形と思われ
る体部より屈曲し、外上方へ伸びる日縁部
に至る。端部はつまみ上げる。体部下住は
欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ、体部タタキ (4本)後ハケナデ(13
本)、 内面ヘラ削り。

暗茶灰
色
茶灰色内

0.5mm以 下
の長石・雲

母・角閃石
等の微砂粒
を少肇 む。

良

同 上

SDl

口 径 12.15
器 高 17.95
最大径 17.6

球形の体部より屈曲し、上外方へ内管気
味に伸びる口縁部に至る。端部は内方に肥
厚し、内傾する面をもつ。底部は九底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面不定方
向のハケナデ(8本 )、 内面ヘラ削り。

外

内
黒褐色

灰茶色

1.5 mtl以 下

長石・雲母・

チャー ト等

の粗砂粒 を

含む。

良好 体部外面に

煤付着。

同  上

SDl

‐３

２．

１９

径

高

径大

口

器

最

最大径を中位よりやや上にもつ球形の体
部より屈曲し、上外方へ伸びる口縁部に至
る。端部は内傾する面をもつ。底部は丸底。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位磨
減の為不明、中位ハケナデ(5本 )、 下位磨
減の為不明、内面ヘラ削り。

外

　

内

暗茶褐

色

茶灰褐

色

3 mm以 下の

長石・チ ャ

ー ト等の粗

砂粒 を少量

含む。

良 完形。

同 上

SDl

口 径 150 口縁部は上外方へ伸び、端部は丸い。体
部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(5本 )、 内面ナデ。

外 灰
　
色

橙
　
灰

淡
色
淡内

3 mm以 下の

粗砂粒 を合
む。

良
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点 筐茎 暴箇 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

甕

(土師器)

SDl

口 径 140
器 高 22.1
最大径 2C,4

球形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる
口縁部に至る。端部は内方に若干肥厚する。
底部は丸底。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (6
本)、 体部外面ハケナデ(12本 )、 内面ヘ ラ

首」り。

色

色

褐

茶

黒

灰

外

内

3.5 nnl以 下

の雲母・長

石・チャー

ト等の砂礫

粒 を含む。

良好 タト面に煤付
着。

同 上

SDl

‐４

％

２．

径

高

径大

口

器

最

最大径を上位にもつ球形の体部より屈曲
し、上外方へ内彎して伸びる口縁部に至る。
端部は内方に肥厚する。底部は九底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(10本 )、 内面ヘラ削り後指頭痕。

淡灰茶色 0.4 mm以 下
の微砂粒 を

含む。

良 完形。

体部外面に

煤付着。

同 上

S Dl

口 径 13.6 国縁部は上外方へ伸び、端部は鈍く尖る。
体部は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面調整不
明、内面ヘラ削り。

淡茶色 l mm以下の

雲母・角閃

石等の細砂

粒 を少量合

む。

良好

同  上

SDl

口 径 136 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ内管気味に伸びる口縁部に至る。
端部は丸い。体部中位以下は欠損。肩部内
面に1本の接合痕を有す。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ(?)、 内面指押さえ、ナデ。

茶褐色 l mm以下の

長石・チャ
ー ト等の細

砂粒 を少量

含む。

良好 外面に煤付
着。

同 上

SDl

口 径 15.6 口縁部は斜上方へ内彎気味に伸び、端部
は内方に肥厚する。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ、内面al」離の為不明。

乳灰橙色 l mm以下の

雲母・角閃

石等の細砂

粒 を少量合

む。

良

同 上

SDl

口  径  15.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は上に凹面
をもつ。体部は欠損。口縁部内面に1本の
接合痕を有す。
口縁部外面ナデ、内面ヨコナデ、体部外
面ナデ、内面ヘラ削り。

淡灰色 l mm以下の

細砂粒を微
量に合む。

良好 日縁部外面
に煤付着。

同  上

SDl

口 径 14.2 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ内督気味に伸びる口縁部に至
る。端部は内方に】巴厚する。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ ?、 内面指頭痕。

黒色 l mm以下の

雲母・ 長石

等の細砂粒

を多量 に合

む。

良好

同  上

SDl

口 径 12.4 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
斜上方へ伸びる国縁部に至る。端部は内傾
する面をもつ。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(5本 )、 内面ヘラ削り。

外 淡茶橙
色

内 淡橙色

0 5mm以 下
の微砂粒 を

少量合む。

良 外面に媒付
着。

同  上

SDl

口 径 13.4 上内方へ内彎して仲びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は内方

に若干肥厚し、内傾する面をもつ。体部中
位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ

デ(4本 )、 内面ヘラ削り。

淡橙色 l mm以下の

細砂粒を含
む。

良好 体部外面に

煤付着。
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勘 番号
囲板瑠鶴

器   種
出 土 地 点 按望 曇省 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径 口縁部は上外方へ伸び、端部は上に面を

もつ。体部は欠損。日縁部外面に 1本の接
合痕 を有す。

口縁部外面 ヨヨナデ、内面ハケナデ (9

本祐

淡灰色 l mln以 下の

細砂粒 を微

量 に合む。

良好 日縁部外面
に煤付着。

46 同 上

SDl

口 径 16.2 日縁部は上外方へ内彎気味 に伸 び、端部

は内方へ肥厚する。体部は欠損。

口縁部内外面 ヨコナデ、体部外面 ヨヨナ

デ、体部内面指頭痕・ヘ ラ削 り。

灰白色 l mm以 下の

長石 雲母

石英等の細

砂粒 を多量

に含む。

良好 外面に煤付
着。

同 上

SDl

口 径 125 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は外方
へ肥厚し、外傾する面をもつ。体部中位以

下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (12本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 2 mm以 下の

雲母等の粗

砂粒 を少量

含む。

良好 内面に炭化
物付着。

48 同  上

SDl

日 径 内上方へ内彎 して伸びる体部 よ り屈曲 し

上外方へ伸びる口縁部 に至る。端部は内方

へ肥厚 し、内傾す る面 をもつ。体部中位以

下は欠損。

口縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面不定方

向のハケナデ、肩部内面 ヨコナデ、体部内

面ヘ ラ削 り。

淡灰茶色 2 ntr以 下の

長石 雲母・

チャー ト等

の粗砂粒 を

含む。

良好

三 四

同 上

SDl

口 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲呟
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は内方
へ肥厚し、内傾する面をもつ。体部中位以

下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

後ハケナデ (12)、 内 面ナデ 後 ヘラ削
り。

淡灰褐色 1.5 1nm以 下
の角閃石・

チャート・

長石・雲母
等の粗砂粒
を含む。

良好 口縁部外面

肩部外面 に

煉付着。

同 上

SDl

口 径 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は内傾

する面をもつ。体部下位は欠損。頸部内外

面に1本ずつ接合痕を有す。
日縁部外面・端部内面ヨヨナデ、内面ハ

ケナデ (4本X体部外面ハケナデ (5本 )、
内面上位指頭痕・ナデ、中位以下ヘラ削り。

外

　

内

淡乳灰

色

茶灰色

l mm以下の

細砂粒を含
む。

良 煤付着。

同 上

SDl

口 径 18.0 内上方へ伸びる体部より屈曲し、外上方
へ伸びた後屈曲して上方へ伸びる口縁部に

至る。端部は内方へ肥厚し、内傾する面を
もつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ、内面指頭痕・ヘラ削り。

淡黄橙色 l mt以下の

雲母 長石

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を少量合

む。

良好 体部外面に
一部黒斑有

り。

同 上

SDl

日 径  200 日縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ者
千肥厚し、内傾する面をもつ。体部は欠損
口縁部内外面ヨコナデ。

淡灰色 2 mm以 下の

粗砂粒 を微

量に合む。

良好

同 上

SDl

口 径 14.2 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は

内傾する面をもつ。体部中位以下は欠損。
日縁部外面に1本の沈線を有す。
口縁部内外面ヨコナデ、肩部外面ヨコナ
デ、内面ヨコナデ・指頭痕、体部外面ハケ

ナデ (8本 )、 内面ナデ。

褐
　
色

茶
　
灰

淡
色
淡内

3 mm以下の

砂礫粒を含
む。

良 一部煤付着

第 1調査区
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器
器
勘
剛 議土地胃

(cm)曰 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

甕
(上師器)

SDl

口 径  14. 内上方へ内轡して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は内方
へ肥厚し、上に面をもつ。体部中位以下は
欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (11本 X肩部内面指頭痕、体部内面ヘラ
肖」り。

淡灰茶色 3.5 mm以 下

の粗砂粒 を

含む。

良

三四

同 上

SDl

口 径
最大径

上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は内傾
する面をもつ。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (8本 X内面ヘラ削り。

褐

　

色

灰

　

灰

茶

色

茶

外

　

内

2コ m以下の

長石・赤褐

色酸化粒等

の粗砂粒 を

多量 に含む(

良 体部外面中

位 に煤付着

体部外面に

黒斑有 り。

三 四

同  上

SDl

口 径 14.25
最大径 214

最大径を中位よりやや上にもつ球形の体
部より屈曲し、上外方へ伸びる日縁部に至
る。端部は外方に肥厚し、上に面をもつ。
底部は欠損。肩部内面上位に1本の接合痕
を有す。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (7本 )、 内面ヘラ削り。

外

内
黒掲色

灰褐色

3 mm以 下の

長石・角閃

石・石英・

チ ャー ト等

の粗砂粒 を

含む。

良好 外面に媒付

着。

底部内面に

炭化物付着て

三 四

同 上

SDl

日 径 15.8 内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は内傾
する面をもつ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 X内面ヘラ削り後指頭痕。

淡茶褐灰色 4 mm以 下の
砂礫粒を合
む。

良

三 四

同 上

SDl

口 径 173
最大径 23.6

上内方へ内管して仲ぴる体部より屈曲し
上外方へ内彎して伸びる日縁部に至る。瑞
部は外方へ肥厚する。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (6本 )、 内面上位ナデ、中位ヘラ削り。

外

内
黒褐色

淡灰茶

色

l mm以 下の

長石 雲母
チ ヤー ト等
の細砂粒 を
含む。

良好 外面に煤付

着。

同  上

SDl

口 径 132 口縁部は上外方へ伸びた後屈曲して直上
し、端部は外方へ肥厚する。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヨコ
ナデ。

外 淡茶灰

色

淡茶褐

色

内

l mm以下の

長石・チャ
ー ト・赤掲

色酸化粒等

の細砂粒 を

多量 に含む(

良好

同 上

SDl

口 径 126 日縁部は上外方へ内督気味に伸び、端部
は九い。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨヨナ
デ、内面ヨコナデ・ヘラ削り。

淡灰色 l mm以下の
細砂粒を含
む。

良 外面に煤付

着。

同 上

SDl

口 径 15.6 日縁部は上外方へ伸び、端部は外方へ肥
厚 し、外傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面 ヨコナ
デ、内面ヘ ラ削 り。

灰白色 0.5 mnl以下

の長石・石

英等の微砂

粒 を少量含

む。

良好

同 上

SDl

口 径 160 上内方へ伸びる体部より屈曲し、外上方
へ伸びる日縁部に至る。端部は外方へ肥厚
し、外傾する面をもつ。体部中位以下は欠
損。
日縁部内外面ヨヨナデ、肩部外面ヨヨナ
デ、体部外面ハケナデ (10本 X内面ヘラ削
り。

淡茶灰色 2 mm以 下の

雲母等の粗

砂粒 を少量

合む。

良好 体部外面に

煤付着。
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第 1調査区

迎物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cmヽ

法量
径
高
口
器 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

三 四

警

(土師器 )

SDl

口 径 15。 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部は外方へ肥厚し、外傾する面をもつ。
体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (8本 )、 内面ヘラ削り。

褐

色

灰

黒

茶

色

外

内

l mm以 下の

雲母・チャ
ー ト等の細

砂粒 を少量

合む。

良 口縁部外面

体部外面中

位以下 に黒

斑有 り。

鉢

(土師器 )

SDl

口 径 29.2 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は
上に面をもつ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ、ハケナデ (5本 )、 内面ハケナデ後ヘラ
肖」り。

淡灰褐色 3.5 mm以 下

の砂礫粒 を

やや多量 に

含む。

良 口縁部内面

体部内外面
に煤付着。

三 五

高 杯
(土師器 )

SD 1

径

径

口

底
広く平垣な搭底部より上外方へ伸びた後
屈曲し、外上方へ伸びる口縁部に至る。端
部はつまみ上げる。IH部は下外方へ伸びる
柱状部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部に
至る。端部は九い。裾部に四方孔を有す。
杯部外面ハケ後ヘラミガキ、内面ハケ後
ヘラミガキ後暗文状ヘラミガキ、柱状部外
面ヘラ削りのちハケナデ後ヘラミガキ、内
面ヘラナデ、裾部外面ハケナデ後ヘラミガ
キ、内面上位指頭痕、下位ハケナデ(13本祐

灰黄橙色 0,3 mm以下
の雲母・長

石等を少量

含む。

良好 口縁部外面

/弱・口縁
部内面/・
裾部外面下
位に黒斑有
り。

同 上

SDl

口 径 12.65 丸味 をもつ杯底部 より上外方へ内彎 して

伸びる日縁部 に至 る。端部は鈍 く尖 る。脚

部以下は欠損。

杯部外面ヘ ラ ミガキ、内面ヘ ラ ミガキ後
ち暗文状ヘ ラミガキ。

淡灰褐色 2.5mm以 下
の長石・石

英・雲母等

を少量合む

良好

同 上

SDl

底 径 19.7 4/N部・柱状部は欠損。裾部は外下方へ内
督気味に伸び、端部は丸い。裾部上位に四
方孔を有す。
柱状部内面ヘラナデ、裾部外面ハケナデ
後ヘラミガキ、内面ハケナデ。

茶灰色 3 mlI以 下の

粗秒粒を含
む。

艮

三 五

同 上

SDl

回 径 外上方に伸びる4/N底部より上外方へ伸び
た後、端部付近で外上方へ伸びる口縁部に
至る。端部は九ぃ。柱状部は下外方へ伸び
る。裾部は欠損。
杯部外面ハケナデ後ナデ、国縁部内面ヨ
コナデ、杯体部ナデ、柱状部外面ヘラ削り
後ナデ、内面ヘラによるくりぬき、裾部内
面ナデ。

暗茶褐色 3 mm以 下の

粗砂粒 を多

量 に含む。

良好

三 五

同 上

SDl

口 径 16.75
器 高 ■.5
底 径 12.4

平らに近い杯底部より上外方へ伸びる日
縁部に至る。端部は丸い。脚部は下外方ヘ

伸びる柱状部より屈曲し、外下方へ伸びる
裾部に至る。端部は内傾する面をもつ。柱
状部外面上位にヘラ状工具による濤を有す
杯部外面上位ヨヨナデ、下位ハケナデ、
内面剣離の為不明、脚部内外面ナデ。

外 乳灰橙
色

内 暗灰橙
色

2.5 mm以 下

の長石・チ

ャー ト・雲

母等 を多量

に合む。

良好
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勘 謗
図版番号

器   種
出土地 点

(cln)日 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 偏 考

三 五

高  杯
(土師器 )

SDl

口

器
径 15.55

高 12.7
九味をもつ杯底部より上外方へ伸びる日
縁部に至る。端部は九い。脚部は下外方ヘ

伸びる柱状部より屈曲し、外下方へ外反気
味に伸びる裾部に至る。端部は内傾する面
をもつ。

杯部外面上位ハケナデ後ヨコナデ、下位
ハケナデ (6ホ X内面ハケナデ後ナデ、脚
部外面ナデ、内面ナデ。

乳灰 黄橙色 5.5mm以 下
の長石・石

英・ チ ャー

上・赤褐色

酸化粒・雲

母等 を多量

に合む。

良好

三 五

同 上

SDl

口 径 172
器 高 130
底 径 H.6

下方へ者千下る杯底部より外上方へ伸び
る日縁部に至る。端部は外傾する面をもつ。
脚部は下外方へ伸びる柱状部より屈曲し、
外下方へ伸びる裾部に至る。端部は内傾す
る面をもつ。

杯部内外面ハケナデ (10本 )、 柱状部外面
ヘラケズリ、内面ヘラケズリ後ヘラナデ、
裾部外面ナデ、内面ハケナデ。

淡灰褐色 3 mnl以下の

粗砂粒 を合

む。

良 杯体部内面
に黒斑有り(

同 上

SDl

口 径 18.4 丸味 をもつ杯は部 より上外方へ伸びるロ

縁部に至る。端部は九い。脚部は欠損。

猛部外面ハケナデ (10本 X内面剣離の為
不明。

淡茶灰色 3 mm以 下の

粗砂粒 を合

む。

良

同 上

SDl

口 径 19。 1 丸味をもつ杯は部より斜上方へ伸びる口
縁部に至る。端部は九い。脚部は欠損。
不部内外面ハケナデ (6本光

外

内
灰褐色
灰茶色

2 mm以下の

粗砂粒を含
む。

良

同 上

SDl

底 径 12.7 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びる柱状
部より屈曲し、外下方へ外反気味に伸びる

裾部に至る。端部は九い。柱状部下位に二
方孔を有す。
杯喧部内外面劉嘩の為不明、脚都外面剣
離の為不明、内面上位ナデ、下位劉離の為
不明。

乳黄橙色 3.5mm以下
の長石・石

英・チ ャー

ト・雲母・

赤褐色酸化

粒 等 を多量

に含む。

良好

同  上

SDl

底 径 10.8 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びた後屈
曲し、外下方へ仲びる裾部に至る。端部は
内傾する面をもつ。柱状部下位に三方孔を
有す。

脚部外面劉離の為不明 (一部ハケナの、
柱状部内面ヘラによるくりぬき、裾部内面
ハケナデ (9本光

色

茶

灰

灰

茶

乳

色

外

内

0.5 mm以 下

の微砂粒 を

合む。

良

76 同  上

SDl

底 径 109 杯部は欠損。脚部は下外方に伸びる柱状
部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部に至る。
端部は内傾する面をもつ。柱状部下位に三
方孔を有す。
脚部外面剣離の為不明、柱状部内面ヘラ
によるくりぬき、裾部内面ハケナデ(10本】

淡灰茶色 0.5 mnl以下
の微砂粒を
合む。

良

77 同 上

SDl

底 径 114 杯部は欠損。脚部は下外方へ外反気味に
伸びる柱状部より屈曲し、外下方へ伸びる
裾部に至る。端部は垂直な面をもつ。柱状
部下位に三方孔を有す。
脚部内外面剣離の為不明。

灰茶色 3 mm以 下の

粗砂粒をや
や多量に合
む。

良

三 五

小型重

(土師器 )

SDl

径

高

径大

口

器

最

偏平な球形の体部より屈曲し、上外方ヘ

外反して伸びる日縁部に至る。端部は丸い。
底部は九底。
日縁部内外面ハケナデ、体部内外面ナ

^

淡灰茶色 2 mm以 下の

粗砂粒を少
量合む。

良好 完形 。
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第 1調査区

避物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点 羞瞥 曇曾 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

79 甕

(土師器)

SDl

日 径 上内方へ内管して伸びる体部より外上方
へ外反して伸びる口縁部に至る。端部は内

方につまみ上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面劉離の為不明、
体部外面タタキ (4本 )、 内面ヘラナデ。

淡茶灰色 l nnl以 下の

細砂粒を合
む。

良好 煤付着。

同  上

SDl

口 径 16.0 口縁部は上外方へ伸びた後端部付近で屈
曲し、外上方へ内督して伸びる。端部は上
につまむ。体部は欠損。頸部内面に1本の
接合痕を有す。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(3本 ?)、 内面ナデ。

淡灰橙色 2 mm以 下の

粗砂粒 を合

む。

良好

(土師器)

SDl

口 径 130 口縁部は上外方へ伸び、端部は上につま
む。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

淡橙茶色 3 mm以 下の

粗砂位を多

量 に合む。

良

82 甕

(土師器 )

SDl

口 径 16.6 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は内傾
する面をもつ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面指頭痕
後ハケナデ (10本 )、 内面ナデ 指頭痕。

外

　

内

淡茶灰
色
乳茶灰
色

2 mm以 下の

長石・ 雲母

等を多量 に

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 18.2 内上方へ伸びる体部より屈曲し、斜上方
へ伸びる日縁部に至る。端部はつまみ上げ、

外に面をもつ。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ハケ

ナデ (8本】

淡橙褐色 雲母・石英

等 を少量合

む。

良好

同  上

SDl

日 径 18.2 口縁部は上外方へ伸び、端部は内傾する
面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面剣離の

為不明 (一部ハケナデ有り)、 内面ナデ。

淡橙色 l mm以 下の

細砂粒 を含

む。

良 煤付着。

同  上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ伸び、端部は内傾する

凹面をもち、者干肥厚する。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ、内面ナデ。

乳淡灰色 l mm以 下の

細砂粒 を合

む。

良好 煤付着。

三 五

同 上

SDl

径

高

径大

日

器

最

球形に近い体部より屈曲し、上外方へ伸
びる日縁部に至る。端部は上に凹面をもつ。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (11本 X内面ヘラ削り。

淡褐灰色 2.5mm以 下
の粗砂粒 を

含む。

良好 体部外面下

位に煤付着(

同 上

SDl

口 径 20.8 回縁部は上外方へ伸び、端部は内傾する
凹面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。

淡灰掲色 2 mm以 下の

雲母・角閃

石等の粗砂

粒 を多量に

含む。

良好 外面に媒付
着。
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鵬
図仮君陽

器   種
出 土 地 点

(cm)日径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼 成 備 考

褒

(土師器)

SDl

口 径 12.8 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
内方へ肥厚する。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面剣睡の
為不明 (一部ハケナデ有り)、 内面上位指頭
痕・ナデ、中位ヘラ削り。

淡灰色 l nlm以 下の
細砂粒を合
む。

良好

89 同  上

SDl

口 径 132 内上方に伸びる体部より屈曲し、斜上方
へ伸びる口縁部に至る。端部は外につまむ。
体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部ハケナデ(5
本X内面ナデ・指頭痕。

淡仄褐色 l mm以 下の

細砂粒 を合

む。

良好 煤付着。

90

三 五

同  上

SDl

国 径 18.6 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は内方
に肥厚する。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (7本 X内面上位ナデ・指頭痕、中位ヘ
ラケズリ。

淡橙色 l unl以 下の

細砂粒を合
む。

良

同 上

SDl

口 径
最大径

最大径を中位よりやや上にもつ偏平な球
形と思われる体部より屈曲し、外上方へ外
反した後、緩やかに屈曲し、内督気味に上
方する日縁部に至る。端部は内方へ】巴厚し
内傾する面をもつ。底部は欠損。肩部内面
に2本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (6本 X内面上位ナデ後指ナデ、下位ヘ
ラ削り。

淡茶灰色 4 mm以 下の

砂礫粒 を多

量に含む。

良 口縁部外面・

体部外面上

位に黒斑有

り。

92 同  上

SDl

日 径 口縁部は外上方へ内督気味に伸び、端部
は九い。体部は欠損。日縁部外面に1本の
接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨヨナ
デ、内面ナデ。

淡茶灰色 l mm以下の
細砂粒を合
む。

良好

同  上

SDl

口 径 20,0 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内管気味に伸びる国縁部に至る。
端部は内方に若千肥厚する。体部中位以下
は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハヶナ
デ (8本 X内面ヘラナデ。

淡灰橙

色

淡乳橙

色

内

3 dln以 下の

粗砂粒 を含

む。

良

94

三 六

同 上

SDl

口 径 15.0 内上方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は
鈍く尖る。体部中位以下は欠損。口縁部外
面に1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨヨナデ後指頭痕、内面ハケ
ナデ (8本 X体部外面ハケナデ (8本 )、 内
面ヘラ肖Uり 。

淡灰茶色～

淡茶色
l mm以下の

細砂粒を合
む。

艮 外面に煤付

着。

95 同 上

SDl

口 径 11.6 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は丸い。体部
中位以下は欠損。
口縁部外面ハケナデ (10本 )後ヨコナ八
内面ヨコナ八 体部内外面ハケナデ (9本祐

淡灰橙色 l lnm以 下の
細砂粒を含
む。

良
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第1調査区

認纂
器   種
出土地 点 警饗 景會 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

96 甕

(土師器)

SDl

口 径 20.2 上内方へ内彎して仲びる体部より屈曲し、
外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。

端部は九い。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (6本X内面ハケナデ後ナデ・指頭痕。

淡灰茶色 l BMll以 下の

細砂粒を含
む。

良 外面に煤付
着。

同  上

SDl

口 径 16.0 口縁郡は上外方へ外反気味に伸び、端部
は鈍く尖る。体部は欠損。
国縁部外面ハケナデ後ヨコナデ、内面ハ

ケナデ (7本 )、 体部外面ハケナデ (8本 X
内面指頭痕。

淡褐色 1.51111以 下

の粗砂粒 を

微量 に合むで

良好 口縁部外面
に煤付着。

同 上

SDl

日 径 10.8 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反して伸びる口縁部に至るI

端部は丸い。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (12本 )後ヘラ削り、内面ヘラナデ。

淡茶仄色 lun以 下の

細砂粒を含
む。

良

99 同  上

SDl

口 径 128 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部は丸い。体部下位は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (5
本X体部内外面ハケナデ (5本拓

外 茶橙色
内 淡茶灰
色

l m ll以下の

細砂粒を含
む。

良

同 上

SDl

ロ 径 口縁部は外上方へ外反して伸び、端部は

丸い。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ。

淡灰茶色 l allll以 下の

細砂粒を含
む。

良 口緑部外面
に煤付着。

同 上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は

鈍く尖る。体部は欠損。
日縁部外面ハケナデ (6本 )、 内面ヨヨナ
デ、体部内面ヘラ削り。

乳仄色 3 m ll以 下の

粗砂粒 を少

量含 む。

良好 日縁部外面
に煤付着。

同 上

SDl

口 径 13.2 口縁部は上外方へ伸び、端部は九い。体

部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

淡灰色 3 olnl以 下の

砂礫粒及び
14m以 下の

細砂粒を合
む。

良 口緑部外面
に煤付着。

同 上

SDl

口 径 16.4 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端部は

鈍く尖る。体部中位以下は欠損。肩部内面

に2本の接合痕を有す。
口縁部外面ハケナデ (7本 X内面ヨヨナ
デ後ハケナデ、体都ハケナデ (7本 )、 内面

ナデ。          '

仄褐色 3 mnl以下の

粗砂粒を合
む。

良

同  上

SDl

日 径 13.8 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は鈍く

尖る。体部下位は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ、体部外面ハケナデ (4本X内面ヘ
ラ肖Jり 。

淡橙茶色 3 alnl以 下の

粗砂粒を合

む。

良好
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向万
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番

勘

断
器   種
出 土 地 点

(cm)口径
法量 器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

日 径 15.2 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、土外方へ伸びる口縁部に至る。端部は
内方へ者千肥厚し、内傾する面をもつ。体
部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ、内面ヘラ削り。

淡橙褐色 l mm以下の

雲母等の細

砂粒 を少量

含む。

良好

同  上

SDl

口 径 15.2 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる日縁部に至る。端部は若干肥厚
し、外傾する面をもつo体部中位以下は欠
損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (■本)後ナデ、内面ナデ。

外 淡橙褐
色
内 乳灰褐
色

l mnl以 下の

細砂粒 を少

量含む。

良好

同 上

SDl

口 径 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は上に
面をもつ。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、体
部外面ハケナデ (5本 X内面ヘラ削り。

淡茶褐色 3 mm以 下の

長石を含むて

良好

同 上

SDl

口 径 144 上内方へ伸 びる体部より屈曲 し、上外方
へ伸 びる口縁部に至る。端部は丸い。体部

中位以下は欠損。

日縁部内外面 ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (12本 X内面ヘ ラ削 り。

乳灰茶色 l mm以下の

細砂粒 を合

む。

良 タト面に煤付
着。

三 六

同 上

SDl

口 径 122
最大径 160

偏平な球形 と思 われる体部より屈曲 し、
外反 して外上方へ伸びる日縁部に至る。端

部は丸い。体部下位は欠損。
日縁部外面 ヨヨナデ、内面ハケナデ、体

部内外面ハケナデ (9本批

淡茶灰色 2 mm以 下の

粗砂粒 を少

量合む。

良好

卜型九底壺

(土 師器 )

SDl

最大径  7.7 体部は最大径を中位にもつ偏平な球形で
ある。底部は尖り気味底。日縁部・端部は
欠損。体部内面上位に3本の接合痕を有す。
体部外面ハケナデ (8本 )、 内面上位ナ八
下位ナデ後指頭痕。

淡灰掲色 2 5mm以 下
の粗砂粒 を

含む。

良

同 上

SDユ

最大径  9.7

存3自二£
:急:ξ;景ユ:[ヨ 〔争旨二

1淡

灰茶色

|

2 1n n以 下の

粗砂粒 を合

む。

良好 体部外面に

煤付着。

三 六

鉢

(土師器 )

SDl

径

高

口

器
8.0

8.0
球形の体部 より屈曲 し、上外方へ伸びる
国縁部 に至る。端部は丸ぃ。底部は丸底。
頸部内面に 1本の接合痕 を有す。
日縁 部外面 ヨコナデ、内面 ヨコナデ・指
頭痕、体部外面ナデ、内面ヘ ラナデ。

淡灰褐色 2 mm以 下の

粗砂粒 を少

量含む。

良好 体部内面に
炭化物付着

同  上

SDl

口 径  56 上内方へ内督気味に仲びた後垂直に下る
体部より屈曲し、上外方へ内彎気味に伸び
る日縁部に至る。端部は鈍く尖る。体部中
位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位ヨ
ヨナデ、中位ナデ、内面ナデ。

淡橙灰色 l mm以 下の

細砂粒 を合

む。

良好

|
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第 1調査区

籐
器   種
出土地 点 燿 睡 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎    土 焼 成 備 考

杯

(土師器 )

SDl

口 径 122
器 高  5.0

椀形の杯体部より屈曲し、外上方へ短く

伸びる口縁部に至る。端部は丸い。
口縁部外面ナデ、内面ヨコナデ、体部内

外面ナデ。

淡茶灰色 2 dull以 下の

粗砂粒 を少

量含む。

良好

同 上

SDl

日 径 134 半球形と思われる杯体部より屈曲し、上

外方へ短く伸びる口縁部に至る。端部は九

い。杯底部は欠損。

内外面ナデ。

淡灰茶色 5 1nlと 3 nll

の砂礫粒 と

l ntl以 下の

細砂粒 を少

量含む。

良好

鉢

(土 師器 )

SDl

口 径 41.6 杯体部は欠損。口縁部は外上方へ短く伸
び、端部は外傾し肥厚する面をもつ。日縁

部外面・体部内面に1本ずつ接合痕を有す
口縁部外面ハケナデ後指押さえ、内面ハ

ケナデ (6本 X体部内外面ハケナデ (6本

禽1灰橙色
断 乳灰橙
色

2 nm以 下の

長石を多量

に合み、石

英・チ ャー

ト・雲母・

赤褐色酸化

粒等を少量

合む。

良好

同 上

SDl

口 径 13.4 丸味 をもつ杯底部 より屈曲 し、上外方ヘ

伸びる口縁部 に至る。端部は九い。脚部は

欠損。

杯部内外面ヘ ラ ミガキ。

淡灰橙色 5 ulnl以 下の

雲母等の砂

礫粒 を少量

含む。

良好 杯部外面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 180 丸味をもつ杯医部より屈曲し、外上方へ

伸びる口縁部に至る。端部は丸い。脚部は

欠損。
杯部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ (8

本拓

淡灰褐色 4 Hml以下の

砂礫粒 を少

量含む。

良好

同  上

SDl

口 径 30.2 平らに近い杯底部より屈曲し、上外方ヘ
伸びる口縁部に至る。端部は外上方へつま

み出し九い。脚部は欠損。

端部内外面ヨコナデ、杯部外面ヨヨナデ

後ヘラミガキ、下位ハケナデ、内面暗文状
ハケナデ (8本 )後ヘラミガキ。

淡橙色 l alal以下の

細砂粒を合
む。

良好 杯部外面に

媒付着。

120 同  上

SDl

径

高

径

口

器

底

丸味をもつ杯底部より上外方へ内督して

伸びる口縁部に至る。端部は丸い。脚部は

下外方へ伸びる柱状部より屈曲し、外下方
へ伸びる裾部に至る。端部は内傾する面を

もつ。
杯部内外面鋼離の為不明、柱状部外面ヘ

ラ削りで、内面しばり目・指頭痕、裾部内

外面剣離の為不明。

淡茶灰色 5 ulH以 下の

砂礫粒 を微

量 に含む。

良

三 七

同 上

SDl

口 径 13.2 丸味をもつ杯底部より上外方へ内督気味
に伸びる口縁部に至る。端部は丸い。脚部

は欠損。

杯部外面ハケナデ、内面剣離の為不明、

柱状部外面ハケナデ、内面しばり目。

淡茶灰色 7 aln以 下の

砂礫粒 を微

量に合む。

良好

同 上

SDl

口 径 148 平らに近い杯底部より上外方へ内骨して

伸びる口縁部に至る。端部は九い。脚部は

欠損。
杯郭外面ハケナデ (7本 X内面ハケナデ
後ヨコナデ。

淡茶灰色 3 1nm以 下の

粗砂粒 を少

量含む。

良好
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鵬
図恢瑠陽

器   種
出 土 地 点

(cm)口 径
法量 器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

高 杯
(土師器)

SDl

底 径 10.2 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びる柱状
部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部に至る(
端部は丸ぃ。

杯底部内面ヨコナデ、脚部外面al」離の為
不明、内面上位ヘラ削りによるくりぬき、
下位ナデ。

外 淡灰茶
色

内 茶褐色

3m「以下の

粗砂粒を合
む。

良好

124 同 上

SDl

底 径  9.0 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びる柱状
部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部に至る.
端部は外側に面をもつ。
脚部外面上位ヘラ削り後ナデ、下位ナデ
内面上位しばり目、下位ナデ。

淡茶灰色 2 mm以 下の

粗砂粒 を少

量含む。

良好

同  上

SDl

底 径 杯部は欠損。脚部は下外方へ外反気味に
伸びる柱状部より屈曲し、外上方へ伸びる
裾部に至る。端部は内傾する面をもつ。
脚部外面上位ハケナデ後ヘラナデ、下位
ヨヨナデ、内面上位ヘラによるくりぬき、
下位ナデ。

淡茶色 l mm以下の

雲母 。長石

等の細砂粒

を少量含む

良 好

杯  蓋
(須恵器 )

SDl

径

高

径

口

器

稜

やや高く丸味をもつ天丼部より外下方ヘ

伸びる稜に至る。稜は鈍い。日縁部はわず
かに外傾して下り、端部は九い。
天丼部外面不定方向のナデ、他は回転ナ
デ 。

淡灰色 l mm以下の
細砂粒を含
む。

良好 ロクロ (右
方向光

三七

同 上

SDl

口 径 13.0
器 高  5.4
つまみ径 34
つまみ高 10
稜 径 13.1

つまみをもち低く平らに近い天丼部より
斜下方へ伸びる稜に至る。稜は鋭い。口縁
部は垂直へ外反気味に下り、端部は平らで
内傾する面をもつ。
天丼部外面約/回転ヘラ削り、内面%不
定方向のナデ、他は回転ナデ。

淡黄灰色 3 mm以下の

粗砂粒を少
量合む。

良好 完形。

ロクロ (左

方向祐

同 上

SDl

‐２

４

・１

径

高

径

口

器

稜

低くやや九味をもつ天丼部より屈曲し、
下外方へ伸びる稜に至る。稜は鈍い。日縁
部はわずかに外傾して下り、端部は丸い。
天丼部外面不定方向のヘラ削り、内面不
定方向のナデ、他は回転ナデ。

淡灰色 l mtl以 下の

細砂粒を少
量合む。

良好 ロ クロ。

三 七

杯  身
(須忘器 )

SDl

口 径 11.0
器 高  47
受部径 130

やや深く平垣な底部より外上方へ伸びる
受部に至る。受部は水平に伸び、端部は丸
い。立ち上がりはわずかに内傾した後直立
して伸び、端部は平らで内傾する面をもつ(
底体部外面%回転ヘラ削り、底部内面不
定方向のナデ、他は回転ナデ。

淡青灰色 6En以 下の
砂礫粒 を少

量含む。

良好

右
ｏ
口
拓

形

ク

向

完

口

方

三 七

同 上

SDl

径

高

径部

口

器

受

やや深く丸味をもつ底部より上外方へ伸
びる受部に至る。受部は水平に伸び、端部
は鈍く尖る。立ち上がりは内傾し、端部は
九い。
底体部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡青灰色 2 mn以 下の

粗砂粒 を微

量 に含む。

良好 完形。
ロ クロ (右

方向た

三 七

鉢

(須恵器 )

SDl

径

高

口

器
平垣な底部より上外方へ伸びる稜に至る(
稜は2条有し、鈍い。口縁部は外反気味に
直上し、端部は丸い。 2条の稜の間に5条
の波状文を有す。
底体部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡灰茶色 2 ulll以 下の

粗砂粒 を少

量含む。

良好 ロクロ (左
方向拓
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第 1調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)日 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎    土 焼 成 備 考

三 七

通

(須恵器 )

SDl

最大径 122 体部 は最大径 を中位 にもつ偏平 な球形 で

ある。底部 は丸底 。国縁部・端部 は欠損。
体部外面中位 に 1帯 7条の波状文 を 1つ と
lヵ 所円形の穿孔 を有す。

体部外面下位不定方向のナデ、他は回転

ナデ。

淡灰色 l mln以下の

細砂粒 を含

む。

良 好 ロクロ (右

方向祐

三 七

取手付高杯

(須恵器 )

SDl

口 径  84 九味をもつと思われる杯底部より外上方
へ伸びた後屈曲し、外反気味に上外方に仲
びる口縁部に至る。端部は丸い。体部は上
外方へ伸び、端部は丸い取手をもつ。脚部
以下は欠損。口縁部外面に1帯16条の波状
文を1つ有す。
杯体部外面回転ヘラ削り、内面上位回転
ナデ、下位不定方向のナデ。

淡灰色 l mm以下の

細砂粒を含
む。

良 好 ロ クロ (右

方向拓

底体部内面

に自然釉付

着 。

外
(須恵器)

SDl

口 径 326 底部は欠損。上外方へ内彎気味に伸びる
体部より屈曲し、外上方へ短く伸びる日縁
部に至る。端部は外傾する面をもつ。体部
外面に3本の沈線を有し、その沈線の間に
1帯 8条の波状文を4つ有す。
日縁部内外面・体部内面回転ナデ。

淡青灰色 1皿以下の

細砂粒を合
む。

良好 内面 に自然

和付着。

135 重

(須忘器 )

SDl

口 径 192 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部付
近で夕1方へ肥厚し、端部は九い。体部は欠
損。
口縁部内外面回転ナデ、体部外面タタキ
(8本X内面タタキ後ナデ。

淡灰色 2剛以下の
粗砂粒 を少

量含む。

良好 口縁部内面
上位・体部
外面仄かぶ
り。

同 上

SDl

口 径 242 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
付近で外方へ肥厚し、端部は若干つまむ。
体部は欠損。日縁部外面に1帯 8条の波状
文 2つ有す。
体部内面回転ヘラ削り、他は回転ナデ。

乳淡灰色 ユEun以 下の

細砂粒 を合

む。

良好 右口
祐

ク

向

口

方

同 上

SDl

口 径 210 口縁部 は上外方へ外反 して伸 び、端部 は

外傾す る凹面 をもつ。体部 は欠損。

口縁部内外面回転 ナデ。

淡灰青色 l mm以下の

細砂粒 を微

量 に合む。

良 好 ロクロ (右
方向光
口縁部内外
面に自然釉
付着。

三 七

同 上

SDユ

口 径 260 内上方へ伸びる体部 より屈曲 し、上外方
へ外反 して伸びた後、端部付近で者干内智

す る日縁部 に至 る。端部は上下 に肥厚 し、

外傾す る凹面 をもつ。国縁部下方 に 1条 の
凸線 を巡 らす。口縁部外面 に一帯13条 の波

状文 を 2つ 有す。
日縁部内外面・体部外面回転 ナデ、体部

内面ナデ (一部タタキ有り汚

淡青灰色 3嗣以下の
長石を合む

良好 口縁部内面
上位・体部
外面に自然

釉付着。

=八

警

(土師器 )

包合層

径

径大
口
最

球形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる
国縁部に至る。端部は九い。底部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ後
ハケナデ、内面指ナデ。

淡赤褐色 3 mm以下の

石英 。長石

角閃石・雲

母等の粗砂

粒 を多量 に

合む。

同  上

包合層

径口 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は九い。体部は欠損。肩部内面に1本の接
合痕を有す。
日縁部外面タタキ (4本)後ヨコナデ、
内面ヨコナデ、体部外面タタキ (4ホ )、 内
面ヘラ削り。

淡灰褐色 2 nln以下の

粗砂粒を含
む。

良好
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号
号
番
番
物
版
遺
図

器   種
出 土 地 点

径

高
日
器嗣
遮

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

=ノヽ

(韓式系上器 )

包合層

口 径 138 内督して上内方へ伸びる体部より屈曲し
外反して上外方へ伸びる国縁部に至る。端
部は外傾する凹面をもつ。体都中位以下は
欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面縄席タ
タキ、内面ナデ。

淡黄橙色 3w以下の
粗砂粒 を少

量含 む。

良好

143 鉢

(土師器 )

包合層

口 径 120
器 高  56

半球形の体部より上外方へ伸びる口縁部
に至る。端部は九い。底部は九底。
日縁部・体部外面ナデ後ハケナデ、国縁
部・体部内面ヘラナデ。

外 淡橙茶
色

内 淡茶灰
色

2m以下の
長石・角閃
石等の粗砂

粒を少量合
む。

良

高 杯
(土師器 )

包合層

口 径 150 杯底部は欠損。国縁部は上外方へ伸びた
後屈曲して外上方へ伸び、端部は丸い。脚

部は欠損。
杯部内外面ヨコナデ。

淡灰 白色 精良。 良好

=八

同 上

包合層

日 径 230 広く平坦な杯底部より屈曲し、外反気味
に斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は丸
い。脚部は欠損。
杯部外面上位暗文状ヘラミガキ、下位ハ

ケナデ (14本 )後暗文状ヘラミガキ、内面
暗文状ヘラミガキ、杯底部外面ナデ。

淡橙灰色 l ttX下の

細砂粒を含
む。

良

=八

製塩土器

包合層

口 径  46 上方へ伸びる体都より口縁部に至る。端
部は九い。底部は欠損。
外面磨減の為不明、内面ナデ。

外

　

内

淡橙茶

色

淡茶褐

色

l mm以下の

細砂粒 を合

む。

良

=八

同 上

包合層

口 径  56 上内方へ伸びる体部より口縁部に至る。
端部は丸い。底部は欠損。
外面ナデ・指頭痕、内面ナデ。

淡黄褐色 1醜 下

の粗砂粒 を

含む。

良好

杯 蓋
(須恵器 )

包合層

口 径 100
器 高  51
稜 径  9.4

ゃゃ高く丸い天丼部より下外方へ伸びる

稜に至る。稜は鈍い。日縁部は内彎して下
方に下り、端部は段を有し、内傾する凹面
をもつ。天丼部一部欠損。
天丼部外面 %回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡灰色 2 mln以下の

粗砂粒を合
む。

良好 ロクロ (右
方向拓
外面灰かぶ

り。

=ノヽ

同  上

包合層

径

高

径

日

器

稜

やや高 く九味 をもつ天丼部 よ り下外方ヘ

伸 びる稜 に至 る。稜 は痕跡 あり。日縁部 は

垂直に下 り、端部 は段 を有 し、平 らに近 い

凹面 をもつ。

天丼部外面%回転ヘ ラ削 り、他は回転 ナ
ラ
す
。

淡灰色 2 mm以下の

粗砂粒を微
量に合む。

良好 ロクロ (左
方向光
天丼部外面

約%に 自然
釉付着。

三 九

同  上

包含層

口 径 H0
器 高 475
稜 径 110

やや高く上面凹状の天丼部より下外方ヘ

伸びる稜に至る。稜は痕跡あり。口縁部は
垂直に下り、端部は段を有し、内傾する凹
面をもつ。
天丼部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡灰色 3 mm以下の

粗砂粒 を合

む。

良好 ロクロ (左
方向】
天丼部外面

/仄かぶり
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第 1調査区

選物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径

高
回
器ｍ涯

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

三 九

杯 蓋
(須恵器 )

包合層

口 径 128
器 高  46
稜 径  13.0

やや低く者干上面凹状の天丼部より下外
方へ伸びる稜に至る。稜は鋭い。口縁部は
垂直に下り、端部は段を有し、面をもつ。
天丼部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡青灰色 1価以 下の
細砂粒 を少

量合 む。

良好 ロクロ (右
方向】

同  上

包合層

口 径  130
稜 径  12.3

やや低く平らと思われる天丼部より下外
方へ伸びる稜に至る。稜は痕跡あり。口縁
部は若干下外方へ下り、端部は段を有し、
内傾する凹面をもつ。天丼部一部欠損。
天丼部外面約/回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡灰色 赤褐色酸化

粒・雲母・

石英等 を微

量に合 む。

良好 ロクロ (右
方向拓
外面灰かぶ

り。

三 九

同 上

包合層

口 径  120
器 高 415
稜 径 ■ .8

低く上面平らの天丼部より外下方へ伸び
る稜に至る。稜は鈍い。日縁部は垂直へ仲
びた後下外方へ外反して下り、端部は丸い

天丼部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

灰青色 l mm以下の

細砂粒 を微

量 に合 む。

良好 ロクロ (右
方向】
外面灰かな

り。

154 同 上

包含層

径
径
日
稜

やや高く九味をもつと思われる天丼部よ
り下外方へ伸びる稜に至る。稜は鋭い。口
縁部は下外方へ下り、端部は段を有し、平
らに近い。天丼部一部欠損。
天丼部外面回転ヘラ削り、内面約%不定
方向ナデ、他は回転ナデ。

灰青
　
色

淡
色
灰

外
　
内

2 mm以下の

粗砂粒を合
む。

良好 ロクロ (左
方向拓

二 九

同  上

包含層

径
高
径

口
器
稜

低 く平 らに近 いと思われる天丼部より外

下方へ伸 びる稜 に至 る。稜 は鈍い。日縁部

は下外方へ内轡 して下 り、端部は内傾する

画 をもつ。天丼部一部欠損。

天丼部 外面/回転ヘ ラ削 り、他 は回転 ナ
デ 。

外

内

灰色

灰青色

35れm以下
の砂礫粒 を

微量 に含 む

良好 ロクロ (左
方向】
天丼部外面
灰かぶり。

156

三 九

杯 身
(須恵器 )

包含層

λ

５
．

径

径部
口
受

底部は欠損。体部は上外方へ伸びる受部
に至る。受部は水平に伸び、端部は鈍く尖
る。立ち上がりは内傾し、端部は平らで内
傾する面をもつ。
底体部外面不定方向のヘラ削り、他は回
転ナデ。

淡青仄色 0.5 mm以下
の微砂粒 を

合む。

良好 右口
ヽ
わ

ク

向
口
方

157

二九

同 上

包含層

‐１

４

・３

径

高

径部

口

器
受

やや深く平らの底部より上外方へ伸びる
受部に至る。受部は外上方へ伸び、端部は
九い。立ち上がりは内傾し、端部は段を有
し、内傾する面をもつ。
底体部外面回転ヘラ削り、他は回転ナデ

淡灰茶色 精良。 良 ロクロ (左
方向祐

二 九

同 上

包含層

口 径 100
器 高  4.9
受部径 12.0

やや深く平らに近い底部より上外方へ伸
びる受部に至る。受部は外上方へ伸び、端
部は九い。立ち上がりは内傾し、端部は平
らで内傾する面をもつ。
底部外面回転ヘラ削り、他は回転ナデ。

淡青灰色 05,mm以 下
の微砂粒 を

少量合 む。

良好 ロクロ (左
方向拓

三九

同 上

包含層

口 径  lo 0
器 高  5.8
受部径 12.6

深 く九い底部 より上外方へ伸 びる受部 に

至 る。受部 は水平 に伸 び、端部 は九い。立

ち上 がりは内傾 し、端部 は平 らで内傾する

面 をもつ。

底 体部外面%回転ヘ ラ削 り、他 は回転 ナ
デ 。

淡灰色 1醐以下の
細砂粒を含
む。

良好 ロクロ (右
方向拓
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遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点

径

高
口
器ｍ遮

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

四十

杯 身
(須恵器)

包合層

日 径
受部径

底部は欠損。体部は斜上方へ伸びる受部
に至る。受部は水平に伸び、端部は鈍く尖
る。立ち上がりは内傾し、端部は若手段を
有し、内傾する凸面をもつ。
底体部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡灰色 精 良 。 良好

同  上

包合層

径
径部

口
受

底部は欠損。体部は外上方へ伸びる受部
に至る。受部は外上方へ伸び、端部は九い
立ち上がりは内傾し、端部は内傾する凹面
をもつ。
底体部外面%回転ヘラ削り、他は回転ナ
デ 。

淡青灰

色

淡灰茶

色

内

1蜘以下の
細砂粒 を少

量含 む。

良好 ロクロ (右

方向】

同  上

包含層

日 径 126
受部径  14.6

底部は欠損。体部は上外方へ伸びる受部
に至る。受部は水平に伸び、端部は鈍く尖
る。立ち上がりは内傾し、端部は平らで内
傾する面をもつ。
底体部外面約/回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

灰青色 長石・雲母

等 の微砂粒

を合 む。

良好 ロクロ (右
方向光

四十

高 杯
(須恵器 )

包含層

径

高

径

径

部

口

器

受

底

深く九味をもつ底部より上外方へ伸びる
受部に至る。受部は外上方へ伸び、端部は
丸い。立ち上がりは内傾し、端部は内傾す
る凹面をもつ。脚部は下外方へ下った後、
裾部で外下方へひらく。端部は外傾する凹
面をもつ。脚部中位に四方孔を有す。
内外面回転ナデ。

淡灰色 1皿以下の
細砂粒を含
む。

良好 完形。
ロクロ (右
方向】
外面に自然
TII付着。

164

四十

同  上

包合層

口 径 10.0
器 高  84
受部径  12.4
底 径  88

深く平らの底部より上外方へ内彎して仲
びる受部に至る。受部は外上方へ伸び、端
部は丸い。立ち上がりは内傾し、端部は平
らで内傾する面をもつ。脚部は下外方へ仲
びる。端部は外傾する凹面をもつ。脚部中
位に四方孔を有す。
内外面回転ナデ。

灰黒色 lm以 下の
細砂粒 を含

む。

良好 完形。
ロクロ (右

方向光

四十

同  上

包合層

径

高

径

径

部

口

器
受

底

やや深く丸味をもつ底部より上外方へ仲
びる受部に至る。受部は水平に伸び、端部
は九い。立ち上がりは内傾し、端部は段を
有し、内傾する面をもつ。脚部は下外方ヘ

下る。端部は外傾する面をもつ。脚部に三
方孔を有す。
底体部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

外

内
灰色

灰 白色

精良。 良好 ロクロ (左
方向光

(須恵器)

包含層

口 径 188 回縁部は上外方へ外反して伸びた後外上
方へ仲びる。端部は外側に四面をもつ。端
部付近に1条の凸練が巡る。体部は欠損。
口縁部外面に1帯 10条と1帯13条 の洩伏文
を有す。
口縁部外面上位、内面ナデ。

紫

　

色

加
色
棘内

4皿以 下の
砂礫粒 を微

量 に合 む。

良好 ロクロ。
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第 2調査区

第 2調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点

径

高
口
器ｍ遮

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎    土 焼 成 傭 考

2

(土師器)

SK3

口  径  84 口縁部は上外方へ伸び、端部は九い。体
部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面剥離の

為不明、内面ナデ・指頭痕・ヘラ削り。

淡灰褐色 2 mm以下の

粗砂粒を多
量に合む。

良

3 同  上

SK3

口 径 14.2 口縁部は斜上方へ伸びた後屈曲して上方
へ伸び、端部は内方へ肥厚する。体都は欠

損。
口縁部内外面ヨヨナデ。

淡茶灰色 1 5mm以下
の粗砂粒 を

微量 に含 む

良 好

同  上

SK3

口 径 156 口縁部 は上外方へ伸 び、端部 は外方へ肥

厚 し、外傾 す る面 をもつ。体部 は欠損。

日縁部外面ナデ後ハケナデ、内面ナデ。

淡橙茶色 2w以 下の
長石・角閃

石等の粗砂

粒 を合 む。

良好

同  上

SK3

径

高

径大

口

器

最

偏平な球形の体部より屈曲し、上外方ヘ

伸びる国縁部に至る。端部は九い。底部は
九底。
口縁郡外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (9
本)、 体部外面ハケナデ (8本X内面上位ナ
デ、中位以下ヘラ削り。

淡灰褐色 l mm以下の

細砂粗を合
む。

良 好 完形。

6 同  上

SK3

口 径  78 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

外反して上外方へ伸びる口縁部に至る。端
部は外傾する面をもつ。体部下位は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (11

本X体部外面ハケナデ (■本X内面ナデ・
指頭痕。

橙茶色 l硼以下の
細砂粒を含
む。

良

7 獲
(土師器)

SK3

口 径 11.0 最大径を上位にもつ球形と思われる体部
より屈曲し、上外方へ伸びる口縁部に至る

端部は丸い。底部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ後
ハケナデ、内面上位ナデ後ヘラナデ・指頭

痕、下位劉離の為不明。

外 淡橙茶
色

内 淡茶色

2 mm以下の

雲母・石英
長石等の粗
砂粒を合む

良好

3 鉢

(土師器 )

SK3

日 径 ■ 6
器 高 62

椀形の体部より屈曲し、斜上方へ伸びる
口縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部は九
底。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面上位ヨ
コナデ、中位以下ヘラ削り、内面ヘラナデ

淡橙色 l mllj以 下の

細砂粒 を合

む。

良 好 完形。

9 杯
器師

一局
土

SK3

口 径  72 杯底部は欠損。口縁部は外上方へ伸び、

端都は九い。脚部は欠損。
端部付近内外面ヨコナデ、杯部外面ハケ

ナデ (6本 )、 内面ナデ。

淡灰褐

色

淡灰茶

色

内

2 m lj以 下の

粒砂粒 を少

量含 む。

良好
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と物番号
目版番号

器   種
出 土 地 点

径
高
口
器ｍ遼

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 備 考

高 杯
(土師器 )

SK3

口 径 130 杯底部は欠損。日縁部は上外方へ内彎し
て伸び、端部は鈍く尖る。脚部は欠損。
杯部内外面上位ヨヨナデ、下位ナデ。

淡茶灰色 2m以 下 の
粗砂粒 を少

量合む。

良好

11 同  上

SK3

日 径 136 九味をもつ杯底部より上外方へ内督して
伸びる国縁部に至る。端部は九い。脚部は
欠損。
杯部内外面ナデ。

淡橙茶色 2m以 下の
長石・ 角閃

石等の粗砂

粒 を含 む。

良好

取手付き鉢
(須恵器)

K 3

口 径 104 上方へ内督して伸びる体部より口縁部に
至る。端部は外方へ肥厚する。底部は突出
しない平底。底部一部欠損。体部外面中位
に1帯 6条の波状文を有す。体部外面に粘
土紐を縦に取り付けた取手と上方に球を有
す。
口縁部内外面回転ナデ、体部外面上位回
転ナデ、下位回転ヘラ削り、内面上位回転
ナデ、下位不定方向のナデ。

淡灰色 4m以 下の
砂礫粒 を少

量含む。

良好 口縁部外面

内面上位 に

自然釉付着 r

杯  身
(須恵器 )

SK5

径

高

径部

口

器

受

浅く平らに近い低体部より外上方へ伸び
る受部に至る。受部は水平に伸び、端部は
尖る。立ち上がりは内傾し、端部は九い。
底体部外面必回転ヘラ削り、底部内面不
定方向のナデ、他は回転ナデ。

淡青灰色 3m以 下の
粗砂粒 を少

量含む。

良好 ロクロ (右
方向】

甑

(土師器 )

S P10

口 径 264 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
後ハケナデ、内面ヨコナデ・指頭痕。

暗灰褐色 3 mm以下の

粗砂粒を合
む。

良 好

製塩土器

S P14

口 径  44 上方へ伸 びる体部 より口縁部 に至 る。端

部 は丸い。底部は欠損。

外面 タタキ、内面ナデ。

外

　

内

淡橙茶
色
淡茶色

l lnm以 下の

細砂粒を合
む。

良好

杯 蓋
(須忘器 )

SD5

径

径
口
稜

天丼部より斜下方へ仲びる稜に至る。稜
は鋭い。日縁部は下外方へ下り、端部は丸
い。天丼部一部欠損。
天丼部外面約/回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡灰色 3m以 下の
粗砂粒 を微

量 に合 む。

良好 左口

わヽ

ク

向
口
方

17 同 上

SD5

径

径
口
稜

やや低く九味をもつ天丼部より外下方ヘ

伸びる稜に至る。稜部は鈍い。日縁部は下
外方へ伸び、端部は段を有し、内傾する面
をもつ。天丼部一部欠損。
天丼部外面/回転ヘラ削り、他は回転ナ
ラ
″
。

淡灰色 2血以下の
粗砂粒を少
量合む。

良好 ロクロ (左
方向】

杯  身
(須忘器 )

SD5

口 径 118
受部径  14.4

底部は欠損。体部は上外方へ伸びる受部
に至る。受部は水平に伸び、端部は丸い。
立ち上がりは内傾し、端部は九い。
底体部外面%回転ヘラ削り、他は回転ナ
デ 。

淡灰色 2 mm以下の

粗砂粒を少
量合む。

良好 ロクロ (左
方向光
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第 2調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径

高
口
器ω遁

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼 成 備 考

高 杯
(須恵器 )

SD5

底 径  98 杯部は欠損。脚部は下外方へ下った後、
裾部で斜下方へひらく。端部は外傾する面
をもつ。脚部に三方孔を有す。
内外面回転ナデ。

淡青灰色 2 nm以下の

粗砂粒 を少

量合 む。

良好

(上師器 )

包含層

口 径 口縁部 は上外方へ外反気味 に伸 びた後外

上方へ伸 び、端部 は外側 に面 をもつ。体部

は欠損。

日縁部内外面 ヨコナデ、体部外面ハケナ

デ・指頭痕、内面 ヨコナデ。

淡橙茶色 3 mm以下の

雲母・角閃

石・長石等

の粗砂粒 を

含 む。

良好 内面に煤付
着。

四 〇

甕

(土師器 )

包含層

口 径 127
器 高 1415
最大径 1375
底 径  39

最大径を中位よりやや上にもつ楕円形の

体部より屈曲し、外上方へ伸びる日縁部に

至る。端部は若干上につまむ。底部は突出
しない平底。肩部内面に1本の接合痕を有
す。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヘラ削り、体

部外面上位ナデ、中位以下ハケナデ(9本 )

内面ヘラ削り、底部外面ハケナデ (9本拓

淡黄褐色 雲母・赤褐
色酸化粒・

角閃石 石
英・長石等
を微量に合
む。

良 好 体部外面中
位以下 ,底

部外面に煤
付着。

22

四 〇

同 上

包合層

径

高

径

径

大

口

器

最

底

最大径を上位にもつ球形の体部より屈曲
し、上外方へ外反して伸びる日縁部に至る

端部は鈍く尖る。底部は突出したくばみ底
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(4本X内面調整不明。

色

橙

黄

黄

淡

暗

色

外

内

1蕊 X下の
長石・チ ャ

ー ト等の細

砂粒 を少量

合む。

良好 体部外面下

位 に黒斑及

び煤付着。

四 〇

同  上

包合層

口 径 14.9
器 高 229
底 径 435
最大径 203

惰円形の体部より屈曲し、上外方へ伸び
る日縁部に至る。端部は外方へ肥厚する。
底部はやや突出したくぼみ底。体部内外面

下位に1本ずつ接合痕を有す。
口縁部外面ヨヨナデ・ハケナデ、体部外
面タタキ (3本X内面ヘラナデ。

淡灰色 l�以下の
細砂粒を合
む。

良 炭化物及び

煤付着。

四 ―

同 上

包含層

径

高

径

径

大

口

器

最

底

楕円形の体部より屈曲し、上外方へ外反
して伸びる日縁部に至る。端部は丸い。底

部はやや突出した平底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(4本 )、 内面ヨコナデ。

赤褐色 雲母・長石

赤褐色酸化

粒・角閃石

等 を少量含

む。

良 好 外面・体部
内面下位に

煤付着。

25

四 ―

同  上

包合層

日 径 17.0
器 高 26.4
最大径 2445

球形の体部より屈曲し、上外方へ外反し
て伸びる国縁部に至る。端部は内方へつま
む。底部は丸底。
国縁部内外面 頸部内外面ナデ、体部外
面ハケナデ (8本 )、 内面ヘラ肖Uり 。

淡黄褐色 赤褐色酸化
粒・雲母・

長石・角閃
石・石英等
を微量に合
む。

良好 体部外面中
位以下・内
面下位に煤
付着。

高 杯
(土師器)

包含層

底 径 1465 杯部は欠損。脚部は下外方へ外反して伸
る。端部は九い。脚都中位に三方孔を有す

杯底部内外面ヘラミガキ、脚部外面ヘラ
ミガキ、内面上位しばり目、中位以下ヨコ

ナデ。

淡灰茶色 石英・長石

雲母等の細

砂粒 を多量

に含 む。

良好 裾部外面 に

黒斑有 り。

28 重

(土師器 )

包含層

口 径 156 口縁部は上外方へ伸び、端部は外側に面
をもち、垂下する。体部は欠損。端部外面
に1つ の円形浮文と2本の沈線を有す。
日縁部内外面ナデ。

橙灰褐色 5m以下の
砂礫粒を合
む。

良
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径

高
口
器ｍ遮

形 態 ・ 調 整 等 の 持 徴 色    調 土 焼 成 備 考

(土師器 )

包含層

口 径  160 口縁部は上外方へ伸びた後短く外上方ヘ

外反して伸び、端部は下方へ肥厚し、外側
に面をもつ。体部は欠損。
日縁部外面磨減の為不明、内面ナデ。

外 赤
　
色

黄
色
灰

淡
褐
淡内

赤褐色酸化

粒・石英・

角閃石等 を

微量 に合む

良好

同 上

包含層

口 径 15,0 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は丸い。体部は欠損。頸部内面に1本の接
合痕を有す。
口縁部外面ヨコナデ・指頭痕、内面ナデ
頸部内面ナデ後ハケナデ。

淡橙茶色 3山以下の
雲母・角閃

石等の粗砂

粒 を合 む。

良 好

同 上

包合層

口 径  80 上内方へ伸びる体部より屈曲し、外上方
へ伸びる国縁部に至る。端部は外傾する凹
面をもつ。体部中位以下は欠損。
口縁部外面ナデ、内面ヨコナデ、体部外
面ナデ、内面ヘラ削り。

淡茶色 2嗣以下の
粗砂粒 を含

む。

良好

32 同 上

包合層

日 径 180 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
上につまむ。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヘラ削り。

淡茶自色 雲母・石英

等 を少量合

む。

良

同  上

包合層

口 径 12.0 上内方へ内轡 して伸びる体部 より屈曲 し、
上外方へ外反 して伸びる日縁部 に至る。端

部は上 につ まむ。体部下位は欠損。肩部内

面に 3本の接合痕 を有す。
口縁部内外面 ヨコナデ、体部外面ヘラ ミ

ガキ、内面ヘ ラナデ。

灰茶色 1皿以下の
石英・チャ
ー ト・長石

雲母等の細

砂粒 を少量

含む。

良好

34 覆

(土師器 )

包合層

口 径 120 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方に外反して伸びる日縁部に至る。端
部は九い。体部中位以下は欠損。頸部内面
に1本の接合痕を有す。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ、
内面ヘラナデ。

淡橙茶色 2 nm以下の

雲母 。長石

角閃石等の

粗砂粒 を含

む。

良 体部外面に

煤付着。

35 同  上

包合層

口 径 14 0 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部は上につまむ。体部下位は欠損。体部
外面に2本 と内面に3本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ、体部外
面タタキ (3本 )、 内面ナデ。

淡茶褐色 3m以 下の
角閃石 。長

石等の粗砂

粒 を合 む。

良好

同  上

包含層

口 径 170 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
九い。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ。

外 淡橙茶
色

内 淡茶色

2皿以 下の
雲母・角閃

石・長石等

の粗砂粒 を

合む。

良 好 口縁部 内面

上位 に煤付

着。

同 上

包合層

口 径 15.8 上内方へ内彎して伸びる体部より届由し
上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端
部は九い。体部中位以下は欠損。肩部内面
に1本の接合痕を有す。
口縁部内タト面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本X内面ナデ 指頭痕。

淡橙茶色 2皿以下の
粗砂粒を含
む。

良
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第 2調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径

高
口
器ｍ
濾

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

獲

(土師器)

包合層

口 径 180 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反して伸びる国縁部に至る。端

部は鈍く尖る。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(4本 )、 内面ナデ。

淡橙茶色 2価以 下の
角閃石・長

石・石英等

の粗砂粒 を

含む。

良好 体部外面上

部に黒斑有
り。

同 上

包合層

ロ 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

斜上方へ伸びる日縁部に至る。端部は九い

体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(5本 )、 内面ヘラ削り。

淡刑灰色 1枷以下の
細砂粒を合
む。

良 煤付着。

同  上

包含層

口 径 15,8 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至
る。端部は若干上につまむ。体部中位以下
は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(5本)後ハケナデ (9本X内面ヘラ削り

淡灰茶色 石英・長石
雲母・角閃
石等を微量
に合む。

良好 外面 に煤付

着。

同 上

包合層

日 径 15,0 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
口縁部外面タタキ後ヨコナデ、内面ヨコ

ナデ、体部外面タタキ (3本 )、 内面ヘラ削
り。

淡灰色 雲母・石英

等を少量合
む。

良好 口縁部外面
に煤付着。

同  上

包合層

径

径大

国

最

上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は尖る

体部下位は欠損。日縁部外面に1本、体部
外面に2本、肩部内面に3本の接合痕を有
す。
日縁部外面ヨコナデ、内面ナデ、体部外
面上位ヨコナデ、中位以下タタキ (4本 X
内面ナデ。

外 淡茶褐
色
淡灰茶
色

内

3甫X下の
粗砂粒を合
む。

良好

同 上

包合層

口 径 162 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ナデ後ハケナ
デ (6本X体部外面タタキ (3本 )、 内面ヘ
ラ削り。

淡灰色 lm以下の
雲母等の細

砂粒 を含む

良 煤付着。

同 上

包含層

口 径 140 口縁部は上外方へ伸び、端部は若干内方
へ肥厚する。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(4本)後ハケナデ (7本X内面ヘラ削り

淡橙茶色 2 � X下の

要母・角閃
石等の粗砂

粒を含む。

良好

四 一

同  上

包含層

口 径 144 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は

内方につまむ。体部中位以下は欠損。
日縁部外面タタキ (4本)後 ヨコナデ、
内面ハケナデ後ナデ、体部外面タタキ (4
ホ)後ハケナデ (9本X内面ヘラ削り。

淡灰茶色 2耐X下の
角閃石・長

石等の粗砂

粒を含む。

良 体部外面に

媒付着。

同  上

包合層

径

径大

口

最

楕円形と思われる体部より屈曲し、上外
方へ伸びる日縁部に至る。端部はつまみ上
げる。底部は欠損。
口縁螂内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4木 )後ハケナデ(7本X内面ヘラ削り。

髄
髄
灰
淡
外
内

0.5 mm以 下

の微砂粒 を

少量合 む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

賢

(土師器 )

包含層

口 径 15.8
最大径 212

最大径を中位にもつ偏平な球形と思われ
る体部より屈曲し、上外方へ外反気味に伸
びる日縁部に至る。端部は外傾する面をも
つ。体部下位は久損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(5本)後ハケナデ (5本 )、 内面ヘラ削り
ハケナデ。

淡茶灰色 1硼以下の
細秒粒を含
む。

良 煤付着。

同 上

包合層

口 径 口縁部は斜上方へ伸び、端部は丸い。体
部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ナデ後ハケナ
デ、体部内外面ハケナデ。

淡茶灰色 lm以 下の
雲母等の細

砂粒 を含む

良好 煤付着。

同  上

包合層

口 径  196 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は外傾
する面をもつ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面上位ヨ
コナデ、中位ヘラナデ、内面上位ナデ・指
頭痕、中位ヘラ削り。

淡茶灰色 l�大下の
細砂粒を合
む。

良 煤付着。

50 同 上

包合層

口 径 126 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は

外傾する凹面をもつ。体部は欠損。国縁部
外面・頸部内面に1本の接合痕を有す。
口縁那外面ハケナデ後ナデ、内面ハケナ
デ (7本光

淡灰褐色 2価以下の
粗砂粒を合
む。

良好

同 上

包合層

口 径 122 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ肥
厚する。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡茶黄色 雲母・石英

等 を少量含

む。

良好

同  上

包合層

口 径 120 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ肥
厚する。体部は欠損。口縁部外面に1本の
接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ後ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡茶黄色 石英・長石

雲母 ,チ ャ
ー ト等 を少

量含 む。

良好

同  上

包合層

口 径 120 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上方へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。
体部中位以下は欠損。体部外面にヘラによ
る傷を2ヵ 所有す。
日縁部外面ナデ、内面ハケナデ (7本 )、
体部外面ハケナデ (6本X内面ヘラ削り。

淡橙灰色 2皿以下の
粗砂粒を合
む。

良好

54 同 上

包合層

口 径  17.0 口縁部は上外方へ内彎して伸び、端部は
内傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ、内面ヘラ削り。

淡橙灰色 1側以下の
雲母等の細

砂粒 を含む

良好

同 上

包合層

回 径 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ月B
厚する。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ、内面ヘラ削り。

淡橙茶色 2枷以下の
雲母・角閃
石等の粗砂

粒を少量含
む。

良好
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第 2調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)
法量

径
高
口
器 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

包合層

口 径  12.8 口縁部は上外方へ伸び、端部は九い。体
部は欠損。
口縁部内外面ナデ後ハケナデ (8本 )、 体
部内外面ハケナデ。

淡橙茶色 3 mm以下の

雲母・角閃

石等の粗砂

粒 を含む。

良好 口縁部外面
に媒付着。

同 上

包含層

口 径 ■ .8 口縁部は上外方へ伸びた後屈曲して内上
方へ伸び、端部は九い。体部は欠損。
日縁部外面上位櫛状文、下位ヨコナデ、
内面ヨヨナデ。

外

　

内

淡橙灰

色

橙灰色

l mm以下の

細砂粒を合
む。

良好

四 ―

卜型丸底壷

(土師器 )

包含層

胴部最大径
7.9
球形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる
口縁部・端部は欠損。底部は丸底。
日縁部・体部外面ハケナデ後ヘラミガキ

内面ナデ。

外

内
灰褐色

黒褐色

0 5 Elm以 下

の長石・雲

母等の微砂

粒 を多量 に

合む。

良好

四 一

同 上

包含層

回 径 8.35
器 高 8.45

球形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる
日縁部に至る。端部は尖る。底部は丸底。
体部内面に2本の接合痕を有す。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ削
り後ナデ、内面ナデ。

黒色 ～

灰茶色

黒色 ～

灰茶色

内

長石・雲母・

赤掲色酸化

粒等 を多量

に合む。

良好 完形 。

体部外面 に

黒斑有 り。

鉢
(土師器 )

包含層

口 径 1755 椀形の体部より上外方へ内轡気味に伸び
た後斜上方へ短く伸びる口縁部に至る。端

部は内方へ肥厚する。底部はやや突出した

あげ底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

後ヘラミガキ、内面ヘラミガキ。

赤褐色 長石・石英・

雲母等を多

量 に含む。

良好 体部外面上

位 に黒斑有

り o

同 上

包含層

口 径 22.4 日縁部は上外方へ伸びた後短く外上方ヘ
仲び、端部は上につまむ。体部は欠損。
口縁部内外面上位ヨヨナデ、下位ヘラミ
ガキ。

外

　

内

淡灰掲

色

淡仄色

0,5 Dun以下

の角閃石・

雲母・長石

等 を多量 に

合む。

良好

四 ―

同 上

包合層

口 径  78
器 高  40

椀形の体部より上外方へ伸びる日縁部に

至る。端部は内方へ肥厚する。底部は突出
したくぼみ底。
口縁部・体部・底部外面ナデ、内面ヘラ

ナデ後ヨコナデ。

赤泰褐色 雲母・ チャ

ー ト・角閃

石等 を微量

に合む。

良好

同 上

包含層

口 径  6.0 上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
斜上方へ仲びる日縁部に至る。端部は九い(

底部は欠損。
口縁部内外面・体部外面上位・内面ヨコ

ナデ、体部外面中位以下ハケナデ (6本祐

黒灰色 l mm以下の

細砂粒 を微

量 に合む。

良好

有孔鉢
(土師器)

包合層

底 径  3.0 体部は上外方へ伸びる。日縁部・端部 は

欠損。底部は突出 しない小 さい平底。底部

に穿孔 を有す。

体部外面 タタキ (3本 )、 内面中位ナデ、
下位ナデ 指頭痕、底部外面ナデ。

赤茶掲色 角閃石・雲

母・石英・

チャート等
を微量に含
む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点 呵遁

径
高
口
器 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼成 備 考

鉢

(土師器 )

包含層

口 径 42.7 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は丸い。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ、体部外
面剣離の為不明、内面ハケナデ (8本光

淡灰茶色 長石・チャ

ー ト・石英・

雪母等の細

砂粒 を少量

合む。

良好

66 同 上

包合層

口 径 14.8
器 高  5.2

椀形の体部より上外方へ内督気味に伸び
る日縁部に至る。端部は九い。底部は丸底|

内外面剣離の為不明、底部外面指頭痕 ?十

乳褐色 長石・チャ
ー ト・雲母

等を合 む。

良好 内面 に黒斑

有 り。

同  上

包含層

底 径  8.4 口縁部・体部は欠損。脚部は外下方へ仲
びた後下外方へ伸びる裾部に至る。端部は
外傾する面をもつ。
底部内面・脚部内外面ナデ。

淡茶褐色 赤褐色 酸化

粒・角閃石・

石英・ チャ
ー ト・雲母

等 を微量 に

合む。

良好

高 杯
(土師器 )

包含層

口 径 227 平らに近い杯底部より屈曲し、斜上方へ

伸びた後端部付近で外上方へ伸びる日縁部
に至る。端部は九い。脚部は欠損。
杯部外面ハケナデ後ヨヨナデ、内面ハケ
ナデ後ヘラミガキ、杯底部外面剣離の為不
明。

灰茶色 l mm以下の

長石・チャ
ート・雲母
等の細砂粒
を多量に含
む。

良好

同 上

包合層

口 径 21.9 杯底部は欠損。口縁部は上外方へ伸び、
端部は若千外方へ肥厚する。脚部は欠損。
杯部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ後ヘ

ラミガキ。

淡灰茶色 0.51dm以下

の長石・雲

母等の徴砂

粒 を少量含

む。

良好

同  上

包合層

回 径 22.4 丸味をもつ杯底部より斜上方へ伸びる口
縁部に至る。端部は九い。脚部は内彎気味
に下外方へ伸びる柱状部より屈曲し、外下
方へ伸びる。裾部は欠損。
杯部外面上位ヨコナデ、下位調整不明、
内面上位ヨヨナデ、下位ナデ、脚部外面調
整不明、柱状部内面ヨヨナデ。

乳褐色 2 mm以 下の

長石・雲母・

角閃石等の

粗砂粒等 を

多量 に含む (

良好

71 同  上

包合層

口 径 平らに近い杯底部より斜上方へ伸びる日
縁部に至る。端部は九い。脚部は欠損。
杯部外面ハケナデ (9本)後ヨコナデ、
内面ハケナデ (10本X杯底部内面ナデ。

淡貴褐色 雲母 石英・

赤褐色酸化

粒・角閃石

等 を微量 に

合む。

良好

72 同 上

包合層

口 径 180 丸味をもつ杯底部より斜上方へ伸びる日
縁部に至る。端部は外傾する面をもつ。脚
部は下外方へ伸びる極伏部より屈曲し、外
下方へ仲びる。裾部は欠損。脚部外面上位
に1本の接合痕を有す。脚都中位に三方孔
を有す。
杯部外面上位ヨヨナデ、中位以下ハケナ
デ (10本X内面劉離の為不明、脚部外面制
離の為不明、柱状部内面ナデ。しぼり日、
裾部内面ハケナデ。

仄茶色 長石・チャ
ー ト・雲母

等の粗砂粒

を多量 に合

む。

良好
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第2調査区

追物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)口 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎   土 焼成 備 考

73 高 杯
(土師器 )

包合層

口 径 20.0 九味をもつ杯底部より斜上方へ内督して
伸びた後端部付近で外上方へ短く伸びる口

縁部に至る。端部は九い。脚部は欠損。

杯部内外面ナデ。

赤茶褐色 雲母・角閃
石・チャー

ト・石英等
を微量に合
む。

良好

同 上

包合層

口 径 178 杯底部は欠損。体部は上外方へ伸びた後
外上方へ短く伸びる口縁部に至る。端部は

外傾する面をもつ。脚部は欠損。

杯部外面ハケナデ (15本 )後 ヨヨナデ、
内面ハケナデ (15本祐

暗灰褐

色

淡灰茶

色

内

チャート・

雲母・赤褐
色酸化粒等
の細砂粒を

多量に合む

良好

同  上

包合層

底 径 120 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びる柱状
部より屈曲し、外下方へ外反気味に伸びる

裾部に至る。端部は外傾する面をもつ。脚

部内面上位に1本の接合痕を有す。

柱状部外面ヨコナデ・ハケナデ後ヘラ削

り、内面ヘラ削り、裾部内外面ナデ。

淡黄褐色 雲母・石英

赤褐色酸化

粒・角閃石

等 を微量 に

含む。

良好

同 上

包合層

底 径 12.4 杯部は欠損。脚部は下外方へ外反して仲
びる柱状部より屈曲し、外下方へ伸びる裾

部に至る。端部は外方へ肥厚し、外傾する

面をもつ。
脚部外面ナデ、柱状部内面ヘラ削り、裾

部内面ナデ。

赤茶褐色 赤褐色酸化

粒・石英・

長石・雲母・

チャート等
を微量に合
む。

良好 完形。

脚部内面に

黒斑有 り。

製塩土器

包含層

口 径  3.8 上方へ伸びる体部より若干内方へ伸びる
日縁部に至る。端部は尖る。底部は欠損。

内外面ナデ。

淡茶灰色 lm以下の
細砂粒を含
む。

良好

曽員

(土 師器 )

包含層

口 径 34.0 上方へ伸びる体部よりそのまま上方へ伸
びた後端部付近で斜上方へ内脅して短く伸

びる口縁部に至る。端部は外傾する面をも

つ。体部下位は欠損。体部内外面中位に 1

本ずつ接合痕を有す。口縁部外面に1帯 9

条の波状文を有す。体部中位に扁平なキ角

形の取手を有す。
日縁部外面上位ヨヨナデ、下位ハケナデ

後波状文、内面ヨコナデ、体部外面ハケナ

デ (9本X内面ヨコナデ・指頭痕、取手外
面ナデ。

淡黄褐色 1.箭m以下
の粗砂粒 を

微量 に合む

良好

四 ―

杯 蓋
(須恵器)

包合層

径
高
径

口
器
稜

やや高く九味をもつ天丼部より下外方ヘ

内督気味に伸びる稜に至る。稜は尖る。ロ

縁部は下外方へ下り、端部は平らで内傾す

る。
天丼部外面約%回転ヘラ肖Uり 、他は回転
ナデ。

灰白色 精良。 良好 完形。

ロクロ (右

方向 )。

四 一

同 上

包含層

径
高
径

口
器
稜

やや低く上面凹』犬の天丼部より斜下方へ

伸びる稜に至る。稜は尖る。口縁部は垂直

に下り、端部は段を有し、内傾する面をも

天丼部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

灰色 3 mm以下の

粗砂粒を含
む。

良好 天丼部外面
約%灰かぶ
り。
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逸物番号
図版番号

器   種
出土地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

四 ―

杯 蓋
(須恵器 )

包合層

径
径
口
稜

天丼部より下外方へ下る稜に至る。稜は
痕跡あり。日縁部は下外方へ下り、端部は
段を有し、内傾する面をもつ。天丼部一部
欠損。
内外面回転ナデ。

灰色 精良。 良好

杯  身
(須恵器 )

包合層

口 径  104
器 高  43
立 ちあが り高

2.1

受部径  124

やや深く凹状の底部より上外方へ伸びる
受部に至る。受部は外上方に伸び、端部は
丸い。立ち上がりは内傾し、端部は鈍く尖
る。
底体部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

青灰色 精良 。 良好

同 上

包合層

口 径 134
立 ち上 が り高

1.1

受部径  156

九味をもつと思われる底部より上外方ヘ
仲びる受部に至る。受部は外上方に伸び、
端部は九い。立ち上がりは内傾し、端部は
丸い。底部は欠損。
底体部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

灰 白色 精良。 良好

第 3調査区

kt物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径
高
口
器ｍ遁

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

I

(土師器 )

包合層

回 径 21.8 直上す る頸部 より外上方へ外反 して伸び
た後屈曲 し、斜上方へ外反 して伸びる日縁

部 に至 る。端部は丸い。体部は欠損。
国縁部内外面 ヨコナデ、頭部内外面調整

不明。

乳褐色 6 nm以 下の

長石等の砂

礫粒 を含む

良好

2 甕

(土師器 )

包含層

口 径  15,0 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反して伸びる国縁部に至る。端部は九
い。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本 )、 内面ヘラナデ。

赤褐色 l nm以下の

雲母・ チャ
ー ト・角閃

石等の細砂

粒 を多量 に

合む。

良好

同 上

包合層

口 径 21.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は外方へ肥
厚し、夕H頃する面をもつ。体部は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ。

淡茶灰色 2 mm以下の

長石・赤褐
色酸化粒等
の粗砂粒を
合む。

良好

第5調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)日径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

I

(土師器)

SEl

口 径 口縁部は外反して垂直した後外上方へ外
反して伸び、端部は外利に面をもつ。体部
は欠損。
日縁部外面。内面上位ヨコナデ、下位ナ
デ 。

脚色腫
内

l mm以下の

長石・石英

等の細秒粒

を少量含む

良好

四 二

同 上

SEユ

口 径  13.6
最大径  24.3

球形の体部より屈曲し、下外方へ外反し
て伸びる頸部より屈曲して直立する日縁部
に至る。端部は内外方へ月巴厚する。底部は
欠損。頸部内面に1本の接合痕を有す。肩
部内面に1帯 5条の波状文を1つ有す。
日縁部・顕部内外面ヨコナデ、体部ハケ
ナデ (6本 )、 内面ヘラ削り。

赤褐色 0.5mm以下
の石英等の

微砂粒 を少

量含む。

良好 体部外面下

位 に媒付着
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第 5調査区

号
号
番
地
勘
剛

器   種
出 土 地 点

にm)日径
法量 器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 竜

3 壺

(土師器 )

SEl

口 径 126 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨコナ
デ後ハケナデ、頸部内面ヨコナデ、体部内
面ヘラ削り。

淡茶褐色 lm以下の
雲母・角閃

石・長石等

の細砂粒 を

合む。

良

4 同 上

SEl

口 径 口縁部は上外方へ伸び、端部は外傾する

面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

後ハケナデ、内面ヘラ削り。

褐髄棘
色

外

内

05m以 下
の雲母・チ

ャー ト・長

石等の微秒

粒 を含む。

良好 口縁部外面

に媒付着 。

四 三

同 上

SEl

口 径
最大径

偏平な球形の体部より屈曲し、斜上方ヘ

伸びる日縁部に至る。端部は内方につまみ

上げる。底部は欠損。
日縁部内外面ナデ、体部外面ハケナデ

(5本 )、 内面ヘラ削り。

外 淡灰茶

色

淡灰色内

雲母・長石・

角閃石等を

微量 に含む

良好

6 同  上

SEl

口 径 15.3 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は上につまむ。体部は欠損。口縁部外面に
1本の接合痕を有す。
日縁部外面タタキ (7本)後ヨヨナデ、
内面ハケナデ (8本 )、 頸部外面タタキ (7
本)、 体部内面ナデ。

茶

色

灰

黒

暗

色

外

内

lm以下の
雲母・ 長石

等の細砂粒

を含む。

良好 口縁部外面
に煤付着。

7 同 上

SEl

口 径 16.8 回縁部は斜上方へ伸び、端部は外側に凹
面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

内面ヘラ削り。

幸υ天褐色 l mm以下の

雲母・長石・

角閃石等の

細砂粒 を合

む。

良好 顕部外面に

媒付着。

四 ニ

同 上

SEl

口 径 164 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部は九い。体部中位以下は欠損。
口縁部外面ヨコナデ・指頭痕、口縁部内

面・頸部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (10本X内面ヘラ削り。

淡茶色 1.O mmi以 下

の長石・赤

褐色酸化粒・

雲母箸の細

砂粒 を少量

含む

良好 体部外面に

煤付着。

9

四 三

同  上

SEl

径

径大

口

最

14.8

216
楕円形の体部より屈曲し、上外方へ伸び
た後屈曲して内方へ伸びる国縁部に至る。
端部は九い。底部は欠損。吉信地方の酒津

式の特徴をもつ。
日縁部外面上位クシ状工具によるナデ、

下位 口縁部内面ナデ、体部外面上位ハケ
ナデ (■本X下位ヘラミガキ、内面上位・
中位ヘラ削り、下位ヘラ削り後指頭痕。

淡黄褐色 雲母 。長石

等 を微量 に

合む。

良好 内タト面に煤

付着。

四 二

小型壷

(上師器 )

SEl

径

高

口

器
偏平な球形の体部より屈曲し、上外方ヘ

伸びる日縁部に至る。端部は九い。底部は

尖り気味底。
日縁部外面ヘラミガキ、内面暗文状ヘラ
ミガキ、体部外面ヘラケズリ後ヘラミガキ、

内面上位ヨコナデ、中位以下ヘラ削り。

淡茶仄色 3 nm以下の

長石・雲母・

石英・角閃

石等の粗砂

粒 を合む。

良好

11

四 ニ

外

(土師器 )

SEl

回 径 斜上方へ内彎して伸びる体部より上外方
へ伸びる日縁部に至る。端部は丸い。底部
は丸底。
端部付近内外面ヨヨナデ、口縁部・体部
外面ヘラ削り、口縁部・体部内面ハケナデ

(8本祐

乳茶灰色 3 mm以下の
チャート・

長石等の粗
砂粒を合む

良好 完形

黒斑有 り。
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遺物番号
図恢番号

器   種
出土地 点

(cn)口 径
法量 器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼成 備 考

台付鉢
(土師器)

SEl

体部径  6.3 体部は斜上方へ伸びた後屈曲し、内方ヘ
伸びる。口縁部・高台は欠損。
体部外面ヘラミガキ、内面ナデネ

暗茶褐
色
淡茶灰
色

内

l mm以下の

細砂粒 を含

む。

良好 外面に媒付
着。

四 三

同 上

SEl

口 径  96 上外方へ伸びる体部より内彎気味に直上
した後上外方へ短く伸びる日縁部に至る。
端部は九い。高台は欠損。
内外面ヘラミガキ。

淡乳茶色 5 mm以下の

石英・赤褐

色酸化粒・

長石等の粗

砂粒 を合む

良好

器 台
(土師器 )

SEl

底 径 ■.6 受部は欠損。脚部は斜下方へ伸びる裾部
に至る。端部は丸い。脚部中位に四方孔を
有す。
脚部外面上位ヘラナデ後ヘラミガキ、中
位以下ハケナデ (13本 )後ヘラミガキ、内
面上位ナデ、中位以下ハケナデ (7本】

淡橙茶色 2 mm以下の

雲母・角閃

石等の粗砂

粒 を微量 に

含む。

良好 黒斑 有 り。

甕
(土師器)

SK2

口 径  9,6 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は九い(
体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ、
内面ナデ。

淡茶灰色 3 mm以下の

長石・雲母・

石英等の粗

砂粒 を含む。

良好 内面 に煤付

是表。

同  上

SK2

口 径 132 口縁部は斜上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本X内面ヘラ削り。

外

　

内

淡灰茶

色

淡仄褐

色

l mm以下の

雲母・長石・

角閃石等の

細砂粒を多
量に合む。

良

同 上

SK2

口 径 15.0 口縁部は斜上方へ伸び、端部は内方につ
まみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ、内面ヘラ削り。

色

灰

茶
茶
淡
淡
色

外
内

2 nm以下の

雲母・長石

チャー ト・

角閃石等の

粗砂粒 を多

量 に含む。

良 好 口縁 言5外面

に煤付着。

同 上

SK2

口 径 15,8 口縁部は斜上方へ内督気味に伸び、端部
は外方へ可巴厚し、外傾する面をもつ。体部
は欠損。
国縁部内外面ヨヨナデ、体部内外面ナデ

淡茶灰色 2 mm以下の

長石・赤褐

色酸化粒等

の粗砂粒 を

含む。

良 口縁部外面
に媒付着。

同 上

SK2

口 径 19.2 国縁部は外上方へ伸び、端部 は上 につ ま

む。体部 は欠損。

口縁部内外面 ヨヨナデ。

淡茶灰色 5 mm以下の

長石・チャ
ー ト 雲母・

角閃石等の

砂礫粒 を合

む。

良好

四 三

同  上

SK2

口 径 15,4
器 高 18.5
最大径 18.2

最大径を中位より下にもつ球形に近い体
部より屈曲し、上外方へ伸びる日縁部に至
る。端部はつまみ上げる。底部は尖り気味
底。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ

ケナデ、体部外面タタキ (6本)後ハケナ
デ (9本X内面ヘラ削り。

暗灰掲色 2 mm以下の

粗砂地を合
む。

良 完形 。
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第 5調査区

追物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cln)口 径
法量 器高 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎 土 焼 成 偏 考

四 三

甕

(土師器 )

SK2

日 径 14.2 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は91・ rtR
する面をもつ。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
後ハケナデ (24本 )、 内面ナデ。

淡褐色 2 5 nla以 下

の粗砂粒 を

含む。

良好

同 上

SK2

回 径 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びた後屈曲して直上する日縁部
に至る。端部は外方へ肥厚する。体都中位
以下は欠損。
日縁部外面クシ状工具によるヨヨナデ、
内面ヨヨナデ、顕部内外面ヨコナデ、体部
外面ハケナデ (8本 )、 内面ヘラ削り。

外

内
淡茶色
淡仄茶
色

l mm以下の

長石・チャ
ー ト等の細

砂粒 を合む

良好

(土師器 )

1可, 1

口 径 148 日縁部は上外方へ伸び、端部は九い。体
部は欠損。
口縁部外面ハケナデ (11本 )、 内面ハケナ
デ後ヨヨナデ。

外  暗灰褐
色

内 淡灰色

5 mm以下の

砂礫粒を合
む。

良好

同 上

'可

ナ111

口 径 21.2 日縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は丸い。体部は欠損。
日縁部外面創離の為不明、内面ヘラミガ

キ。

幸υ天荘散色 3 mm以下の

粗砂粒を合
む。

良好

同  上

イ可ナ11

口 径 17.6 日縁部は上外方へ伸びた後斜上方へ外反
して伸び、端部は内方に肥厚し、外傾する
凹面をもつ。体部は欠損。頸部外面に1本
の沈線を有す。
日縁部外面上位ヨヨナデ、下位ナデ後ハ

ケナデ (10本 )、 内面ヨコナデ。

淡褐色 2 mm以下の

粗砂粒を合
む。

良好

四 三

同  上

ィ可サ|11

口 径 17.6 上方へ伸びる頸部より屈曲し、斜上方ヘ
伸びた後屈曲して上外方へ外反気味に伸び
る日縁部に至る。端部は外傾する面をもつ

体部は欠損。頸部内面に1本の接合痕を有
す。
端部外面ナデ、日縁部・頸部内外面ヘラ
ミガキ、体部内面ハケナデ後ヘラミガキ。

乳灰色 1.5 mm以 下

の粗砂粒 を

含む。

良好

同 上

ィ可,I11

口 径 20.0 口縁部は上外方へ伸び、端部は九い。頸
部・体部は欠損。
日縁部内外面ヘラミガキ。

淡褐色 3 nm以下の

粗砂粒を合
む。

良好

甕
(上師器)

ヤ可ナI11

口 径 134 上内方へ伸びる体部より屈曲し、斜上方
へ伸びる日縁部に至る。端部は九い。体部
中位以下は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ後ヨ
コナデ、体部外面タタキ (7本)後ハケナ
デ (8本 )、 内面ヘラ削り。

暗灰褐色 2 nm以下の

粗砂粒 を微

量 に含む。

良好 外面に煤付
着。

同  上

河川 1

口 径 15.0 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へつ
まみ上げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (10本 )、 体部外面ナデ、内面ヘラ削
り。

暗灰色 3 mm以下の

雲母・角閃

石等の粗砂

粒 を含む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼成 傭 考

甕
(土師器 )

1可サ|11

口 径 斜上方へ外反して伸びる頸部より屈曲し
直上する日縁部に至る。端部は内方へ肥厚
し、内傾する面をもつ。吉備地方の酒津式
の特徴をもつ。
口縁部・頸部内外面ヨヨナデ、体部内面
ヘ́ラ肖Jり 。

淡赤褐色 l mm以 下の

細砂粒 を含

む。

良好

重

(土師器 )

1可ザイ12

口 径 256 日縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
たれ下がる。体部は欠損。端面外面に1帯
9条 と内面に1帯 8条 と体部外面に1帯 4
条の波状文を有す。
日縁部外面ヨヨナデ、内面上位ナデ、下
位ヘラミガキ、体部内面ナデ。

淡橙乳

灰色

淡橙灰

色

内

3 mm以下の

粗砂粒を合
む。

良好 煤付着。

同 上

サ可ナ+12

口 径 140 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
外傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部外面上位ヨコナデ、中位以下ヘラ
ミガキ、内面ヨヨナデ。

淡橙灰色 l mm以下の

雲母等の細

砂粒 を合む

良好

甕

(土師器 )

河サ112

口 径 140 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へつ
まみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ・指
頭痕。

茶褐色 l mm以下の

雲母・角閃

石 チャー
ト等の細砂

粒 を少量含

む。

良好

同 上

河ナ十12

口 径 14.2 口縁部は上外方へ伸び、端部は若干内外
方に肥厚し、外複する面をもつ。体部は欠
損。
日縁部外面ヨヨナデ・指頭痕、内面ヨコ
ナデ。

暗茶褐色 0.5 mm以 下

の微秒粒 を

少量合む。

良好 煤付着 。

同 上

1可,112

ロ 径 15.2 口縁部は斜上方へ伸び、端部は若干内外
方に肥厚し、外傾する面をもつ。体部は欠
損。
口縁部内外面・体部内外面ヨコナデ。

乳褐色 3 mm以下の

石英・長石

等 を合む。

良好

同 上

河ナ|12

口 径 16.4 口縁部は斜上方へ伸び、端部は上につま
む。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

］色睡
内

2.5al以下
の石英・雲

母・角閃石・

赤褐色酸化

粒等の糧砂

粒 を多量 に

合む。

良好 口縁部外面
に煤付着。

外

(土師器 )

河チ|12

口 径 146 上外方へ内管して仲びる体部より屈曲し
上外方へ仲びる口縁部に至る。端都は九い
底部は欠損。
内外面ヨヨナデ。

赤淡黄色 雲母・長石

等の微量含

む。

良好 体部外面下

位 に黒斑 有

り。

杯

(土師器 )

河チ|12

口 径 180 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は丸い。体部・底部は欠損。
口縁部内外面ナデ。

淡赤褐色 赤褐色酸化
粒・雲母・

角閃石等を
微量に含む

良好
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第 5調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼 成 備 考

杯

(土師器 )

河チ12

口 径 18.0 日縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ肥
厚する。底部は欠損。
日縁部外面ナデ、内面ハケナデ後ナデ。

外 淡赤茶
色

内 淡灰褐
色

赤褐色酸化

粒・石英・

雲母等 を微

量 に合む。

良好 日縁部外面

に自然釉付

着。

同 上

河チ|12

口 径 14.0 平らと思われる底部より上方へ内督気味
に伸びる口縁部に至る。端部は九い。底部
は欠損。
内外面ナデ。

淡褐色 雲母等 を微

量 に合む。

良好 内面に自然

釉付着。

同 上

1可サ12

口 径 18.1 口縁部は上外方へ内督して伸び、端部は
外方につまむ。底部は欠損。
内外面ナデ。

暗褐色 雲母・石英・

赤褐色酸化

粒等を微量

に含む。

良好 内面 に自然

釉付着。

(土師器 )

包合層

胴部最大径
15.0
球形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる

頸部に至る。日縁部・端部は欠損。底部は
丸底。体部内面中位に4本の接合痕を有す
底部に穿孔を有す。
頸部外面上位ヨヨナデ、下位 頸部内面・

体部外面ヘラミガキ、内面ナデ、底部外面
ハケナデ後ヘラミガキ。

淡灰茶色 長石・チャ
ー ト・雲母・

赤褐色酸化

粒等の微砂

粒 を多量 に

含む。

良好 底部外面 に

黒斑有 り。

52 甕

(土師器 )

包合層

口 径 14.2 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部は夕抑」に面をもつ。体部下位は欠損。
口縁部・頸部内外面ヨヨナデ、体部外面
タタキ (6本 )、 内面ヘラナデ。

淡黄掲

色

淡灰掲

色

内

l mm以下の

長石・石英・

チャー ト等

の細砂粒 を

合む。

良好

同 上

包含層

口 径 146 口縁部は上外方へ伸びた後外上方へ短く
伸び、端部は丸い。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(4本た内面ヘラ削り。

茶掲色 長石・角閃

石等の微砂

粒 を含む。

良好

四 三

同  上

包合層

口 径 13.0
器 高 14.1
最大径  14.6

球形の体部より屈曲し、上外方へ外反し
て伸びる口縁部に至る。端部は九い。底部
は尖り底。体部内面に3本の接合痕を有す
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 )・指頭痕、内面上位・中位ヘラ削
り、下位指頭痕。

外

内
茶褐色
明茶褐
色

0.5 mm以 下

の角閃石

石英・赤掲

色酸化粒等

の微砂粒 を

多量 に合む

良好

55 同  上

包合層

回 径 最大径を中位よりやや下にもつ球形の体
部より屈曲し、上外方へ伸びる日縁部に至
る。端部はつまみ上げ、外に面をもつ。
底部は欠損。頸部内面に1本の接合痕を有
す。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (9
本X体部外面タタキ後ハケナデ (9本 )、 内
面ヘラ削り。

淡褐色 石英 長石・

雲母・角閃

石等の微砂

粒 を含む。

良好

同  上

包含層

口 径 14.4 回縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
鈍く尖る。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

色
色
褐
褐
黒
暗
外
内

l mm以 下の

石英・チャ
ー ト等の細

砂粒 を多量

に含む o

良好 外面 に煤付

着。
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径
高
口
器ｍ濾

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼成 備 考

甕

(上師器 )

包合層

口 径 15.0 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(3本X内面ヘラ削り。

茶褐色 lm以下の
雲母・石英

等の細砂地
を多量に含
む。

良好 外面に煤付
着。

同 上

包合層

口 径 口縁部は斜上方へ伸び、端部は上につま
み、外傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ。

外 黒茶褐
色
内 茶褐色

0 5mm以 下
の雲母・石
英・角閃石
等の微砂地
を多量に合
む。

良好 口縁部外面
に煤付着。

同 上

包含層

口 径  15,6 口縁部は斜上方へ仲び、端部は外側に面
をもち、者干上につまむ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

茶褐色 角閃石・雲
母等の微砂
粒を合む。

良好

同 上

包含層

日 径 16.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は夕拘頃する
面をもち、内方につまむ。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
内面ヘラ削り。

茶褐色 4枷以下の
長石等の砂
礫粒を含むて

良好

小型九底壺
(土師器)

包合層

口 径 10.0 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は九い
底部は欠損。
内外面ナデ。

淡赤茶褐色 2 mm以下の

赤掲色酸化

粒・角閃石・

雲母・長石・

チャー ト等

の粗砂粒 を

微量 に含む

良好

同 上

包含層

胴部最大径
11.3
上内方へ内脅して伸びるド部より屈曲し
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は欠損I
底部は九底。
内外面剣離の為不明。

灰茶色 長石・チャ
ート・石英
等の細秒粒
を含む。

良好

四 三

鉢

(土師器 )

包合層

径
高
口
器

9.8

4.1

上外方へ伸びる体部より口縁部に至る。
端部は丸い。底部は欠損。
外面ナデ・指頭痕、内面ヘラナデ。

暗茶灰色 l mm以 下の

長石・雲母・

石英・角閃

石等の細砂

粒 を多量 に

合む。

良好 黒斑有 り。

四 三

同 上

包合層

体部は上外方へ内管気味に伸びる。底部
は偏平した九底。日縁部は欠損。
外面素じ離の為不明、内面ナデ。

暗褐色 l mm以下の

長石・石英・

雲母等の細

砂粒 を合む

良好 底部外面に

煤付着。

器 台
(土師器 )

包合層

口 径  9.5 受部は上外方へ緩やかに内管して伸びる
口縁部に至る。端部は内方へ肥厚する。脚
部は下外方へ伸びる。裾部は欠損。脚部内
面上位に1本の接合痕を有す。
受部・脚部外面ヘラミガキ、受部内面劉
離の為不明、脚部内面ナデ。

淡灰茶色 長石・雲母
等の細砂粒
を多量に合
む。

良好
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第 5。 7調査区

孵
図版番号

器   種
出 土 地 点 按豊 曇雷 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

鉢
(土師器 )

包合層

口 径 ■.0 上外方へ内管して伸びる体部より上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は外方へ肥厚
する。底部は欠損。
外面・口縁部内面ナデ、体部内面ハケナ
デ (6本 )。

淡赤褐色 l mm以 下の

角閃石・雲

母・ 長石・

チ ャー ト・

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を微量 に

含む。

良好 外面に自然
釉付着。

土錘

(土 師質 )

包合層

管状形。 淡赤茶褐色 3 mm以 下の

雲母・チャ
ート・長石・

角閃石・赤
掲色酸化粒
等の粗砂粒
を微量に合
む。

良好

杯  身
(須忘器 )

包合層

径

高

口

器
上面凸状の天丼部より外下方へ伸びる。
稜は痕跡なし。日縁部は内脅気味に下外方
へ下り、端部は九い。
外面/不定方向のナデ、他は回転ナデ。

青灰色 長石等の粗

砂粒 を多量

に含む。

良好 ロクロ。

同 上

包含層

径

高

口

器
平らに近い天丼部より下外方へ伸びる。
稜は痕跡なし。日縁部は下外方に伸び、端
著Бは九い。
外面約/不定方向ナデ、他は回転ナデ。

青灰色 長石等の微

砂粒 を少量

含む。

良好 ロクロ。

同 上

包含層

ロ 径 8.8
～ 9.7

高  3.3器

九味をもつ底部より屈曲し、上外方へ伸び
る。受部は痕跡なし。国縁部は上外方へ仲
び、端部は九い。
外面約/不定方向のナデ、他は回転ナデ。

青灰色 精良 。 良好 ロクロ。

甕

(須恵器 )

包合層

口 径  20.0 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
者干上下に肥厚し、外端面する凸面状を成
す。体部は欠損。
内外面回転ナデ。

灰白色 精良 。 良好 ロクロ。

第7調査区

遺物番号

区版番号

器    種
出 土 地 点

径

高
口
器

ｍ，

量

俺

法 形 態  調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 偏 考

1

四 四

壷

(土 師器 )

SDl

径

高

径大

口

器

最

最大径を中位より若干上にもつ偏平な球
形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる国縁
部に至る。端部は九い。底部は九底。
国縁部外面ヘラミガキ、内面ヨヨナデ後
暗文状のヘラミガキ、体部外面ヘラミガキ、
内面ハケナデ (10本 )。

淡灰茶色 長石・雲母・

赤褐色酸化

粒 を合む。

良好

四 四

同  上

SDl

口 径 12.8
器 高 176
最大径 15,4

肩部に張りをもつ球形に近い体部より鋭

く屈曲し、上外方へ伸びる国縁部に至る。
端部は鈍く尖る。底部は九底。
日縁部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ後
ヨコナデ、体部外面上位ヘラ削り後ヘラミ
ガキ、下位ヘラ削り、内面ハケナデ(11本 )。

淡仄茶色 l mm以 下の

赤褐色酸化

粒・チャー

ト・長石等

の細砂粒 を

合む。

良好 完形。

―-189-―



遺物番号
図版番号 露土地唇 接茎 曇旨 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

3

四 四

(土師器 )

SDl

径

高

径大

口

器

最

最大径を中位にもつ球形の体部より鋭く
屈曲し、上外方へ内督気味に伸びる国縁部
に至る。端部は鈍く尖る。底部は丸底。
日縁部内外面ヨコナデ後ヘラミガキ、体
部外面上位ハケナデ後ヘラミガキ、中位以
下ヘラ削り後ヘラミガキ、内面上位指ナデ
指頭痕、中位以下ハケナデ(8本 )、 底部
外面ヘラ削り。

淡灰茶色 0 5mm以 下
の長石・ 石

英・雲母・

赤褐色酸化

粒等の微砂

粒 を含む。

良好 完摩。

四 四

同 上

SDl

口 径 16.6
器 高 268
最大径 25,1

最大径を中位にもつ球形の体部より屈曲
し、上外方へ内膏気味に伸びる日縁部に至
る。端部は若干上につまむ。底部は九底。
日縁部内外面ハケナデ後ヘラミガキ、体
部外面上位ハケナデ後ヘラミガキ、中位ハ

ケナデ(10本 )、 下位ヘラ削り後ヘラミガキ
内面ヘラ削り。

淡灰茶色 0 51nm以 下
の雲母・赤
褐色酸化粒
等の微砂粒
を微量に合
む。

良好 完形。
底部外面に
黒斑有り。

四 四

同  上

SDl

口 径 17.0
器 高 28.3
最大径 23.8

最大径を中位にもつ球形に近い体部より
屈曲し、上外方へ内督気味に伸びる口縁部
に至る。端部は九い。底部は九底。
日縁部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ (11
本)後端部付近にヘラミガキ、体部外面ハ
ケナデ (■本)後中位にヘラミガキ、内面
上位ヘラナデ、中位以下ヘラ削り。

外 淡灰茶
色

内 灰色

長石・ チャ
ー ト等の細

砂粒 を多量

に含み、雲

母等の微砂

粒 を微量 に

合む。

良好 完形。

同  上

SDl

口 径 12.0 口縁部は上外方へ伸び、端部は丸い。体
部は欠損。
日縁部内外面ハケナデ後ヘラミガキ後放
射状暗文。

淡茶灰色 0 5mm以 下
の長石・雲
母・赤褐色
酸化粒等の
微砂粒を合
む。

員 外面に一部
煤付着。

7 同  上

SDl

口 径 12.8 口縁部は上外方へ伸び、端部は九い。体
部は欠損。
日縁部内外面ハケナデ (10)後 ヘラミガ
キ。

淡灰茶色 l mn以 下の

長石・ チ ャ
ー ト・赤褐

色酸化粒等

の細砂粒 を

含む。

良好

8 同  上

SDl

口 径 12.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は尖る。体
部は欠損。
口縁部外面ヘラミガキ。一部ハケナデ

(12本 )、 内面ヘラミガキ後暗文。

淡茶灰色 0.5 1nm以 下

の長石・赤

褐色酸他位・

石英等の微

砂粒を含む。

良好

同  上

SDl

口 径 12.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は尖る。体
部は欠損。
国縁部外面調整不明、内面ハケナデ(5
本)後ナデ。

淡灰茶色 0.3mn以下
の長石・赤
褐色酸化粒
等の微砂粒
を含む。

良

同 上

SDl

ヱ
Ｚ

径
径
口
款

最大径を中位にもつ球形と思われる体部

より屈曲し、上外方へ伸びる口縁部に至る。
端部は丸い。体部下位は欠損。
口縁都外面ハケナデ後ナデ、内面ヨヨナ
デ、体部外面ハケナデ(9本 )、 内面ヘラ削
り。

,天随 l mHl以下の

角閃石・雲

母 。長石等

の細砂粒 を

多量に合むc

良好
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第 7調査区

追物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点 按望 暴筈 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

11

四 四

(土師器 )

SDl

口 径
最大径

・３

路

最大径を中位にもつ球形と思われる体部
より屈曲し、上外方へ伸びる口縁部に至る。

端部は丸い。底部は欠損。
口縁部内外面ハケナデ(9本 )、 体部外面
上位ハケナデ(8本 )、 中位以下タタキ後ハ

ケナデ(7ホ )後ヘラミガキ、内面指ナデ後
ハケナデ(9本祐

外 淡灰茶
色

内 黄灰色

チャー ト等

の細砂粒 を

多量に合み、

長石・雲母

等の微砂粒

を少量含む。

良好

四 五

同  上

SDl

口 径 14.6 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部は九い。体部下位は欠損。体部内面上

位に3本の接合痕を有す。
口縁部外面ハケナデ(9本 )、 内面ヨヨナ
デ、体部外面ハケナデ(9本 )、 内面上位ナ
デ・中位ハケナデ(9本 )。

淡灰褐色 l mm以下の

チャート・

石英・雲母
等の細砂粒

を多量に合
む。

良好

同 上

SDl

口 径 ■.0 口縁部は上外方へ内管気味に伸び、端部
は九い。体部は欠損。
国縁部外面ヘラミガキ、内面ヘラミガキ
後ヘラ状工具によるナデ。

淡灰褐色 3 mm以下の
チャート・

石英等の粗
砂粒を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 15.6 内上方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端部は
九い。体部は欠損。
口縁部内外面ハケナデ (外 11本、内10

本)後 ヨコナデ。

淡灰茶色 l EItl以 下の

雲母 。長石・

石英等の細
砂粒を含む。

良好

四 五

同  上

SDl

口 径 180 内上方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。体部
は欠損。
口縁部外面ハケナデ(9本 )後 ヨコナデ、
内面ハケナデ(8本 )。

淡灰茶色 角閃石等の
微砂粒を多
量に合み、
石英・赤褐

色酸化粒・

雲母等の細
砂粒を少量

合む。

良好

同 上

SDl

口 径 10.9 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる日縁部に至る。端部は九い。体部

は欠損。
日縁部内外面ナデ。

淡灰茶色 l mm以下の

長石・石英
等の細砂粒
を含む。

良好

17 同 上

SDl

ロ 径 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる国縁部に至る。端部は小さく外方
へ肥厚する。体部は欠損。頸部内面に1本
の接合痕を有す。
日縁部内外面ハケナデ (外 11本、内 12

本)、 頸部内面指頭痕。

淡灰茶色 l mln以下の

長石・石英・

雲母・チ ャ

ー ト等の細

砂粒を合む。

良好 外面全面に

黒斑有り。

同 上

SDl

口 径 130 口縁部は斜上方へ伸び、端部は外側に面
をもつ、体部は欠損。

口縁部外面ハケナデ(5本 )後 ヨコナデ、
内面ヨコナデ。

淡灰茶色 l mm以下の

長石・チャ
ート・石英
等の細砂粒
を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 17.6 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端部は

内方へ肥厚する。体部は欠損。
国縁部内外面ハケナデ (7木)後ヨコナ
デ、体部外面ヨコナデ、内面ナデ。

灰褐色 1 5mm以下
の雲母・長
石・角閃石
等の粗砂粒
を合む。

良好
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造物番号
図版番号

器  種
出土地点 壇量 曇筈 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎 土 焼 成 備 考

(土師器)

SDl

口 径 16.4 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は鈍く尖る。体部は欠損。
国縁部外面剣離の為調整不明、内面ヨコ
ナデ、端部付近劉離の為調整不明。

淡仄褐色 3 mm以下の
石英・チャ
ート・赤褐
色酸化粒等
の粗砂粒を
含む。

良好

同 上

SDl

日 径 178 口縁部は上外方へ伸び、端部は外側に面
をもつ。体部は欠損。
国縁部外面ハケナデ (12本)後ナデ、端
部付近ヘラミガキ、内面ナデ、頸部内面指
頭痕。

暗灰褐色 3 mm以下の
石英・長石・

角閃石等の

粗砂粒を合
む。

良 好

22 同 上

SDl

口 径 16.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は外側に面
をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、頸部内面指離 。

茶褐色 3 nll以下の

角閃石・長
石等の粗砂

粒を合む。

良好

同  上

SDl

口 径 18.8 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
丸い。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ、

淡灰茶色 0.5 HIn以下
の雲母・石
英・赤褐色
酸化粒等の
微砂粒を合
む。

良好

24

四 五

同 上

SDl

口 径 19.0 内上方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は外傾する面
をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ナデ。

暗灰茶色 141m以下の

角閃石・雲
母・石英等
の細砂粒を
多量に含む。

良好

同 上

SDl

口 径 15,8 斜下方へ伸びる体部より属由し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は外方へ小さ
く肥厚する。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ナデ、体部外
面ヨコナデ、内面ナデ。

淡灰茶色 lnm以 下の
長石・石英・

雲母等の細

砂粒 を多量

に含む。

良好

同 上

SDl

口 径 163 日縁部は上外方へ外反気味 に伸び、端部
は若干上 につ まむ。体部は欠損。
口縁部外面 ヨヨナデ後ハケナデ (5本 )、
内面ハケナデ (6本 )。

暗灰褐色 0 5mm以 下
の角閃石・

長石等の微

砂粒を含む。

良好

同  上 口 径 16.3 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
よ内方へ小さく肥厚する。体部は欠損。
口縁部内外面剣離の為調整不明。

灰茶色 1.5mm以 下
の長石・石

英・赤褐色

酸化粒・ 雲

母等の粗砂

粒 を多量 に

合む。

良好

同  上

SDl

口 径 15,7 内上方へ伸びる体部より屈曲し、外反し
て上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は若
干上につまむ。体部は欠損。
日縁部外面ハケナデ後ヨヨナデ、内面
ヨコナデ、体部外面ハケナデ(13本 )、 内面
ナデ・指頭痕。

淡灰茶色 l mm以 下の

チャー ト・

石英・長石・

雲母等の細

砂粒 を多量

に含む。

良好
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第 7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出土地点 犠茎 曇管 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 土 焼 成 備 考

(土師器)

SDl

日 径 18.7 口縁部は上方外へ外反して伸び、端部は
丸い。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ナデ後ヘラナ

デ 。

淡灰茶色 l mm以 下の

長石・チ ャ
ー ト・石英

雲母等の細

砂粒を合む。

良好

同 上

SDl

日 径 20.0 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、
は外側に凹面をもつ。体部は欠損。
日縁部外面ナデ後ハケナデ(12本 )、
ナデ。

端部

内面

淡黄褐色 3 mHl以下の

粗砂粒を多
量に合む。

良

同 上

SDl

日 径 216 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる日縁部に至る。端部は

外側に面をもつ。体部は欠損。
日縁部・体部内外面鋼離の為調整不明。

淡灰茶色 0.5mm以 下
の長石・ チ

ャー ト・石

英等の微砂

粒 を合む。

良好

四 五

同  上

SDl

日 径 20.0 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
若干内方につまむ。体部は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ。

淡灰茶色 3 mm以下の

長石・赤褐
色酸化粒・

雲母等の粗
砂粒を多量
に含む。

良好

咀

同 上

SDl

口 径 154 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
短く直上した後外上方へ外反して伸びる日

縁部に至る。端部は外側に凹面をもつ。体
部中位以下は欠損。肩部内面に1本の接合
痕を有す。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (10
本)、 肩部外面ハケナデ(8本 )、 体部外面タ
タキ(4木 )、 内面ハケナデ後ヘラナデ。

タト 橙
　
色

灰
　
仄

淡
色
淡内

lmn以下の
チャート・

赤褐色酸化

粒・雲母等
の細砂粒を
多量に含む。

良好

同 上

SDl

口  径  214 内上方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は外傾する面

をもつ、体部は欠損。
国縁部外面ヨヨナデ、内面劉離の為調整

不明。

淡灰茶色 2 mm以下の

石英・長石・

チャート・

雲母等の粗
砂粒を合む。

良好

四 五

同  上

SDl

国 径 16.0 内上方に内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は外方
へ若干月巴厚し、上に面をもつ、体部下位は
欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (8本 )後ナデ、内面上位指ナデ、中位
ヘラ削り。

暗灰茶色 2 Hwl以下の

チャート・

長石・赤褐
色酸化粒等
の粗砂粒を
合む。

良好

四 五

同 上

SDl

口
‐
径 15.6 肩部に張りをもつ球形に近いと思われる

体部より屈曲し、上外方へ伸びる日縁部に

至る。端部は夕帥1に面をもつ。体部下位は
欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (10
本)後ナデ、頸部内面指頭痕、体部外面ハ
ケナデ(10本 )、 内面上位ナデ、中位ヘラ削

り。

暗灰茶色 lmn以下の
チャート・

長石・石英・

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒を多量に

合む。

良好

四 五

同 上

SDl

最大径 128 体部は最大径を中位にもつ球形である。
底部は丸底。日縁部は欠損。
体部外面ヘラミガキ、内面上位指頭痕、
中位以下ヘラナデ、底部ヘラミガキ。

淡灰茶色 l mm以下の

チャート・

雲母・石英
等の細砂粒
を合む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径
高
口
器ぐｃｍ，遼

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

四 六

(土師器 )

口 径
最大径

最大径を中位にもつ袴円形と思われる体
部より屈曲し、上外方へ伸びる回縁部に至
る。端部は九い。体部内面上位に2本の接
合痕を有す。
回縁部外面劉離の為調整不明、内面ヨコ
ナデ、体部タト面タタキ (2本 )、 内面ヘラナ
ラだ。

淡灰茶色 3 m�以 下の

長石・石英・

赤掲色酸化

粒・雲母等

の粗砂粒 を

多量 に含む

良好

同 上

SDl

最大径  142 体部は最大径を中位にもつ球形である。
底部は九底。口縁部・底部の一部欠損。体
部内面に2本の接合痕を有す。
体部外面磨耗の為調整不明、内面上位ヘ
ラ削り、中位以下ナデ。

撃LFA玄珈色 4 mm以下の

長石・石英・

赤掲色酸化

粒等の砂礫

粒 を合む。

良 好 体部下位

底部外面 1

黒斑有 り。

四 六

同  上

SDl

口 径  152
器 高 25.5
最大径 22.6

最大径を中位より若千上にもつ惰円形の
体部より屈曲し、外上方へ内彎気味に伸び
る口縁部に至る。端部は外傾する面をもつ
底部は尖り気味底。頸部外面に1本の接合
痕を有す。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (8本X内面上位ヘラ削り、中位以下ヘ
ラナデ、底部外面タタキ (2本)後ナデ。

淡灰茶色 5 mm以下の

砂礫粒 を含

む。

良 好 完形。

同  上

SDl

最大径 21.4 体部は最大径を中位より若干上にもつ偏
平な球形である。底部は九底。日縁部は欠
損。体部内面上位に1本の接合痕を有す。
体部外面上位・中位ハケナデ (■本)後
ヘラミガキ、下位ヘラ削り後ヘラミガキ、
内面上位指ナデ、中位以下ヘラナデ、底部
ヘラ削り後ヘラミガキ。

淡灰茶色 l mm以下の

細砂粒を合
む。   ・

良 好

同  上

SDl

最大径  19,6 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
上方へ内督気味に伸びる日rfa部 に至る。端
部・体部下位は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本 )後ハケナデ (11本 )、 内面ナデ後ヘ
ラ削り,上位指頭痕。

淡茶色 2 5mm以下
の長石・ 石

英・赤褐色

酸化粒等の

粗砂粒 を合

む。

良 好

四 六

同 上

SDl

最大径 30.3 最大径を中位より者干下にもつ偏平な球
形の体部より屈曲し、上外方へ外反して伸
びる国縁部に至る。端部は欠損。底部は九
底。体部内面上位に2本の接合痕を有す。
日縁部外面ヘラナデ、内面ヘラミガキ、
体部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内面ヘラ
ナデ、上位指ナデ。

淡灰茶色 3 mm以下の

長石・石英・

チャー ト・

赤褐色酸化

砂粒 を多量

に含む。

良 好

四 六

同  上

SDl

最大径  22.8 最大径を中位にもつ球形と思われる体部
より屈曲し、上外方へ仲びる日縁部に至る
端部・体部下位は欠損。体部内面上位に 1
本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4本 )後ハケナデ (10本 )、 内面上位指ナ
デ、中位ヘラナデ。

淡灰茶

色

淡黄灰

色

内

l mm以下の

石英・長石・

チャー ト・

雲母等の

細砂粒 を多

量 に含む。

良好 体部外面下

位 に黒斑有

り。

同 上

SDl

回 径 22.2 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
は垂下し、夕陣」に面をもつ。体部は欠損。
端面に5条の平行沈線を施し、円形浮文を
付着する。
日縁部内外面ナデ。

淡灰茶色 l mm以 下の

赤褐色酸化

粒・長石

石英等の細

砂粒 を含む

良好
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第 7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼 成 備 考

(土師器 )

SDl

口 径  18.4 口縁部は上外方へ外反して伸びた後屈曲
して上方へ伸び、端部は丸い。体部は欠損
屈曲部外面に円形竹管文・ヘラキザミを施
す。頸部外面に粘土のつなぎ目を有す。
口縁部外面ヘラミガキ後ヨコナデ、内面
ヘラミガキ、頸部外面ナデ、内面ヘラミガ
キ。

外 淡灰茶
色

内 灰褐色

2 mm以下の

長石・角閃

石・石英・

雲母等の粗

砂粒 を含む

良好

四 六

同  上

SDl

口 径 218 内上方へ伸びる体部より屈曲して上外方
へ伸びた後屈曲し、外上方へ伸びる口縁部
に至る。端部は者干上につまみ、外傾する
凸面をもつ。体部は欠損。
口縁部外面ハケナデ (■本)後ヨコナデ
端部付近ヨヨナデ、内面ヨコナデ。

淡灰褐色 l mm以下の

雲母・長石・

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒を多量に

合む。

良好

同 上

SDl

国  径  170 口縁部は外上方へ伸びた後屈曲して上外
方へ外反気味に伸び、端部は外判に面をも
つ。頸部・体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、頸部内面ナデ。

淡灰茶色 2 nm以下の

石英・婁母
等の粗砂粒
を合む。

良好

同  上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ外反して伸びた後屈曲
して上外方へ伸び、端部は丸い。頸部・体
部は欠損。
EH縁部外面ハケナデ。大部分剣離の為調
整不明、内面ヨヨナデ・大部分劉離の為調
整不明、頸部外面ナデ。

淡仄茶色 l nm以下の

長石・石英・

赤褐色酸化

粒・雲母等

の細砂粒 を

多量 に合む

良好

同  上

SDl

口 径 16.6 口縁部は上外方へ外反して仲びた後屈曲
して上外方へ外反気味に伸び、端部は丸い

頸部・体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ。

淡灰茶色 4 nm以下の
チャート・

雲母・赤褐
色酸化粒等
の砂礫粒を
多量に含む

良 好

四 六

同  上

SDl

口 径 213 内上方へ伸びる体部より緩やかに屈曲し
上外方へ外反して伸びた後屈曲して斜上方
へ外反気味に伸びる口縁部に至る。体部は
欠損。頸部外面にヘラキザミを施す。
日縁部・頸部内外面ヨヨナデ、体部内面
ヘラ削り。

淡灰茶色 3 mm以下の

石英・長石・

チャー ト・

雲母等の粗

砂粒 を多量

に合む。

良好

同 上

SDl

口  径  22.4 口縁部は外上方へ伸びた後屈曲して上外
方へ外反気味に伸び、端部は丸い。頸部・

体部は欠損。
国縁部外面制離の為調整不明、内面ナデ

淡仄茶色 l mm以下の

長石・石英

等の細砂粒
を含む。

良好

四 六

同  上

SDl

口 径 18.4 上方へ伸びる頸部より屈曲し、水平に伸
びた後屈曲して外上方へ外反して伸びる日
縁部に至る。端部は九い。体部は欠損。
口縁部・頸部内外面ヨコナデ。

淡仄茶色 3 mm以 下の

長石・赤褐

色酸化粒・

雲母等の粗

砂粒 を多量

に含む。

良好

四 七

同 上

SDl

口 径 21.3 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
外上方へ外反して伸びた後屈曲して上外方
へ外反気味に伸びる日縁部に至る。端部は
九い。体部下位は欠損。
日縁部・頸部外面ヨコナデ、内面鋼離の

為調整不明、体部外面ハケナデ (12本 )、 内
面ヘラ削り。

淡灰茶色 3 mm以下の

長石・石英・

チャー ト等

の粗砂粒 を

多量 に合む

良 日縁部外面

体部外面に

黒斑有 り。
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 常

径
高
口
器ｍ遼

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

(土師器 )

SDl

ロ 径 上方へ仲びる頸部より屈曲し、外上方ヘ

外反して伸びた後屈曲して上外方へ外反し
て伸びる口縁部に至る。端部は九い。体部
は欠損。頸部内面に1本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、顕部外面ヨコナ
デ、内面指頭痕。

淡灰茶色 l mm以下の

雲母 。長石・

石英・チャ
ー ト・赤掲

色酸化粒等

の細砂粒 を

多量 に合む

良好

同 上

SDl

上外方へ内彎気味に伸びる頸部より屈曲
し、外上方へ短く伸びた後屈曲して外上方
へ外反気味に伸びる日縁部に至る。端部
体部は欠損。
日縁部・頸部内外面ヘラミガキ。

灰茶色 0 3mm以下
の長石・雲

母等の微砂

粒 を合むc

良好

四 七

同  上

SDl

口 径 24.0 上外方へ伸びる頸部より屈曲し、水平に
伸びた後屈曲して外上方へ外反して伸びる
口縁部に至る。端部は丸い。体部は欠損。
口縁部外面ヘラミガキ、内面ヨコナデ、
屈曲部内外面ヨコナデ、顕部外面ヘラミガ
キ、内面ヨヨナデ。

淡灰茶色 3 mm以 下の

チャー ト

石英・長石・

雲母・赤掲

色酸化粒等

の粗砂粒 を

多量 に合む。

良好 端部付近外
面に黒斑有
り。

四 七

同  上

SDl

口 径  160
器 高 16.5

最大径 を中位 にもつ球形の体部 より屈曲

し、上外方へ伸びる頸部 より屈曲 し、水平
に伸 びた後屈曲 して外上方へ外反気味 に仲
びる日縁部 に至 る。端部 は若干つ まみ上げ

る。底部は九底。

口縁部・頸部外面ヘラ ミガキ、内面 ヨコ

ナデ、体部外面上位ハケナデ後ヘ ラミガキ、
下位ハケナデ (11本 )、 内面ナデ。

暗灰泰色 0 5mm以下
の長石・雲

母・石英等

の微砂粒 を

含む。

良好 完形。

四 七

同 上

SDl

径

高

径，大

口

器

最

最大径を中位にもつ球形の体部より屈曲
し、直上する頸部より屈曲し、外上方へ内
脅気味に伸びた後屈曲して上外方へ伸びる
日縁部に至る。端部は丸い。口縁屈曲部外
面は垂下する。頸部外面に凸帯を有す。底
部は丸底。
日縁部外面ヨコナデ後ヘラミガキ、内面
ヨコナデ、日縁屈曲部外面ヨヨナデ、内面
ハケナデ(9本X頸部外面ハケナデ(7本 X
内面ヨコナデ、頸部屈曲部外面ヨコナデ、
体部外面上位ハケナデ (10本)後ヘラミガ
キ、中位以下ハケナデ (10本 X内面ヘラ削
り。

淡灰茶色 l mm以下の

長石 石英・

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を合 む。

良好 底部外面に

黒斑有り。

四 七

奏
(土師器)

SDl

口 径 130
器 高 14.6
底 径  3.7

球形の体部より屈曲し、上外方へ外反気
味に伸びる国縁部に至る。端部は外傾する
面をもつ。底部は突出した平底。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(4本 )、 内面上位ヘラナデ、下位ハケナデ
(9本X底部外面ナデ。指頭痕。

茶褐色 4 mm以 下の

長石・赤褐

色酸化粒・

雲母等の砂

礫粒 を含む。

良好 完形。

四 七

同 上

SDl

径

高

径

口

器

底

肩部 に張 りをもつ楕円形 に近 い体部 より

屈曲 し、上外方へ外反気味 に伸びる日縁部
に至る。端部 は丸い。底部 は突出 しない小

さい平底。

日縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面 タタキ

(4本X内 面上位・中位ヘラナデ、下位ハ
ケナデ (15本X底部外面 ヘラ削 り。

外 暗灰褐

色

灰褐色内

4 mm以 下の

角閃石・雲

母・長石・

赤掲色酸化

粒等の砂礫

粒 を含む。

良好 完形。

外面全面に

煤付着。
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第 7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点 ｍ濾

回径
器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 傭 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径  116 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し、

上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は九いc

体部下位は欠損。体部内面上位に1本の接
合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(4本X内面ナデ。

色
掲鶏顔
色

外

内

0 1mn以 下
の雲母・角

閃石等の微
砂粒を少量

合む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し

上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端

部は

'H則

に面をもつ。体部下位は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(3本 )、 内面ヘラナデ。

色
茶
茶

仄
黒
淡
色

外
内

0.5 ma以下
の石英等の

微砂粒を合
む。

良好 口縁部外面

に媒付着。

同  上

SDl

ロ 径 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲

し、上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至

る。端部は外に若千つまむ。体部下位は欠

損
凸縁部外面ヨヨナデ、内面剖離の為調整

不明、体部外面タタキ(3本X内面ヘラナデ。

淡仄茶色 2 nm以下の

長石・石英

等の粗砂粒

を含む。

良好 口縁部外面・

体部外面中
位に煤付着e

同 上

SDl

口 径 15,6 口縁部は斜上方に外反気味に仲び、端部
は丸い。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(4本)後ナデ、内面ハケナデ (6本 )後
ヘラ削り。

子豚 雰望孟 3 mm以下の

粗砂粒 を多

量 に合む。

良好

四 七

同  上

SDl

口 径 19,8
器 高 37.0
最大径 30.8

惰円形の体部より屈曲し、外上方へ外反

気味に伸びる日縁部に至る。端部は外傾す

る凹面をもつ。底部は九底。体部外面下位
に1本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(2本)後ハケナデ (8本 )、 内面上位ハケ
ナデ (■本)・ ナデ、中位以下ヘラ削り後ハ

ケナデ (■本祐

淡灰茶色 2.511以 下
の長石・雲

母・赤褐色

酸化粒・石

英等の粗砂

粒を含む。

良好 完形
体部外面下
位に黒斑有
りo

四 八

同 上

SDl

口 径 12 6 球形の体部より屈曲し、外上方へ伸びる

日縁部に至る。端部は丸い。底部は欠損。

頸部内面に1本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位ハ

ケナデ (14本 )、下位ヘラ削り、内面ヘラナデ

淡灰褐色 2 mm以下の

長石・チャ
ート 石英
等の粗砂粒
を合む。

良好

四 八

同 上

SDl

口 径
最大径

上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部は九い。体部下位は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ後ヨコナ

デ、体部外面タタキ (3木)後ヘラナデ、
内面ハケナデ (4本)後ヘラ削り。

黄
　
色

灰
色

褐

淡
褐
灰内

3.5 nal以 下

の長石・チ

ャー ト・角

閃石・石英

等の砂礫粒

を多量に含
む。

良好

ロロノヽ

同  上

SDl

径

高

径大

口

器

最

最大径を中位にもつやや偏平な球形の体

部より屈曲し、斜上方へ伸びる口縁部に至

る。端部はつまみ上げる。底部は九底。
日縁部タト面ヨコナデ、内面ハケナデ (7
本X体部外面タタキ(6本 )後ハケナデ (10
本)、 内面上位ヘラ削り。指ナデ、下位ナデ。

淡仄褐色 0.5 mm以下

の長石・赤

褐色酸化粒・

雲母等の微

砂粒 を合む (

良好 完形。

70

Z日 ノヽ

同 上

SDl

径

高

径大

口

器

最

球形の体部より屈曲し、斜上方へ外反気
味に伸びる口縁部に至る。端部は者干つま

み上げる。底部は丸底。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ

デ (7本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 4 mm以下の

雲母・赤褐
色酸化粒・

長石等の砂

礫粒を多量
に合む。

良 体部外面中
位以下に煤
付着。

体部内面下
位に炭化物
付着。
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遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点 ぐｃｍナ遮

国径
器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

四 八

甕
(土師器)

SD 1

口 径  12
器 高 15.
最大径  16.

球形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる
日縁部に至る。端部はつまみ上げる、底部
は九底。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(5本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 0 1mm以 下
の長石・角

閃石・赤褐

色酸化粒等
の微砂粒 を

含む。

良好 完形。

体部外面中
位以下に媒
付着。

口日ノ＼

同 上

SDl

径

高

径大

国

器

最

球形の体部より屈曲し、外上方へ伸びる
口縁部に至る。端部はつまみ上げる。底部
は九底。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(6本)後ハケナデ (8本 X内面ヘラ削りc

灰褐色 0 1mm以 下
の雲母・角

閃石等の微

砂 を含む。

良好 外面全面に

煤付着。

四九

同 上

SDl

径

高

径大

日

器

最

球形の体部より屈曲し、外上方へ伸びる
口縁部に至る。端部は小さく上につまむ。
底部は九底。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(6本)後ハケナデ (10本 )、 内面ヘラ削り

灰掲色 2 mm以下の

角閃石・長

石・雲母等

の粗砂粒 を

含む。

良好 外面全面に
煤付着。

四 九

同  上

SDl

径

高

径大

国

器

最

138
178
172

最大径を中位より者干上にもつ球形に近
い体部より屈曲し、外上方へ伸びる日縁部
に至る。端部はつまみ上げる。底部は九底
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位タ
タキ (7本)後ハケナデ (7本 )、 中位以下
剣離の為調整不明、内面ヘラ削り。

暗灰茶色 2 mn以 下の

長石・雲母・

角閃石・石

英等の粗砂

粒 を合む。

良好 外面全面 に

煤付着。

四九

同  上

SDl

径

高

径大

国

器

最

144
15.8

16 1

球形の体部より屈曲し、外上方へ外反気
味に伸びる国縁部に至る。端部はつまみ上
げる。底部は丸底。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(6本)後ハケナデ (11本 X内面ヘラ削り

仄褐色 0.5 mm以 下
の雲母・長

石・角閃石

等の微砂粒

を含む。

良好 完形。

体部外面中
位以下に煤
付着。
体部内面下
位に炭化物
付着。

76

四 九

同 上

SDl

径

高

径大

口

器

最

最大径を中位より若干上にもつ球形の体
部より屈曲し、上外方へ伸びる口縁部に至
る。端部はつまみ上げる。底部は丸底。底
部に穿孔を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本)後ハケナデ (9本X内面ヘラ削り十

灰茶色 4 mm以 下の

角閃石・雲

母 。長石・

石英等の砂

礫粒 を含むI

良好 完形。

体部外面に

煤付着。

四九

同 上

SDl

口 径
最大径

最大径を中位にもつ球形に近い体部より

景宿ちま才竺春な算ぞ鼻思冤碧!と
至る。端

口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(5本)後ハケナデ (■本)、 内面ヘラ削りc

外

内
茶褐色
仄茶色

5 mm以 下の

長石・角閃

石・雲母等

の砂礫粒 を

含む。

良好 体部外面中

位以下 に煤

付着 。

体部内面 に

炭化物付着て

四九
 |

同  上

SDl

径

高

径大

回

器

最

|

最大径を中位にもつ球形に近い体部より
嘱曲し、斜上方へ外反気味に伸びる国縁部
に至る。端部は内方へ肥厚し、つまみ上げ
る。底部は丸底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位タ
タキ (5本)後ハケナデ (16本X下位煤付
音の為調整不明、内面ハケナデ (■本)後
ヘラ削り、下位指頭痕。

茶灰色

|

0.5� m以下
つ角閃石・

妻母・長石

宇の微砂位

を合む。

良好 完形。

外面全面に

煤付着。

体部内面下

位 に炭化物

付着。
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第7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径
高
口
器ｍ遮

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

五 〇

甕
(土師器)

SDl

口 径
最大径

最大径を中位にもつ楕円形に近い体部よ

り屈曲し、外上方へ伸びる日縁部に至る。

端部はつまみ上げる。底部は欠損。
El縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (5

本)後ヨコナデ、体部外面タタキ (9本 )
後ハケナデ (11本 )、 内面ヘラ削り。

外

内

灰茶色
仄褐色

4 nm以 下の

角閃石・雲

母・長石・

石英等の砂

礫粒 を合む

良好 体部外面 に

煤付着 。

体部内面下

位 に炭化物

付着 。

五 〇

同 上

SDl

口 径 170
器 高 20.8
最大径 21.2

球形の体部より屈曲し、外上方へ伸びる

口縁部に至る。端部はつまみ上げる。底部

は尖り気味底。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(6本)後ハケナデ (7本 )、 内面ヘラ削り

淡灰褐色 0 1mm以 下
の長石・雲

母・角閃石・

石英等の微

砂粒 を含む

良好 体部外面中
位以下に煉

付着。

五 〇

同  上

SDl

径

径大

口

最

最大径を中位にもつ楕円形に近いと思わ

れる体部より屈曲し、外上方へ伸びると思

われる。端部はつまみ上げる。体部下位は

欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(5本)後ハケナデ (10本 )、 内面ヘラ削り

暗褐色 5“n以下の

長石・角閃

石・雲母等

の砂礫粒 を

多量 に含む

良好 体部外面 に

煤付着 。

五 〇

同  上

SDユ

ロ 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、

上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。

端部は内方に肥厚し、者千つまむ。体部下

位は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(4本)後ハケナデ (6本X内面ヘラ削りc

外 暗茶灰
色
内 茶灰色

角閃石・雲

母・長石等

を合 む。

良好 外面全面に

煤付着。

五 〇

同  上

SDl

口 径 17.7 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。

端部はつまみ上げる。体部下位は欠損。

日縁部外面ヨコナデ、内面剖離の為調整

不明、体部外面タタキ (7本)後ハケナデ
(8本 )、 内面ヘラ削り。

淡仄茶色 3 mnl以 下の

長石・赤褐
色酸化粒・

石英・角閃
石等の粗砂
粒を多量に

合む。

良好 回縁部外面

端部付近内

面・体部外

面中位 に煤

付着。

五 〇

同  上

SDl

口 径 18.4 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。

体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(7本)後ハケナデ (11本 X内面ヘラ削り

淡灰褐色 l mm以下の

雲母・長石

角閃石・赤

褐色酸化粒
等の細砂粒

を含む。

良好

五 〇

同  上

SDl

口 径 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し

上外方に伸びる口縁部に至る。端部はつま

み上げる。体部中位以下は欠損。
国縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (6

本X体部外面タタキ (6本 )後ハケナデ(6
本X内面ヘラ削り。

淡仄褐色 3 mm以下の

石英・長石・

角閃石・赤
掲色酸化粒
等の粗砂粒
を含む。

良好

同 上

SDl

口 径 ■ .4 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は者干_Lに つまみ、外傾する面をもつ。体

部は久損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(6本 )、 内面ヘラ削り。

暗褐茶色 2 mm以 下の

角閃石・雲

母・石英等

の粗砂粒 を

少量合 む。

良好

同 上

SDl

径口 内上方へ内膏して伸びる体部より屈曲し

上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端

部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損。

日縁都外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (6本X体部外面タタキ (7本 )、 内

面ヘラ肖」り。

淡茶灰色 2 mm以 下の

角閃石・婁

母・石英等

の粗砂粒 を

含 む。

良好
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遺物番号
図版番号 露土地弩 ｍ週

口径
器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼成 備 考

甕

(上師器 )

SDl

口 径 122 口縁部は斜上方へ伸び、端部は若干内方
に肥厚し、つまみ上げる。体部は欠損。
国縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (6
本)、 体部内面ヘラ削り。

淡灰褐色 0 1mm以下
の角閃石・

長石等の微

砂粒 を含む

良好

同 上

SDl

口 径 14.5 内上方へ内管気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(5本X内面ヘラ削り。

暗茶灰色 4 5mm以下
の角閃石・

雲母・石英

等の砂礫粒

を少量含むて

良好

90 同  上

SDl

口 径 12.8 口縁部は斜上方へ伸び、端部は上につま
む。体部は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ヨコナデ後ハ
ケナデ (5本X体部内面ヘラ削り。

淡褐茶色 2 nm以 下の

角閃石 '長

石・婁母・

赤褐色 酸化

粒等の粗砂

粒 を含 む。

良好

同 上

SDl

口 径  12.4 上内方へ内脅気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる白縁部に至る。端部は
上につまむ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (12本 )、 内面ヘラ削り。

淡泰色 l mm以 下の

角閃石・雲

母・長石・

石英等の細

砂粒 を含む。

良好

同  上

SDl

国 径 126 上内方へ伸びる体都より屈曲し、上外方
へ伸びる国縁部に至る。端部は内方へ肥厚
し、上につまむ。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本 )、 内面ヘラ削り。

乳灰色

(口縁部 に

黒褐色 のと

ころや茶灰

色 の ところ

があるか

2 mm以下の

角閃石・雲
母・石英等
の粗砂粒を
含む。

良好

同 上

SDl

口 径 12.8 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
夕W頂する凹面をもち、上に小さくつまむ。
体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
内面ヘラ削り。

明灰褐色 1.5 mm以 下

の長石 ・石

英等の粗砂

粒 を少量含

む。

良 好

94 同 上

SDl

日 径 12.8 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し
外上方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損(

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨヨナ
デ、内面ヘラ削り。顕部ヨコナデ。

暗茶灰色 2 mm以下の

角閃石・雲
母・長石等
の粗砂粒を
合む。

良好 外面全面に

媒付着。

同 上

SDl

口 径 13.0 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ
ケナデ (7本 )、 体部内面ヘラ削り。

乳灰褐色 2 mm以 下の

雲母・角閃

石・長石・

石英・赤褐

色酸化粒等

の粗砂粒 を

含 む。

良好

同 上

SDユ

口 径 13.0 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部は内方へ肥厚し、若干上につまむ。体
部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(7本X内面ヘラ削り。

淡茶灰色 l mm以下の

角閃石・雲

母・長石等
の細砂粒 を

多量 に合む (

良好
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第 7調査区

連物番号
図版番弓

器   種
出 土 地 点

径
高
口
器くｃｍ，遅

形 態  調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 備 考

甕

(土師器 )

SDI

口 径 132 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し
外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面磨耗の

為調整不明、内面ヘラ肖Uり 。

暗灰茶

褐色

灰茶色内

l mm以下の

角閃石・雲

母・長石等

の細砂粒 を

合む。

良好

98 同 上

SDl

口 径 134 回縁部は斜上方へ外反して伸び、端部は
若干上につまむ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡灰褐色 1 5mm以下
の角閃石

長石・雲母・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を多量 に

合む。

良好

同 上

SDl

日 径 134 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる国縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ

ケナデ (6本 X体部外面タタキ (7本)後
ハケナデ (5本 )、 内面ヘラ削り。

幸υ天褐色 2 mm以下の

長石・雲母

赤褐色駿化

粒等の粗砂

粒 を含む。

良好 外面に媒付
着。

同 上

SDl

口 径 13.4 上内方へ伸びる体部より屈曲し、斜上方
へ伸びる口縁部に至る。端部はつまみ上げ
る。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (7
本)後 ヨコナデ、体部外面ハケナデ (6本 )
後タタキ (5本 )、 内面ヘラ削り。

外 灰褐色
内 淡灰掲
色

0 1mm以下
の雲母・角

閃石・長石

等の微砂位

を合む。

良好

同  上

SDl

口 径 13.6 上内方へ内脅気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ外反気味に伸びる国縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (10本X体部外面タタキ (6本)後
ハケナデ (8本 )、 内面ヘラ削り。

淡褐茶色 1 5mm以下
の角閃石・

雲母・長石

等の粗砂粒

を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 14.5 上内方へ伸びる体部より屈曲し、斜上方
へ外反気味に伸びる国縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
口縁部・体部外面ヨヨナデ、内面まJ離の

為調整不明。

外 淡灰褐

色

淡黒褐

色

内

0.5 mm以 下
の角閃石・

長石・石英
等の微砂粒
を合む。

良好 内外面全面
に媒付着。

同 上

SDl

口 径 146 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
は外側に面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

淡灰掲色 0 3mm以下
の長石 雲
母・角閃石

等の微砂地

を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 136 口縁部は外上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

外

内
黒褐色

淡灰褐

色

0.5mm以下
の角閃石

雲母等の微

砂粒 を少量

含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 上内方へ内脅気味に仲びる体部より屈曲
し、上外方へ外反して伸びる口縁部に至る(

端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損(

日縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (7本 )、 体部外面タタキ (7本)後
ハケナデ (11本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶灰色 1 5mm以下
の角閃石・

雲母・石英

等の組砂粒

を合む。

良好 外面全面 に

煤付着。
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点 くｃｍ，遮

口径

器高
形 悪 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径 日縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
内面ヘラ削り。

色

茶

褐

灰

黒

淡

色

外

内

0 1 mm以 下
の雲母 。長

石等の微砂

粒 を合む。

良好 口縁部外面
に媒付着。

同 上

SDl

口 径 13.8 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、
端部はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ
本X体部内面ヘラ削り。

端 部 灰褐色 0.5m以 下
の角閃石・

長石・雲母

等の微砂粒

を含む。

長 好

同  上

SDl

口 径 13.6 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま
み上げる。体都中位以下は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ、体
部外面タタキ (6本 )後ハケナデ (10本 )、
内面ヘラ削り。

灰茶色 l II以下の

角閃石・石

芙・雲母・

長石等の細

砂粒 を合む

良好 外面全面 に

媒付着。

同 上

SDl

口 径 13.8 口縁部は斜上方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

暗茶灰色 3 5 mn以 下
の角閃石・

長石・雲母

石英等の砂

礫粒 を合む

良好

同  上

SDl

口 径 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至
る。端部はつまみ上げ、外側に凹面をもつ。
体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (5本 )、 体部外面タタキ (6本 )後
ハケナデ (8)、 内面ヘラ削り。

淡茶灰色 3 1n l以 下の

角閃石・雲

母 長石等
の粗砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 13.8 上内方へ内腎気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる日縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部中位以下は欠損。口縁
部外面に1本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(7本 )後ハケナデ (9本 )、 内面ヘラ削り。

暗茶灰色 1.5 mm以 下
の角閃石・

雲母・石英

長石等の粗

砂粒 を合む

良好 外面全面 に

媒付着。

同 上

SDl

口 径 17.2 日縁部は外上方へ伸び、端部はつ まみ上

げる。体部は欠損。

日縁部内外面 ヨヨナデ。

灰褐色 01 ml以下
の角閃石・

雲母等の微

砂粒 を含む

良好

同 上

SDl

口 径 17.2 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。頸部外面に1本の接合
痕を有す。
口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削り。

灰褐色 l ma以下の

角閃石 。長

石・雲母等

の細砂粒を

合む。

良好

同 上

SDl

口 径 14.0 口縁部は外上方へ外反気味 に伸 び、端部

は外側 に残い凹面をもち、若干上 につ まむ。

体部は欠損。

口縁部外面 タタキ (3本 )、 内面 ヨコナデ
体部外面ナデ。

淡仄掲色 0511以 下
の角閃石・

雲母・長石

等の微砂粒

を含む。

良好

同 上

SDl

径口 140 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(煤の為不明瞭X内面ヘラ削り。

外

内
黒褐色

灰褐色

2 mm以下の

角閃石・長

石・赤褐色

酸化粒等の

粗砂粒 を合

む。

良好 外面全面・

端部付近内

面に煤付着。
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第 7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土地 点 ｍ過

口径
器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

同  上

SDl

ロ 径 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し

斜上方へ伸びる国縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部下位は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (5
本)ヨ ヨナデ、体部外面タタキ (6本 )後
ハケナデ (6本 X内面ヘラ削り。

淡灰褐色 1 5mm以下
の粗砂粒 を

合む。

良好

同  上

SDl

ロ 径 体部より屈曲し、上外方へ外反気味に仲
びる日縁部に至る。端部はつまみ上げる。

体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (5
本X体部内面ヘラ削り。

色

色

褐

褐

黒

灰

外

内

2_5 mm以下

の角閃石・

雲母・赤褐

色酸化粒・

長石等の粗

砂粒 を多量

に合む

良好 口縁部外面

に煤付着。

同 上

SDl

口 径 140 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ外反して伸びる口縁部に至る
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損
回縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (8本)後タタキ (6本 )、 内面ヘラ削り

暗灰褐色 l mm以下の

角閃石・雲

母 石英等
の細砂粒 を

合む。

良

同 上

SDl

口 径 140 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ外反気味に伸びる国縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。頸部内面に1本の接合痕を有す。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(6本)後ハケナデ (9本X内面ヘラ削り

灰褐色 l mm以下の

角閃石・雲

母・長石等

の細砂粒 を

合む。

良 外面 に煤付

着

同 ■

SDl

口 径 141 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ伸びる日縁部に至る。端部は若干
上につまむ。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(6本)後ハケナデ (12本 X内面ヘラ削り

淡灰茶色 l mm以 下の

雲母・角閃

石・長石等

の細砂粒 を

含む。

良好

同 土

SDl

口 径 14.2 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損十
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (10本)後タタキ (5本k内面ヘラ削り(

暗灰褐色 0.l mm以下
の角閃石

妻母等の微

砂粒 を合む
`

良好 外面全面 に

煤付着。

同  上

SDl

回 径 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し

斜上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部は夕H頃する面をもつ。体部中位以下は
欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(7本)後ハケナデ (10本 X内面ヘラ削り

仄褐色 2 mm以下の

角閃石・雲

母 。長石等

の細砂粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

ロ 径 142 上内方へ伸びる体部 より屈曲 し、外上方
へ伸びる口縁部 に至る。端部 はつ まみ上 げ

る。体部は欠損。

日縁部外面 ヨコナデ、内面 ヨコナデ ,一

部ハケナデ、体部内面ヘ ラ削 り。

淡灰褐色 0 1mm以下
の角閃石・

雲母等の微

砂粒 を多量

に含む。

良好

同 上

SDl

国 径 体部より屈曲し、外上方へ伸びる口縁部
に至る。端部はつまみ上げる。体部は欠損
口縁部内外面ヨヨナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡灰褐色 0.2 mm以 下

の雲母  長
石・チャー

ト等の微秒

粒 を含む。

良好 外面全面に

煤付着。
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進物番号
図版番号

器   種
出土 地 点

(cn)口径
法量 器高 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 備 考

甕
(土師器)

SDl

口 径 14.2 内上方へ内脅して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損(

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(6本X内面ヘラ削り。

褐灰色 3 mm以 下の

長石・角閃

石・雲母・

石英等の粗

砂粒 を合む

良

126 同 上

SDl

口 径 14.2 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (6本X内面ヘラ削り。

灰掲色 l mm以下の

角閃石・雲

母等の細砂

粒 を含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 14.4 体部より屈曲し、外上方へ外反気味に伸
びる日縁部に至る。端部はつまみ上げる。
体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部内面ヘラ削
り。

色
褐
褐
灰
黒
淡
色

外
内

0,l mm以 下

の角閃石・

雲母・石英

等の微砂粒

を少量合む

良好 外面全面に

煉付着。

同 上

SDl

口 径 14.4 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ

ケナデ (7本X体部外面タタキ (6本 )後
ハケナデ (9本 )、 内面ヘラ削り。

暗茶灰色 1 5mm以下
の角閃石・

雲母・長石

等の粗砂粒

を合む。

良好 口縁部外面

に煤付着 。

同 上

SDl

口 径 144 上内方へ内jteして伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びる日縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(5本 )、内面ヘラ削り。

暗灰茶色 4 mHl以 下の

角閃石・雲

母・石英等

の砂礫粒 を

含 む。

良好

五 一

同 上

SDl

口 径 144 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部は若干上につまむ。体部中位以下は久
損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(6本)後ハケナデ (5本X内面ヘラ削り

淡灰茶色 0.5 mm以下
の石英・雲

母・角閃石

等の微砂粒

を含む。

良好

同  上

SDl

口 径 14.4 上内方へ内管気味に仲びる体部より屈曲
し、上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (6
本X体部外面タタキ (6本)後ハケナデ (8
本X内面ヘラ削り。

淡茶灰色 2 mm以下の

角閃石・石
英・長石等
の粗砂粒を
含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 170 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ

本)、 体部内面ヘラ削り。

端部

(7

暗灰褐色 0 3 tnm以 下
の角閃石・

長石・婁母

等の微砂粒
を含む。

良好 口縁部外面

に煤付着。

同  上

SDl

口 径 17.0 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ・一

部ハケナデ (7本X体部外面タタキ (5本 )
後ハケナデ (7本 )、 内面ヘラ削り。

淡仄褐色 l mm以下の

角閃石・雲

母 。長石・

石英等の細

砂粒 を含む

良
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第 7調査区

≡

白巧

否
番
勲

附
器   種
出 土 地 点

ω
遼
口径

器高
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、

内上方へ内彎気味に伸びる口縁部に至る。

端部はつまみ上げ、外傾する凹面をもつ。
口縁部外面ヨコナデ、内面ナデ後ハケナ
デ、 (8本 X体部外面ハケナデ(8本え内面
かヽラ肖Uり 。

色

褐

褐

灰

灰

淡

色

外

内

l ml以下の

長石・婁母
等の細砂粒
を合む。

良好

135 同 上

SDl

口 径 日縁部は上外方へ伸び、端部は若干つま

み上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

灰褐色 0 3mm以 下
の角閃石・

雲母等の微

砂粒 を合む (

良好

同  上

SDl

ロ 径 口縁部は外上方へ伸び、端部はつまみ上

げ、上に面をもつ。体部は欠損。口縁部外

面に1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ヨヨナデ後ハ

ケナデ (6X体部内面ヘラ削り。

灰掲色 2.5 ml以 下
の角閃石・

長石 雲母

石英等の粗

砂粒 を含む

良 好

137 同 上

SDl

口 径 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲

し、上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部中位以下は欠損。口縁

部外面に1本の接合痕を有す。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(4本 )後ハケナデ (8本 )、 内面ヘラ削り。

暗灰褐色 l mm以下の

雲母 角閃
石・赤褐色

酸化粒・長

石等の細砂

粒 を含む。

良好

同 上

SDl

口 径 14.6 口縁部は斜上方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、一部ハナナデ (10
本)、 内面ハケナデ (9木X体部内面ヘラ削
り。

仄褐色 0.3 dul以下

の角閃石・

雲母等の微

砂粒 を合む (

良好

同 上

SDl

口 径  146 口縁部は上外方へ外反気味 t

はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ・一部/
ハケナデ。

伸び、端 部

ケロ、内面

外 黒茶色
内 淡灰褐
色

l al以下の

角閃石・雲

母・石英等

の細砂粒を

含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同  土

SDl

口 径 14.6 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、斜方上へ外反気味に伸びる口縁部に至
る。端部は者千つまみ上げる。体部は欠損
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(7本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰褐色 0.3 dlal以下

の角閃石・

長石・石英

等の微砂粒

を合む。

良好

同  上

SDl

口 径 14.6 日縁部は斜上方へ伸び、端部は上につま
む。体部は欠損。
日縁都・体部外面ヨコナデ、内面剣離の

為調整不明。

淡仄褐色 3 ald以 下の

角閃石・長

石・石英等

の粗砂粒を

多量 に含む

良好 口縁部外面
に煤付着。

同 上

SDl

口 径 146 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上

げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ。

淡灰褐色 0.5 mm以下
の角閃石・

長石・雲母

等の微砂粒

を合む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径

高
口
器ｍ遇

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎    土 焼成 備 考

菱
(土師器)

SDl

iEI 径  146 口縁都は上外方に伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 1画以下の
角閃石・雲

母・石英等

の細砂粒 を

含む。

良好 口縁部 外面

に煤付着。

同 上

SDl

口 径 内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損(

口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(6木)後ハケナデ (9本X内面ヘラ削り。

灰褐色 1剛以下の
角閃石・長
石等の411砂

粒を合む。

良好 外面に一部
媒付着。

同  上

SDl

口 径 146 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は上に
つまむ。体部中位以下は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(7本)後ハケナデ (7本X内面ヘラ削り。

暗茶灰色 3m以 下の
長石・角閃

石・赤褐色

酸化粒・雲

母等の粗砂

粒 を含む。

良 好 外面に一部
煤付着。

同  上

SDl

口 径 150 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ・指頭痕、内面ヨコ

ナデ、体部外面剣離の為調整不明、内面ヘ

ラ肖Jり 。

外

内
淡茶色
灰褐色

3耐以 下の
雲母・角閃

石・石英・

長石等の粗

砂粒 を合む

良

同  上

SDl

日 径 14.7 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部中位以下は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (7
本X体部外面タタキ (9本 )後ハケナデ(10
本)、 内面ヘラ肖Uり 。

色
褐
褐
灰
灰
暗
色

外
内

3w以下の
長石・角閃

石・雲母等

の粗砂粒 を

含む。

良好

五 一

同  上

SDl

口 径 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
若干内方へ肥厚し、上につまむ。体部中位
以下は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ後ハケナ
デ (7本 )、 体部外面ヨコナデ、内面ヘラ削
り。

茶褐色 5皿以 下の
角閃石・石

英・雲母等

の砂礫 粒 を

多量 に含む

良好

同 上

SDl

口 径 140 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ
ケナデ (8本 )、 体部内面ヘラ削り。

淡茶灰色 l � k下の

長石・石英

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を合 む。

良好

150 同 上

SDl

口 径 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本)後ハケナデ (12本 X内面ヘラ削り。

暗灰茶色 3甫 k下の
角閃石・雲

母 。長石等

の粗砂粒 を

含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 14.8 口縁部は斜上方へ外反して伸び、端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (6本 )、 体部内面ヘラ削り。

茶灰色 2 5mm以 下
の角閃石・

雲母 。長石

等の粗砂粒

を含 む。

良好 端部付近外
面に煤付着
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第 7調査区

退物番号

図版番号
器   種
出 土 地 点

径

高
口
器硼遁

形 態  調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

152 甕
(土師器 )

SDl

口 径 14.8 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

外 掲茶色
内 灰褐色

3 mm以 下の

角閃石・雲

母 石英等

の粗砂粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

口 径 14.8 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる日縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体都中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(7本 )後ハケナデ(7本X内面ヘラ削り。

黒褐色 lll以下の

角閃石・雲

母 長石筆

の細砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

日 径 148 上内方へ内督 して伸びる体部 より屈曲 し、
外上方へ外反気味 に伸びる国縁部 に至 る。

端部はつ まみ上 げる。体部中位以下は欠損て

口縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面 タタキ

(6本 )、 内面ヘ ラ削 り。

暗灰茶色 3 mm以下の

角閃石・雲

母。長石等・

の粗砂粒 を

含む。

良好 外面全面に

煤付着。

155

五 一

同 上

SDl

口 径 14.8 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びる日縁部に至る。端部は上に
つまむ。体部 F位は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(5本 )後ハケナデ (15本 )、 内面ヘラ削り。

褐灰色 8nd以 下の

角閃石・婁
母等の砂礫

粒を合む。

良好

同  上

SDl

口 径 17.4 上内方へ内脅気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(9本 )後ハケナデ (■本X内面ヘラ削り。

淡灰褐

色

淡灰茶

色

内

l II以下の

雲母・長石

角閃石等の

細砂粒 を多

量 に含む。

良好

同  上

SDl

口 径 149 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至
る。端部は若千上につまむ。体部中位以下
は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

色

褐

褐

仄

黒

淡

色

外

内

0.l mm以 下
の角閃石・

雲母 。長石

等の微砂粒

を合む。

良好 外面全面に

煤付着。

五 一

同  上

SDl

日 径 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体都中位以下は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(7本 )後ハケナデ (6ホ X内面ヘラ削り。

褐灰色 3 alal以 下の

角閃石・石

英 雲母等
の粗砂粒 を

含む。

良好 外面全面に
煤付着。

五 一

同  上

SDl

ロ 径 上内方へ内脅 して伸 びる体部より屈曲 し、
外上方へ伸 びる口縁部 に至る。端部は上 に
つまむ。体部下位 は欠損。

日縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面 タタキ

(6本 )後ハケナデ (10本 X内面ヘ ラ削 り。

掘茶色 3 5 mm以 下
の角閃石・

石英・雲母

等の砂礫粒

を含む。

良好 体部外面に

煤付着。

160 同  上

SDl

口 径 口縁部は斜上方へ伸び、端部は若干上に
つまむ。体部は久損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ナデ後ハケナ
デ (8本 )、 体部外面ナデ後ハケナデ(7本 X
内面ヘラ削り。

淡灰掲色 4 mm以 下の

角閃石・石

英・雲母等

の砂礫粒 を

含む。

良好
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号

号

番

番

物

版
器   種
出 土 地 点

径

高
口
器ｍ遼

形 態  調 整 等 の 特 徴 色    調 胎    土 焼 成 備 考

甕
(土師器)

SDl

口 径 15.0 口縁都は外上方へ伸び、端都は若干上に
つまむ。体部は欠損。頭部内面に1本の接
合痕を有す。
日縁部外面ヨヨナデ、内面剖離の為調整
不明、体部内面ヘラ削り。

淡橙褐色 l mm以下の

長石 雲母

赤掲色酸化

粒等の細砂

粒 を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部はつまみ上げ
る。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (8本 )、 内面ヘラ削り。

淡橙掲色 l nd以下の

石英・雲母
等の細砂粒
を少量含む。

良好 日縁部外面

に煤付着。

同 上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ
本)、 体部内面ヘラ削り。

端部

(5

外

内
黒茶色

淡灰茶

色

0.l mm以 下
の雲母・ 長

石・角閃石

等の微砂粒

を含む。

良好 口縁部外面
に煤付着。

I司 上

SDl

口 径 15.0 口縁部は外上方へ伸び、端部はつまみ上
げ、外側に浅い凹面をもつ。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ
ケナデ (7本 )、体部外面タタキ (5本 )後
ハケナデ (6本 )、 内面ヘラ削り。

暗茶仄色 3.511以下
の角閃石

雲母・石英

等の砂礫粒

を合む。

良好 口縁 部外面

に煤付着。

165 同 上

SDl

曰 径 上内方へ内管気味に仲ぴる体部より屈曲
し、外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ・ハケナデ (9本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 0.5 mm以 下
の雲母・長

石・石英等

の徹砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

日 径 150 上内方へ内管気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反して伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本 )、 内面ヘラ削り。

暗茶灰色 2.511以下
の角閃石・

雲母・長石

等の粗砂粒

を含む。

良好

同  上

SDl

口 径 15.2 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は若干つまみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ。

暗仄褐色 0,l al以 下
の角閃石・

雲母・長石

等の微砂粒

を含む。

良好 外面全面に

煤付着。

168 同 上

SDl

口 径 15.0 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
斜上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(5本 )後ハケナデ、内面ヘラ削り。

褐

　

色

灰

　

掲

乳

色

灰内

1.5 ala以下

の角閃石・

長石等の粗

砂粒 を含む。

良好

169 同 上

SDl

ロ 径 15.2 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(5本 )、 内面ヘラ削り。

暗褐色 2.5 HH以 下
の角閃石・

雲母 。長石

等の粗砂粒

を少量含む

良好
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窮 7調査区

違物番号

図版番号
器   種
出 土 地 点

径

高
日
器ω遮

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎    土 焼 成 備 考

170 養
(土師器)

SDl

口 径 15.2 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡仄褐色 l mm以下の

角閃石・妻

母・石英等

の細砂粒を

含む。

良好

同  上

SDl

口 径 15.2 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は若千
内方に肥厚し、上につまむ。体部下位は欠

損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (5
本X体部外面タタキ(6本 )後ハケナデ (9
本X内面ヘラ削り。

淡仄褐色 3 am以 下の

角閃石・雲

母・石英等

の粗砂粒 を

多量 に含む

良好 体部外面中
位に媒付着

172 同 上

SDl

口 径 152 口縁部は斜上方へ伸び、端部は内方に若
者干上につまむ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡灰茶色 1.5 Du以下
の長石  チ
ヤー ト・石

英等の粗砂

粒 を含む。

良好 外面全面 に

媒付着。

173 同 上

SDl

口 径 15.4 口縁部は斜上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

仄褐色 0 5 an以 下
の雲母・長

石等の微砂

粒 を合む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 15.4 口縁部は外上方へ仲び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。頸部外面に1本の接合
痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、一部ハケナデ(8
本)、 体部内面ヘラ削り。

色

褐

褐

灰

黒

淡

色

外

内

0 5 1al以下

の角閃石・

雲母等の微

秒粒 を含 t」

良好 外面全面に
煤付着。

同  上

SDl

ヨ 径 153 上内方へ伸びる体部より屈曲し、斜上方
へ外反気味に伸びる日縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(5本 )後ハケナデ(11本X内面ヘラ削り。

灰茶色 3 5 mm以 下
の角閃石・

雲母 。長石

等の砂礫粒

を含む。

良好 日縁部外面

に煤付着。

同  上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は上につまむ。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡灰褐色 2Dl以下の
角閃石・雲
母・石英等
の粗砂粒を
多量に合むc

良好

同  上

SDl

日 径 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(8本 )後ハケナデ(8本X内面ヘラ削り。

淡灰褐色 0.3 al以 下
の角閃石・

長石・妻母

石英等の微

砂粒 を含む。

良好 口縁部外面
に煤付着。

同  上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (9
本方

外

内
黒褐色

灰褐色

1 5 ta以下
の角閃石・

雲母・石英

等の粗砂粒

を合む。

良好 外面全面に

煤付着。
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週版番号
器   種
出土地 点

径

高
口
器ｍ遮

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径 15,4 上内方へ内轡気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反して伸びる国縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損。
頸部内面に1本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4本 )、 内面ヘラ削り。

灰茶色 2 mm以 下の

角閃石・妻

母・長石等

の粗砂粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

日 径 154 上内方へ内管気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ
ケナデ(8本 )、 体部外面タタキ(6本 )後ハ
ケナデ (7本 )、 内面ヘラ削り。

暗灰色 2nd以下の

角閃石・長

石 雲母等
の粗砂粒 を

合む。

良好 外面全面 に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 154 内上方へ内管して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本 )後ハケナデ (6本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰褐色 211以下の

角閃石・長

石・雲母・

石英等の粗

砂粒 を含む (

良好 外面に一部
煤付着。

同  上

SDl

口 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、端部付近に指押さ
え、内面ヨヨナデ、体部外面タタキ(5本 )
後ハヶナデ (10本X内面ヘラ削り。

茶仄色 角閃石・長

石・雲母等

を合む。

良

183 同  上

SDl

口 径 15.4 上内方へ内脅気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面剣離の
為調整不明、内面ヘラ削り。

淡灰茶色 l mal以 下の

角閃石・長

石・石英等

の細砂粒 を

多量 に合む。

良好

同 上

SDl

口 径 15,6 口縁部は斜上方へ仲び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (4
本)後 ヨコナデ、体部内面ヘラ削り。

淡仄褐色 0.l Hm以 下
角閃石・雲

母 。長石等

の微砂粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

回 径 15.6 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

色
褐
褐
灰
黒
淡
色

外
内

0.5 1tt以下

の角閃石・

雲母等の微

砂粒 を多量

に合む。

良好 口縁部外面
に媒付着。

同 上

SDl

口 径 上内方へ内管気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反気味に伸びる回縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(8本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶仄色 2 ma以下の

角閃石・石

英・妻母等

の粗秒粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

口 径 15.6 回縁部は外上方へ外反気味に仲び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 2 1dI以 下の

石英 長石・

チャー ト等

の粗砂粒 を

含む。

良好 国縁部外面
に煤付着。
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第 7調査区

図版番号
器   種
出 土 地 点

径

高
日
器くｃｍ＞濾

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 備 考

蟹

(土師器 )

SDl

ロ 径 15,6 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し

上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。

端部はつまみ上げる。体部は欠損。日縁部

外面に1本の接合痕を有す。

口縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ・ハ

ケナデ (6本 )、 体部外面タタキ (6本 )後
ハケナデ (7本 X内面ヘラ削り。

暗茶仄色 l ma以下の

角閃石・雲

母・長石等

の細砂粒 を

含む。

良 外面に一部
煤付着。

同 上

SDl

口 径 15.6 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。

端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損。

口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(6本 )後ハケナデ(7本X内面ヘラ削り。

淡茶灰色 2511以 下
の角閃石・

雲母・石英

等の粗砂粒

を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 17.6 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

外上方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。

端部はつまみ上げ、外傾する面をもつ。体

部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(7本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 8 mm以 下の

角閃石・雲

母 。長石等

の砂礫 粒 を

合む。

良

同 上

SDl

口 径  156 上内方へ内管気味に伸びる体部より屈曲

し、上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至

る。端部は上につまむ。体部中位以下は欠

損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(7本 )後ハケナデ(7本X内面ヘラ削り、
頸部 1こ ↓旨押さえ。

淡茶灰色 3 am以下の

長石・角閃

石等の粗砂

粒 を含む。

良好 体部外面一

部煤付着。

同  上

SDl

口 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

上外方へ伸びる日縁部に至る。端部はつま

み上げる。体部中位以下は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ

ケナデ (7本 )、 体部外面タタキ (5本 )後
ハケナデ (6本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶色 2 Dn以下の

角閃石・雲

母 。長石等

の粗砂粒 を

含む。

良好 外面全面 に

煤付着。

193 同 上

SDl

口 径 15.6 内上方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は

若干上につまむ。体都中位以下は欠損。

口縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (6本 )、 体部外面タタキ (9本 X内
面ヘラ肖Uり 。

暗茶灰色 2 1nd以 下の

雲母・角閃

石・長石等

の粗秒粒 を

含む。

良

194 同 上

SDl

口 径 口縁部は斜上方へ伸び、端部はつまみ上

げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (8
本)、 体部外面ヨヨナデ、内面ヘラ削り。

暗褐灰色 l EI以下の

雲母・石英

等の細砂粒

を少量合む

良好

同 上

SDl

口 径 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる日縁部に至る。端部は

つまみ上げる。体部中位以下は欠損。端部

付近外面に1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨコナデ・指頭痕、内面ヨコ

ナデ、体部外面タタキ(5本 )後ハケナデ(写
本)、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 4 1nd以 下の

雲母・角閃

石・長石・

石英等の砂

礫粒 を少量

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し

斜上方へ伸びる国縁部に至る。端部は上に

つまむ。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケによるヨ

コナデ、体部外面タタキ (6本 )後ハケナ
デ (12本 X内面ヘラ削り。

暗茶褐色 長石・角閃

石・石英・

赤褐色酸化

粒・婁母等

を少量含む

良好
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図版番号
器   種
出 土 地 点 くｃｍ，濾

口径

器高
形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径 17.8 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し
外上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部はつまみ上げ、外側に浅い凹面をもつ
体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(6本X内面ヘラ削り。

灰茶色 2即以下の
角閃石・長

石等の粗砂

粒 を含む。

良好

同  上

SDl

口 径 内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。
端部は外方に肥厚し、つまみ上げる。体部
中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(5本 )、 内面ヘラ削り。

灰
　
色

茶
　
灰

暗
色
茶内

角閃石・雲

母・長石等

を含む。

良好 外面全面に

媒付着。

199 同  上

SDl

口 径 17.4 口縁部は外上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡褐灰色 2.51n以下
の角閃石・

雲母 石英

赤掲色酸化

粒等の粗砂

`粒 を合む。

良好

五一

同 上

SDl

口 径 160 口縁部は外上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

外 黒褐色
内 淡灰褐
色

0.5 1BI以下

の角閃石・

雲母等の微

砂粒 を少量

含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 内上方へ内管して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

色
褐
褐
灰
灰
暗
色

外
内

5 EDl以 下の

角閃石・雲

母 。長石等

の砂礫粒 を

多量 に合む

良

202 同 上

SDl

日 径 160 口縁部は外上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ、
内面ヘラ削り。

灰茶色 81m以 下の

角閃石・長

石・雲母等

の粗砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 16.0 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本 )、内面ヘラ削り。

淡茶仄色 3 du以 下の

雲母・角閃

石・長石等

の粗砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4本 )、 内面ヘラ削り。

掲茶色 2.5 alt以下

の角閃石・

石英・雲母

等の粗砂粒

を合む。

良好

205 同  上

SDl

口 径  174 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
斜上方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (7
本)・ ヘラ先による傷(4本X体部外面タタ
キ(6ホ )後ハケナデ(8本X内面ヘラ削り。

暗灰褐色 l Dld以 下の

雲母・角閃

石等の細砂

粒 を少量合

む。

良好 外面全面に

媒付着。
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第7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径

高
口
器ｍ
濾

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

206 甕
(上師器)

SDl

□ 径 17 6 内上方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲

し、上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至

る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は

欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(7本)後ハケナデ (■本)、 内面ヘラ削り。

淡灰 黄色 2w以下の
雲母・角閃

石 。長石等

の粗砂粒 を

合む。

良好

207 同  上

SDl

口 径 17 2 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し

斜上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。

端部はつまみ上げる。体都中位以下は欠損
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (6

本)、 体部外面タタキ (4ホ)後ハケナデ (7
本X内面ヘラ削り。

淡灰褐色 3枷以下の

角閃石・長

石・石英・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒を合む。

良好

208

五 一

同  上

SDl

口 径  160
最大径  21,3

最大径を中位にもつ球形と思われる体部
より屈曲し、外上方へ外反気味に伸びるロ

縁部に至る。端部はつまみ上げる。体部下

位は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(7本)後ハケナデ (8本X内面ヘラ削り。

淡灰 茶色 55m以 下
の長石・角

閃石・石英

赤褐色酸化

粒等の砂礫

粒 を合 む。

良好

209 同 上

SDl

口 径 162 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ。一部ハケナデ、内

面ハケナデ (8本光

外

内
黒褐色

淡灰褐

色

01m以 下
の角閃石・

雲母・石英

等の微砂粒

を合む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径  162 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(3本)後ハケナデ (13本 X内面ヘラ削り。

茶灰色 長石・雲母

等 を合む。

長

同 上

SDl

口 径  162 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は

上につまむ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(5本)後ハケナデ (■本X内面ヘラ削り。

外 黒褐色
内 淡灰茶
色

2画以下の

長石・石英

角閃石・婁

母等の粗砂

粒 を合む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 162 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げ、外に小さい面をもつ。体部
は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

外 黒褐色
内 淡灰褐
色

1枷以下の
角閃石・長

石・雲母等

の細砂粒 を

含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 164 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ、内面ヘラ削り。

幸υ天褐色 0.5鰤以下
の角閃石・

長石・雲母

等の微砂粒

を含む。

良好

同 上

SD]

日 径 17.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は若干上に
つまむ。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (6本 )、 体部内面ヘラ削り。

灰褐色 1硼以下の
雲母・角閃
石・石英・

チャート等
の細砂粒を
多量に合む

良好
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図版番号
器   種
出 土 地 点

径

高
口
器ｍ遮

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

回 径 176 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (6
本X体部内面ヘラ削り。

外

内
黒茶色

灰茶色

0.5 adl以下

の角閃石・

長石・赤掲

色酸化粒等

の微砂粒 を

含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 内上方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (5
本X体部外面タタキ(6ホ )後ハケナデ (7
本)、 内面ヘラ削り。

外

内
黒褐色

暗灰褐

色

l mm以下の

角閃石・長

石等の細砂

粒 を含む。

良好 外面全面に
煤付着。

五 一

同 上

SDl

口 径 16.4 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
斜上方へ伸びる日縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。頸部内面・

体部内面上位に1本ずつの接合痕を有す。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (7
本)後 ヨコナデ、体部外面タタキ (6本 )
後ハケナデ (11)、 内面ハケナデ (7本 )後
ナデ、ヘラ削り。

褐灰色 5m以 下の
角閃石・長

石・石英・

雲母等の砂

礫粒 を含むo

良好 外面全面 に

煤付着。

五 ニ

同 上

SDl

口 径 16.6 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部下位は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 )、 内面ヘラ削り。

茶灰色 4.5 mal以下

の角閃石・

雲母・長石・

石英等の砂

礫粒 を多量

に合む。

良好

同 上

SDl

口 径 16.6 口縁部は斜上方へ伸 び、端部はつ まみ上
げる。体部は欠損。

日縁部外面 ヨコナデ 。一部ハケナデ (7
本 )、 内面ハケナデ(8本 X体部内面ヘラ削 り(

淡灰褐色 0 1 4ul以下

の角閃石 .

長石等の微

砂粒 を合む

良好

同 上

SDl

口 径  16.3 口縁部は上外方へ伸び、端部は上 I

む。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ後ノ
デ (5本拓

つ ま

ケ ナ

灰褐色 l mm以下の

婁母・角閃

石等の細砂

粒 を合む。

良好

同 上

SDl

回 径 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (6
本)、 体部外面タタキ(5本 )後ハケナデ (10
本X内面ヘラ削り。

灰褐色 0.l alal以 下
の角閃石・

雲母・石英
等の微砂粒
を多量に合
む。

良好

222 同 上

SDl

口 径  16.8 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲

暑羊生tちc懲♂屎ヨ絡を訴 息狭亀ず
は

口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(6本 )、 内面ヘラ削り。

茶灰掲色 2ml以 下の

角閃石・雲

母・長石等

の粗砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

日 径 16.3 内上方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本 )後ハケナデ(6本祐内面ヘラ削り。

褐灰色 2.5 1dB以下

の角閃石・

雲母・長石

等の粗砂粒

を合む。

良好
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第 7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点

径

高
口
器⑪遼

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎   土 焼成 備 考

224 甕

(土師器 )

SDl

口 径 内上方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲

し、上外方へ外反して伸びる口縁部に至る(

端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損(

口縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ

ケナデ (10本 )、 体部外面タタキ (7本)後
ハケナデ (9本X内面ヘラ削り。

淡茶灰色 2嗣以下の
角閃石・石
英等の粗砂

粒を合む。

良好

225 同 上

SDl

口 径  170 口縁部は外上方へ伸び、端部は外傾する

凹面をもち、若干上につまむ。体部は欠損I

口縁部内外面ナデ。

淡灰褐色 雲母等 を微

量 に合む。

良好

226 同  上

SD]

口 径 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲

し、外上方へ外反気味に伸びる日縁部に至

る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は

欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(6本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰褐色 1皿以下の
角閃石・石

英等の細砂

粒を合む。

良好

227 同  上

SDl

口 径 176 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲

し、上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至

る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は

欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(6本 )後ハケナデ(5本X内面ヘラ肖Uり 。

淡灰褐色 03嗣以下
の角閃石・

雲母 。長石

等の微砂粒
を多量に合
む。

良好

同 上

SDl

国 径 内上方へ内督気味に伸びる体部より屈曲

し、上外方へ外反して伸びる日縁部に至る(

端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損I

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ

デ (8本)後タタキ (7本X内面ヘラ削り|

褐灰色 2皿以下の
雲母 。長石

石英等の粗

砂粒 を合む

良

229 同  上

SDl

口 径 172 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部はつまみ上げ

る。体部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (6

本)、 体部外面タタキ(3本)後ハケナデ(11
本)、 内面ヘラ削り。

淡灰茶

色

渕 只褐

色

内

1耐以 下の
角閃石 。長

石・雲母等

の細砂粒 を

多量 に合む

良好

同  上

SDl

口 径 172 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端

部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損。
国縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、体

部外面タタキ (5本X内面ヘラ削り。

灰褐色 0.5 dm以下

の角閃石・

長石・雲母

等の微砂粒

を合 む。

良好

同  上

SDl

口 径  178 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し、

上外方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま

み上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ(5本 )
体部外面タタキ (5本 )後ハケナデ (10本 X
内面ヘラ削り。

暗灰褐色 2w以下の
角閃石・石
英・雲母・

長石等の粗
砂粒を含む

良 外面全面に

煤付着。

同  上

SDl

口 径 178 口縁部は斜上方へ伸び、端部は内方へつ

まみ上げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ

デ (8本X内面ヨコナデ。

淡仄褐色 2皿以下の
雲母・長石

石英等の粗

砂粒 を多量

に合 む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点 ｍ遁

口径

器高
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 備 考

雪

(土師器 )

SDl

口 径 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
はつまみ上げる。体部は欠損。頸部内面に
1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ・一
部ハケナデ、体部外面タタキ (6本X内面
ヘラ削り。

茶褐灰色 4 5nn以 下
の角閃石・

雲母・長石

石英等の砂

礫粒 を含む

良好

234 同 上

SDl

ロ 径 口縁部は外上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

暗茶褐色 2甑以 下の
角閃石・雲

母・長石等

の粗砂粒 を

含 む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 186 内上方へ内督して仲びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (8

奈1解鯉読τtt1641後
ハケナデ
“

灰褐色 lm以下の
角閃石・雲

母 。長石等
の細砂粒 を

含 む。

良好

236

五 ニ

同  上

SDl

口 径 182 内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ仲びる口縁部に至る。端部はつま
み上げ、外側に凹面をもつ。体部中位以下
は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(5本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 35w以 下
の長石・角

閃石・雲母

赤褐色酸化

粒等の砂礫

粒 を含む。

良好 外面全面に

煤付着。

237 同 上

SDl

口 径 228 上内方へ仲びる体部より屈曲し、外上方
へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端部は
若干上につまむ。体部は欠損。
日縁部・体部外面ナデ、内面ヨヨナデ。

淡灰褐色 3Ш以 下の
角閃石・雲

母・長石・

石英等の粗

砂粒 を含む

良好

238 同  上

SDl

口 径 18.8 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。体部内面
上位に1本の粘上のつなぎ目を有す。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケによるヨ
ヨナデ、体部外面タタキ (7本)後ハケナ
デ (5本X内面ハケナデ後ヘラ削り。

外

内
茶灰色

灰褐色

3w以 下の
角閃石・長

石・雲母等
の粗砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDI

口 径 22.8 体部より屈曲し、上外方へ伸びる口縁部
に至る。端部は若干上につまむ。体部は欠
損。
回縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(3本 )、 内面ヘラ削り。

茶褐色 01皿 以 下
の長石・石

英・雲母等
の微砂粒 を

含 む。

良好

五 三

同  上

SDl

径

高

径大

口

器

最

球形の体部より屈曲し、外上方へ伸びる
口縁部に至る。端部は若干内方に肥厚し、
つまみ上げる。底部は九底。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ
ケナデ (6本 )、 体部外面タタキ (5本)後
ハケナデ (11本 X内面ヘラ削り。

淡灰褐色 05皿 以下
の長石・角

閃石・雲母

石英等の微

砂粒 を含む

良好 体部内面下
位に炭化物
付着。

同 上

SDl

口 径 138 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ伸びる日縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ
ケナデ (7本 )、 体部外面タタキ (7ホ)後
ハケナデ (8本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰褐色 2皿以 下の
雲母・角閃

石 。長石等
の粗砂粒 を

合 む。

良好 外面に煤付
着。
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第 7調査区

詢万
］万

番
番
物
版
遺
図

種
占
い
地土

器
出

(cln)口径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

242 甕

(上師器 )

SDl

口 径 176 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内両ヨコナデ後ハ

ケナデ (5本 )、 体部外面タタキ (5本 )、 内
面ヘラ削り。

淡灰茶色 15醐 以下
の石英・角

閃石等 の粗

砂粒 を合む

良好 口縁部外面
に煤付着。

五 二

同  上

SDl

口 径 157 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し

上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部はつまみ上げる。体部中位以下は欠損
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (8
本)、 体部外面タタキ (8本 )後ハケナデ(7
本)、 内面ヘラ削り。

暗黒褐色 2皿以下の
角閃石・雲
母・長石等
の粗砂粒を

多量に含む

良好 外面全面に

煤付着。

244 同  上

SDl

口 径 176 内上方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体都中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(6本〉一部ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡灰褐色 2 � X下の

角閃石 。長

石・石英・

赤褐色酸化

粒等 の粗砂

粒 を含 む。

良好 外面屈曲部
に媒付着。

五 二

同  上

SDl

口 径 118
器 高 129

球形の体部 より屈曲 し、上外方へ外反気

味 に伸 びる日縁部 に至 る。端部 は九い。底

部 は丸底。

日縁部外面ハケナデ (7本)後ヨコナデ
内面ヨコナデ、体部外面ハケナデ (9本 X
内面ヘラ削り。

渕 灰茶色 1皿以下の
長石 石英
チャート・

赤褐色酸化
粒等の細砂

粒を含む。

良好

246

五 三

同 イ上

SDl

径

高

径大

口

器

最

最大径を中位にもつ楕円形の体部より屈
曲し、上外方へ外反気味に伸びる口縁部に

至る。端部は外傾する面をもつ。底部は九
底。日縁部内面に1本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (13本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 0 5mm以下
の長石・雲

母等 の微砂

粒 を合 む。

良好 完形。
外面全面に

煤付着。

247 同  上

SDl

口 径 125 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げ、外側に浅い凹面をもつ。体部
中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体都外面ハケナ
デ (8本X内面ヘラ肖Uり 。

茶褐灰色 l�以下の
角閃石・赤
褐色酸化粒
石英等の細
砂粒を多量
に合む。

良好 外面全面に

煤付着。

248 同  上

SDl

ロ 径 上内方へ伸びる体部より屈曲し、外上方
へ伸びる日縁部に至る。体部は欠損。頸部
内面に1本の接合痕を有す。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、体

部外面ハケナデ (8本X内面ヘラ削り。

暗灰褐色 0_5 mn以下
の角閃石・

雲母 。長石
等の微砂粒
を合む。

良好 口縁部外面

に煤付着。

同 上

SDl

口 径 140 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体都中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (12本 X内面ヘラ削り。

外 黒褐色
内 淡灰褐
色

1皿以 下の
角閃石・石

英・雲母等

の細砂粒 を

含む。

良好 外面全面 に

媒付着。

同  上

SDl

口 径 156 内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は上に
つまむ。体部は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (5
本X体部外面ハケナデ (8本X内面ヘラ削
り後ハケナデ (7本光

乳灰褐色 2価以 下の
雲母・角閃

石・石英・

赤褐色酸化

粒・長石等

の粗砂粒 を

合 む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点
ｍ
遼
口径

器高
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

密
(土師器)

SDl

口 径 斜上方へ内督して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ内彎気味に伸びる口縁部に至る。
端部は若干つまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (11ホ X内面ヘラ削り。

灰茶色 3 5mm以 下
の石英・婁

母等の砂礫

粒 を合 む。

良好 体部外面中
位に煤付着

252

五 二

同  上

SDl

口 径 162 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ内彎気味に伸びる日縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (13本 X内面ヘラ削り。

淡褐灰色 1 5mm以 下
の雲母・長

石・赤褐色

酸化粒等の

粗砂粒 を多

量 に合 む。

良好

同  上

SDl

口 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (8本 )、 内面ヘラ削り。

灰茶色 251m以下
の石英・ 長

石・雲母・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を多量 に

合 む。

良好 体部外面中
位に煤付着

254 同  上

SDl

口 径 16.4 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部はつまみ上げ
る。体部中位以下は欠損。頸部内面に1本
の接合痕を有す。
口縁部外面ナデ、内面ハケナデ (6本X
体部外面 (8本 )、 内面ヘラ削り、頸部に指
頭痕。

淡褐灰色 1.5 mm以下
の雲母・ 長

石等の粗砂

粒 を多量 に

合 む。

良好

同 上

SDl

口 径 148 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ内彎気味に伸びる国縁部に至
る。端部はつまみ上げる。体部中位以下は
欠損。
国縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 X内面ヘラ削り。

灰茶色 251m以下
の長石・雲
母・赤褐色
酸化粒等の

粗砂粒を合
む。

良好 外面全面に

煤付着。

256 同 上

SDl

口 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は若干
上につまむ。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (5本 X内面ヘラ削り。

灰褐色 2.5 mm以下
の石英・長

石・雲母等

の粗砂粒 を

含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同 上

SDl

口 径 132 日縁部は上外方へ伸び、端部は外方へ肥
厚する。体部は欠損。
日縁部・体部内外面ヨヨナデ。

外 淡灰茶

色

乎υ天茶

色

内

1硼以下の
長石・雲母
等の細砂粒
を含 tF。

良 好

同 上

SDl

口 径 12.6 口縁部は上外方へ内彎気味に伸び、端部
は外方へ若干肥厚し、内傾する面をもつ。
体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

淡茶灰色 0.5 mm以 下

の長石 ・石

英等の微砂

粒 を少量合

む。

良好

259 同 上

SDl

口 径 口縁部は斜上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁郡外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (8
本】

外 灰褐色
内 淡茶灰
色

lm以 下の
雲母 長石

石英等の細

砂粒 を合む。

良好 外面全面 に

煉付着。
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径
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口
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形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎    土 焼成 備 考

260 養
(土師器)

SDl

日 径  12.4 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は若干
上につまむ。体部は欠損。
日縁部外面ナデ、内面ヨコナデ後ハケナ
デ (6本 )、 体部外面タタキ後ハケナデ (7
本)、 内面ヘラ削り。

乳灰褐色 1価以下の
長石等の細

砂粒 を合む

良好

同 上

SDl

口 径 118 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ内彎して伸びる国縁部に至る(
端部は丸い。体都中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (8本X内面ヘラ削り。

灰褐色 3硼以下の
石英・雲母
長石等の粗
砂粒を少量
含む。

外面全面 に

煤付着。

262 同  上

SDl

口 径 H.8 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ内脅気味に伸びる口縁部に至
る。端部は若干外方へ肥厚する。体部中位
以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本X内面ヘラ削り。

灰 白色 1.5 mm以 下

の長石・石

英・赤褐色

酸化粒等の

粗砂粒 を含

む。

罠

263 同 上

SDl

口 径 14.2 口縁部は上外方へ伸び、端部は外方へ肥
厚し、上に面をもつ。体部は欠損。
日縁剛内外面ヨコナデ、体部外面ヨヨナ
デ、内面ヘラ削り。

淡褐灰色 1硼以下の
石英・雲母

長石等の細

砂粒 を多量

に合 む。

良好

264 同 上

SDl

口 径 口縁部は外上方へ内督気味に伸び、端部
は内方へ若千肥厚する。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

乳灰褐色 ユ皿以下の

石英・雲母

長石・赤褐

色酸化粒等

の細砂粒 を

合 む。

良好

265

五 三

同  上

SDl

口 径 146
最大径 19.4

上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は外方
へ肥厚する。体部下位は欠損。
日編部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (9本X内面ヘラ削り。

灰褐色 2噸以下の
長石・石英
雲母・赤鵜
色酸化粒等
の粗砂粒を
多量に合む

良好

266 同 上

SDl

口 径 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ伸びる日縁部に至る。端部は
若千上につまむ。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (9本 X内面ヨコナデ・ヘラ削り。

灰茶色 3価以下の
石英・雲母

等の粗砂粒

を含 む。

良好

五 三

同  上

SDl

径

高

径大

口

器

最

最大径を中位にもつ惰円形に近い体部よ
り屈曲し、上外方へ内督気味に伸びる日縁
部に至る。端部は内方へ肥厚する。底部は
メを圧重。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (9本 )、 内面ヘラ削り、下位に指頭漢、
底部剖離の為調整不明。

淡灰茶色 0.5 mm以 下

の長石・雲

母 赤褐色
酸化粒・石

英等の微砂

粒 を合 む。

良好 完形。

外面全面 に

煤付着。

268 同  上

SDl

径

径大

国

最

上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は内方
へ肥厚する。体部下位は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (15本 )、 内面ヘラ削り。

髄
雌
黒
淡
色

外
内

4m以 下の
長石・石英

雲母・チャ
ー ト等の砂

礫粒 を多量

に合む。

良好
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遺物番号
図版番号

榎
占
〔
地上

器
出

径
高
口
器ｍ遁

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎   土 焼成 備 考

269

五 三

甕

(土師器)

SDl

口 径 ■ 8
最大径  142

上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し

上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は内方
に肥厚する。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (10本X内面ヘラ削り。

予し白褐色 0 5 mm以 下
の長石・石

英・雲母・

赤褐色酸化

粒等の微砂

粒 を含 む。

良好

270 同  上

SDl

径

高

径大

口

器

最

最大径を中位より若干上にもつ球形の体
部より屈曲し、上外方へ内督気味に伸びる
口縁部に至る。端部は内方へ肥厚し、内傾
する面をもつ。底部は丸底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 )、 内面ヘラ削り、底部外面ハケナ
デ (10本 X内面ヘラ削り。

淡灰茶色 0 5mm以 下
長石・石英

雲母等の微

砂粒 を多量

に合む。

長 好

同 上

SDl

口 径 ■ 8 口縁部は上外方へ内督気味に仲び、端部
は内方へ月巴厚し、内傾する面をもつ。体部
は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ後
ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡灰褐色 1耐以 下の
雲母・角閃

石・石英・

長石等の細

砂粒 を含む

良好

272 同  上

SDl

口 径 Ю 4 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内彎気味に仲びる日縁部に至る。
端部は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。
体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

判啄色 1 5mm以 下
の石英・長

石・角閃石

雲母・チヤー

ト等の粗砂

粒 を含 む。

長

273 同  上

SDl

口 径 120 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内督気味に伸びる口縁部に至る。
端部は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。
体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ、
内面ヘラ削り

淡橙褐色 1 5mm以下
の石英・長

石・雲母等

の粗砂粒 を

合 む。

良好 体都外面 に

媒付着。

274

五 三

同  上

SDl

口 径 124 内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内督気味に伸びる口縁部に至る。
端部は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。
体都中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ後タタキ (5本 )、 内面指頭痕・ヘラ削り

淡灰茶色 0.5 mm以 下
の石英 。長

石・雲母・

赤掲色酸化

粒等の微砂

粒 を含む。

良好 外面全面に

煤付着。

275 同  上

SDl

口 径  112 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。体部は
欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 )、 内面ヘラ削り。

淡仄色 2m以 下の
石英・長石

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を合 む。

良 口縁部内面

に煤付着。

276 同 上

SDl

回 径  138 口縁郡は上外方へ内督気味に伸び、端部
は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。体部
は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

淡灰褐色 2 mm以 下の

長石 石英

雲母等の粗

砂粒 を含む

良好

277 同 上

SDl

口 径 12.2 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内督気味に伸びる日縁部に至る。
端部は上に面をもつ。体部中位以下は欠損
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 )、 内面ヘラ削り。

暗仄色 2皿以 下の
石英・雲母

長石等の粗

砂粒 を含む

良好
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向万
］万
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番
物
版
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図

器   種
出 土 地 点

径

高
口
器鉤濾

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼成 備 考

養

(土師器)

SDl

口 径  124 上内方へ内彎気味に伸びる体部よヽり屈曲
し、上外方へ内督気味に伸びる口縁部に至
る。端部は内方へ月巴厚し、内傾する面をも
つ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

淡褐色 2m以 下の
雲母 。長石

等の粗砂粒

を合む。

良好 口縁部外面

の一部 に煤

付着。

同 上

SDl

口 径  140 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ内彎して伸びる口縁部に至る。端部は内
方へ若干】巴厚し、内傾する面をもつ。体部
は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ後
ハケナデ (8本 X内面ヘラ削り。

乳灰褐色 2m以 下の
長石・石英

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を合 む。

良好 口縁部外面

に煤付着。

同  上

SD]

ロ 径 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内彎して伸びる国縁部に至る。端
部は内方へ肥厚する。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (11本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶灰色 2m以下の
石英・長石

雲母・赤褐

色酸化粒等

の粗砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 136 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
、上外方へ内督気味に伸びる国縁部に至
。端部は内方へ河B厚する。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨコナ
、内面ヘラ削り。

し

る

　

デ

乳灰褐色 2価以 下の
雲母・石英

長石等の粗

砂粒 を少量

含む。

良 好 外面全面に

煤付着。

282 同  上

SDl

口 径 140 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は内方へ】巴厚
する。体部は欠損。
口縁郡外面ヨヨナデ、内面ヨヨナデ後ハ

ケナデ (8本X体部外面ハケナデ (8本 X
内面ナデ。

淡灰茶色 2蕊大下の
雲母・石英
長石等の粗
砂粒を合む

良好

283 同 上

SDl

口 径 140 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内督して伸びる口縁部に至る。端
部は内方へ肥厚する。体部下位は欠損。
国縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (15本X内面ヘラ削り。

灰泰色 5硼以下の
石英・雲母

等の砂礫粒

を含 む。

良 外面全面に

媒付着。

284 同  上

SDl

口 径 142
最大径 186

上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は内傾
する面をもつ。体部下位は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(7本)後ハケナデ (16本 )、 内面ヘラ削り

灰茶色 5w以下の
長石・石英

雲母・赤褐

色駿化粒等

の砂礫粒 を

合 む。

良好 外面全面に

煤付着。

五 三

同  上

SDl

口 径 140 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内彎気味に伸びる日縁部に至る。
端部は内方へ月B厚 し、内傾する面をもつ。
体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (15本 )、 内面ヘラ削り。

外 暗灰茶
色
内 茶灰褐
色

1鰤以下の
長石・雲母

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同  上

SDl

口 径 148 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ内彎気味に伸びる口縁部に至
る。端部は内方へ肥厚し、上に面をもつ。
体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面剖離の

為調整不明、内面ヘラ削り。

暗茶灰色 1肛以下の
長石・雲母

等の細砂粒

を多量 に合

む。

良好 外面全面に

媒付着。
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出 土 地 点
ｍ
遮
口径

器高
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼成 備 考

287 甕

(土師器)

SDl

口 径  150 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
、上外方へ内督気味に仲びる国縁部に至
。端部は内方へ肥厚する。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨヨナ
、内面ヘラ削り。

し

る

　

デ

褐灰色 1蕊大下の
長石 石英
雲母等の細

砂粒 を合む

良好

288

五 三

同  上

SDl

口 径 148 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内彎して伸びる日縁部に至る。端
部は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。
体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (9本X内面ヘラ削り。

淡灰褐色 2磁 X下の
長石・雲母

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を合 む。

良好

同 上

SDl

口 径 150 口縁部は上外方に内彎して伸び、端部は
内方ヘガ巴厚し、内傾する面をもつ。体部は
欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

孝υ天褐色 lw以 下の
石英・長石

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を含む。

良好 口縁部外面

に煤付着。

同 上

SDl

日 径 152 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
斜上方へ伸びる国縁部に至る。端部は内方
へ肥厚し、内傾する面をもつ。体部は欠損
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ後
ハケナデ、内面ヘラ削り。

孝υ天色 0 5mm以下
の長石・石

英・雲母等
の微砂粒 を

合 む。

良好

291

五 四

同  上

SDl

口 径 150
最大径 206

上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内彎気味に伸びる口縁部に至る。
端部は内方へ肥厚する。体部下位は欠損。
国縁部外面・体部外面上位ヨヨナデ、日
縁部内面ハケナデ (6本 )、 体部外面中位ハ
ケナデ (7本 )、 内面ハケナデ後ヘラ削り。

指頭痕。

外 淡灰茶
色
灰茶色内

1画以下の
雲母・赤褐

色酸化粒・

長石等の細

砂粒 を多量

に合 む。

良好 外面全面に

煤付着。

同  上

SDl

口 径 156 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内督して仲びる口縁部に至る。端
部は内方へ肥厚し、内傾する浅い凹面をも
つ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (6本 )、 内面ヘラ削り。

暗灰色 2剛以下の
石英・雲母

長石等の粗

砂粒 を含 む

良好 外面全体に

媒付着。

同 上

SDl

口 径 154 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内彎して伸びる日縁部に至る。端
部は若干内方へ肥厚し、内傾する面をもつ
体部下位は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 2嗣以下の
石英 。長石

赤褐色酸化

粒等 の粗砂

粒 を合む。

良好 口縁部・体
部外面中位
に煤付着。

同 上

SDl

口 径 160 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ肥
厚し、内傾する面をもつ。体部は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ、
内面ヘラ削り。

淡赤褐色 1 5mm以 下
の長石・石

英等の粗砂

粒 を含 む。

良

295 同  上

SDl

口 径  162 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びる日縁部に至る。端部は内方
へ肥厚し、上に面をもつ。体都は欠損。
口縁部内外面磨耗の為調整不明、体部外
面磨耗の為調整不明、内面ヘラ削り。

暗赤褐色 2 5mm以下
の石英・長

石・チャー

ト等の粗砂

粒 を含む。

良好
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図版番号

器   種
出土 地 点

径

高
口
器ｍ遮

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

296 獲

(土師器 )

SDl

口 径  168 内上方へ内彎して伸びる体部より属由し

斜上方へ内彎気味に伸びる日縁部に至る。
端部は内方へ肥厚し、上に凹面をもつ。体
部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (5本X内面ヘラ削り。

灰 白絶 1 5mm以 下
の石英・長

石等の粗砂

粒 を合 む。

良 口縁部外面
に煤付着。

同 上

SDl

口 径 162 口縁部は内督気味に上外方へ伸び、端部
は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。体部
は欠損。
口縁部・体部内外面ヨコナデ。

乳茶色 1 5mm以下
の雲母・石

英 。長石等

の粗砂粒 を

含 む。

良

298 同 上

SDl

口 径 170 口縁部は外上方へ伸び、端部は内方へ月巴
厚し、内傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

外 茶灰色
内 茶橙色

1硼以下の
雲母・長石

石英等の細

砂粒 を合むI

良好

299 同 上

SDl

口 径 口縁部は外上方へ内督気味に伸び、端部
は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。体部
は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨヨナ
デ、内面ヘラ削り。

淡灰褐色 o5mm以下
の雲母・石

英・長石等

の微砂粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

ロ 径 日縁部は上外方へ内彎気味に伸び、端部
は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。体部
は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ削
り。

乳黄色 lm以下の
石英・雲母
長石等の細
砂粒を含む

良好

同 上

SDl

日 径 188 口縁部は上外方へ内督気味に伸び、端部
は内方に月B厚 し、内傾する面をもつ。体部
は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部内面ヘラ削
り。

淡茶灰

色

季I灰橙

色

内

1皿以 下の
長石・石英

雲母等の細

砂粒 を合む

良好

同  上

SDユ

日 径 183
最大径 234

上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内彎気味に伸びる口縁部に至る。
端部は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。
体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヨコナ
デ後ハケナデ (8本X内面ヘラ削り。

茶灰色 1511「以下
の長石・石
英・赤褐色
酸化粒等の

粗砂粒を合
む。

良好

同 上

SDl

口 径 183 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ内膏して伸びる口縁部に至る
端部は九い。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ・ハケナデ (10本X内面ヘラ削り。

▼υ天褐色 3噸以 下の
長石・石英

等の粗砂粒

を少量含 む

良好 口縁部外面
と体部外面

中位に煤付
着。

304

五 四

同  上

SDl

径

径大

国

最

上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ内彎気味に伸びる口縁部に至る。
端部は内方へ肥厚し、内傾する面をもつ。
体部下位は欠損。
日縁郡外面ヨコナデ・一部ハケナデ (8
本X内面ヨコナデ、体部外面ハケナデ (13
本)・ 上位にヘラ先による傷 (2本 )、 内面ヘ
ラ肖Uり ,オ旨頭痕。

淡褐灰色 2w以 下の
石英・雲母

長石等の粗

砂粒 を多量

に含む。

良好 外面 (日縁

部 。体部上

位の一部 )

に煤付着。
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遺物番号
図版番号

器   橿
出 土 地 点 按窒 暴奮 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

五 四

甕

(土師器)

SDl

口 径 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反して伸びる口縁部に至る。端
部は外傾する面をもつ。体部下位は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ナデ、体部外
面上位ハケナデ(9本 )、 中位剥離の為調整
不明、内面ヘラナデ。

暗褐茶色 3 mm以 下の

角閃石・雲

母・ チャー

ト・長石等

の粗砂粒 を

多量に含む。

良好

同 上

SDl

口 径 102 球形と思われる体部より屈曲し、斜上方
へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。底部
は欠損。
口縁部外面ナデ、内面ハケナデ (10本 )、
14N部外面ハケナデ(8本 )、 内面ヘラ削り。

暗灰茶色 l mm以 下の

長石 雲母・

石英等の細

砂粒 を合む。

良好

五 四

同 上

SDl

口 径 10.4 上内方へ内脅 して仲びる体部 より屈曲 し
上外方へ伸びる国縁部 に至 る。端部は上 に

若干つ まむ。体部下位は欠損。
口縁部外面ナデ、内面ハケナデ (9本 )、
体部外面ハケナデ (8本 )、 内面ヘ ラ削 り。

淡灰褐色 0.5 mm以 下
の長石・チ

ャー ト・雲

母等の微砂

粒 を合む。

良好

五 四

同  上

SD]

口 径 12.8 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は丸い。
体部下位は欠損。
日縁部外面ナデ、内面ヨコナデ、体部外
面ハケナデ(9本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶褐色 1.5mm以 下
の長石・石

英・赤褐色

酸化粒等の

粗砂粒 を多

量 に合む。

良好

309 同  上

SDl

口 径 152 上内方へ内管して仲びる体部より屈曲し、
上外方へ外反して伸びる国縁部に至る。端
部は外に若干つまむ。体部中位以下は転
頸部内面に1本の接合痕を有す。
国縁部外面ヨヨナデ、内面ヘラナデ、体
部外面ナデ、内面ヘラナデ。

暗褐色 0 1mm以 下
の角閃石・

長石・石英・

雲母等の微

砂粒を合む。

良好

同  上

SDl

口 径 156 上内方へ内脅気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至
る。端部は丸い。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面剖離の
為調整不明、内面ヘラナデ・指頭痕。

淡灰茶色 2 mm以下の
長石・チャ
ート・石英
等の粗砂粒
を多量に合
む。

良好

五 四

同  上

SDl

口 径 156 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反して伸びる国縁部に至る。端
部は丸い。体部下位は欠損。頸部内面に 1
本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ハケ
ナデ(8本 )。

淡橙褐色 4 mm以 下の

石英・雲母・

長石等の砂

礫粒 を多量

に合む。

艮好 外面全面に
煤付着。

五

同 上

SDl

口 径 14.6
器  高 滋 0
底 径  2.8
最大径 175

惰円形の体部より屈曲し、上外方へ外反
気味に伸びる口縁部に至る。端部は丸い。
底部は突出しない小さい平底。
日縁部外面タタキ(2本 )、 内面ナデ、体

ぎ獣界蓋多夢壌な楽)♂
面ハケォデ(8勾、

外

内
白灰色

灰褐色

1.5mm以 下
の石英・赤

褐働町 雰立・

チャー ト等

の粗砂粒 を

多量に合む。

良好

同 上

SDl

口 径 11.4 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は
九い。体部下位は欠損。
口縁部・体部外面タタキ(3本 )、 内面ナ

ラ
声
。

淡茶灰色 l mm以 下の

石英・長石・

雲母等の細

砂粒を含む。

良好
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窮 7調査区

遺物番号
図版き号 議土地胃 按望 曇管 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径 13、 0 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ内彎気味に伸びる国縁部に至る。
端部は外方へ肥厚する。体部中位以下は欠
損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ、内面ヘラ削り。

孝L灰褐色 l mm以下の

石英・長石・

チャート等
の細砂粒を
多量に合む。

良好

同  上

SDl

口 径 130 上内方へ内脅気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ外反気味に伸びる日縁部に至
る。端部は外傾する面をもつ。体部中位以

下は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ ,一部ハケナデ、内
面ヨコナデ、体部外面磨耗の為調整不明、
内面ヘラ削り。

淡乳灰色 2 mm以下の
石英・チャ
ート・赤褐
色酸化粒等
の粗砂粒を
含む。

良好

同 上

SDl

口 径
最大径

上内方へ内弩して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ内督気味に伸びる口縁部に至る。
端部は若千つまみ上げる。体部下位は欠為
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(6本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 2.5mm以 下
の石英・雲

母等の粗砂

粒 を含む。

良好 体部外面中
位鰈 付着。

同  上

SDl

口 径 16.8 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ内督気味に伸びる日縁部に至
る。端部は外方へ月巴厚し、外傾する面をも
つ。体部は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコナ
デ、内面ヘラ削り。

乳褐色 1.5 H tt以 下
の雲母・石

英・チャー

ト・赤褐色
酸化粒等の

粗砂粒を合
む。

良好

同  上

SDl

口 径 13 上内方へ内督して仲びる体部より屈曲し、
斜上方へ伸びる国縁部に至る。端部は若干
外方へ肥厚し、外傾する面をもつ。体部中
位以下は欠損。
日縁部外面劉離の為調整不明、内面ヨコ

ナデ、体部外面剥離の為調整不明、内面ヘ

ラ削り。

外 黒黄褐

色

淡灰黄

橙色

内

1.5mm以 下
の長石・石

英・赤褐色
酸化粒・雲
母等の粗砂

粒を少量合
む。

良好 外面全面に

煤付着。

五 五

同 上

SDl

日 径
最大径

球形と思われる体部より屈曲し、外上方
へ伸びる日縁部に至る。端部は外方へ肥厚
し、外側に面をもつ。底部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(4本 )後ハケナデ(12本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 3 mm以 下の

長石・婁母・

石英等の粗

砂粒 を多量

に合む。

良好 外面全面に

煤付着。
体部下位内
面に炭化物
付着。

五 五

同  上

SDl

径

径大

国

最
上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ内彎気味に伸びる口縁部に至る。
端部は外方へ肥厚し、外傾する面をもつ。
体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(11本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 0.5mm以下
の長石・石
英・赤褐色
酸化粒等の

微砂粒を合
む。

良好 体部外面中
位tJ某付着。

同 上

SDl

口 径 16.2 上内方へ内管して伸びる体部に屈曲し、
外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。
体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(7本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶灰色 2 mm以下の

石英・長石
等の粗砂粒
を含む。

良好 外面全面に
煤付着。

322

五 五

同 上

SDl

口 径
最大径

‐５

２．

上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ内督気味に伸びる口縁部に至る。
端部は上に凹面をもつ。体部下位は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(13本 )、 内面ヘラ削り。

色
褐
褐
灰
黒
淡
色

外
内

2 mm以 下の

長石・石芙・

雲母等の粗

砂粒 を多量

に含む。

良好 外面全面に

煤付着。
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逸物番号
図版番号

器   種
出土地点 燿 雖 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

奏
(上師器)

SDl

口 径 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びる日縁部に至る。端部は丸い。
体部中位以下は欠損
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(16本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 2.5mm以下
の長石・石
英・赤褐色
酸化粒等の

粗砂粒を合
む。

良好

324

五 五

同  上

SDl

口 径
最大径

最大径を中位より者干上にもつ惰円形の
体部より屈曲し、上方へ伸びた後屈曲して
外上方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部はつまみ上げる。底部は欠損。
日縁部外面ナデ、内面ヨヨナデ、体部外
面ハケナデ(8本 )、 内面上位ナデ。す旨頭痕、
下位ヘラ削り。

乳灰茶色 5 nm以下の

石英・長石・

赤褐色酸化
粒等の砂礫
粒を多量に
含む。

良好 体部外面に
黒斑有り。

325

五 五

同  上

SDl

口 径 13.2 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上内方へ伸びた後屈曲して上外方へ伸びる
国縁部に至る。端部はつまみ上げ、外傾す
る面をもつ。体都下位は欠損。
口縁部外面ナデ、内面ハケナデ後ナデ、
頸部外面ハケナデ (10本)後ヨコナデ、内
面ナデ、体部外面ハケナデ (8本)後ナデ、
内面上位ナデ 指頭痕、中位ヘラ削り。

淡灰茶色 0.5mm,技
~F

の雲母・長
石・赤褐色
酸化粒等の

微砂粒を少
量合む。

良好 体部外面中

位 に黒斑有

り。

326 同 上

SDl

口 径
最大径

上内方へ内脅して仲びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びる国縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部下位は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ後
ハケナデ(16本 )、 内面ナデ。

淡橙褐色 2 mnl以下の
長石・雲母・

赤褐色酸化
粒等の粗砂
粒を含む。

良好

327 同 上

SDl

口 径 10.3 日縁部は上方へ伸びた後屈曲して外上方
へ内膏気味に伸び、端部はつまみ上げ、外
傾する面をもつ。体部は欠損。
口縁部外面ハケナデ後ナデ、内面ナデ。

外

内
黒灰色

淡灰黄

色

2 mm以 下の

石英・チ ャ
ー ト等の粗

砂粒 を多量

に含む。

良好 外面全面に

黒斑有り。

328

五六

同  上

SDl

径

径大

国

最
内上方へ内彎して体部より屈曲し、上方
へ伸びた後屈曲して上外方へ伸びる口縁部
に至る。端部はつまみ上げ、外傾する面を
もつ。体部下位は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (10
本)、 頸部外面ハケナデ(10本 )、 内面ヨコナ
デ、体部外面ハケナデ(10本 )、 内面上位ナ
デ、指頭痕、中位ヘラ削り。

淡灰色 2.5mm以 下
の雲母・長

石等の粗砂

粒 を少量含

む。

良好

五 六

同  上

SDl

日 径
最大径

上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。
端部はつまみ上げ、外傾する凹面をもつ。
体部下位は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(12本 )、 内面上位ナデ・指頭痕、中位ヘ
ラ削り。

外

内
黒茶色

淡褐灰

色

2 mm以 下の

石英・婁母・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を含む。

良好 外面全面に

煤付着。

同  上

SDl

口 径 13.0 内上方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ外反して短く伸びる国縁部に
至る。端部はつまみ上げ、外傾する面をも
つ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ(8本 )、 内面ナデ。

淡灰褐色 4 mm以 下の
雲母・赤褐
色駿化粒等
の砂礫粒を
合む。

良 好
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第 7調査区

孵
図版番号

器   種
出 土 地 点 按瞥 曇奮 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼 成 備 考

甕
(土師器)

SD 1

日 径 13.6 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ外反して短く伸びる国縁部に至る。
端部はつまみ上げ、外傾する面をもつ。体
部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ(7ホ )、 内面ナデ・指頭痕。

淡灰褐色 1.5mm以 下
の雲母・赤
褐色酸化粒
等の粗砂粒
を含む。

良好

五 六

同  上

SDl

口 径 124 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ外反して短く伸びる国縁部に至る。
端部はつまみ上げ、端面に1条の稜線がみ
られる。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位ヨ
ヨナデ、中位ハケナデ(8本 )、 内面ナデ・

指頭痕。

淡黄褐色 l mm以下の

長石・赤褐
色酸化粒等
の粗砂粒を
含む。

良好

同  上

SDl

‐５

釣

径

径大

国

最
球形と思われる体部より屈曲し、外上方
へ外反気味に短く伸びる口縁部に至る。端
部はつまみ上げ、外傾する面をもつ。体部
下位は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ(6本 )、 内面ナデ後ヘラ削り・指頭痕。

淡黄茶色 1 5mm以 下
の長石・雲

母・赤褐色
酸化粒等の

粗砂粒を含
む。

良好 体部外面中
位IJ菓イサ範

334 同  上

SDl

口 径 13.2 内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反して短く伸びる国縁部に至る。
端部はつまみ上げ、外傾する面をもつ。体
部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ(7本 )、 内面ナデ・指頭痕。

淡乳茶色 2.5a tt以 下
の長石・雲

母・赤褐色
酸化粒等の

粗砂粒を合
む。

良好

335 同  上

SDl

口 径 26.6 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ外反して短く伸びる国縁部に
至る。端部はつまみ上げ、外傾する面をも
つ。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(7本 )、 内面ナデ。

灰茶色 2 mm以 下の

長石 石英・

赤 tr」色酸化

粒・雲母等

の粗砂粒 を

合む。

良好

同  上

SDl

口 径 15.0 上内方へ内脅気味に仲びる体部より屈曲
し、外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面劉離の

為調整不明、内面ヘラ削り。

乳灰色 2 un以下の
長石・婁母・

赤褐色酸化
粒等の粗砂

粒を含む。

良

五 六

同  上

SDl

口 径 158 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲

し、外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は

上方に拡張する。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面磨耗の

為調整不明・一部にハケナデの痕跡有り、

内面ヘラ削り。

子L茶灰色 2 mm以下の

石英・赤褐
色酸化粒等
の粗砂粒を
含む。

良好

五 六

同  上

SDl

日 径 内上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、

外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は上方

に拡張する。体部は欠損。吉備地方の酒津

式の特徴をもつ。
拡張部外面櫛描き文(10条 )、 内面ヨヨナ

デ、日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケ

ナデ(9本 )、 内面ヘラ削り。

外 暗灰茶

色

淡灰茶

色

内

2 mm以下の

長石・雲母・

石英等の粗
砂粒を含む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点 悽瞥 曇箇 影 態 。 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼 成 備 考

五 六

甕

(上師器)

SDl

ロ 径 内上方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
斜上方へ仲びる口縁部に至る。端部は上方
に拡張する。体部中位以下は欠損。吉備地
方の酒津式の特徴をもつ。
拡張部外面櫛描き文(7条 )、 内面ヨヨナ
デ、日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケ
ナデ(18本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 2 mtl以下の
長石・雲母・

赤褐色酸化
粒等の糧砂
粒を多量に
合む。

良好

340

五 七

同  上

SDl

口 径 13.8 体部より屈曲し、外上方へ伸びる日縁部
に至る。端部は上方に拡張する。体部は欠
損。吉備地方の酒津式の特徴をもつ。
拡張部外面櫛描き文(8条 )、 内面ヨコナ
デ、口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヨ
ヨナデ。

乳灰茶色 l mm以下の

石英・赤褐

色酸化粒・

チャー ト等

の細砂粒 を

合む。

良好

341

五 七

同  上

SDl

口 径 146 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は上方
に拡張する。体部中位以下は欠損。吉備地
方の酒津式の特徴をもつ。
拡張部外面櫛描き文 (磨耗の為不明瞭)、
内面ヨコナデ、国縁部内外面ヨヨナデ、体
部外面ハケナデ(7ホ )、 内面ヘラ削り。

淡乳茶灰色 3 mm以 下の

石英・雲母・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を合む。

良好

342

五 七

同  上

SDl

口 径
最大径

最大径を中位より若干上にもつ球形の体
部より屈曲し、斜上方へ伸びる日縁部に至
る。端部は上方に拡張する。底部は欠損。
吉備地方の酒津式の特徴をもつ。
拡張部外面櫛描き文(8条 )、 内面ヨコナ
デ、国縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハヶ
ナデ(9本 )・ ヘラ状工具による傷 (3本 )、
内面ヘラ削り・指頭痕。

淡褐仄色 l mm以下の

長石・雲母・

赤褐色酸イビ
粒等の細砂
粒を合む。

良好 体部外面下
位に煤付着。

343

五 七

同 上

SDl

口 径 ■.8
器 高 ■ 0

球形の体部より屈曲し、上外方に外反し
て伸びた後屈曲して上外方へ伸びる国縁部
に至る。端部は外傾する面をもつ。底部は
九底。山陰地方に見られる二重口縁の甕の
形態をもつ。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位ク
シ状工具によるヘラキザミ、中位以下ハケ
ナデ(16本 )、 内面上位ナデ、中位ヘラ削り、
下位ナデ、底部ハケナデ(16本 )。

白灰色 1 5mt以 下
の石英・雲

母等の粗砂

粒 を合む。

良好 体部外面中
位・下位・

底部外面に

煤付着。

344

五七

同 上

SDl

口 径 17.2 口縁部は外上方へ伸びた後屈曲して上外
方へ外反気味に伸び、端部は九い。体部は
欠損。山陰地方に見られる二重口縁の奏の
形態をもつ。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨヨナ
デ、内面ヘラ削り。

外 黒褐色
内 淡灰褐
色

0.5mm以 下
の石英・ チ

ャー ト等の

微砂粒 を合

む。

良好

|

345

五 七

同  上

SDl

口 径 28.0 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ外反して伸びた後屈曲して上外方
へ伸びる国縁部に至る。端部は上に面をも
つ。体部中位以下は欠損。山陰地方に見ら
れる二重回縁の妻の形態をもつ。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ(8本 )、 内面ヘラ削り。

淡乳灰色 1.5 mt以下
の長石・石
英・雲母・

赤褐色睦化
粒等の粗砂
粒を合む。

|

良好

|
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第 7調査区

号
号
番
番
物
版
逮
図

器   種
出 土 地 点 鞍瞥 黒筈 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎    土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

ロ 径 内上方へ内督気味に伸びる体部より屈曲

し、外上方へ外反気味に伸びた後屈曲して

外上方へ短く伸びる口縁部に至る。端部は

外側に面をもつ。体部中位以下は欠損。東

海地方に見られるS字口縁の甕の形態をも

日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ

デ (5本 )、 内面ナデ。

淡乳茶色 2 mm以下の

石英・雲母・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を含む。

良好

二 七

同 上

SDl

高台径  6.6 体部大半は欠損。脚部は下外方へ伸び、
端部は内方へ肥厚する。脚部下位に粘上の

つなぎ目を有す。東海地方に見られるS字
口縁の甕の形態をもつ。

底体部外面ハケナデ (7本 )、 内面ハケナ
デ、脚部外面ハケナデ (7本X内面ナデ。

仄乳茶色 l nm以下の

石英・雲母

等の細砂粒
を合む。

良好

五 八

卜型九底重

(土師器 )

SDl

径

高
口
器

最大径を中位にもつ体部より屈曲し、外

上方へ内彎気味に伸びる口縁部に至る。端

部は鈍く尖る。底部は九底。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ削

り後ヘラミガキ、内面ナデ。

淡灰茶色 l mm以下の

長石・石英・

雲母等の細

砂ウ位を含む

良好

五 八

同 上

SDl

径

高

口

器

最大径を中位にもつ偏平な球形の体部よ

り屈曲し、上外方へ内彎気味に伸びる日縁

部に至る。端部は鈍く尖る。底部は九底。

日縁部外面ヘラミガキ、内面ヨヨナデ、

体部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ナデ

淡灰茶色 1.51d以下
の長石・雲

母等の粗砂

粒を含む。

良好 口縁部

部 外面 |

斑 有 り^

体

黒

五 八

同  上

SDl

径

高

径大

国

器

最

最大径を中位より若干上にもつ球形に近
い体部より屈曲し、上外方へ内轡気味に伸

びる日縁部に至る。端部は九い。底部は丸

底。
日縁部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内面
ヨヨナデ、体部外面ハケナデ (10本 )後ヘ
ラミガキ、内面ナデ。

淡灰褐色 0.lnm以下
の雲母・長

石・石英等

の微砂粒 を

含む。

良好 完形。
日縁部外面・

体部外面%
に黒斑有り(

Iノヽ

同 上 径

高

日

器

肩部に張りをもつ半球形に近い体部より

屈曲し、上外方へ内脅気味に伸びる国縁部

に至る。端部は九い。底部は九底。

日縁部外面ハケナデ (9本)後ヘラミガ
キ、内面ヨコナデ、体部外面ヘラ削り後ヘ

ラミガキ、内面ナデ。

淡灰茶色 0 5 nlH以 下

の長石・石

英等の微砂

粒 を含む。

良好 完形。
日縁言5タト面・

体部外面上

中位に黒斑

有り。

352

五 八

同  上

SDl

径

高

口

器

9.8

7.4
最大径を中位より若干上にもつ球形に近
い体部より屈曲し、上外方へ内彎気味に仲

びる日縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部
は丸底。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ後ヘラミガキ、内面ナデ。

暗灰色 1.5 mn以 下

の長石・雲

母等の粗砂

粒 を含む。

良好 完形。

内外面に漆
を塗ってあ
る可能性有
り。

五 八

同  上

SDl

径

高

口

器
最大径を上位にもつ半球形に近い体部よ

り屈曲し、上外方へ伸びる日縁部に至る。
端部は鈍く尖る。底部は尖り気味底。
日縁部外面ヘラミガキ、

｀
内面ヨヨナデ、

体部外面上位ハケナデ (6本)後ヘラミガ
キ、下位ヘラミガキ、内面ナデ。

淡灰褐色 l mm以下の

長石・石英・

雲母等の細

砂粒 を含む

良好 完形。
体部外面下

位・底部外

面に黒斑有
り。
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cln)口 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎    土 焼 成 傭 考

Iノヽ

小型九底登

(土師器 )

SDl

径

高

口

器
最大径を中位にもつ球形に近い体部より
屈曲し、上外方へ内脅気味に伸びる口縁部
に至る。端部は鈍く尖る。底部は九底。
口縁部外面ヘラミガキ、内面ヨヨナデ後
暗文状ヘラミガキ、体部外面上位ハケナデ
(10ホ )後ヘラミガキ、下位ヘラミガキ、
内面上位指ナデ、中位以下ナデ。

乳灰茶色 l nm以下の

長石・石英
等の細砂位
を合む。

良好 完形 。

355

Iノ＼

同  上

SDl

径

高

径大

国

器

最

最大径を中位にもつ偏平な球形の体部よ
り屈曲し、上外方へ内脅気味に伸びる国縁
部に至る。端部は九い。底部は九底。
口縁部外面ヘラミガキ、内面ヨヨナデ後
暗文状ヘラミガキ、体部外面ハケナデ (10
本)後ヘラミガキ、内面ナデ。

淡灰 乳茶色 1 5 mu以 下

の長石・石

英 雲母等
の粗砂粒 を

含む。

良好 完形 。

五九

同 上

SDl

径
高
国
器

最大径を上位にもつ球形に近い体部より
屈曲し、上外方へ内督気味に伸びる口縁部
に至る。端部は外傾する面をもつ。底部は
九底。
日縁部・体部外面ヘラミガキ、内面剣離
の為調整不明。

淡仄茶色 l mm以下の

長石・石英・

チャー ト・

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を合む。

良好

五 九

同 上

SDl

日 径 球形と思われる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は丸い。底部
は欠損。
日縁部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内面
ヨコナデ、体部外面ハケナデ後ヘラミガキ、
内面ナデ。

淡灰茶色 0 5 mm以下
の長石・チ
ャート・赤
掲色酸化粒
等の微砂粒
を含む。

良好

358

五九

同 上

SDl

径

高

径大

口

器

最

最大径を上位にもつ偏平な球形の体部よ
り屈曲し、上外方へ内腎気味に伸びる日縁
部に至る。端部は丸い。底部は九底。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (12本 )後ヘラミガキ、内面ヘラ削り。

淡灰掲色 l mm以下の

長石・石英・

雲母等の細

砂粒 を含 む.

良好

同 上

SDl

口 径 10.8 最大径を中位にもつ偏平な球形と思われ
る体部より屈曲し、上外方へ内督気味に伸
びる国縁部に至る。端部は丸い。底部は欠
損。
日縁部外面ヘラミガキ、内面ナデ、体部
外面ヘラミガキ、内面ヘラナデ。

暗赤茶色 1 5 mm以下
の長石・雲

母等の粗砂

粒 を少量合

む。

良好

同  上

SDl

口 径  9,2 最大径を中位にもつ球形と思われる体部
より屈曲し、上外方へ内督して伸びる日縁
部に至る。端部は尖る。底部は欠損。
日縁部外面ヘラミガキ、内面ヨコナデ、
体部外面ハケナデ (10本 )後ヘラミガキ、
内面ナデ。

色

色

茶

仄

灰

褐

外

内
0 5mm以下
の石英・婁

母等の微秒

粒 を少量含

む。

良好

五 九

同  上

SDl

口 径 104
器 高  8.0

最大径を中位より若干上にもつ偏平な球
形の体部より屈曲し、上外方へ仲びる口縁
部に至る。端部は九い。底部は九底。
口縁部外面ヨヨナデ、内面暗文状ヘラミ
ガキ、体部外面ヘラミガキ、内面ナデ。

孝(源茶色 0 5 um以下
の長石・石

英・雲母 ・

赤褐色酸化

粒等の微砂

粒 を含む。

良好 完形。

362

五九

同 上

SDl

径
高

口
器

半球形の体部より屈曲し、上外方へ内彎
気味に伸びる国縁部に至る。端部は九い。
底部は尖り気味底。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ、体部外
面上位ヘラミガキ、中位以下ヘラ削り、内

淡赤茶色 2 mm以下の

長石・石英・

雲母・赤褐

色酸化粒等

の粗秒粒 を

少量含む。

良好
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第 7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点

(cm)口 径
法量  器高 形 態 '調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 脩 考

小型丸底重

(上師器 )

SDl

国 径 上方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲し、

斜上方へ伸びる日縁部に至る。端部は九い。

体部中位以下は欠損。体部内面上位に1本
の接合痕を有す。
口縁部外面ヘラミガキ、内面暗文状ヘラ

ミガキ、体部外面ヘラミガキ、内面ヘラナ

デ。

暗灰茶色 0,l mal以 下

の雲母・長

石等の微砂

粒 を合む。

良好

五九

同 上

SDl

口 径 ■.5
器 高  8.8

偏平な球形の体部より屈曲し、上外方ヘ

内彎気味に伸びる口縁部に至る。端部は鈍

く尖る。底部は九底。
口縁部外面ヘラミガキ、内面ヨコナデ後
ハケナデ (8本X体部外面上位ハケナデ
(10本)後ヘラミガキ、中位ヘラ削り、下
位ヘラミガキ、内面ナデ。

淡灰茶色 0.5 al以下
の長石・石

英・雲母・

赤褐色酸化
粒等の微砂
粒を合む。

良好 完形。

365

六〇

同  上

SDl

径
高

日
器

最大径を上位にもつ半球形の体部より屈

曲し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部

は九い。底部は尖り気味底。体部内面上位

に1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヘラミガキ、内面ヘラナデ後
ヨコナデ、体部外面ヘラミガキ、内面ヘラ

ナデ。

淡乳茶色 15血Ш以下

の長石・雲
母・赤褐色
酸化粒等の

糧砂粒を含
む。

良好

六 〇

同  上

SDl

最大径 10.9 最大径を中位にもつ偏平な球形の体部よ
り屈曲し、上外方へ内彎気味に伸びる日縁

部に至る。端部は欠損。底部は九底。

日縁部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ、

体部外面上位ハケナデ (9本)後ヘラミガ
キ、下位ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ナデ

淡灰茶色 0.5ml以下
の長石・石

英・雲母等
の微砂粒を

合む。

良好

六 〇

同  上

SDl

径

高

口

器
最大径を上位にもつ偏平な球形の体部よ

り屈曲し、上外方へ伸びる日縁部に至る。

端部は鈍く尖る。底部は九底。
日縁部・体部外面ハケナデ (■本)後ヘ
ラミガキ、内面ナデ。

淡赤茶色 2.5 am以下
の長石・石

英・赤褐色
酸化粒等の

粗秒粒を少
量合む。

良好

368

六 〇

同  上

SDl

径

高
径大

口
器

最

最大径を中位にもつ偏平な球形の体部よ

り屈曲し、上外方へ伸びる口縁部に至る。

端部は丸い。底部は九底。
日縁部外面ヘラミガキ、内面暗文状ヘラ

ミガキ、体部外面上位・中位ハケナデ (13

本)後ヘラミガキ、下位ヘラ削り後ヘラミ
ガキ、内面ナデ。

淡灰茶色 0.511m以 下

の長石・石

英・雲母等

の微砂粒 を

合む。

良好 完形。

369 同 上

SDl

口 径 13.0 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は者干

上につまむ。体部下位は欠損。頸部内面に

1本の接合痕を有す。
日縁部内外面ハケナデ (外 8本・内 5本 )
後ヘラミガキ、体部外面ハケナデ (8本 )
後ヘラミガキ、内面ヘラナデ。

淡仄茶色 0 5ml以下
の長石・石

英・婁母等

の微秒粒 を

少量含む。

良好

六 〇

同  上

SDl

径

高

口

器

9.6

6.6
最大径を上位にもつ半球形の体部より屈

曲し、上外方へ内管して伸びる口縁部に至

る。端部は九い。底部は小さい平らな面が

見られる。
日縁部・体部内外面ナデ、底部外面ヘラ

肖uり 。

暗仄褐色 0 5 alI以下
の角閃石・

雲母 。長石
等の微砂粒
を含む。

良好 完形。
口縁部内外

面・体部外
面約%・ 内

面約%に黒
斑有り。
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号
号
番
番
物
版
遺
図

器   種
出土地 点

(cm)口 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎    土 焼 成 備 考

六 〇

小型九底壷
(土師器)

SDl

口 径 ■.0
器 高  72

半萩形の体部より屈曲し、上外方へ内彎
気味に伸びる日縁部に至る。端部は尖る。
底部は丸底。
日縁部外面ヘラミガキ、内面ヨヨナデ後
暗絞状ヘラミガキ、体部外面ヘラミガキ、
内面ヘラナデ。

淡灰茶色 2 mm以下の

長石・石英・

雲母・赤掲

色酸化粒等

の粗秒粒 を

含む。

良好 完形

体部内外面

下位 に黒斑

有 り。

同  上

SDl

口 径 最大径を上位にもつ偏平な半球形と思わ
れる体部より屈曲し、斜上方へ内弯気味に
伸びる日縁部に至る。端部は丸い。底部は
欠損。
日縁部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内面
ヨヨナデ、体部外面ハケナデ (9本)後ヘ
ラミガキ、内面ナデ。

色
茶膝顔
色

外

内
0.3 mm以下
の石英・雲

母等の微砂

粒 を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 ■.0 上内方へ内彎して仲びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は内傾
する面をもつ。体部中位以下は久損。
口縁部内外面ナデ、体部外面ハケナデ(9
本)後ヘラミガキ、内面ヘラ削り。

淡茶仄色 l lnln以下の

長石・赤褐
色酸化粒等
の細砂粒を
少量含む。

良好

同  上

SDl

最大径を上位にもつ半球形と思われる体
部より屈曲し、斜上方へ伸びる国縁部に至
る。端部・底部は欠損。日縁部外面に粘土
のつなぎ目を有す。
口縁部外面ヘラミガキ、内面ヨヨナデ、
体部内外面ナデ。

灰泰色 5 mm以下の

長石・石英・

雲母等の砂
礫粒を含む

良好

375 同  上

SDl

口 径 104 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ内脅気味に伸びる日縁部に至
る。端部は丸い。体部中位以下は欠損。
日縁部外面剣離の為調整不明、内面ヨコ

ナデ、体部外面剣離の為調整不明、内面ナ
デ。

仄茶色 0.5 mm以下
の長石・雲
母・赤褐色
酸化粒等の
微砂粒を合
む。

良好

376 同  上

SDl

口 径 12.2 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部|よ丸いt
体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ後ヘラミガキ、内面ナデ。

淡灰茶色 0.lmln以 下
の赤褐色酸

化粒。長石・

石英等の微
砂粒を合む

良好

同 上

SDl

口 径 12.2 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は九い。
体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体都外面ヨコナ
デ、内面ナデ。

淡赤褐色 2 mm以下の

長石 雲母・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を含む。

良

378

六 〇

同  上

SDl

回 径 ■.4
器 高  8.6

最大径を上位にもつ偏平な球形の体部よ
り屈曲し、上外方へ伸びる日縁部に至る。
端部は丸い。底部は尖り気味底。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (7本 )、 内面ヘラ削り。

淡仄茶色 l mm以下の
長石・石英・

雲母・赤褐
色酸化粒等
の細砂粒を
合む。

良好

同  上

SDl

径日 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は尖るc
体部下位は欠損。
日縁部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ
(9本 )、 頸部外面ハケナデ (9本 )、 体部外
面ヘラミガキ、内面ナデ。

外 灰茶色
内 淡灰茶
色

0,3 mm以 下

の長石・雲

母等の微砂

粒 を合む。

良好
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第7調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点

(cm)口 径
法量  器高 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼 成 備 考

六 〇

小型九底壷

(土師器 )

SDl

径
高

日
器

半球形の体部より屈曲し、外上方へ内彎
気味に伸びる国縁部に至る。端部は鈍く尖
る。底部は九底。
口縁部・体部内外面ヘラミガキ。

茶灰色 0.5 mm以下
の長石・石

英・雲母等

の微砂粒 を

少量合む。

良好 完形。

同  上

SDl

径

高

径大

口

器

最

11.0

9.9

118

肩部に張りをもつ球形に近い体部より屈
曲し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部
は九い。底部は尖り気味底。
口縁部内外面ヨコナデ後ヘラミガキ、体
部外面上位・中位ヘラミガキ、下位ヘラ削
り後ヘラミガキ、内面ナデ。

淡灰茶色 2 5mm以下
の長石・雲

母等の粗砂

粒 を含む。

良好 体部外面 に

一部煤付着

382 鉢
(土師器)

SDl

口 径  9.0 半球形と思われる体部より屈曲し、外上
方へ内脅気味に伸びる日縁部に至る。端部
は丸い。底部は欠損。
口縁部外面ヘラミガキ、内面ヘラナデ後
ヨコナデ、体部外面ヘラミガキ、内面ナデで

暗褐仄色 0 5mm以 下

の婁母・赤

掲色酸化粒

等の微砂粒

を合む。

良好

383 同 上

SDl

径
高
口
器

半球形の体部より屈曲し、斜上方へ伸び
る日縁部に至る。端部は九い。底部は九底c
口縁部・体部内外面ナデ。

灰赤褐色 雲母・赤褐

色酸化粒・

石英等 を微

量 に合む。

良好 完形。

外面全面灰

かぶ り。

同 上

SDl

径
高
口
器

半球形の体部より屈曲し、上外方へ伸び
る日縁部に至る。端部は尖る。底部は九底
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (9
本X体部外面ハケナデ (8本 )、 内面ナデ。

茶灰色 4.5 mm以下
の長石・石

英・雲母等

の砂礫粒 を

含む。

良好

385 同 上

SDl

口 径  ■.0 半球形 と思 われる体部 より屈曲 し、上外
方へ伸びる口縁部 に至る。端部は九い。底

部は欠損。

日縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面ナデ、

内面ヘ ラナデ。

淡灰褐色 0.l mm以 下

の長石・石

英等の微砂

粒 を含む。

良好

同  上

SDl

口 径  126 半球形と思われる体部より屈曲し、上外
方へ伸びる口縁部に至る。端部は尖る。底
部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ削
り後ナデ、内面ナデ、内面ナデ。

淡灰褐色 0.l mm以下

の長石・雲

母等の微砂

粒を少量合
む。

良好 外面全面に

煤付着。

同  上

SDl

口 径 10.4 半球形と思われる体部より屈曲し、上外
方へ伸びる日縁部に至る。端部は鈍く尖る(
底部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ、体部外
面ハケナデ後ナデ。

淡仄褐色 0.l mm以 下

の雲母・石

英等の微砂

粒 を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 上内方へ内腎して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部は九い。体部下位は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ削
り、内面ナデ。

淡灰茶色 0.5 mm以 下

の長石・石

英・赤褐色

酸化粒等の

微砂粒 を含

む。

良好
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号

号

番
番

物

版

遵

図
器   種
出 土 地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態  調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼 成 備 考

鉢

(土師器 )

SDl

径
高
口
器

半球形の体部より屈曲し、上外方へ内脅
気味に伸びる日縁部に至る。端部は丸い。
底部は九底。
口縁部外面ハケナデ (■本)後ナデ、内
面ヨヨナデ、体部外面ヘラ削り、内面ナデ

淡灰茶色 l mm以下の

長石・雲母
等の細砂粒
を合む。

良好

390 同 上

SDl

口 径 13.5 椀形と思われる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は若干つまみ
上げる。底部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面上位ヨ
コナデ、下位ナデ、内面ヨヨナデ。

淡灰褐色 0 1mm以 下
の長石等の

微砂地を含
む。

良好

同  上

SDl

口 径 ■ .0
器 高  7.3

半球形の体部より屈曲し、上外方へ内彎
気味に伸びる日縁部に至る。端部は丸い。
底部は丸底。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (5本X内面ナデ。

淡灰茶色 l mm以下の

長石・石英・

雲母・赤褐

色酸化粒等

の細砂粒 を

合む。

良好

392 同 上

SDl

口 径  12.2 椀形と思われる体部より屈曲し、外上方
へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。底部
は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ

淡灰褐色 l mm以下の

長石 石英・

雲母等の細

砂粒 を合むぐ

良好

393 同 上

SDl

口 径 15.2 浅い椀形と思われる体部より屈曲し、外
上方へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。
底部は欠損。
口縁部 体部外面ヘラミガキ、内面ナデ。

淡灰茶色 l mm以下の

石英 雲母
等の細砂粒
を合む。

良好

同 上

SDl

径
高
口
器

半球形の体部より屈曲し、斜上方へ伸び
る口縁部に至る。端部は九い。底部は尖り
底。
日縁部・体部外面ハケナデ (11本 )、 内面
ナデ。

灰褐色 5 mm以 下の

雲母・石英・

長石・チャ

ー ト・赤掲

色酸化粒等

の砂礫粒 を

含む。

良好 日縁言5外面・

体部外面/
に黒斑有り。

395 同  上

SDl

口 径 13.6
器 高  88

半球形の体部より屈曲し、上外方へ内彎
気味に伸びる口縁部に至る。端部は鈍く尖
る。底部は丸底。
日縁部外面ハケナデ (13本 )後ヘラミガ
キ、内面ハケナデ (12本)後暗文状ヘラミ
ガキ、体部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ
後暗文状ヘラミガキ。

渋灰茶色 0.5 mm以 下
の長石・石

英・雲母等

の微砂粒 を

含む。

良好 完形 。

内面全面 に

黒斑有 り。

同 上

SDl

径

高

口

器
椀形の体部より屈曲し、外上方へ伸びた
後屈曲して上外方へ外反して伸びる口縁部
に至る。端部は尖る。底部は丸底。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラミ
ガキ、内面ナデ。

淡灰茶色 l mm以下の

長石・石英・

赤褐色酸化

粒 等の細砂

粒 を含む。

良好

同 上

SDl

径

高

口

器
椀形の体部より屈曲し、外上方へ伸びた
後屈曲して上外方へ外反して伸びる日縁部
に至る。端部は外判に面をもつ。底部はや
や平ら。
日縁部・体部外面磨耗の為調整不明、内
面ハケナデ (9本光

淡茶灰色 2 mm以 下の

長石・雲母・

石英・赤褐

色酸化粒等

の粗砂粒 を

含む。

良好 外面全面に

煤付着。
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第 7調査区

『万
号
番
番
渤
齢

器   種
出 土 地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 備 考

鉢

(土師器 )

SDl

口 径 142 半球形と思われる体部より屈曲し、外上
方へ伸びた後屈曲して上外方へ外反して仲

びる口縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部
は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ヘラミガキ、

体部外面ヘラミガキ、内面暗文状のヘラミ

ガキ。

淡灰茶色 0.l mm以 下

の雲母 。長

石等の微砂

粒 を少量合

む。

良好

同 上

SDl

口 径 外上方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、

外上方へ伸びた後屈曲して斜上方へ伸びる

国縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部は欠

損。
口縁部・体部内外面ヘラミガキ。

茶灰色 2 mm以 下の

石英・雲母・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を合む。

良

同  上

SDl

口 径 16.6 上外方へ内轡して伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びた後屈曲して上外方へ外反し

て伸びる日縁部に至る。端部は九い。底部
は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラミ

ガキ、内面ナデ。

暗灰茶色 0 5mm以 下
の長石・チ

ャー ト等の

微砂粒 を含

む。

良好

同 上

SDl

回 径 19。 2 椀形と思われる体部より屈曲し、外上方
へ伸びた後屈曲して上外方へ外反気味に仲
びる口縁部に至る。端部は九い。底部は欠

損。
口縁部 '体都外面ヘラミガキ、内面ナデ

淡灰茶色 0_5 mm以下
の長石・赤

褐色酸化粒
等の微砂粒
を含む。

良好

402 同 上

SDl

口 径 164 上外方へ内督して伸びる体部より屈曲し

外上方へ伸びた後屈曲して上外方へ伸びる

口縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部は欠

損。
口縁部・体部外面剣離の為調整不明、内

面ナデ。

淡灰茶色 0 5 anl以 下
の長石・雲
母・赤褐色

酸化粒等の

微砂粒を含
む。

良 好

同 上

SDl

口 径 204 椀形と思われる体部より屈曲し、外上方
へ伸びた後屈曲して上外方へ伸びる日縁部
に至る。端部は尖る。底部は欠損。
日縁部外面ナデ、内面ヨコナデ、体部外

面ヘラミガキ、内面ナデ。

灰茶色 0 3mm以 下
の石英・雲

母・赤褐色

酸化粒等の

微砂粒を含
む。

良好

404 同 上

SDl

口 径 17.4 上外方へ内替して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びた後屈曲して上外方へ外反し

て伸びる日縁部に至る。端部は尖る。底部

下位は欠損。
口縁部・体部内外面ヘラミガキ。

外 茶仄色
内 茶掲色

2 mm以下の

長石・石英
等の粗砂粒
を合む。

良好

405 同 上

SDl

口 径 16.6 外上方へ内彎して伸びる体部より屈曲し
外上方へ伸びた後屈曲して斜上方へ伸びる

口縁部に至る。端部は尖る。体部下位は欠

損。
日縁部・体部内外面ヘラミガキ。

淡灰茶色 3 mm以 下の

石英 '長石

等の粗砂粒

を含む。

良好

406 同 上

SDl

口 径 18.6 上外方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びた後屈曲して上外方へ伸びる

日縁部に至る。端部は丸い。底部は欠損。
日縁部 体部外面ヘラミガキ・一部ハケ
ナデ (6本 )、 内面ナデ。

茶灰色 8 mm以下の

長石・雲母・

赤掲色酸化

粒等の粗砂

粒を含む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出土地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

鉢

(土師器 )

SDl

口 径 194 上外方へ内轡して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びた後屈曲して上外方へ伸びる
国縁部に至る。端部は丸い。底部は欠損。
口縁部・体部内外面ヘラミガキ。

淡茶灰色 2 mm以 下の

長石・石英・

雲母等の粗

砂粒 を含 む

良好

408 ア

，ヽ
ユ
器

チ

師
二
土

SDl

径

高

口

器
半球形の体部より上方へ伸びる日縁部に
至る。端部は丸い。底部は突出しない小さ
い平底。
内外面ナデ。

灰茶色 l mm以下の

長石・石英・

雲母等の細

砂粒 を合 む

良好 完形。

台付 き鉢

(土師器 )

l

最大径を上位にもつ半球形の体部より屈
曲し、上外方へ伸びる口縁部に至る。端部
・脚部は欠損。顕部外面にヘラキザミを施
す。
口縁部 体部内外面ヘラミガキ。

暗褐仄色 3 5mm以 下
の石英・角

閃石・雲母・

長石等の砂

礫粒 を含む

良

小型壺

(土師器 )

SDl

径

高

径大

国

器

最

最大径を中位より若干上にもつ体部より
屈曲し、外上方へ伸びる口縁部に至る。端
部は若干つまみ上げる。底部は突出しない
小さい平底。体部内面上位に1本の接合痕
を有す。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ後
ハケナデ (12本X内面上位指ナデ、中位以
下ハケナデ (12本)後ヘラナデ、底部外面
ナデ。

暗灰褐色 0.5 mm以下
の長石・角

閃石・石英

雲母等の微

砂粒 を合 む

良好 完形。

鉢
(土師器)

SDl

底 径  3.2 底部より上外方へ伸びる体部に至る。底
部は突出しない平底。口縁部・端部は欠損(

体部内外面ナデ、底部外面ナデ。

淡褐灰色 3 5mm以 下
の長石・角

閃石・雲母

等の砂礫粒

を多量 に合

む。

良好 体部外面に

黒斑有り。

同  上

SDl

口 径 11.4
器  高  48

半球形の体部より上外方へ伸びる日縁部
に至る。端部は丸い。底部は九底。日縁部
外面に3本の接合痕を有す。
外面ナデ、内面ヘラナデ・指頭痕。

淡灰褐色 l mm以下の
チャート・

赤褐色酸化
粒・雲母等
の細砂粒を
含む。

良好

同  上

SDl

径
高
口
器

椀形の体部より上外方へ内彎して伸びる
国縁部に至る。端部は九い。底部は丸底。
口縁部外面ヨヨナデ、内面・体部内外面
ナデ、底部外面に葉脈跡有り。

外

内
掲灰色
茶灰色

4 mm以 下の

石英 。長石・

雲母・赤掲

色酸化粒等

の砂礫粒 を

合む。

良好

同  上

SDl

口 径 14.0
器 高  4.8

椀形の体部より上外方へ内骨して伸びる
国縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部は九
底。
外面ヘラ削り、内面暗文。

暗灰茶色 l nm以下の

長石・石英

雲母・赤褐

色酸化粒等

の細砂粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

口 径 外上方へ内脅して伸びる体部より上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は尖る。底部
は欠損。
外面ナデ・ヘラ削り、内面ナデ。

外

内
茶灰色

暗灰色

1.5mm以 下
の石英 。長

石・角閃石・

赤褐色 酸化

粒等の粗砂

粒 を合む。

良好
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第 7調査区

号

号

番
番
物

版

追

図
器   種
出 土 地 点

(cm)
法量
口径
器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 偏 考

鉢

(土師器 )

SDl

径

高

径

口

器

底

水平に近い杯底部より緩やかに屈曲し、
上方に伸びる日縁部に至る。端部は上に面

をもつ。脚部は外下方へ伸び、端部は九い。

杯部外面上位ヨコナデ、中位以下ハケナ

デ後ナデ、内面ナデ、脚部外面ヨコナデ、

内面ナデ。

淡茶灰色 2 5 mm以 下

の石英 ・雲

母 。長石等

の粗砂粒 を

合 む。

良好 完形 o

脚部内面 に

黒斑有 り。

同 上

SDl

径

高

径

口

器

底

水平に近い杯底部より外上方へ内彎気味
に伸びる口縁部に至る。端部は外傾する面
をもつ。脚部は外上方へ伸び、端部は外判
に面をもつ。
杯部内面中位以下ヘラミガキ、他はナデ

孝υ天茶色 3 mm以 下の

長石 ・石英
・雲母・角

閃石 ・赤褐

色酸化粒等

の粗砂粒 を

合む。

良

同 上

SDl

径

高

回

器

半球形の体部 より上方へ内脅 して伸 びる

口縁部 に至る。端部 は上 に面をもつ。底部

は突出 しない小 さい平底。

口縁部外面 ヨコナデ、体部外面ハケナデ

(12本 )後 ナデ、内面ヘ ラナデ。

灰茶色 0 5mm以 下
の赤掲色酸

化粒 。長石
等の微砂粒
を含む。

良好

同 上

SDl

口 径 22.6 上外方へ内彎して伸びる体部より外上方
へ伸びる国縁部に至る。端部は九い。体部

中位以下は欠損。
外面ナデ、口縁部内面ヨコナデ、体部内

面ナデ。

暗灰褐色 l mm以 下の

角閃石・石

英・雲母・

長石等の細

砂粒 を合む。

良好 口縁部外面
に煤付着。

420 同 上

SDl

日 径 32.8 上内方へ内替して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は夕HtF
する面をもち、若干つまむ。体部下位は欠

損。日縁部外面と体部外面中位に2本ずつ

接合痕を有す。
口縁部・体部内外面ヘラナデ。

乎υ天色 3蕊 X下の
長石・石英 '

雲母等の粗

砂粒 を多量

に合む。

良好

同  上

SDl

日 径 40.4 上内方へ内轡気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ伸びる日縁部に至る。端部は

外傾する面をもち、若干つまみ上げる。体

部中位以下は欠損。口縁部内外面に1本ず
つ接合寝を有す。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ (6

本)後ナデ、体部外面ハケナデ (6本 )、 内
面ハケナデ (9本拡

灰茶色 3 nm以 下の

石英・長石・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を合む。

良好

422 器 台
(土師器 )

SDl

口 径 16.8 椀形の受部より緩やかに屈曲し、外上方
へ伸びた後屈曲して上外方へ伸びる口縁部
に至る。端部は丸い。脚部は欠損。脚部と
受部の間は貫通する。
受部外面ヘラミガキ、内面ナデ。

暗赤灰色 l mm以 下の

長石・雲母

等の細砂粒

を少量含む

良好

同  上

SDl

口 径  9.5
器 高  80
底 径 ■ 2

受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
口縁部に至る。端部は外傾する面をもつ。
脚部は下外方へ伸びる裾部に至る。端部は

丸い。脚部に四方孔を有す。
受部外面ヨコナデ、内面剥離の為調整不
明、頸部外面ヘラ削り、脚部外面ヘラミガ

キ、内面ハケナデ (7本)後ナデ。

淡茶色 2 mm以 下の

長石・赤褐

色酸化粒・

石英等の粗

砂粒を少量
合む。

良好
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遺物番月
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)口径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

424 器 台
(土師器 )

SDl

Ю
８
．
Ю

径
高
径

日
器
底

受部は上外方へ緩やかに内脅して伸びる
国縁部に至る。端部は外側に面をもつ。脚
部は下外方へ伸びる裾部に至る。端部は丸
い。脚部に四方孔を有す。
受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヘ
ラミガキ後暗文状ヘラミガキ、脚部外面ヘ
ラ削り後ハケナデ (6本)後ヘラミガキ、
内面上位ナデ、中位ハケナデ (12本 )、 下位
ヨコナデ。

淡褐灰色 1 5mm以 下
の長石・雲

母・赤褐色

酸化粒等の

粗砂粒 を少

量合む。

良好

同  上

SDl

口 径  8,7
器 高  94
底 径 11.3

受部は上外方へ緩やかに内骨して伸びる
国縁部に至る。端部は丸い。脚部は下外方
に仲ぴる裾部に至る。端部は九い。脚部に
三方孔を有す。
受部内外面・脚部外面ヘラミガキ、内面
ヘラナデ。

淡掲灰色 7 mm以 下の

長石・石英・

雲母・赤褐

色酸化粒 等

の砂礫粒を
含む。

良好

同  上

SDl

口 径 104
器 高  8.5
底 径 114

受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
口縁部に至る。端部は九い。脚部は下外方
へ伸びる裾部に至る。端部は丸い。脚部に
四方孔を有す。
受部外面ヘラミガキ、内面剖離の為不明
頸部外面調整不明、脚部外面ヘラミガキ、
内面ナデ。

淡茶掲色 1 5 mm以下

の長石・赤

褐色酸化粒

雲母等の粗

砂粒 を多量

に合む。

良好

六 四

同 上

SDl

径

高

径

口

器

底

受部は外上方へ緩やかに内脅して仲びる
口縁部に至る。端部はつまみ上げる。脚部
は下外方へ伸びる裾部に至る。端部は丸い
脚部に四方孔を有す。
受部内外面ヘラミガキ、脚部外面ヘラ削
り後ヘラミガキ、内面ナデ後ハケナデ (6
本拓

灰茶色 0.5 mm以下
の長石・雲

母等の微砂

粒 を合む。

良好

六 四

同 上

SDl

口 径 10.4
器 高  9.2
底 径 ■ 5

受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
日縁部に至る。端部はつまみ上げる。脚部
は下外方へ伸びる裾部に至る。端部は丸い
脚部に四方孔を有す。
受部外面ヘラミガキ、内面ヘラミガキ後
暗文状ヘラミガキ、脚部外面上位ヘラ削り
後ヘラミガキ、中位以下ヘラミガキ、内面
上位・中位ハケナデ (8本)後ナデ、下位
ヨコナデ。

淡仄茶色 0 1mm以 下
の雲母・長

石・赤褐色

酸化粒等の

微砂粒 を多

量 に含む。

良好 完形。

六 四

同 上

SDl

径

高

径

日

器

底

受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
口縁部に至る。端部は上につまみ、外側に
凹面をもつ。脚部は下外方へ仲びる裾部に
至る。端部は丸い。脚部は三方孔を有す。
受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、端面ナ
デ、内面ヘラミガキ、脚部外面ヘラミガキ
内面ハケナデ (7本拓

淡掲灰色 1 5mm以下
の雲母・赤

褐色酸化粒・

長石等の粗

砂粒 を少量

含む。

良好

430

六 四

同 上

SDl

口 径  98
器 高  7.8
底 径 12.4

受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
日縁部に至る。端部は丸い。脚部は外下方
へ伸びる裾部に至る。端部は丸い。脚部に
四方孔を有す。
受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヘ
ラミガキ後暗文状ヘラミガキ、脚部外面上
位ヘラ削り後ハケナデ (8本)後ヘラミガ
キ、中位以下ハケナデ (8本)後ヘラミガ
キ、内面ハケナデ (■本拓

淡茶褐色 2 mm以 下の

長石・石英

赤 tFJ色 酸化

粒等の粗砂

粒 を多量 に

含む。

良好
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第 7調査区

選物番号
図版番考

器   種
出 土地点 歓瞥 曇管 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

六 四

器 台
(上師器 )

SDl

口 径 9.85
器 高  88
底 径 ■,9

受部は外上方へ緩やかに内管して伸びる
口縁部に至る。端部は夕M則に面をもち、丸
い。脚部は下外方へ伸びる裾部に至る。端
部は九い。脚部に三方孔を有す。
受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヘ

ラミガキ後暗文状ヘラミガキ、脚部外面上
位ヘラ削り、中位以下ヘラミガキ、内面ナ
デ。

外

内
茶褐色
茶灰色

3 mm以下の
長石・婁母・

赤褐色酸化
粒等の粗砂
粒を合む。

良 好 完形。
外面全面に
煤付着。

432

六 四

同  上

SDl

日 径  8,8 受部は外上方へ緩やかに内督して伸びる
日縁部に至る。端部は夕帥」に面をもち、鈍
く尖る。脚部は下外方へ伸びる。端部は欠
損。
受部内外面・脚部外面磨耗の為調整不明
内面ナデ。

茶灰掲色 2.5mm以 下
の長石・石
英・赤褐色
酸化粒等の

粗砂粒を多
量に合む。

良好

433 同  上

SDl

口 径 102 受部は外上方へ緩やかに内管して伸びる
国縁部に至る。端部は九い。脚部は欠損。
受部外面ヘラミガキ、内面磨耗の為調整
不明。

淡茶色 2 mm以下の

長石・石英・

婁母・赤褐
色駿化粒等
の粗砂粒を
多量に合む。

良好

同 上

SDl

口 径 100 受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
日縁部に至る。端部は外側に面をもち、九
い。脚部は欠損。
受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヘ

ラミガキ、後暗文状ヘラミガキ。

乳灰茶色 l mm以下の
長石 石英・

雲母等の細
砂粒を合む。

良好

六 四

同 上

SDl

口 径  9,0 受部は外上方へ緩やかに内督して伸びる
口縁部に至る。端部は外面に凹面をもつ。
脚部は下外方へ伸びる。端部は欠損。脚部
に四方孔を有す。
受部内外面・脚部外面磨耗の為調整不明、
内面ナデ。

淡茶色 2.5 mm以下
の長石 婁
母・赤褐色
酸化粒等の

粗砂粒を多
量に合む。

良好

同  上

SDl

口 径 10.1 受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
国縁部に至る。端部は内方へ者干肥厚する。
脚部は欠損。
受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヘ

ラミガキ後暗文状ヘラミガキ。

淡灰褐色 3 mm以下の

長石・雲母・

赤褐色酸化
粒等の粗砂
粒を少量合
む。

良好

437 同 上

SDl

口 径  95 受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
口縁部に至る。端部は内方へ若千肥厚する。
脚部は欠損。
受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヘ

ラミガキ後暗文メ犬ヘラミガキ。

淡灰褐色 3 mm以下の
長石・雲母
等の粗砂粒
を少量合む。

良好

同 上

SDl

口 径 10.0 受部は外上方へ緩やかに内彎して伸びる
日縁部に至る。端部は鈍く尖る。脚部は大
半欠損。
受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ハ

ケナデ後暗文状ヘラミガキ、脚部外面ヘラ
削り、内面ナデ。

淡灰褐色 0。 l mm以 下
の長石・チ

ャート・雲
母等の微砂

粒を少量含
む。

良好

439 同 上

SDl

底 径 ■ 4 受部は欠損。脚部は下外方へ伸びる裾部
に至る。端部は丸い。脚部に三方孔を有す。
脚部外面上位ヘラ音Uり 、中位以下ハケナ
デ (8本 )後ヘラミガキ、内面ナデ。

灰褐色 0.5mm)茨
~F

の長石・雲
母等の微砂
粒を含む。

良好
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号
号跡囃
器   種
出土地点 歓瞥 暴讐 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼 成 備 考

器 台
(土師器 )

SDl

底 径 ■.6 受部は欠損。脚部は下外方へ伸びる裾部
に至る。端部は鈍く尖る。脚部に四方孔を
有す。
受部内外面ヘラミガキ、脚部外面上位ヘ
ラ削り、中位以下ハケナデ(7本)後ヘラ
ミガキ、内面ハケナデ(8本 )後ナデ・指頭
痕。

乳灰茶色 0.3mm以 下
の長石・雲
母・赤褐色
酸化粒等の
微砂粒を少
量合む。

良好

同 上

SDl

底 径 受部は欠損。脚部は下外方へ伸びる裾部
に至る。端部は九い。脚部に四方孔を有す。
脚部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヘ
ラ肖」り。

乳灰茶色 0 1Hm以下
の長石・雲

母等の微砂

粒 を少量合

む。

良好

442 同 上

SDl

底 径 11.8 受部は欠損。脚部は外下方へ伸びる裾部
に至る。端部は丸い。卿部に三方孔を有す。

本側
部獅 ヘラミガキ、輌 ハケナデ ば

外 茶褐色
内 茶灰色

長石・石英・

雲母等を合
む。

良好

同 上

SDl

底 径 15.8 受部は欠損。脚部は外下方へわずかに内
彎して伸びた後緩やかに屈曲し、下外方ヘ
伸びる裾部に至る。端部は丸い。脚部に四
方孔を有す。
脚部外面ヘラミガキ、内面上位・中位ナ
デ、下位ヨコナデ。

淡茶色 2 mm以下の
長石・石英・

雲母等の粗
砂粒を少量
含む。

良好

高 杯
(土師器)

SDl

口 径 12.2 丸い杯底部より上外方へ伸びる国縁部に
至る。柱状部は下外方へ短く伸びる。裾部
は欠損。
杯部外面上位・中位ヘラミガキ、下位ヘ
ラ削り後ヘラミガキ、内面ハケナデ後ヘラ
ミガキ、柱状部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、
内面ナデ。

淡茶色 l mm以下の
長石・石英・

雲母・赤褐
色酸化粒等
の細砂粒を
含む。

良好

445 同 上

SDl

口 径 13.8 杯底部は欠損。日縁部は上外方へわずか
に内督して仲び、端部は鈍く尖る。脚部は
欠損。
杯部外面上位・中位ヘラミガキ、下位ヘ
ラミガキ後ヘラ削り、内面ヘラミガキ。

淡茶灰色 2 mm以 下の

長石・赤褐

色酸化粒等

の粗砂粒 を

少量合む。

良好

446 同 上

SDl

口 径 128 杯底部は欠損。国縁部は上外方へわずか
に内彎して伸び、端部は九い。脚部は欠損。
杯部外面ヘラミガキ、内面暗文状ヘラミ
がキ。

淡茶灰色 1.5 mt以下
の石英・赤
褐色酸化粒
等の粗秒粒
を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 13.2 杯底部は欠損。日縁部は上外方へわずか
に内管して伸び、端部は丸い。脚部は角R
杯部内外面ヘラミガキ。

外

内
茶灰色

淡茶灰

色

0.5 mm以下
の長石・石
英・雲母等
の微砂粒を
合む。

良好

同  上

SDl

底 径 131 杯部は欠損。脚部は下外方へ短く伸びる
柱状部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部に
至る。端部は九い。脚部に三方孔を有す。
杯底部外面ヘラミガキ、内面ヘラミガキ
後放射状暗文、脚部外面ヘラミガキ、柱状
部ヘラ削り、内面ナデ。

灰茶色 0.5mm以下
の長石・雲
母・赤褐色
酸化粒等の
微砂粒を微
量に含む。

良好
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第 7調査区

跡 号
図版番号

器   種
出 土 地 点 燿

口径
器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

高 杯
(土師器 )

SDl

底 径 18,4 杯部は欠損。脚部は下外方へ短く伸びる
住状部より屈曲し、外下方へわずかに内督
して伸びる裾部に至る。端部は丸い。脚部
に四方孔を有す。
脚部外面ハケナデ(8本 )後ヘラミガキ、
内面ナデ。

灰茶色 2 mm以 下の

雲母・長石・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を合む。

良

同 上

SDl

日 径 18.8 杯底部は欠損。日縁部は外上方へ外反し
て伸び、端部は外傾する面をもつ。脚部は
欠損。
杯部内外面ナデ。

暗褐仄色 3 mm以 下の

長石・石英・

雲母等の粗

砂粒 を多量

に含む。

良好

六 四

同  上

SDl

２０

１６

‐４

径

高

径

口

器

底

丸い杯底部より外上方へわずかに外反し
て伸びる口縁部に至る。瑞gБは九い。hHl部
は下外方へ伸びる裾部に至る。端部は丸い。
脚部に三方孔を有す。
杯部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヨ
ヨナデ後ヘラミガキ、脚部外面ヘラ削り後
ヘラミガキ、内面ヘラナデ。

淡褐灰色 5 mm以 下の

角閃石・雲

母・長石・

赤掲色酸化

粒等の砂礫

粒 を多量 に

合む。

良好

同  上

SDl

国 径 150 丸い杯底部ょり上外方へ伸びる国縁部に
至る。端部は丸い。脚部は下外方へ伸びる。
裾部は欠損。
杯部外面上位 中位ハケナデ(5本 )後ヘ
ラミガキ、下位ヘラ削り後ヘラミガキ、内
面ハケナデ(6本 )後ヘラミガキ後暗文状ヘ
ラミガキ、柱状部外面ヘラ削り後ハケナデ

(5本 )後ヘラミガキ、内面ナデ。

淡乳茶色 l mIIl以 下の

石英・雲母・

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を含む。

良好

六 五

同 上

SDl

径

高

径

国

器

底

平坦な杯底割
`よ

り屈曲し、外上方へ伸び
る口縁部に至る。端部は九い。脚部は下外
方へ仲びる柱状部より屈曲し、外下方へわ
ずかに内彎して伸びる裾部に至る。端部は
丸い。裾部に三方孔を有す。
杯部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ (8
本)後暗文状ヘラミガキ、卿部外面ヘラ削
り後ヘラミガキ、柱状部内面ナデ、裾部内
面ハケナデ(11本 )。

淡褐灰色 1 5nn以 下
の石英・雲

母・ 赤褐色

酸化粒等の

粗砂粒 を多

量 に含む。

良好

同  上

SDl

国 径 16.2 丸い杯底部より外上方へ伸びる日縁部に
至る。端部は九い。脚部は欠損。
杯部外面上位ヘラミガキ、下位ハケナデ

(9本 )、 内面ヘラミガキ。

淡灰茶色 l mll以 下の

長石・石英

雲母 。赤褐

色酸化粒等

の細砂粒 を

含む。

良好

455 同  上

SDl

口 径 172 丸い杯底部より上外方へわずかに内管し
て伸びる口縁部に至る。端部は九い。脚部
は欠損。
杯部外面上位・中位ハケナデ(8本 )後ヘ
ラミガキ、下位ヘラミガキ、内面上位 中
位ヘラミガキ、下位暗文状ヘラミガキ。

淡茶褐色 l mm以下の

赤掲色酸化

粒・長石・

雲母等の細

砂粒 を少量

含む。

良好

六 五

同  上

SDl

口 径 226
器 高 15,3
底 径 14.0

平らに近い杯底部より屈曲し、外上方ヘ

伸びる口縁部に至る。瑞部は九い。脚部は
下外方へわずかに内彎して伸びる柱状部よ
り屈曲し、外上方へ伸びる裾部に至る。裾
部に四方孔を有す。
杯部外面ヘラミガキ、内面ヘラミガキ後
放射状暗文、脚部外面ヘラミガキ、内面ナ
デ後ヨコナデ。

淡灰茶色 4 mnl以 下の

雲母。長石・

赤褐色酸化
粒の砂礫粒
を合む。

良好 完形。
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鵬蝦
器   種
出土地点 態瞥 曇管 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

457

六 五

高 杯

(土師器)

SDl

路

・６

・５

径

高

径

口

器

底

平らに近い杯底部より外上方へ伸びる日

縁部に至る。端部は丸い。脚部は下外方ヘ

伸びる柱状部より屈曲し、外下方へ伸びる

裾部に至る。端部は九い。裾部に四方孔を
有す。
杯部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内面ハ

ケナデ後ヘラミガキ後暗文状ヘラミガキ、
脚部外面ハケナデ(5本 )後ヘラミガキ、内
面ナデ。

淡茶褐色 2 xnl以 下の

雲母・長石・

赤褐色酸化
粒等の粗砂
粒を少量合
む。

良好

六 五

同  上

SDl

口 径 220 平坦な杯底部より屈曲し、外上方へ伸び
る口縁部に至る。端部は丸い。脚部は下外
方へ伸びる柱状部より屈曲し、外下方へ伸
びる裾部に至る。端部は欠損。裾部に四方
孔を有す。
杯部外面ハケナデ (7本 )後ヘラミガキ、
内面ハケナデ(6本 )後ヘラミガキ後暗文状
ヘラミガキ、脚部外面ハケナデ(6本)後ヘ
ラミガキ、柱状部内面ナデ、裾部内面ハケ
ナデ(6本 )。

乳灰茶色 0 1mm以下
の雲母・長
石等の微砂
粒を合む。

良好

459 同  上

SDl

口 径 22,3 平坦な杯底部より屈曲し、外上方へ伸び
る口縁部に至る。端部は九い。杯底部一部・

脚部は欠損。
杯部外面ハケナデ(9ホ )後ヘラミガキ、
杯底部ナデ、内面ハケナデ(9本 )後ヘラミ
ガキ後放射状の暗文。

灰茶色 0.5 mm以 下
の雲母・長

石等の微砂

粒 を微量 に

合 o。

良好

同 上

SDl

日 径 24.0 平坦と思われる杯底部より屈曲し、外上
方へ伸びる日縁部に至る。端部は九い。杯
底部一部・脚部は欠損。
杯部外面ハケナデ(7本 )後ヘラミガキ、
内面ヘラミガキ後暗文状ヘラミガキ。

淡灰褐色 0.3mm以 下
の雲母・長
石等の微砂
粒を合む。

良好

同  上

SDl

口 径 21.3 丸い杯底部より外上方へ伸びる口縁部に
至る。端部は九い。杯底部一部・脚部は欠
損。
杯部外面ヘラミガキ、杯底をbハケナデ(5
本)後ヘラミガキ、内面ハケナデ(10本 )後
ヘラミガキ後暗文状ヘラミガキ。

乳灰茶色 0.lmm以下
の長石・婁
母・赤褐色
酸化粒等の

微砂粒を多
量に合む。

良好

同  上

SDl

口 径 21.6 平坦な杯底部より屈曲し、上外方へわず
かに内督して短く伸びた後屈曲して外上方
へ伸びる日縁部に至る。端部は外側に面を
もち、九い。杯底部一部・脚部は欠損。
杯部外面ハケナデ(7本 )後ヘラミガキ、
内面上位ハケナデ(6本 )後ヘラミガキ後暗
文状ヘラミガキ、下位ハケナデ(6ホ)後暗
文状ヘラミガキ。

乳茶灰色 0.lmm以下
の長石・雲
母等の微砂
粒を含む。

良好

六 五

製塩土器

SDl

底 径  42 杯部は大半欠損。脚部は下外方へ伸び、
端部は九い。
杯部内面ヘラナデ、脚部外面ナデ後指頭
痕、内面ナデ。

乳茶灰色 0.5 mHl以 下
の長石・石
英等の微砂
粒を含む。

良好

迂

同 上

SDl

底 径  43 杯部は大半欠損。脚部は下外方へ伸び、
端部は丸い。
杯部内面ヘラナデ、脚部外面ナデ後タタ
キ(2本 )後指頭痕、内面ナデ。

乳茶灰色 0.5mm以 下
の石英・長
石・赤褐色
駿化粒等の
微砂粒を合
む。

良好
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勝 号
囲板番号

器   種
出土地点 綾望 曇奮 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 傭 考

六 五

製塩土器

SDl

底 径  2.8 杯部は大半欠損。脚部は下外方へ伸び、
端部は丸い。
杯部内面ヘラナデ、A4部外面ナデ後指頭
痕、内面ナデ後指頭痕。

灰茶色 0.5mm以 下
の長石・石
英・赤褐色
酸化粒等の
微砂粒を合
む。

良好

六 五

同 上

SDl

底 径  5.0 杯部は大半欠損。脚部は下外方へ伸び、
端部は丸い。
杯部外面ナデ。一部タタキ、内面ヘラナ
デ、卿部外面ナデ後指頭痕 。一部タタキ。

灰茶色 2 mm以下の

長石・石英
等の粗砂粒
を含む。

良好

467

六 五

同  上

SDl

底 径  5.0 杯部は大半欠損。脚部は下外方へ伸び。
端部は九い。頸部外面に1本の接合痕を有
す。
杯部外面ナデ、内面剥離の為調整不明、
脚部内外面ナデ。

灰茶色 3 mH以 下の

石英・長石・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を含む。

良好

/1ヽ  11

は 師器)

SEl

径

高

口

器
浅く平らな底部より屈曲し、上外方へ仲
びる国縁部に至る。端部は丸い。
日縁部外面ヨヨナデ、内面調整不明、底
部外面指頭痕。

乳褐色 2 nm以下の

粗砂粒を合
む。

良好

同 上

河川 1

国 径 10.0 浅く平らと思われる底部より緩やかに屈
曲し、上外方へ仲びる国縁部に至る。端部
は丸い。底部一部欠損。
内外面指ナデ。

灰黒色 l mm以下の

雲母・角閃
石・石英等
を含む。

良好

皿

(土師器 )

,可,1

口 径 186
器 高  3.0

平らに近い底部より緩やかに屈曲し、上

外方へ伸びる口縁部に至る。端部は丸い。
日縁部内外面ヨヨナデ、底部外面指頭痕、
内面ヨコナデ。

外

内

灰褐色

褐色

楕良。 良好 内面全面に

煤付着。

杯

(土師器)

河,Hl

口 径  160 外上方へ仲びる底部より緩やかに屈曲し
上外方へ内管気味に伸びる日縁部に至る。
端部は丸い。底部一部欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、底部外面指ナデ、
内面ヨロナデ。

淡赤茶褐色 妻母・角閃
石・石英等
を微量に合
む。

良好

同 上

河川 1

口 径 18,0 口縁部は上外方へ伸び、端部は鈍く尖る。
底部は欠損。
口縁部内外面ナデ。

外

内

赤茶色

淡黄褐

色

雲母等を微
量に含む。

良好 外面全面に

黒斑有り。

皿

(土師器 )

河川 1

日 径 18.0 口縁部は上外方へ伸び、端部は外につま
む。底部は欠損。
国縁部外面ナデ、内面ナデ後暗文。

淡赤茶褐色 赤褐色駿化
粒・雲母等
を微量に合
む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点 唯

縞
くｃｍ，遼

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎   土 焼成 備 考

474 杯

(土師器 )

河川 1

口 径 20.4 口縁部は上外方へ伸び、端部は若干つま
み上げる。底部は欠損。
日縁部外面ヘラミガキ、内面ヘラミガキ
後暗文状ヘラミガキ。

淡灰茶色 0.5 Dld以 下

の長石・婁

母・赤褐色

酸化粒等の

微砂粒 を微

量 に合む。

良好

土 錘
(土師質 )

河川 1

さ
径
径

長
長
穴

管状形を呈する。
ナデ。

赤茶色 雲母・長石

等 を少量合

む。

良好

476 杯 蓋
(須恵器 )

河川 1

径

高

径

口

器

稜

低い平らな天丼部より斜下方へ直線的に
伸びる稜に至る。稜は鋭い。日縁部は垂直
に下り。端部は段を有し、内傾する面をも

天丼部外面回転ヘラ削り、日縁部内外面
回転ナデ、内面回転ナデ。

暗灰色 精良。 良好 ロクロ (左

方向 )

杯 身

(須恵器 )

ィ可チI11

口 径 14.8
器 高  38
底 径  9,4

平 らな底部 よ り屈曲 し、上外方へ伸 びる
口縁部 に至 る。端部は九い。高台はVf面方
形で、低い。

内外面回転 ナデ。

灰 色 精良。 良好

重

(土師器 )

包合層

口 径  240 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は外傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部外面制離の為調整不明、内面ナデ。

剣離の

為不明

赤茶色内

7 EE以 下の

赤褐色酸化

粒・雲母・

石英等の砂

礫粒 を少量

含む。

良好

甕

(土師器 )

包合層

口 径 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ内彎気味に伸びる国縁部に至る。
端部は九い。体都中位以下は欠損。体部内
面に1本の接合痕を有す。
回縁部内外面ナデ、体部外面ナデ、内面
′＼ラ肖Jり 。

淡赤褐色 3 mal以 下の

雲母 赤褐
色酸化粒・

石英等の粗

砂粒 を少量

含む。

良

480 同  上

包合層

口 径 19.2 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は外傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

淡褐色 2 mm以 下の

長石・赤褐

色酸化粒・

石英等の粗

砂粒 を少量

合む。

良好

同  上

包合層

口 径 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部はつま
み上げる。体部中位以下は欠損。
日縁部外面ヘラ削り後ナデ、内面ハケナ
デ(10本 )後ナデ、体部外面ハケナデ(10本 X
内面ヘラ削り。

淡仄褐色 1.5 ml以下
の雲母・赤
掲色酸化粒
等の粗秒粒
を微量に合
む。

良好 外面黒斑有
り。

同 上

包合層

底 径  3.8 口縁部・体部大半は欠損。底部は突出し
た小さなくばみ底。
体部外面下位タタキ (2本X内面下位ヘ
ラナデ、底部ナデ。

淡灰褐色 5 mm以下の

角閃石・雲

母・石英等

の砂礫粒 を

微量 に合む

良好 体部外面下
位に黒斑有
り。
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第 7調査区

遺物番号

図版番号
器   種
出 土 地 点

ｍ
遺
口径

器高
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎    土 焼 成 備    考

483 甕

(土師器 )

包合層

底 径  3.1 口縁部・体部大半は欠損。底部はやや突

出 した小 さなくばみ底。

体部外面下位 タタキ (3本 )、 内面下位 ヘ
ラナデ、底部タタキ (4本】

外 灰褐色
内 黒褐色

5 alE以下の

雲母・角閃

石・石英等

の砂礫粒 を

微量 に合む

良好

484 小型丸底壺

(土師器 )

包合層

口 径  9.2
器 高  8.1
最大径 10.2

最大径を中位より若千上にもつ球形の体

部より屈曲し、上外方へ内彎気味に伸びる

口縁部に至る。端部は九い。底部は九底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラナ

デ?指頭痕、内面調整不明。

赤褐色 3 am以 下の

長石・赤褐

色酸化粒・

雲母等の粗

砂粒 を含む

良好

485 鉢

(土師器 )

包含層

口 径 11.0 最大径を中位より若子上にもつ球形の体
部より屈曲し、上外方へ伸びる口縁部に至

る。端部は鈍く尖る。底部は欠損。頸部内

面に1本の接合痕を有す。
口縁部内外面ナデ、体部外面ナデ、内面

ナデ、ハケナデ。

外 淡褐色
内 赤茶色

2 alal以 下の

赤褐色酸化

粒・長石・

雲母等の粗

砂粒 を少量

含む。

良好

同  上

包含層

ロ 径 口縁部は上外方へ伸びた後屈曲して外上

方へ外反して伸びる口縁部に至る。端部は
つまみ上げ、外側に凹面をもつ。体部は欠

損。端面に一帯 5条の波状文を1個有す。
口縁部外面タタキ(8本 )後ヘラミガキ、
内面ナデ。

茶褐色 2m以 下の
石英・長石

雲母・ 角閃

石等の粗砂

粒 を多量 に

合む。

良好

４８７
　
一事

土 錘
(土師器 )

包合層

さ
　
径

長
径
穴

7.0

2.9

11

管状形を呈する。
ナデ。

淡灰 白色 赤褐色酸化

粒・婁母等
を少量含む

良好

羽 釜
(土師器 )

包含層

鍔は水平 に伸び、端部は九い。他は欠損。

鍔外面 ヨヨナデ。

灰褐色 311以下の
長石・雲母・

角閃石等の

粗砂粒 を多

量 に合む。

良好

489 杯 蓋
(須恵器 )

包合層

口 径  12.8 水平に近い天丼部より外下方へ伸びる稜
に至る。稜は鈍い。日縁部は内管して下り

端部は段を有し、内傾する面をもつ。天丼
部は一部欠損。
天丼部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

灰色 精良。 良好 天丼部外面
約%灰かぶ
り。

490 杯 身
(須忘器)

包含層

径

高

径

口
器
螂

平らに近い底部がら上外方へ伸びる受部
に至る。受部は外上方へ伸び、九い。立ち
上がりは内傾し、端部は段を有し、内傾す
る面をもつ。

底部より約%回転ヘラ削り、他は回転ナ
ラ
す
。

淡灰色 精良。 良好 右口

ヽ
わ

ク

向

口

方

同  上

包含層

４

＆

径

径

口

底

底部は欠損。日縁部は上外方へ伸び、端
部は九い。高台は断面方形で、低い。

内外面回転ナデ。

灰色 赤褐色酸化
粒・石英等
を微量に合
む。

良好 ロクロ (右
方向拓
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≡
号
否
立否

初
版
Ｌ
面凶

器   種
出 土 地 点

径
高
口
器ω遼

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎 土 焼 成 備 考

杯  身
(須恵器 )

包含層

回 径 14.8
器 高  4.2
底 径  9.8

平らな底部より屈曲し、上外方へ伸びる
日縁部に至る。端部は九い。高台は断面方
形で、低い。
高台内面静止ヘラ削り、他は回転ナデ。

灰色 精良。 良好

493 甑
(須忘器)

包含層

最大径  92 最大径 を上位 にもつ球形の体部 より屈曲

し、上外方へ伸 びる口縁部 に至 る。端部は

欠損。底部 は九底。体部 に一方孔 を有す。

日縁部外面回転ナデ後タタキ (4本 X内
面回転ナデ、体部外面上位・中位回転ナデ
後タタキ (5本 )、 下位回転ヘラ削り、内面
回転ナデ、底部回転ヘラ削り。

淡仄色 1.5mm以下
の長石等の

粗砂粒 を微

量 に合む。

良好 ロクロ (左

方向拓

底面に「一」

のヘ ラ記号I

甕

(須恵器 )

包合層

口 径 18.0 内上方へ内轡して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部はつまみ上げ、外傾する面をもつ。体
部中位以下は欠損。
口縁部内外面回転ナデ、体部外面タタキ
(3本)後回転ハケナデ (5本 )、 内面円孤
タタキ (2本光

仄色 4 ml以 下の

砂礫粒 を微

量 に合む。

良好 ロクロ (右
方向拓

同  上

包含層

口 径 195 内上方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端
部は外傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面回転ナデ、体部外面タタキ
(3本 )後回転ナデ、内面円孤タタキ(4本光

青灰色 0.5 mm以 下
の長石等の

微砂粒 を多

量 に含む。

良好 ロクロ (右
方向ち

小 皿
(瓦  器 )

包含層

日 径 102 口縁部は外上方へ内管気味 に伸び、端部
は内傾す る面 をもつ。底部は欠損。

外面 ヨコナデ、内面暗文。

黒灰色 精良。 良好

497 椀

(瓦 器 )

包合層

口 径 13.0 口縁部は上外方へ内彎気味に伸び、端部
は九い。底部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面調整不明、体
部外面調整不明・指頭痕、内面調整不明。

黒色 精良。 良好

同  上

包合層

口 径 136 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は九い。底部は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面調整不明、体
部外面調整不明。指頭痕、内面調整不明。

黒灰色 楕良。 良好

499 同  上

包含層

径

高

径

口

器

底

丸味 をもつ底部 より上外方へ伸 びる日縁

部 に至 る。端部は丸い。高台は断面方形で、
低い。

口縁 部内外面 ヨコナデ、体部外面指頭痕、
内面暗文状のヘ ラミガキ。

灰黒色 惰良。 良 好
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第 8・ 9調査区

第8調査区

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴
出 土 地 点

甕

(土師器 )

2 nd以下の

雲母・石英・

角閃石・長

石・赤褐色

酸化粒・チ

ャー ト等の

粗砂粒 を合

む。

日縁部 は外上方へ伸 び、端部 はつ まみ上

叫凸嫁螺罠魚岳召Ъ字撃常傘禁非面タタキ、
内面ヘ ラ削 り。

口 径 17.2

口径ヱ811ギ探せ筈書き客1襟撃と突碧伊
つま祉

口縁部外面ナデ後ハケナデ (8本 )、内面

ナデ。

第9調査区

図版番号
器    種
出 十 締 点

径

高
口
器ω遁

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

1

六 七

(上師器)

SDl

径

高

径大

口

器

最

日織監紀雀著:弟量を比i、 1書ぞ;念隻ごf
体部内面に4本の接合痕を有す。

日縁部外面ヨヨナデ後暗文状ヘラミガキ

内面ヨコナデ、頸部内面ハケナデ (12本 )、

体部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内面ナえ

淡茶色 0.5 altl以下

の依砂粒 を

少量含む。

良好 完形。

2

六七

同  上

SDl

回 径 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、

上外方に伸びる口縁部に至る。端部は九い。

底部は欠損。
日縁部内外面・体部外面 。内面上位ヨコ

ナデ、体部内面中位以下指ナデ後ヘラ削り。

茶灰色 0 5 nal以下

の長石・雲

母 。赤褐色

酸化粒等の

微砂粒 を含

む。

良好

3

六 七

同  上

SDl

最大径 153 偏平を球形の体部より屈曲し、上外方
ヘ

ロ縁部に至る。端部は欠損。底部は丸底。

口縁部・頸部外面ハケナデ後ヘラミガキ

ロ縁部内面ハケナデ (8本 )、 体部外面ハケ

ナデ (4本 )、 内面ハケナデ(5本 )後ナデ、

底部外面磨耗の為不明。

淡仄茶色 21m以下の

長石・婁母

赤掲色酸化

粒等の粗砂

粒を含む。

良好

4

六 七

回  上

SDl

最大径 13.7 口絵獣
I:掃

翫急焚髪F害晶汎唇稽ぢ柔伝接
合
暴魏界畜ぅ、ラず堺寮孔柔奪萬舌ナデ後指
ナデ。

茶灰色 0.511d以 下

の長石・石

英・雲母 ・

赤褐色酸化

粒等の微砂

粒 を合む。

良好

5

六 七

同  上

SDl

径

径

大最

底

体都は最大径を中位よりやや下にもつ偏

苫絵繁γ黒象息災彊ゴ揉奇美善生注罹ξ糸
の接合痕を有す。

体部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内面
ハ

ケナデ(7本 )後ナデ、底部外面ナデ。

外

内

灰褐色

淡橙色

l mm以下の

長石・チヤ

ー ト・赤褐

色酸化粒等

の細砂粒 を

微量 に合む(

良好 体部外面下

位に黒斑有

り。
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図版番号
器   種
出 土 地 点

径

高

日

器ｍ遮
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

6

(土師器)

SDl

口 径 15.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は内傾する
面をもつ。体部は欠損。
日縁部外面ハケナデ後ヨコナデ、内面ハ
ケナデ (6本祐

色

灰

灰

橙

淡

淡

色

外

内
l mal以 下の

雲母等の細

砂粒 を合む

良好

同 上

SDl

口 径 17.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は外傾する
面をもつ。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ナデ・指頭痕。

淡灰色 l II以下の

雲母等の細
砂粒を含むc

良好

同 上

SDl

口 径 216 口縁部は上外方に伸びた後外上方へ短く
伸び、端部は若干上につまむ。体部は欠氏
口縁部内外面上位ヨコナデ、外面中位以
下ハケナデ後ヘラミガキ、内面中位以下ヘ
ラミガキ。

淡赤褐灰色 l mm以下の

長石・雲母
等の細砂粒
を含む。

良好

同 上

SDl

口 径 21.2 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ肥
厚し、内傾する面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ。

淡茶褐色 雲母・長石

等 を微量 に

合む。

良好 国縁部外面

に黒斑有 り。

同 上

SDl

日 径 口縁部は上外方へ外反して伸び、端部は
鈍く尖る。体部は欠損。日縁部内面下位に
1本の接合痕を有す。
口縁部外面ヨコナデ、内面・頸部内面ハ
ケナデ後ヨコナデ、体部外面ハケナデ後ヨ
コナデ、内面ヘラ削り。

淡茶黄色 雲母等 を少

量含む。

良好 口縁部外面

上位 に煤付

着。

同  上

SDl

口 径 228 口縁部は外反気味に上外方へ伸び、端部
は丸い。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後ハ
ケナデ。

乳灰色 l mm以 下の

要母・石英

長石等の細

砂粒 を含む

良好

同 上

SDユ

口 径 14.0 口縁部は上外方へ伸び、端部は外方へ肥
厚し、上に面をもつ。体部は欠損。
端部外面・口縁部内面 体部内外面ヨコ
ナデ、口縁部外面ヘラミガキ。

淡灰赤褐色 l nI以下の

長石・石英
等の細砂粒
を含む。

良好

同  上

SDl

口 径 306 口縁部は斜上方へ伸 び、端都は外方へ肥

厚 し、上 に面 をもつ。体部 は欠損。
口縁部外面ハケナデ (6本 )後ヘ ラミガキ、
内面ヘ ラミガキ、頸部外面 ヨヨナデ、体部

外面ヘ ラミガキ、内面ナデ。

淡灰色 2 mm以 下の

長石・石英

等の粗砂粒

を含む。

良好

同 上

SDl

口 径 144 口縁部は直上した後上外方へ外反して仲
び、端部は外傾する面をもつ。体部は欠損。
端部内外面ヨコナデ、口縁部内外面・体
部外面ヘラミガキ、内面ナデ。

淡橙灰色 l mm以下の

長石 石英
等の細砂粒

を含む。

良好
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第 9調査区

図版番号
器   種
出土地 点

径

高
口
器ぐｃｍ，濾

形 態  調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

(土師器 )

SDl

ロ 径 152 上内方へ内脅 して伸 びる体部 より屈 曲 し、

上外方へ伸 びる国縁部 に至 る。端部は九い。

体部中位以下は欠損。

日縁部内外面 ,体部外面 内面上位 ヨコ
ナデ、内面中位ヘ ラ削 り。

淡灰色 2 mm以 下の

長石 雲母・

石英等の粗

砂粒 を含む

良好

同 上

SDl

径 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は垂下し、面をもつ。屈曲部に稜をもつ。
体部は欠損。日縁部外面中位 (稜 )に 1本
の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ。

外 乳仄茶

色

灰茶色内

2 mm以 下の

雲母・角閃

石 石英等
の粗砂粒 を

合む。

良 好

,7 同 上

SDl

口 径 230 口縁部 は外上方へ外反 して二段 に屈曲 し

て仲び、端部は丸い。屈曲部 に稜 をもつ。

体部は欠損。

口縁部内外面 ヨコナデ。

乳責褐色 1.5 mm以下
の長石・石

英等の粗砂

粒 を含む。

良好

同  上

SD]

口 径 26.0 口縁部 はタト反 して上外方へ伸 び、三段 に

屈曲 して伸 び、端部は外傾する浅 い凹面 を

もつ。屈曲部 に稜 をもつ。体部 は欠損。

端部外面 ヨコナデ、日縁部外面上位ヘ ラ

ミガキ、屈曲部外面 ヨコナデ、外面中位以

下ヘ ラミガキ、内面剣離の為不明。

淡茶灰色 l mm以下の

長石・石英・

雲母等の細

砂粒 を含む c

良好

同 上

SDI

口 径 16.4 口縁部 は上外方へ伸 びて屈曲 した後上外

方へ外反 して伸 び端部 は外方へ肥厚す る。

屈曲部 に鈍 い稜 をもつ。体部は欠損。

日縁部外面は剣離の為不明。内面上位 ヨ

コナデ、中位ヘ ラミガキ。

淡茶灰色 5 mI以下の

長石・角閃

石・雲母・

石英等の砂

礫粒 を合む

良

20

六 七

同  上

SDl

口 径  16.4 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反して伸びた後屈曲して外反気味に上
外方へ伸びる国縁部に至る。端部は九い。
体部は欠損。屈曲部・顕部外面に凸帯を有
す。頸部外面の凸帯にキザミロ文を有す。
日縁部内外面劉離の為不明。

茶灰色 4m血 以下の

雲母・長石・

石英等の砂

礫粒 を含む

良好

同 上

SDl

口縁部は直上 した後丸 く屈曲 し、外上方
へ伸び、さらに屈曲 して外反気味 に上 がる。
二重回縁 を有すが、端部及び体部は欠損。

口縁部内外面剖離の為不明。

淡橙灰色 6 mm以 下の

長石・石英

赤褐色酸化

粒等の砂礫

粒 を含む。

良好

同 上

SDl

回縁部は上外方へ伸 びる。口縁部 端部

体部は欠損。

口縁部外面ヘ ラ ミガキ、内面 ヨコナデ。

灰褐色 3 mm以 下の

角閃石 長
石・雲母・

赤褐色酸化

粒等の粗砂

粒 を合む。

良 好 口縁部内面
中位に煤付
着。

六 八

甕
(土師器 )

SDl

口 径 154
器 高 246
最大径 214

椿円形の体部 より屈曲 し、上外方へ伸び

る日縁部 に至 る。端部 はつ まみ上げる。底

部は丸底。

口縁部外面 ヨヨナデ、内面ハケナデ (6
本X体部外面 タタキ後ハケナデ (7本 )、 内

面ヘ ラ削 り。

色

掲

灰

灰

黒

淡

色

外

内

5 mm以下の

長石 角閃
石・赤褐色

酸化粒・雲

母等の砂礫

粒 を合む。

良好 外面 に煤付

着 。
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選物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

径

高
日
器くｃｍ＞遮

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎 土 焼 成 備 考

甕

(上師器 )

SDl

日 径 ■ 8 回縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部内外面・頸部外面ヨコナデ、体部
外面タタキ後ハケナデ、内面ヘラ肖Uり 。

淡灰色 l mm以下の

角閃石・雲

母 。長石等

の細砂粒 を

合む。

良好 外面に煤付
着。

同 上

SDl

口 径 口縁部は斜上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部内外面・頸部外面ヨコナデ、体部
外面タタキ (5本)後ハケナデ、内面ヘラ
肖」り。

淡灰色 l mm以下の

角閃石・石

英等の細砂

粒 を合む。

良好 外面 に煤付

着。

26 同  上

SDl

日 径 13.2 上内方へ内轡 1′ て伸rゞる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は内方
につまむ。体都中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、頸部外面タタキ
後ヨコナデ、体部外面タタキ (7本)後ハ
ケナデ (8本 )、 内面ヘラ削り。

淡褐茶色 2 BIl以 下の
婁母 長石・

角閃石等の

粗砂粒を含
む。

良 好 口縁部外面

体部外面上

位に煤付着(

同 上

SDl

口 径 15.2 口縁部は外上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ後ナ
デ、体部外面タタキ、内面ヘラ削り。

暗灰色 l mm以下の
要母・長石・

角閃石等の

細砂粒を少
量含む。

良好

同 上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ外反気味に仲び、端部
は若干上につまむ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナ
デ (10本 )、 内面ヘラ削り。

淡橙茶色 ldl以下の

雲母・石英・

角閃石 。長

石等の細砂

粒 を含む。

良 煤付着 。

同 上

SDl

口 径 144 口縁部は斜上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨヨナデ・指頭痕、内面ナデ
後ハケナデ(7本 )、 体部外面タタキ(4本 X
内面ヘラ削り。

仄色 0.5 mm以 下
の角閃石・

雲母等の微

砂粒 を少量

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 138 口縁部は斜上方へ伸び、端部は外傾する
凹面をもつ。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、頸部内外面ハケ
ナデ (7本 )、 体部内面ヘラ削り。

乳灰色 l IBl以 下の

角閃石・雲

母 。長石等

の細秒粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
は上につまむ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(5本 )、 内面ヘラ削り。

茶掲色 l mal以 下の

角閃石・雲

母・長石等

の細砂粒 を

含む。

良

同  上

SDl

口 径 156 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部は
上につまむ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面・頸部外面ヨコナデ、体部
外面上位タタキ (5本 X中位ハケナデ (16
本)、 内面ヘラ削り。

灰
　
色

茶
　
灰

暗
色
茶

外
　
内

角閃石・雲

母・石英等

の粗砂粒 を

合む。

良好

―-250-



第 9調査区

遊物番号

図版番号

器   種
出 土 地 点 ｔｃｍナ濾

口径

器高
形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 傭 考

甕
(土師器)

SDl

日 径 15.8 口縁部は上外方へ伸び、端部は丸い。体
部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ削
り。

淡茶掲色 l all以 下の

雲母・角閃

石・石英等

の細砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 160 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は内方につまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ・指
頭痕、頸部外面調整不明、内面ヘラ削り。

灰褐色 l II以下の

雲母・角閃

石等の細砂

粒 を少量合

む。

良好 口縁部外面

に煤付着。

同 上

SDl

口 径 15.8 口縁部は上外方へ伸 び、端部 はつ まみ上

げる。体部は欠損。口縁部外面に 1本の接
合痕 を有す。

日縁部外面 ヨヨナデ、内面上位ハケナデ、

下位 ヨヨナデ。

淡灰色 l mm以下の

雲母・角閃

石・長石等

の細砂粒 を

合む。

良好 口縁部外面

に媒付着。

同 上

SDl

口 径 164 口縁部は斜上方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(5本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 l mm以下の

妻母 角閃
石・長石等

の細砂粒 を

含む。

良好 口縁部外面

に煤付着。

同 上

SDl

口 径 16.2 上内方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方に伸びる日縁部に至る。端部は
尖る。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(6本 )後ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡灰茶色 l mm以下の

婁母・長石・

角閃石等の

細砂粒 を含

む。

良好

同 上

SDl

口 径  197 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は上につまむ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ。

淡灰茶色 lEl以下の

角閃石・雲

母 長石等
の細砂粒 を

含む。

良好 煤付着。

同 上

SDl

口 径 16.4 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる日縁部に至る。端部は
夕帥」に面をもち、つまみ上げる。体部中位
以下は欠損。
口縁部外面ヨヨナデ、内面ヨコナデ後ハ

ケナデ (10本 X体部外面ハケナデ (10本 X
内面ヘラ削り。

淡乳灰色 2 mm以 下の

雲母・角閃

石・長石等

の粗砂粒 を

合む。

艮

同 上

SDl

口 径 164 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
後ハケナデ (7本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰茶色 l mm以下の

雲母・角閃

石・石英・

長石等の細

砂粒 を含む

良好

同  上

SDl

口 径 17.0 口縁部は上外方へ伸び、端部は上につま
む。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4本 )後ハケナデ、内面ヘラ削り。

褐
　
色

灰
　
灰

淡
色
淡

外
　
内

2 mm以 下の

雲母・角閃

石 。長石等

の粗砂粒 を

含む。

艮好 口縁部外面
に煤付着。
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遺物番号

図版番号
器   種
出 土 地 点

径
高
口
器くｃｍ，遮

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

甕
(上師器 )

SDl

口 径 168 口縁部は外上方へ外反して伸び、端部は
つまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面上位ヨヨナデ
下位ハケナデ、体部外面タタキ (7本 X内
面ヘラ削り。

外

内

灰褐色

仄色

l II以下の

雲母・角閃

石・長石・

石英等の細

砂粒 を合む

良好

六 八

同  上

SDl

口 径 168 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、
外上方へ伸びる日縁部に至る。端部は内方
につまみ上げる。体都中位以下は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ後ヨ
コナデ、体部外面タタキ (6本 )後ハケナ
デ (10本 X内面ヘラ削り。

褐灰色 3 mm以 下の

角閃石・雲

母 。長石等

の粗砂粒 を

多量 に含む

良 外面に煤付
着。

同 上

SDl

口 径 口縁部は上外方へ伸び、端部は上につま
む。体部は欠損。
口縁部外面上位 内面ヨコナデ、日縁部
タト面下位・体部外面タタキ (10本 )、 内面ヘ

ラ肖」り。

淡茶掲色 l mm以下の

雲母・角閃

石  石英等
の細砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

口 径 172 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は上につまむ。体部は欠損。
国縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ後一
部ハケナデ、体部外面ハケナデ、内面ナデ

淡灰茶色 l mm以下の

角閃石・雲

母・長石等

の細砂粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

口 径 178 口縁部は斜上方へ伸び、端部は内方へ肥
厚する。体部は欠損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面調整不
明、内面ヘラ削り。

乳灰茶色 l mm以下の

石英・雲母・

長石等の細

砂粒 を合む。

良好

同 上

SDl

口 径 188 口縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。体部内面に1本の接合
痕を有す。
日縁部内外面・頸部外面ヨコナデ、体部
外面タタキ (6本 )後ハケナデ (7本 X内
面ハケナデ (6本 )後ヘラ肖Uり  指頭痕。

外

　

内

淡仄茶

色

淡灰色

l mm以 下の

角閃石・長

石・雲母等

の細砂粒 を

合む。

良好 媒付着。

六 八

同 上

SDl

口 径 最大径を中位よりやや下にもつ球形に近
い体部より屈曲し、斜外方へ外反気味に仲
びる日縁部に至る。端部は内方へつまみ上
げる。底部は久損。
日縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ、体
部外面ハケナデ (11本 )、 内面ヘラ削り。

茶灰色 長石 石英

雲母等の細

砂粒 を含む

良好 外面に煤付
着。

六 八

同 上

SDl

口 径 134 上内方へ内脅して伸びる体部より屈曲し、

上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は外傾
する面をもち、内方につまみ上げる。体部
下位は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ後ハ

ケナデ (9本 )、 体部外面ハケナデ (9本 )
後一部ヘラ削り、内面ハケナデ後ナデ後ヘ

ラ肖Uり 。

淡灰掲色 2 mm以 下の

石英 婁母・

チ ャー ト等

の粗砂粒 を

合む。

良 体部外面中

位 に黒斑有

り。

50

六 八

同  上

SDl

ロ 径 上内方へ内骨して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は外傾
する面をもち、内方につまむ。体部下位は
欠損。
日縁部内外面 頸部内面ヨコナデ、体部
外面ハケナデ (8本 )、 内面ヘラ削り。

淡仄茶色 2 mm以 下の

石英・雲母

長石等の粗

砂粒 を多量

に合む。

良好 外面に媒付

着。
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第 9調査区

図版番号
器   種
出 土 地 点 ぐｃｍ＞濾

日径

器高
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径 12.2 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸び、端部は丸い。体部中位以下は欠損c

体部内面に3本の接合痕を有す。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(3本 )後ヘラナデ、内面ナデ・指頭痕。

淡灰色 l Hu以下の

長石・石英

等の細砂粒

を含む。

艮 外面に煤付
着。

同 上

SDl

口 径 ■ .6 口縁部は上外方へ伸び、端部は鈍く尖る。
体部は欠損。頸部内面に1本の接合痕を有
す。口縁部内面に1帯10条の波状文を有す。
端部内外面ヨヨナデ、日縁部外面タタキ

(3本 )後ハケナデ (8本 )、 体部外面タタ
キ (4本 X内面ナデ。

淡乳仄色 3 alE以 下の

チ ャー ト等

の粗砂粒 を

合む。

良 好

同  上

SDl

口 径 138 口縁部は上外方へ内彎気味に伸び、
は内傾する凹面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面・顕部内面ヨヨナデ、
外面調整不明、内面ヘラ削り。

端部

体 部

淡茶色 051m以下
の石英・雲
母・角閃石・

赤褐色酸化
粒等の微砂

粒を含む。

良好 煤付着。

同 上

SDl

口 径 16.7 口縁部は上外方へ内彎気味に伸び、
は内方に】と厚する。体部は欠損。
日縁部内外面・体部内面ヨヨナデ、
ハケナデ。

端 部

外面

乳灰茶色 3 1ml以 下の

粒砂粒 を合

む。

良好

同  上

SDl

口 径 140 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ肥

厚し、内傾する面をもつ。体部は欠損。
口縁部内外面・顕部内面ヨコナデ、体部
外面調整不明、内面ヘラ削り。

外 淡茶色
内 淡灰茶
色

l mm以下の

雲母 。長石・

石英・ チャ

ー ト等の細

砂粒 を含む

良好 外面に煤付
着。

同  上

SDl

口 径 15,0 口縁部は斜上方へ伸び、端部は上方に拡
張し丸い。体部は欠損。吉備地方の酒津式
の特徴をもつ。
拡張部外面櫛摘き文 (10条 X内面ヨコナ
デ、日縁部内外面・頸部内外面ヨコナデ、

体部外面ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡茶色 0.5 mm以 下
の石英 雲
母等の微砂

粒 を含む。

良好 煤付着。

同 上

SDl

口 径 12.8 口縁部は外上方へ伸び、端部は上方に拡
張し丸い。体部は欠損。吉備地方の酒津式
の特徴をもつ。
拡張部外面櫛捕き文 (9条 X内面ヨコナ
デ、口縁部内外面・頸部内外面ヨヨナデ、

体部外面ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡茶色 0 5 Hm以 下
の石英・長

石・雲母・

角閃石等の

微砂粒 を合

む。

良好 煤付着。

同 上

SDユ

口 径 140 口縁部は上外方へ伸び、端部は外方に肥
厚し、上に面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ。

乳灰茶色 l mm以下の

石英・チ ャ

ー ト等の細

砂粒 を含む

良好

59 同 上

SDl

日 径 口縁部は上外方へ伸び、端部は上に面を
もつ。体部は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ。

淡乳灰色 l IIn以下の

石英・長石・

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を合む。

良好 口縁部外面
に煤付着。
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図版番号
種
占
ヽ
地上

喬
出

径
高
口
器くｃｍ＞遼

形 悪 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼 成 備 考

甕

(土師器 )

SDl

口 径 16.4 口縁部は斜上方へ伸び、端部は外傾する
面をもつ。体部は欠損。
口縁部・頸部内外面ヨヨナデ、体部ハケ
ナデ、内面ヘラ削り。

乳褐色 l mm以 下の

長石等の細

砂粒 を合む (

良好

同 上

SDl

口 径 154 口縁部は上外方へ伸び、端部は外方へ肥
厚し、体部は欠損。
口縁部内外面・頸部内面ヨコナデ、体部
外面ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡灰茶色 2.5 nm以 下
の長石・石

英等の粗砂

粒 を含む。

良好

同 上

SDl

口 径 16.0 日縁部は上外方へ伸び、端部は丸い。体
部は欠損。
口縁部内外面・頸部内面ヨコナデ、体部
外面ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡灰茶

色

淡乳褐

色

内

l aldl以 下の

長石・婁母
等の細砂粒
を少量含む

良好

同 上

SDl

口 径 170 口縁部は上外方へ伸び、端部は丸い。体

体は欠損。

日縁部内外面・頸部内面 ヨコナデ、体部

外面ハケナデ、内面ヘ ラ削 り。

乳灰色 l ml以 下の

石英・雲母

等の細砂粒

を含む。

良好

同 上

SDl

口 径 15.2 口縁部は上外方へ伸び、端部は上に面を
もつ。体部は欠損。
日縁部内外面・頸部外面ヨヨナデ、体部
外面ハケナデ、内面ヘラ削り。

淡茶灰色 l mm以 下の

雲母・長石

等の細砂粒

を少量合む

良好

同  上

SDl

口 径 18.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ肥
厚し、上に凹面をもつ。体部は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。

外 淡橙茶
色

内 灰褐色

l mm以 下の

石英・長石・

婁母等の細

砂粒 を合む

良

同 上

SDユ

口 径 20.6 口縁部は上外方へ伸び、端部は内方へ肥
厚し、内傾する凹面をもつ。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ、
内面ナデ・指頭頭。

淡灰色 l mm以 下の

最石 石英

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を含む。

良好 煤付着。

同 上

SDl

口 径 17.2 上内方へ内管して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は九い。

体都中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (7ホ )、 内面指ナデ。

淡乳茶色 l lenl以 下の

石英・チャ

ー ト・雲母

等の細砂粒

を含む。

良好

同  上

SDl

日 径 19.6 日縁部は上外方へ伸び、端部は内傾する
凹面をもつ。体部は欠損。
日縁部内外面・頸部外面ヨコナデ、体郡
外面ハケナデ (6ホ X内面ハケナデ(9本 )
後ナデ。

淡灰色 l IE以 下の

長石 石英

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を含む。

良好
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第 9調査区

避物番号

図版番号
器   種
出 土 地 点

径
高
口
器ω遮

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

69

六 八

甕
(土師器)

SDl

口 径
最大径

上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、

上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端

部は外方へ肥厚する。底部は欠損。頸部内

面に2本の接合痕を有す。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ (3本 X内面上位ナデ後指頭痕、中位以
下ナデ。

外

内

灰茶色
自灰色

チャート・

長石・赤褐

色酸化粒を
含む。

良好 体部外面中

位以下 に煤

付着。

六 九

同 上

SDl

口 径 楕円形と思われる体部より屈曲し、斜上

方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。端部
は外上方へ者干つまみだし、九い。体部下

位は欠損。肩部内面に1本の接合痕を有す。
日縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ハケ

ナデ (5本光

淡褐茶色 7 mm以 下の

石英・チャ
ー ト・長石

雲母等の砂

礫粒 を含む。

良好 体部外面 に

煤付着。

71 同 上

SDl

口 径 16.0 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は内方
へ肥厚する。体都中位以下は欠損。
日縁部内外面・頸部内面ヨコナデ、体部

外面ハケナデ (7ホ )、 内面指ナデ。

淡乳茶色 l mm以 下の

石英 雲母・

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒 を合む。

良好

２
　
　
　
九

７
　
　
　
一ハ

(韓式系土器)

SDl

体部の破片。
外面縄帯タタキ、内面ナデ。

淡赤茶色 311以下の
石英等の粗

砂粒 を含む

良

六 九

小型重

(土師器 )

SDl

口 径 11.0 偏平な球形と思われる体部より屈曲し、
上外方へ内弩気味に伸びる口縁部に至る。

端部は鈍く尖る。底部は欠損。
日縁部外面・体部外面上位ヘラミガキ、
口縁部内面ヨヨナデ、体部外面下位ヘラ削

り後ヘラミガキ、内面ナデ。

茶灰色 0 5 ml以 下

の長石・雲

母等の微砂

粒 を含む。

良好

同 上

SDl

□ 径 上内方へ内脅 して伸 びる体部より屈曲 し、

上外方へ伸びる日縁部 に至る。端部は内方

へつ まむ。底部 は欠損。

日縁部・体部外面ヘ ラミガキ、日縁部・

頸部内面 ヨコナデ、体部内面ナデ。

乳灰色 1.5 mal以下

の長石 石
英等の粗砂

粒 を含む。

良好

同 土

SDl

口 径 116 上内方へ内彎して伸びる体部より屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。

体部中位以下は欠損。
日縁部内外面・体部外面ヘラミガキ、内

面ヘラナデ。

淡灰橙色 l mm以 下の

長石 。赤褐

色酸化粒等

の細砂粒 を

少量含む。

良好

六 九

同 上

SDl

径

高

口

器

最大径を中位よりやや上にもつ偏平な球

形の体部より屈曲し、上外方へ伸びる口縁

部に至る。端部は九い。底部は丸底。
日縁部外面ヨコナデ後ヘラミガキ、内面
ハケによるヨコナデ後暗文状ヘラミガキ、

体部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ナデ

淡茶灰

色

淡灰褐

色

内

0 5 mm以 下
の雲母・赤
褐色酸化粒
等の微砂粒
を含む。

良好

77

六 九

同 上

SDl

口 径 ■ .4
器 高  8.0

偏平 な球形の体部よ り屈曲 し、上外方ヘ

伸びる日縁部 に至 る。端部は鈍 く尖 る。底

部は九底。

日縁部剥離の為不明、内面 ヨコナデ、体

部外面ヘ ラミガキ、内面ナデ。

茶掲灰色 3 mI以 下の

赤掲色酸化

粒 。長石・

石英等の粗

砂粒 を含む

良 好
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図版番号
器   種
出 土 地 点

側
濾
口径

器高
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼 成 備 考

六九

小型重

(土師器 )

SDl

体部は球形である。日縁部・端部は欠損。
底部は丸底。
体部外面ヘラミガキ、内面ナデ。

外

内
茶仄色
白灰色

長石・雲母・

赤 thJ色 酸化

粒等 を含む。

良好 体部外面 に

黒斑有 り。

鉢

(土師器 )

SDl

口 径 11.2 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。体部
中位以下は欠損。
内外面ヨヨナデ。

灰橙色 l El以下の

雲母・石英
等の細砂粒
を合む。

良

同 上

SDl

口 径 16.0 上外方へ伸びた後短く直上する体部より
屈曲し、上外方へ外反して伸びる日縁部に
至る。端部は九い。底部は欠損。
日縁部内外面・体部内面ナデ、体部外面
ハケナデ。

外 淡橙茶
色

内 淡茶色

l mm以 下の

長石・石英・

雲母等の細

砂粒 を合む。

良好 頸部内面 に

煤付着。

七十

同 上

SDl

口 径 13.8
器 高  5.5

上外方へ内彎して伸びる体部より上外方
へ内彎気味に伸びる口縁部に至る。端部は
九い。底部は九底。
日縁部内外面・体部内面ナデ、外面ヘラ
削り後ハケナデ (8本 兆

茶灰色 角閃石・長

石・雲母等

を含む。

良好

七十

同 上

SDl

口

器
径 10.85

高  74
半球形の体部より内彎気味に直上する口
縁部に至る。端部は上に面をもつ。底部は
九底。
外面ヘラ削り後ナデ、内面ナデ。

灰黄褐色 3al以下の
雲母 長石・

石英等の粗

砂粒 を多量

に合む。

良好 完形。

平底鉢
(土師器)

SDl

口 径 ■.8
器 高  9.6

平坦で広い底部から上内方へ内脅して伸
びる体部に至る。日縁部は上外方へ短く外
反して伸び、端部は九い。底部は一部欠損。
肩部内面に1本の接合痕を有す。
日縁部・頸部内外面ヨヨナデ、体部外面
ハケナデ (■本X内面ナデ・指頭痕。

灰茶掘色 l mm以 下の
雲母・石英

赤掲色酸化

粒等の細砂

粒 を合む。

良好

鉢
(土師器 )

SDl

上方へ内管気味 に伸びる体部 より屈曲 し

外上方へ伸びる。口縁部・端部・体部中位

以下は欠損。

外面ヘ ラ削 り後ヘ ラミガキ、内面ヘ ラ削
り後ヘ ラ ミガキ。

外

内
淡仄色

淡橙灰

色

l ldm以 下の

長石・套母・

石英等の細

砂粒 を含む。

良好 内面に煤付

着。

同 上
(土師器 )

SDl

口 盗 390 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は内方へつまみ、外傾する面をもつ。体部
は欠損。
口縁部外面ナデ後ヘラミガキ、内面・体
部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ後ナデ。

乳灰茶色 l ata以 下の

赤褐色酸化

粒・長石 ・

石英・雲母

等の細砂粒

を少量含む c

良好

台
器

器

土

SDl

口 径  9.8 受部は外上方へ緩やかに内瞥して伸びる
国縁部に至る。端部は外側に凹面をもつ。
脚部は欠損。

受部外面ヘラ削り後ヘラミガキ、内面ヘ

ラミガキ後暗支状ヘラミガキ、底部剥離の

為不明。

茶灰色 0.5 mm以 下
の雲母・長

石・チ ャー

ト等の微砂

粒 を合む。

良好
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第 9調査区

速物番号

図版番号
|

器   種
出 土 地 点

径

高
口
器くｃｍ，遇

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼成 備 考

器 台
(土師器 )

SDl

底 径 10,7 受部は欠損。脚部は下外方へ伸 びる裾部
に至 る。端部は丸い。脚部 中位 に三方孔 を

有す。

脚部外面ヘ ラ ミガキ、内面ハケナデ (12

本】

灰茶色 0.5 na以 下
の石英・雲

母等の微砂

粒 を合む。

良好

七十

同  上

SDl

口 径

高

　

径

17 4

10 4
～11.0
176

器

底

受部は外上方へ緩やかに内脅して伸びた
後外上方へ短く伸びる日縁部に至る。端部
は丸い。脚部は下外方へ伸びる裾部に至る。
端部は九い。脚部と受部は貫通する。
受部外面・脚部内外面ヘラミガキ、内面
ハケナデ後ヘラミガキ。

茶灰色 0.5 mm以下
の雲母 。長
石 赤褐色
酸化粒等の

微砂粒を合
む。

良好 裾部内外面

に黒斑有 り

89 高 杯
(土師器 )

SDl

口 径 12.6 丸いと思われる杯底部より内轡気味に上
外方へ伸びた後外上方へ短く伸びる国縁部
に至る。端部は外側に面をもつ。杯底部・

脚部は欠損。
杯部内外面ヨコナデ。

外

内
茶仄色

灰茶色

l mm以下の

長石・赤褐

色酸化粒等

の細砂粒 を

含む。

良好

同 上

SDl

口 径  170 丸味をもつ杯底部より斜上方へ内管気味
に伸びた後短く外上方へ伸びる日縁部に至
る。端部は丸い。脚部は欠損。
杯部内外面ナデ。

淡赤褐色 l IBl以 下の

長石・雲母・

赤掲色酸化

粒等の細砂

粒 を合む。

良好

七十

同  上

SDl

口

器

　

底

径 1355
高  9,7
-11 45

径  9.2

平らに近いと思われる杯底部より外上方
へ伸びる日縁部に至る。端部は九い。脚部
は下外方へ伸びる柱状部より屈曲し、外下
方へ伸びる裾部に至る。端部は丸い。杯体
部外面に2本の接合痕を有す。
杯部外面ヨヨナデ後ヘラミガキ、内面磨
耗の為不明、柱状部外面ヘラ削り後ヘラミ
ガキ、内面ナデ、裾部外面ヘラミガキ、内
面ハケナデ (10本 )。

灰茶色 l mm以下の

長石・石英・

雲母・赤掲

色酸化粒

チ ャー ト等

の細砂粒 を

合む。

良好 完形。

92 同  上

SDl

日 径 127 平坦な杯底部より上方へ内脅して伸びる
口縁部に至る。端部は丸い。脚部は欠損。
杯部外面ハケナデ後ヨコナデ、内面ヘラ
ミガキ後暗文。

淡黄褐色 1.5 HD以下
の長石・雲

母・赤掲色

酸化粒等の

粗砂粒 を合

む。

良好

同  上

SDl

口 径 12.5 丸い杯底部よ り上方へ内督 して伸びる日

縁部 に至 る。端部は内方へ渇巴厚 し、上 に面

をもつ。脚部は欠損。

杯部外面ハケナデ後 ヨコナデ、内面 ヨコ

ナデ後暗文状ヘ ラミガキ。

淡灰茶色 3 ald以 下の

長石・石英

赤 tFJ色酸化

粒・雲母等

の粗砂粒 を

合む。

良好

同 上

SDl

口 径 14,0 平坦 な杯底部 より外上方へ伸びた後上方
へ内昏 して伸 びる日縁部 に至 る。端部 は九
い。脚部は欠損。

杯部外面″|ケ ナデ後ナデ、内面ヘ ラ ミガ

キ後暗文状ヘ ラミガキ。

色

色

茶

灰

灰

黒

外

内

l mm以下の

石英・雲母
等の細砂粒
を含む。

良好

同 上

SDl

ロ 径 13.2 平 らに近い杯底部 よ り上方へ内督 して仲
びる日縁部 に至 る。端部 は九い。脚部 は欠

損。

杯部外面ハケナデ後ナデ、内面ハケナデ

(9本拓

茶灰褐色 l II以下の

雲母 長石

赤褐色酸化

粒等の細砂

粒を含む。

良好
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電版番号
器   種
出 土 地 点

径
高
口
器ω遺

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備 考

高 杯
(土師器 )

SDl

口 径 13,8 杯底部は欠損。体部は上方へ内脅して伸
びる日縁部に至る。端部は上に面をもつ。
脚部は欠損。
杯部外面ハケナデ後ヨコナデ、内面ナデ。

茶灰色 3 mm以下の

長石・石英・

雲母・赤褐

色酸化粒等

の粗砂粒 を

含む。

良好

同  上

SDl

ロ 径 杯底体部は欠損。口縁部は上方へ内彎 し

て伸 び、端部は丸い。脚部は欠損。

杯部内外面ナデ。

茶灰色 4.5 mm以 下
の長石・雲

母・赤褐色

酸化粒等の

砂礫粒 を含

む。

良好

同 上

SDl

底 径  9.6 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びる柱状
部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部に至る。
端部は外傾する面をもつ。柱状部下位に三
方孔を有す。
脚部外面ヘラミガキ、柱状部内面ナデ、
裾部内面ハケナデ後ナデ・指頭痕。

淡乳褐色 2 Hal以 下の

長石 雲母

赤掲色酸化

粒等の粗砂

粒 を合む。

良好

同 上

SDl

底 径  9,0 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸び、外下
方へ伸びる裾部に至る。端部は九い。柱状
部下位に三方孔を有す。
脚部外面ハケナデ後ヘラミガキ、柱状部
内面ナデ、裾部内面ハケナデ。

茶褐色 2.5 mm以下
の長石・石

英等の粗砂

粒を含む。

良 好

100 観
(土師器 )

SDl

平坦な底部より上方へ内彎して伸びる。
日縁部 体部上中位は欠損。底部中央に大
きな円孔 (復元径約 4 4cmX周 囲に小さい
円孔 (径約 1.7cm)が 巡る。
内外面ヨコナデ。

乳灰褐色 3 mm以下の

粗砂粒 を少

量含む。

良 底部内面に

黒斑有 り。

重

(土師器 )

SDl

口 径 240 口縁部は上内方へ仲ぴ、端部は上に面を
もつ。口縁部下位以下は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ (6
本)。

淡橙灰色 4 mI以 下の

雲母・石英・

長石・角閃

石等の砂礫

粒 を含む。

良好

102

七十

杯 重
(須恵器 )

SDl

日 径 11,85
器 高  57
つまみ径 36
つまみ高 1.0

1麦 径 11,7

やや高 く丸味 をもつ天丼部 より下外方ヘ

伸びる稜は鈍 い。口縁部 は内脅 して下方 に

下 り、端部は段 を有 し内傾す る面 をもつ。

天丼部中央 に断面凹状のつ まみをもつ。

天丼部外面回転ヘ ラ削 り、他 は回転 ナデc

青灰色 lm以下の
長石・チャ
ー ト等の細

砂粒 を含む

良好 完形。
ロクロ (右
方向送
天丼部外面
に自然釉付
着。

同  上

SDl

口 径 118
器 高  4.3
稜 径 ■,7

やや高く上面凹状の天丼部より下外方ヘ
伸びる稜に至る。稜は痕跡あり。日縁部は
垂直に下り、端部は段を有し、内傾する面
をもつ。
天丼部外面約%回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

色

色

白

灰

灰

暗

外

内
精良。 良好 完形。

ロクロ (左

方向X
天丼部外面
約%に 自然
釉付着。

同 上

SDl

径

径
口
稜

丸いと思われる天丼部 より外下方へ伸び
る稜 に至る。稜 は鋭 い。日縁部は垂直 に下
り、端部は平 らで内傾す る面をもつ。天丼
部一部欠損。

天丼部外面%回転ヘ ラ削 り、他 は回転 ナ
ラ
が
。

外

内
暗灰色

青灰色

1.5 mn以 下
の長石・チ

ャー ト等の

粗砂粒 を合

む。

良好 右口
ヽ
わ

ク

向

口

方
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第 9調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出土地点 按藝 曇管 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成 備 考

杯 蓋

(須恵器)

SDl

口 径 ■.6
稜 径 1165

丸味をもつと思われる天丼部より下外方
へ伸びる稜に至る。稜は鈍い。口縁部は垂

直に下り、端部は平らで内傾する面をもつ。

天丼部一部欠損。
天丼外面約/回転ヘラ削り、他は回転ナ
う
ド
。

淡青灰色 2 aln以 下の

長石等の粗
砂粒を合む。

良好 ロクロ (右

方向)。

同  上

SDl

２

４

２

径

高

径

口

器

稜

やや高く九味をもつと思われる天丼部よ

り下外方へ伸びる稜に至る。端部は鈍い。

日縁部は垂直に下り、端部は平らで内傾す

る面をもつ。天丼部一部欠損。

天丼部外面/回転ヘラ削り、他は回転ナ
デ 。

暗灰色 精良。 良好 ロクロ (左

方向)。

七十

杯 身
(須恵器)

SDl

口 径 10.65
器 高  39
受部径 1265

深く丸味をもつ底部より上外方へ伸びる

受部に至る。受部は水平に伸び、端部は鈍

く尖る。立ち上がりは内傾し、端部は平ら

で内傾する面をもつ。
底部外面回転ナデ後不定方向のヘラ削り

他は回転ナデ。

青灰色 3 mHl以 下の

長石・石英・

チャー ト等

の粗砂粒 を

含む。

良好 完形。
ロクロ (左

方向)。

底部 にヘ ラ

記号有 り。

同  上

SDl

口 径 106
器 高  5.2
受部径  126

深く平らに近い底部より内督して上方ヘ

伸びる受部に至る。受部は外上方へ伸び、

端部は丸い。立ち上がりは内傾し、端部は

段を有し、内傾する面をもつ。
底体部外面/回転ヘラ削り、他は回転ナ
ラ
声
。

乳仄色 精良。 良好 ロクロ (右

方向)。

同  土

SDl

口 径 10.05
器 高 4.65
受部径  12.3

やや深く平らに近い底部より上外方へ伸

びる受部に至る。受部は外上方へ伸び、端

部は鈍く尖る。立ち上がりは内傾し、端部

は段を有し、内傾する面をもつ。

底体部外面約/回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡灰色 3 nn以 下の

長石等の粗

砂粒を合む。

良好
左ｏ口

ｊ
。

形

ク
向

を弟
口
方

同  上

SDl

・０

５

ｍ

径

高

径

日

器

受

深く九い底部より上外方へ伸びる受部に

至る。受部は水平に伸び、端部は九い。立

ち上がりは内傾し、端部は段を有し、内傾

する面をもつ。
底体部外面約/回転ヘラ削り、他は回覇
ナデ。

外 暗灰褐

色

灰白色内

精良。 良好 完形。
ロクロ (左

方向)。

同 上

SDl

口 径 10,8
器 高  4.7
受部径 12.8

深く丸味をもつ底部より外上方へ伸びる

受部に至る。受部は外上方へ伸び、端部は

丸い。立ち上がりは内傾し、端部は内傾す

る凹面をもつ。
底体部外面約/回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡灰青色 0 5mtl以 下
の石英・チ

ャート等の

微砂粒を合
む。

良好 底体都外面
に自然釉付
着。

同 上

SDl

径
高

略

口
器

受

111
5.5

13.3

やや深く丸味をもつ底部より上方へ内彎

して伸びる受部に至る。受部は水平に伸0ヽ

端部は鈍く尖る。立ち上がりは内傾し、端

部は段を有し、内傾する面をもつ。

底体部外面/回転ヘラ削り、他は回転ナ
ラ
F。

暗青灰色 5.5mm以 下
の石英・チ

ャート等の

砂礫粒を含
む。

良好
左Ъ

，
。

形

ク
向

む万
口
方

同  上

SDl

口 径 ■,0
受部径  132

やや深く丸味をもつと思われる底部より

斜上方へ伸びる受部に至る。受部は水平に

伸び、端部は尖る。立ち上がりは内傾し、

端部は平らで内傾する面をもつ。底部一部

欠損。
底体部外面χ回転ヘラ削り、他は回転ナ

淡青灰色 2.5 mtl以 下

の長石・チ

ャー ト等の

粗砂粒 を合

む。

良好 底体部外面

に自然釉付

着。
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ｏ万
口〓

番
番
渤
断

器   種
出 土 地 点 燿

径
高
口
器 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎 土 焼成 偏    考

杯 身
(須忘器)

SDl

日 径
受部径

九味をもつと思われる底部より上外方ヘ
伸びる受部に至る。受部は外上方へ伸び、
端部は丸い。立ち上がりは内傾し、端部は
内傾する凹面をもつ。底部一部欠損。
底体部外面約/回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

淡緑灰色 3 mm以下の
長石・チャ
ート等の粗
砂粒を含む。

良好 ロクロ (左

方向 )。

底体部外面
約/に 自然
釉付着。

同 上

SDl

口 径 10.8
受部径 13.2
こ託称ヾ手脇絣捻察ご魂瑠螢微
傾する面をもつ。
体部外面/回転ヘラ削り、他は回転ナデ。

灰青色 4.5mn以下
の長石 チ
ャート等の
砂礫粒を合
む。

良好 ロクロ (左

方向)。

体部外面 に
ヘ ラ記号。

同  上

SDl

径

高

径部

口

器

受
仲なと登筆化望?F鷲拿と赤:弁宍幕み下
端部は尖る。立ち上がりは内傾し、端部は
内傾する凹面をもつ。
底体部外面χ回転ヘラ削り、他は回転ナ
デ 。

青灰色 2.5 mH以下
の長石・石
英・チャー

ト等の粗砂
粒を含む。

良好 ロクロ (右

方向)。

同  上

SDl

口 径 10.2
器 高  5,7
受部径  13.0

深く平らの底部より上外方へ伸びる受部

笠壱全称ヾテ憩民浩むf熱寧ごピ僣摯老?告
をもつ。
底体部外面約/回転ヘラ削り、他は回転
ナデ。

青灰色 2 mm以 下の

長石・チャ
ー ト等の粗

砂粒 を少量

合む。

良好 ロクロ (完

形。方向拓

鉢

(須恵器)

SDl

日 径 72
器 高 4.8

上外方へ伸びる体部より上方へ外反して
伸びる日縁部に至る。端部は九い。底部は
突出しない平底。
底部外面不定方向のナデ、他は回転ナデ。

暗青灰色 精良。 良好

七十

無蓋高杯
(須恵器)

SDl

口 径 124
器 高 106
底 径 ■.2

丸味をもつ底部より上外方へ内督 して仲
びる稜に至る。稜は九い。口縁部は上外方
へ外反気味に伸び、端部は内傾する面をも

方へ紹誤ぢ羅拿存全客「 鼻鏡な,指;史絶習
する。裾部外面に断面三角形の凸線が巡る。
脚部外面上位に1本の接合痕を有す。
内外面回転ナデ。

淡青灰色 h5mm以下
の長石・石
英等の粗砂
粒を合む。

良好 完形。

七十

同 上

SDl

口 径 13.4
器 高 103
底 径 10.0
稜 径 12.6

丸味をもつ底部より外上方へ伸びる稜に
至る。稜は痕跡あり。口縁部は上方へ伸は
端部は内傾する面をもつ。脚部は下外方へ
外反気味に伸びる柱状部より下外方へ伸び
る裾部に至る。端部は垂直な凹面を成す。
裾部外面に凸線が巡る。
内外面回転ナデ。

淡灰色 0.5mm以 下
の長石等の
微砂粒を微
量に含む。

良好 脚部外面灰
かぶり。

同 上

SDl

底 径 10.4 杯部は欠損。脚部は下外方へ仲び裾部 I

桂伏部樫雪与瓦劣夕分笞ど客手F曲
する。

杯底部外面回転ヘラ削り、他は回転ナデ

淡灰色 4 mm以 下の

長石・チャ
ー ト等の砂

礫粒を含む。

良好 ロクロ (右
方向)。
柱状部内面
にヘラ記号。
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第 9調査区

号

号

番

番

物

版

遺

図
器   κ
出 土地ド

無蓋高杯
(須忘器)

SDl

歓茎 曇奮 形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼 成 備 考

底 径  9.4 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びる裾部
に至る。端部は下内方へ緩やかに屈曲する。

脚部に三方孔のスカシを有す。
杯底部外面回転ヘラ肖Uり 、他は回転ナデ。

灰青色 2 5mm以下
の長石等の

粗砂粒を合
む。

良好 ロクロ (右
方向)。
杯底部内面
脚部外面に

自然和付着
`

七 ―

甕

(須恵器)

SDl

口 径 162 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し、

斜上方へ伸びる日縁部に至る。稜は痕跡有

り。端部は段を有し、九い。体部中位以下

は欠損。口縁部外面に1帯 14条の波状文を
有す。
日縁部内外面回転ナデ、体部外面タタキ、

内面不定方向のナデ。

青灰色 l mm以下の

長石 :石英
等の細秒粒

を少量含む。

良好 口縁部内外
面・頸部外
面・体部外
面に自然釉
付着。

七 ―

同  上

SDl

口 径 25,1 日縁部は上方へ外反気味に伸び、端部は
下方へ肥厚し、外端面に凹凸面を成す。体

部は欠損。
国縁部内外面回転ナデ、体部内面円弧タ

タキ。

淡仄色 l lnll以下の

長石・チャ
ート・赤褐
色談化粒等
の微砂粒を
含む。

良好

七 一

同 上

SD4

口 径 146
最大径 15.4

最大径を上位にもつ球形に近い体部より

屈曲し、上外方へ伸びた後外上方へ伸びる

国縁部に至る。端部は九い。底部は欠損。
国縁言[内外面ヨコナデ、体部外面上位タ

タキ(2本 )、 中位下タタキ後ヘラナデ、内
面ヘラナデ。

淡灰褐色 7 mm以下の

砂礫粒を多

量に合む。

良好

同 上

SD4

口 径 11.6 上方へ内彎気味に伸びる体部より屈曲し、

上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。

端部は九い。体部下位は欠損。
口縁部内外面ハケナデ(7本 )、 体部内外
面ヘラナデ。

暗茶灰色 2 mt以下の

粗砂粒 を少

量含む。

良好

同 上

SD4

口 径 12.6 上内方へ内督気味に伸びる体部より屈曲
し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は

外面に面をもつ。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ

デ、内面ヘラナデ。

暗灰褐色 4 mll以下の

妻母・角閃
石・石英等
の砂礫粒を
含む。

良好

七 ―

同 上

SD4

径

高

径

口

器

底

最大径を中位よりやや上にもつ球形に近

い体部より屈曲し、上外方へ外反気味に伸

びる日縁部に至る。端部は丸い。底部は突

出しない平底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(3本 )、 内面ナデ。

暗褐灰色 3 mm以下の

粗砂粒を合
む。

良

七 一

同 上

SD4

径

高

径

口

器

底

楕円形の体部より屈曲し、上外方へ伸び

る日縁部に至る。端部は九い。底部は突出

しない平底。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ

デ(%本 )、 内面ヘラナデ。

淡緑仄褐色 4.5 1nm以 下
の砂礫粒を
多量に合む。

良好 完形。

同 上

SD4

口 径 15,0 日縁部は上外方へ伸び、端部はつまみ上
げる。体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナデ。

茶灰色 2 Hnl以下の

雲母・石英・

角閃石等の

粗砂粒を含
む。

良好
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迎物番号
図版番号

器   種
出土地点 歓茎 曇管 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 胎 土 焼成 備    考

高 杯
(土師器)

SD4

口 径 170 杯底部は欠損。国縁部は上外方へ伸び、
端部は鈍く尖る。脚部は欠損。
杯部内外面ナデ

橙褐色 2 mm以下の

粗砂粒を多
量に合む。

良好

七 ―

同 上

SD4

口 径 23.4 斜上方へ伸びる杯底部より屈曲し、上外
方へ外反して伸びる国縁部に至る。端部は
九い。脚部は欠損。
端面内外面ヨヨナデ、杯部外面上位・中
位内面ヘラミガキ、杯部外面下位ヘラ削り。

淡茶灰色 4 mm以 下の

砂礫粒 を少

量合む。

良好

/1ヽ  皿

(■師器)

SEl

ロ 径 底部は欠損。体部は上外方へ伸びた後上
外方へ伸びる日縁部に至る。端部は上に面
をもつ。
日縁内外面ヨヨナデ、体部内外面ナデ。

淡茶灰色 2 nn以 下の

粗砂粒 を微

量 に含む。

良好 体部内面に
煤付着。

134

七 二

同 上

SEl

口 径 13.8
器 高 3.2

平坦な底体部より上外方へ伸びる国縁部
に至る。端部は内方に肥厚し、内傾する面
をもつ。
外面ナデ・指頭痕、内面ナデ。

茶灰色 0.5mm以下
の雲母等の
微砂粒を少
量含む。

良好 内外面に煤
付着。

七 二

同 上

SK8

径

高

口

器
凹面をもつ底体部より外上方へ伸びる国
縁部に至る。端部は九い。
内外面ナデ。

淡灰茶色 2 mm以下の
雲母等の粗
砂粒を少量
含む。

良好 完形。

同 上

SK8

径

高

口

器
凹面をもつ底体部は上外方へ伸びる口縁
部に至る。端部は九い。
内外面ナデ。

淡灰茶色 l mm以 下の

雲母等の細

砂粒 を少量

合む。

完形。

‐３７　　　仁

同 上

SK8

径

高

口

器
平坦な底体部より上外方へ内督して伸び

島鶏撃写ξ
る。榊は内方へ勝する。

乳灰茶色 l nm以下の

雲母等の細

砂粒を合む。

良好 完形。

七 二

同 上

SK8

径

高

口

器

9.2

1.6
平坦な底体部より上外方へ内彎気味に仲
びる日縁部に至る。端部は九い。底部,こ穿
孔を有す。
内外面ナデ。

淡灰茶色 l mm以下の
雲母等の細
砂粒を少量
合む。

良好 完形。

‐３９　　　仁

同 上

SK8

径

高

口

器

9.4

1.7
凹面をもつ底体部より外上方へ伸びる国
縁部に至る。端部は丸い。
内外面ナデ。

淡灰茶色 2 mm以下の
雲母等の粗
砂粒を含む。

良好 完形。

同 上

SK8

径

高

口

器

9,0

1.4
平坦を底体部より上外方へ内管して伸び
る口縁部に至る。端部は九い。
外面ナデ・指頭痕、内面ナデ。

乳灰茶色 l mm以下の
雲母等の細
砂粒を少量
合む。

良好 完形。

141

七ニ

同 上

SK8

径

高

口

器

94
1.6
平らに近い底体部より上外方へ内督気味
に伸びる日縁部に至る。端部は丸い。
内外面ナデ。

淡灰茶色 雲母等を少
量含む。

良好

七 二

同 上

SK8

径

高

口

器
平らに近い底体部より斜上方へ伸びる口
保部に至る。端部は鈍く尖る。
内外面ナデ。

淡灰茶色 0.5 mm以下
雲母等の微
砂粒を少量
含む。

良好
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第 9調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点 鞍瞥 曇管 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色    調 土 焼 成 備    考

七 ニ

月ヽ 皿

(上師器 )

SK8

日 径  84
器 高  15

平坦な底体部より上外方へ内昏気味に仲

びる口縁部に至る。端部は丸い。

内外面ナデ。

淡茶灰色 141m以下の

雲母・石英
等の細砂粒
を合む。

良好

144

七 三

同 上

SK8

口 径 13.2
器 高 20

平らに近い底体部より上外方へ伸びる日

縁部に至る。端部は九い。

内外面ナデ。

淡茶灰色 l ulm以下の

婁母等の細

砂粒を合む。

良好 完形。

七 三

同 上

SK8

口 径  9.0 平らに近いと思われる底体部より斜上方
へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。底部
一部欠損。
外面ヨコナデ、内面暗文状ヘラミガキ。

外 暗灰色
内 淡灰色

l mt以下の

細砂粒を合
む。

良好

七 三

同 上

SK8

径

高

日

器
平坦と思われる底体部より上外方へ伸び

る国縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部一

部欠損。
外面ナデ・指頭痕、内面ナデ。

外

内
暗灰色

乳灰色

l mt以下の
細砂粒を少
量合む。

良好

七 三

/1ヽ  Ill

(瓦 器)

SK8

径

高

口

器

90
1,9
平らに近い底体部より上外方へ伸びる口

縁部に至る。端部は丸い。
外面ナデ、内面ナデ後暗文状ヘラミガキ。

暗仄色 2 mm以下の

粗砂粒を合
む。

良好 完形。

‐４８　　　任

同 上

SK8

径

高

日

器
凹面をもつ底体部より外上方へ伸びるロ

縁部に至る。端部は丸い。
外面ナデ、内面ナデ後暗文状ヘラミガキ

淡灰色 3 Elm以 下の

粗砂粒 を微

量 に含む。

良好 完形。

七 三

同 上

SK8

径

高

口

器

80
2.9
椀形の底体部より斜上方へ伸びる口縁部
に至る。端部は九い。高台断面は台形をも

国縁部・体部内外面ヘラミガキ、高台内

外面ヨコナデ。

暗仄色 l am以下の

細砂粒を少

量含む。

良好

椀

(瓦 器 )

SK8

口 径 13.6 底部は欠損。体部は上外方へ伸びる日縁
部に至る。端部は丸い。
日縁部外面上位ヨヨナデ、口縁部外面下

位・体部外面指ナデ後ヘラミガキ、日縁部

体部内面ハケナデ (10本 )後ヘラミガキ。

淡乳茶色 2m以下の
粗砂粒を合
む。

良好

同  上

SK8

径

高

径

口

器

底

椀形の底体部より上外方へ伸びる口縁部
に至る。端部は九い。高台断面は逆三角形

をもつ。
口縁部・体部外面暗文・指頭痕、日縁部・

体部内面暗文、底部外面・高台内外面ナ
デ。

灰黒色 l alal以下の

細砂粒を微
量に合む。

良好

七 三

同 上

SK8

径

高

径

口

器

底

椀形の底体部より上外方へ伸びる口縁部
に至る。端部は丸い。高台断面は逆三角形

をもつ。
日縁部・体部外面ナデ・指頭痕、口縁部・

体部内面暗文、高台内外面ナデ。

淡灰黒色 2 ala以 下の

粗砂粒 を少

量含む。

良好

七 三

同  上

SK8

口 径 15.5
器 高  5.0
底 径  4.6

椀形の底体部より上外方へ伸びる日縁部
に至る。端部は九い。高台断面は逆三角形

をもつ。
口縁部・体部外面ナデ後暗文・指頭痕、
国縁部内面暗文状、体部内面格子状暗文、
高台内外面ナデ。

淡灰色 l IIm以 下の

細砂粒を含
む。

良好 完形。
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酔議
器   種
出 土 地 点

(Ct4)日 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 微 色    調 胎 土 焼 成 備 考

154 椀

(瓦 器 )

SK8

口 径 17.6 底部は欠損。体部は上外方へ伸びる日縁
部 に至る。端部は丸い。
日縁部外面上位 ヨヨナデ、口縁部外面下
位・体部外面ヘ ラ ミガキ後指ナデ、口縁部・

体部内面ヘ ラミガキ後暗文。

淡灰色 2 nul以 下の

粗砂粒 を微

量 に合む。

良好

同 上

SK8

５
．
４

＆

径

高

径

口

器

底

椀形の体部より上外方へ伸びる日縁部に
至る。端部は丸い。高台断面は台形をもつ
口縁部外面ヨコナデ、内面螺施状暗文、
体部外面指ナデ、内面上位螺施状暗文、下
位格子暗文、高台外面ヨコナデ。

灰黒色 精 良。 良好

同 上

SK8

口 径 15.6 底部は欠損。体部は上外方へ伸びる日縁
部に至る。端部は九ぃ。
外面ナデ後暗支状ヘラミガキ・指頭痕、
内面ナデ後暗文状ヘラミガキ。

暗灰色 l alm以 下の
細砂粒を少
量合む。

良好

同  上

SK8

口 径 15,0 底部は欠損。体部は上外方へ伸びる日縁
部に至る。端部は九い。体部外面に1本の
接合痕を有す。
口縁部外面上位ヨコナデ、日縁部外画下
位・体部外面ナデ後ヘラミガキ、口縁部・
体部内面ヘラミガキ後暗文。

淡灰色 2 ml以 下の

粗砂粒 を微

量 に合む。

良好

158 同 上

S P16

ロ 径 椀形と思われる底体部より上外方へ伸び
る口縁部に至る。端部は九い。底部は欠損(

外面指ナデ後ヘラミガキ、内面ヘラミガ
キ。

外 灰

　

色

茶

　

灰

淡

色

淡内

2 5 mm以 下
の粗砂粒 を

依量 に合む (

良好 内外面に黒
班有り。

妻

(土師器 )

包合層

口 径 16.6 上内方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。
端部は外傾する面をもつ。体都中位以下は
欠損。肩部内面上位に1本の接合痕を有す
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナ
デ ?・ 指頭痕、内面ハケナデ ?。

赤褐色 0 5 mm以 下
の微砂粒 を

合む。

良好

同  上

包合層

口 径 14.6 上内方へ内管気味に伸びる体部より屈曲
し、外上方へ伸びる日縁部に至る。端部は
つまみ上げる。体部中位以下は欠損。
口縁部外面・内面上位ヨコナデ、内面下
位指頭痕、体部はタタキ (4本)後ハケナ
デ (9本 )、 内面ヘラ削り。

茶褐色 0.5 mm以 下
の雲母・角
閃石・長石
等の微砂粒
を合む。

良好

同 上

包含層

口 径 17.0 口縁部は外上方へ外反気味に伸び、端部
は内方へ肥厚し、つまみ上げる。体部は欠
損。
口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ削
り。

暗灰褐色 2 mal以 下の
粗砂粒を少
量合む。

良好 外面に煤付
着。

杯

器師

一局
土

包含層

径

高

　

径

回

器

　

底

21.4

14.2
～14.5
14.2

丸ぃと思われる杯底部より外上方へ伸び
る稜に至る。稜は痕跡あり。日縁部は上方
へ短く外反気味に伸びた後外上方へ外反し
て伸び、端部は九い。脚部は下外方へ仲び
る柱状部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部
に至る。端部は丸い。脚部中位に四方孔を
有す。
杯部・脚部外面ヘラミガキ、杯部内面剣
離の為不明、柱状部内面ナデ、裾部内面ハ
ケナデ後ナデ。

淡乳茶色 2.5 mm以 下

の赤褐色酸

化粒等の粗

砂粒 を含むて

良好
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第 9調査区

籐
器   種
出土地 点

lcm)口 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 微 色    調 土 焼 成 備 考

高 杯
(土師器 )

包合層

日 径 ■.6 平坦と思われる底部より上外方へ伸びる
口縁部に至る。端部は外方へ肥厚する。底

部一部・脚部は欠損。
杯部外面ヘラミガキ、内面放射状ヘラミ
ガキ。

淡茶褐色 l dun以 下の

長石・雲母

等の細砂粒

を彼量に合

む。

良好

164 同 上

包含層

ロ 径 杯底部 は欠損。体部は上方へ内督 して仲

びる口縁部 に至る。端部 は丸い。IH部は欠

損。

口縁部内面 ヨコナデ、他はナデ。

淡茶褐色 2 mal以 下の

赤褐色酸化

粒・長石・

雲母等の粗
砂粒を含む

良好

同  上

包合層

底 径  8.6 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びる柱状
部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部に至る

端部は垂直な面をもつ。裾部内面に1本の

接合痕を有す。裾部に四方孔を有す。

杯状部外面ヘラミガキ、内面しばり日、

裾部外面ナデ、内面指頭痕。

赤褐色 2 1ul以下の

石英・長石
等の粗砂粒
を含む。

良好

同  上

包合層

底 径  8.2 杯部は欠損。脚部は下外方へ伸びる柱状
部より屈曲し、外下方へ伸びる裾部に至る

端部は九い。
杯部・脚部外面ナデ、杯部内面ヘラミガ

キによる放射状暗文、柱状部内面ナデ、襦
部内面指頭痕。

外

内
茶褐色

黒色

0 5mm以下
の微秒粒 を

含む。

良好 内面に煤付
着 。

167 羽  釜
(土師器 )

包合層

鍔 径 22.0 鍔部は水平で、端部は九い。外面に2本
の接合痕を有す。
外面ヨコナデ、内面ナデ。

淡茶褐 色 l mla以 下の

長石等の細

砂粒 を少量

含む。

良好

/1ヽ   llt

(土師器 )

包合層

口 径  9.2 平らに近いと思われる底部より上外方ヘ
伸びる口縁部に至る。端部は丸い。底部一

部欠損。
内外面ナデ。

淡茶褐 色 2 ELl以 下の

粗砂粒 を微

量 に含む。

良好

169 中 皿

(土師器 )

包含層

径

高

日

器
平坦な底部より外上方へ伸びた後屈曲し
上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端
部は九い。
日縁部内外面ヨコナデ、底体部外面指頭
痕、内面剣離の為不明。

赤褐色 0.5 mm以 下

の微砂粒 を

合む。

良好

170 杯

(土師器 )

包合層

口 径 21.2 底部は欠損。体部は外上方へ伸びた後上
外方へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。
口縁部内外面・体部外面ヨコナデ、内面
ヘラミガキ。

赤褐色 0 5 mm以下
の微砂粒を
合む。

良好

同 上

包合層

回 径 13.1 底部は欠損。体部は上外方へ内彎気味に
伸びた後上外方へ短く伸びる国縁部に至る

端部は九いも
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ、
内面ヘラミガキ。

外

内
赤茶色

灰褐色

2 mal以 下の

雲母・長石・

角閃石等の

粗秒粒 を多

量含む。

良好

172 同 上

包合層

口 径 198 底部は欠損。体部は上方へ内督して伸び
る口縁部に至る。端部は内方へ肥厚し、上
に面をもつ。
日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ。

淡茶褐色 2 all以 下の

粗砂粒を微
量に合む。

良好
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鵬
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cm)
法量

径
高
口
器 形 態 ・ 調 整 等 の 特 微 色 調 胎 土 焼 成 傭 考

173 椀

(瓦 器 ,

包合層

口 径 14.8
器 高  57

底部は欠損。体部は外上方へ伸びた後上
外方へ伸びる口縁部に至る。端部は丸ぃ。
高台断面は逆三角形をもつ。
日縁部外面ヨヨナデ、内面・体部内面上
位ヘラミガキ、体部外面ナデ、内面下位平
行状暗文。

灰黒色 精良。 良好

同 上

包含層

口 径 底部は欠損。体部は外上方へ伸 びた後上
外方へ仲びる国縁部に至る。端部は丸い。
日縁部外面上位 ヨヨナデ、下位・体部外
面ナデ・指頭痕、日縁部・体部内面ナデ後
ヘ ラ ミガキ、底部内面ナデ後放射状暗文 c

外 淡茶褐

色

淡灰褐

色

内

l tual以 下の

長石等の細

砂粒 を少量

含む。

良好

第10調査区

瞬孵
器   種
出 土 地 点 くｃｍ，遼

口径
器高

形 態 。 調 整 等 の 特 微 色 調 土 焼 成 備 考

1

七 四

朝顔形埴輪

埴輪円筒棺

回 径 39,4
器 高 810
底 径 300
タガ幅  0,7
～ 10

タガ高  0.8
～ 10

筒状の体部で、肩部にやや脹らみをもち
内上方へ内彎する。回縁部は体部から屈曲
し上外方へ大きく外反して伸びる。端部は
上につまみ、外傾する面をもつ。底部は体
部からそのまま下方へ下り、底端部付近で
やや外反気味に開く。端部は下方に面をも
つ。外面にはタガ5帯 (口縁部・頸部に各
1帯、体部に3帯 )が巡る。体部にはタガ
とタガの間に三角形の三方スカンが2段あ
る。スカンは下段が大きく、上段がやや小
さい。
口縁部端部付近の内外面とタガはヨコナ
デ、口縁部内外面縦ハケ、肩部外面横ハケ後
縦ハケ、内面ヘラナデ、体部外面縦ハケ、
内面上位縦ハケ、下位斜上方のハケナデ。

乳灰褐色 長石・チ ヤ

ー ト・石英

角閃石・雲

母等の細砂

粒 を少量合

む。

良好 黒班有 り。

2

七 五

円筒埴輪

埴輪円筒棺

日 径 38.6
器 高 60.3
底 径 27.8
～32 5

タガ幅  0,9
～ 1.0

タガ高  10
～ 1.2

筒状の体部で、上外方へやや外反気味に
伸び、口縁部付近でやや大きく開く。端部
は外傾する面をもつ。底部端部は下に面を
もつ。体部外面には3帯のタガがあり、そ
の間に三角形のスカシが2段ある。スカシ
は上段が二方、下段が三方である。
国縁部付近の内外面とタガはヨコナデ、
体部外面縦ハケで下位の一部にタタキが残
る。内面縦ハケ。

乳灰掲色 長石・チ ヤ

ー ト・石英

角閃石・雲

母等の細砂

粒 を少量合

む。

良 好 黒班有 り。

3
(土師器 )

包合層

口 径 20.6 体部より屈曲し、上外方へ伸びる日縁部
に至る。端部は上に面をもつ。体部は欠損
口縁部外面上位指頭痕、下位ナデ、内面
ナデ。

淡褐色 2 Hu以下の

長石・角閃

石・チャー

ト等の粗砂

粒 を多量 に

合む。

良好

七 六

甕

(土師器 )

包含層

口 径 20.4 内上方へ内督して伸びる体部より屈曲し
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は丸い
体部は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ、
内面ヨコナデ。

茶灰色 4 du以下の
チャート等
の砂礫粒を
多量に含む

良好

5

七六

同 上

包含層

口 径  152 上内方へ伸びる体部より屈曲し、上外方
へ外反気味に伸びる国縁部に至る。端部は
外傾する面をもつ。体部中位以下は欠損。
国縁部内外面ヨヨナデ、体部外面剣離の
為調整不明、内面ヘラナデ。

黒褐色 雲母 。長石・

石英等の 砂

礫粒 を多量

に合む。

良好 内外面全面

に煤付着。
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第10調査区

遺物番号
図版番号

器   種
出 土 地 点

(cn)口 径
法量 器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 微 色    調 胎 土 焼 成 備 考

七 六

朝顔形埴輪

包合層

朝顔形の日縁部と思われる。外面にタガ

の痕跡が見られる。タガ外面・口縁部内面

下位に一本ずつの接合痕を有す。
口縁部外面上位・中位ハケナデ (9本 )、
下位ヨヨナデ、内面ハケナデ (13本 )。

淡仄茶色 3 aun以 下の

長石。チャ
ート・雲母
等の粗砂粒
を多量に合
む。

良好

7

七 六

同  上

包含層

朝顔形の口縁部と思われる。日縁部は外

反して伸び、端部は外側に面をもつ。

内外面ナデ。

淡黄褐色 赤褐色酸化

粒・石英・

雲母・チャ
ー ト・角閃

石等 を微量

に含む。

良好

8

七 六

同 上

包合層

朝顔形の口縁部と思われる。日縁部は外
反して伸び、端部は垂下し、外側に浅い凹
面をもつ。
外面ヨヨナデ、内面ナデ。

淡黄褐色 婁母・角閃
石・赤褐色
酸化粒・石

英・チャー

ト等を微量
に含む。

良好 外面に煤付
着。

同 上

包含層

朝顔形埴輪の小片と思われる。外面に台

形タガ (高 ちl cm、 上の幅 0,7ol、 下の幅
2.2cm)がある。
外面ハケナデ (8本 )、 内面摩滅の為調
整不明。

淡黄茶福色 3 1E ll以 下の

赤褐色酸化

粒・角閃石・
石英・婁母・

長石・チャ
ート等の粗
砂粒を微量
に合む。

良好

円筒埴輪

包含層

円筒埴輪の破片と思われる。外面に台形
タガ (高ち 1.2ca、 上の幅 0,7c皿、下の幅
1.2cm)がある。
外面ハケナデ (10本 )、 内面ハケナデ

(10本 )・ 指頭痕。

淡責赤褐色 雲母・石英・

角閃石・赤

褐色酸化粒
チャート等
を微量に合
む。

良好 外面全面に

黒班有り。

11 同 上

包含層

円筒埴輸の破片と思われる。外面に台形
タガ (高ち 0 9cm、 上の幅 09c皿、下の幅
1.8cm)がある。
内外面ハケナデ (外 8本、内11本 )。

淡黄褐色 2un以下の

角閃石・石
英・チャー

ト・長石・

雲母・赤掲
色酸化粒等
の粗砂粒を
微量に合む

良好 内面に自然

和付着。

同 上

包含層

円筒埴輪の小片と思われる。外面に台形
タガ (高 さ 0 9cm、 上の幅 0,7cm、 下の幅
1 5cm)がある。
内外面ハケナデ (外 6本、内 9本 )。

淡黄淡掲色 2 mm以下の

妻母・角閃
石。長石・

チャート・

石英等の粗
砂粒を微量
に含む。

良好

七 七

同  上

包合層

円筒埴輸の小片と思われる。外面に台形
タガ (高さ 1.2cm、 上の幅 0 8cIE、 下の幅
1.5cm)がある。
内外面ナデ、一部ハケナデ。

外 淡乳茶
色
淡黄茶
褐色

内

3m以下の
雲母・チャ
ート・長石・

赤褐色酸化
色粒等の組
靱叫立を倫超藍
に合む。

良好
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籐
器   種
出土地 点

(飩)口 径
法量  器高 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎   土 焼 成 備 考

七 七

円筒埴輪

包合層

円筒埴輪の小片と思われる。外面に台形
タガ (高さ 0.8cm、 上の幅 0.9Cm、 下の幅
1,9cm)がある。
外面ハケナデ (9本 )、 内面ナデ。

外 淡灰色
内 淡茶褐
色

3 1EIn以 下の

婁母・チ ャ

ー ト・長石

等の粗砂粒

を含む。

良好 外面全面に

黒班有り。

七 七

同 上

包合層

円筒埴軸の小片と思われる。外面に台形
タガ (高さ 1.2cII、 上の幅 0。 9cm、 下の幅
2.lcm)がある。外面に二本、タガ断面に
1本の接合痕を有す。
内外面磨滅の為調整不明。

淡黄褐色 石英・赤褐
色酸化粒・

長石・チャ
ート等を微
量に合む。

良好

七七

同 上

包合層

円筒埴輪の小片と思われる。外面に台形
タガ (高 さ 0.7cm、 上の幅 0.8cm、 下の幅
1.%の がある。タガ付近外面に二本、タ
ガ断面に1本の接合痕を有す。
外面ハケナデ、タガはヨコナデ、内面指
ナデ。

黄褐色 赤褐色酸化
粒・石英・

長石・チャ
ート・雲母
等を微量に

合む。

良好

同 上

包含層

円筒埴輪の小片と思われる。外面に台形
タガ (高さ 0,7cm、 上の幅 0.9cID、 下の幅
2.∝0がある。         

｀

内外面ナデ。

淡茶褐色 長石・石英・

赤掲色酸化

粒等を少量

含む。

良好

同 上

包合層

円筒埴輪の小片と思われる。外面に台形
タガ (高さ 0.8cm、 上の幅 0.7cm、 下の幅
1.5cm)がある。タガ断面に1本の接合痕
を有す。
外面ハケナデ (9ホ )、 内面ハケナデ後
指ナデ。

淡黄茶褐色 3 1EEl以 下の

葺母・角閃
石・チャー

トl長石・

赤褐色酸化
粒等の粗砂

粒を微量に

合む。

良好

/Jヽ  皿

(土師器)

包合層

口  径  12.4 口縁部は上外方へ外反気味に伸び、端部
は九い。底部は欠損。
内外面ナデ。

淡茶灰色 2 nal以 下の

赤褐色酸化
粒・雲母等
の粗砂粒を
含む。

良好

20 皿

(土師器 )

包合層

口 径 16.4 平らと思われる底部より外上方へ伸びる
日縁部に至る。端部は丸い。底部は欠損。
外面ヨコナデ、内面ナデ。

淡灰褐色 l mm以下の
長石。石英
等の細秒粒
を少量合仏

良好

皿
器
小
瓦

包含層

径

高

口

番
平らな底部より上外方へ外反して伸びる
日縁部に至る。端部は丸い。底部は一部欠
損。
内外面調整不明。

暗灰色 精良。 良好

22 椀

(瓦 器 )

包合層

口 径 12.8 半球形の体部からヨコナデによつてわず
かに外反する日縁部に至る。端部は九く終る。

内面はヘラミガキ、外面上位ヨヨナデ後
部ヘラミガキ、下位ナデで指頭圧痕が認め

られる。

灰黒色 微砂粒を少
量合む。

良好
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立早5第 とま

今回の調査地は昭和57年度第 1次調査と昭和58年度第 3次調査を実施した調査区に接してい

る。既往調査では弥生時代後期～鎌倉時代に至る遺構 。遺物が多数検出されている。特に古墳

時代前期 (庄内期)に比定される土器が多量に出土しており、庄内式土器の良好な資料が得ら

れている。さらに、この調査報告の刊行 (昭和62年度)ま でには当調査研究会が第14次調査を

実施し、多くの遺構・遺物を新たに検出している。

以下、今回の調査の成果について各時代ごとに要約して述べる。

古墳時代前期

区画整理事業区域内の南西部で実施した各調査区で遺構 。遺物を検出している。居住に関連

する遺構としては第 5調査区で検出している。この時期の遺構としては昭和58年度第 3次調査

で方形周濤墓などの墓域に関連する遺構を検出しているが、居住に関連する追構が検出された

のは当遺跡内において今回の調査がはじめてである。その後の調査では、第 5調査区の南東部

(約20m)で実施した調査 (昭和62年度第13次調査)で居住に関連する遺構が検出しており、

居住域が南東部に広がることが明らかになった。

古墳時代前期に比定される土器は第 1調査区の SDl・ 第 7調査区の SDl・ 第 9調査区のS

Dlか ら庄内式新相～布留式新相に比定される土器が多量に出土している。この時期の土器は

既往調査 (昭和57年度第 1次調査・昭和58年度第 3次調査)でもこの時期の上器が出土してお

り、当追跡における古墳時代前期の時期が土器によって変遷が明らかにされるであろう。また、

出土した土器の中には他地域の土器が含まれており、当遺跡と他地域との交流が盛んに行われ

ていたことがうかがえる。

古墳時代中期

この時期の遺構は第 1調査区・第 2調査区・第 9調査区 。第10調査区で検出している。第 1

調査区の SDlの第 9調査区の SDl内のA層から土師器・須恵器が一括で出土している。出

土した土器には初期須恵器・韓式系土器がみられる。また、第10調査区では朝顔形埴輪と円筒

埴輪をセットにした埴輪円筒棺 1基が検出している。この埴輪円筒棺は当追跡内ではじめての

検出である。埴輪円筒棺の検出例としては周辺遺跡で東弓削遺跡と中田追跡の 2例がみられる。

第 2調査区では古墳時代中期に比定される小穴が多数検出した。この中には建物に伴うもの

と考えられる小穴列が検出しており、この付近に居住地が存在していたと考えられる。
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平安時代後期～鎌倉時代

この時期の遺構は金調査区で検出した。当遺跡範囲内の南部に位置する第 9調査区では、井

戸・土坑・小穴等の居住に関連する遺構が検出されている以外、ほとんどの調査区は農耕に関

連する東西・南北方向に伸びる濤である。平安時代後期以降は当追跡内の大半は農地としてい

たようである。その後の調査 (昭和61年度第 8次調査)では当遺跡範囲内の耳と西部でこの時期

の居住区域が検出されている。

以上、今回の調査で得られた成果である。その後の調査においても多数の追構・遺物が検出さ

れており、今後、当遺跡の変遷が明らかにされるであろう。
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